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衛生試験所’彙報・

第四十七號

東京を中心とする海水浴場並に高地キャンプ場．

　　　の衛生調査に關する試験報告

　　技師石尾正交
　　技層師　秋　葉朝一一郎

　　・囑託勝田　 泰

　　技手服部安藏
　　技手坪．井腺」雫

　　技手遠藤與作
　　．技手束　 弘臣

　　　　　　●
　内容目次

緒　　 言

試験方法
試験’成績
甲　海水浴場に於ける試験嘆績

　1試験地の地誌
　耳空氣試験成績

　皿海水試験成績

　lV海砂の試駒或績

乙キャンプ揚に於ける試験成績

　1’試験地の地誌

　1［空氣試験成績

　W　キャンプ揚の敷地¢～灘潤度試験威績　‘

囑託　井　澤　清．篤

聯託林　倉一．
囑託　風　間　美佐雄

囑託藤井清次
助手長谷普β俊彦

助手小暮明正
助手高村　 豊

1［飲料水並にキャンプ場に隣接せる湖水，川水の水質試験成績
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’総

結

　　　括
1　都市，海岸地方及山岳地方に於ける環氣の比較法

虹’海水浴揚に封ずる調査の結果

皿キャンプ場に…摺る調査の結果

　　　語
1羅暑地として叉は行樂地として海岸及山岳両地方の適否に冒する衛生學的比較

皿　理想的海水浴揚の衛生的條件

1［　キャンプ揚に關する衛生上の注意；事項

緒 言

’　1近年都人士の間には日常生活の軍調と勢苦とを，戸外蓮動の興趣により慰安せんとする傾向

　あり・偶交通の獲達は此氣運を助長し，都塵を逃れ自然に親しみつ玉活動力の恢復に資する野

　外蓮動の流行を見るに至れり・就中夏季に於て，二二生活者の最も興味を有するものは海水浴

　聴して，洵に昨年の如き～休日に於ける湘南房総の海水浴場の殿上には驚くものあり．叉青年

　子女によりて國立混乱の如き山紫水明の地に螢まる玉キャンプ生活も・此風潮の反映に外なら

　す．

　　是等の傾向に現はる玉行動は概して三二を目的とするものなれ共，素より保健の趣旨’を加味

　せるもの多し．故に世人の幅利を増進する爲には衛生上に於ても之を善導するの必要あり・こ

　れ甦に行ひたる大正11年の試験に績き・今回衛生局の主唱に随ぴ再試験を執行したる所以な

　りとす．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　今上の調査に於ては，海岸と山地とに於ける衛生學的環境の異同を究むる目的を以て行ひた

　’る試験を主眼とし，共結果より海山爾地方に於ける避暑地として4）適否を比較し，次に海水浴

　場に回しては海水並に海砂の試験を行ぴ，地勢並に地形上の影響及人家並に遊泳客による汚染

　の穆度を吟味し，キャンプ場に關しては，飲料水の良否並にキャンプ場の土の漁潤度を槍し，

　キャンピングを行ふ場合に衛生上注意すべき貼を示さんとせり・

　　噛試験地は，海水浴場にありては東京灘内の海岸に於て3ケ所，外房に於て2ケ所，内房に

　於て3ケ所，湘南に於て2ケ所合計10ケ所・キャンプ場にありては東京近縣の高原，森林

　地帯に於て各1ケ所，湖畔に於ける2〃所合計4ケ所にして次記の如し。

　　海水浴場の試験地．羽田，横領，千葉，一宮，上絡興津，館山北條，保田，佐貫，鎌倉，葉

　　　　　　　　　　　・山．

　　キャンプ場の試験地・日光中郡寺湖岸，菅手，上高地，、山中湖岸・

　上記中千葉，北傑保田，鎌倉，葉山は前例も調査したる地なり・

　　試験期日は試験地の盛時を回標としたれ共，天候の關係上昭和a年8月4日より12日の
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闇に於て海と山と同時に試験を執行することしなりたり・試験に當りては1ケ所1白の割合

を以て各試験地をi巡警したり．

本調査に於て施行したる試験事票は：之を簡明に記載する爲め表を以て示せば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　試験事項表

　試験の種類
1．地　誌　的　槻　察

2．　氣　　象　　孝観　　測」

ろ．日光量に關する試験

4．空　氣’試’瞼

う．水　　質　　試　　験

6，砂　土　の　試　験

海水浴揚に於ける試瞼

境域，海面及海底の朕態

氣墜，氣温

地　面　温

風　（風向，風速）

雲　（雲形，雲量）

日照，難度、

’日射量（日射積算：概量）

紫　外線

活性酸素
塵　　　　骨

細　　　　菌

（海水に付）’

水　　　　温，

濁　　　　度

化學的歳層

畳　　　　菌

海砂中の泥土及窒素の含：量

キャンプ場に於ける試瞼　　　　　　　可

　境域，飲料水の所慮

　　同　　　左

　　　　，ソ

　　　　ニ

　　　　ニ

　　　　ニ

　　　　ニ

（鑛讃誓臨急漏水）㌧

　　　同　　　左．

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　土砂の灘潤度

　上表中日光量に關する試験及室氣試験中の活性酸素と塵埃との試験並に砂土の試験等は今回

の調査に於て新に加へたるものなり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　試験方法

　前記各試験に封ずる施行方法次の如し．

1。氣象に關するものは氣象測候所に於て親測せる種類のものなれば其方法は氣象観測法に準

擦し逼親測器械には左記の品を使用塗り．

　1・革質の槻測．塞盒：晴雨計Anaeroia　Barometer．

　2　菅野の槻測　漁度測定時に於ける乾球の示す温度及示差最高最低寒暖計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　5・風の観測　携帯風向風速計　　　　　　　　　、．．　　　　　　　　．、．

　4・　日照の槻測　ジヨルダン式日寸寸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．

　5．漁度の槻測ヒル氏廻輸黒度言十　，　・

9

9
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∬．　日光量の試験

　1・　日射量の測定　大山式日射計を用ひ，電流指示計の目盛数を談興し，之に係歎0．0143

　　　　を乗じ，主として直蓮日射量をgカロリー！cm2分輩位にて表はす．早生試験所彙報

　　　第45號中の勝田報告「日射及紫外線の測定に予て」参照・

　2・　日射積算量　次式に潤て之を算幽す，箪位はgカロリー／em2なり．

　　　　　　　　　X＝ST十s（120－T）

　　　　Xは日射積算量，Sは太陽弔辞に掩はれざる場合の日射量Q雫均値，　S唱は太陽面雲

　　　　に掩はれたる場合の日射量の雫均値にして，・Tは午前10時～12時の間に於ける日

　　　　照時数を分にて表はしたるものとす・

　　　　日射量は天牛に雲ある時は成る弛く測定の同歎多きを可とするものにして，本試験に

　　　　於ては大抵2時間中6同測定したり・衛生試験所彙報第45號中の勝田報告・「日射

　　　　及紫外線の測定に就て」参照．

　乙　紫外線の試験　二神式簡易紫外線測定器を用ぴ，附燭電流計の目盛数を以て主として直

　　　達紫外線の強度を表はさしむ．早生試層群彙報第45號中の勝田報告「日射及紫外線

　　　　の測1定に就て」参照．

皿・三一試験

1・瀧藤ウルスターW…t・・のオゾン鑑識法に準じがン散卦ラ紙（テトラメ

　　　　チル・パラ・フエニレンヂアミンを試藥とす）を装置して試験す．衛生試験所彙報第

　　　45號中の石尾・小暮報告「大氣中の活性酸素の臨地槍出法に就て」参照・

　2．塵埃の測定　ヒルE，V．　Hi11塵埃計測器を用ふ．衛生試験所彙報第28號16頁参照．

　5・細　　　薗　帰陣ー．・プロムOker　Blom法の攣法に挙る・衛生試験所彙報第45號中

　　　　の秋葉・風間報告「杢氣中の細菌歎測定に就て」参照。

　　　前記日射量及紫外線の測定に掌りては高さ1尺の木箱を地上に置き，其上に器械を装

　　　　冷し活1生酸素，塵埃及細菌の試験は地上1mに於ける室氣を吸引して試験に供せり・

W．水の試験

　1ヤ　水　　　盗表面：水温にして水面下70～80cmの深さに於て常法に擦り槍温す・

　2・濁　　　度　本彙報中後頁に掲載する井澤報告「永の濁度測定法に就て」に記載する：方

　　　　法に辺り，雪水100cmの水野を透過しかる光線量を標準液・（水1i中に精製酸性白

　　　　土・1mgを混合したるものを100輩位とす）を以て同様に庭早したるものと比較し，

　　　　槍水の濁度の程度を度数を以て示す．

　乙　海水の化三三及細菌二三試験蚊にキャンプ場に於ける飲料水及隣接せる川，湖の水質試

　　　　瞼　第五改IE日本藥局方常水試験法に櫨る・

，

、
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　　　但し海水中の有機物による過マンガン酸カリ清費量の測定はアルカリ性に於て之を行

　　　ひ，．総盤分量は海洋調査常用法に從ぴクヌドセン：Knudsen法に擦り塵素の含量を求

　　　め次式に依りて算定すボ

　　　　　　　　　x＝0．030十1．8050×C1

　　　，式中xは海水1000g中の総薩分量（g），　C1は盤素量（9）とす・　　　　　　　’

　　　細菌集落藪は寒天上板室盗7日培養後の槍査成績なり．　　　　　　　　　　　　　　、

　　　試料の探酌は，海水及湖水にありては水面下70－80emの深さを標準とし，川水，

　　　泉水其他p水にありては適當なる庭置を講じて探等し，異物の混入を避けたり・

V　砂土の試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　、　　．

1・海砂中の泥土の定量　キコヴンK施nの淘汰分析法に撮り，窒素の定量はアプデルハ

　　　～レデンAbderhaldenの：方法を慮用す．本彙報中の遠藤報告「東京附近に於ける海水

　　　浴場の海砂中の泥土並に窒素の含量試験成績」参照．

　　　試料の採酌は水質試験用の海水を採酌したる場所に於てし海底面下5ぞmを標準とす・

2　土の濃百度　キャンプ場の砂土に就き容水量及び水分を我國に於ける土壌分析公定法に

　　　撮りて測定し1容水量に面する水分の百分比を算出して面面度を求む・本彙報中の坪　　・

　　　井報告「キャンプ場に於ける土壌の漁磁土に記する試験」参照ボ

　　　試料の探取は地面下10clnを標準とす．

　　　　　　　　　　　　　　　　試験方法

本報告に於ける試験成績は之を海水浴場に於けるものと，キャンプ場に於けるものと二種に

大別す・

甲　海水浴場に於ける試験成績

　東京附近の海水浴場としては本調査に選定したるもの以外に有名なる地多く，遊泳客を吸牧

する黒占に於て本試験地と甲乙の差を附し難きものあり，本調査に於て是等を綱羅すること能は

ざりしを遺憾とす・　　　　・　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　，

‘試験地の地勢，地形，川副叉は入家と試験地との距離等は海水浴場の室氣及び海水の品質に

影響す・’伍て是等の概観を記述すれば次の如し．

1試験填の地誌

1・千葉試験地の塞川出州海岸は千葉市を貫流せる都川の「字引を埋立たる所にし

　　　て，海中に突出し海に面して岸壁を施老り∵海水浴場は其突端にありて西方に一町，
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2．

ろ．’

　南方に牛町の直角形の地面の接する海水を利用せり，川ロは浴場の東方に當り孚町回

　上の距離あり．埋立地は現在は陸地にして晩衣所，飲食店在るのみなり．「

一　　宮　　關東雫野の最：南端に位し，海岸は腕艇九十九里濱に連る・海濱は頗る廣大

　にして渚迄数町の距離あり．此漫松林を背景とする所謂白砂青松の勝地にして，水帖

．清けれども遽に臨画洋の濤は順々として岸を打てり・海水浴場より北方十数町宿れて．

　一宮川海に入る．川は一宮町の北方を流れ迂同して海岸に並行して漸く海に注ぐ，別

　蕪地帯は川を距てN町と冠す．

　一宮川水泳場　　海岸に近く新一宮橋より下流約1町の聞を水泳場とし，海水浴場の

　北方約5町の地にあり，此邊川幅亡く流れ綾かなり・

興津房総孚島の丘陵東南に崩れ海に入る所・左に天道・右に辮天の富山となり

上　総　興　津

興津港を形成す・海岸に滑ふて狭小の早地に

興津町あり，町中を二小川貫流す．港ロは東

西より’ zける防波堤を以て狭め，港内は波穏

かなり．

　此地は南方のみ大洋に臨み，三方丘に熟ま

れ丘には樹木三三と蕃回し，砂は白く，港に

は漁船の碇泊ぜるもの多し．心地一帯は第三

紀暦に近き白雨系の岩石に属し地質上の特異

性を示す・

　4　館山北條　　館山轡は北に大房岬，南に洲崎を控ぺ，海岸線は東方に亀入し論語波面ら

　　　　ざるを以て鏡ケ浦の名あり，雫地は色面大にして之を貫きて二川流れ，其1つなる汐

　　　　入川を挾みて町をなし，北を北條，南を館山とす．人家は館山の地誌に於て稠密にし

　　　　て海水浴場は白地に各1ケ所あり・西方を眺むれば富嶽室中に聾へ落日の光景殊に雄

　　　　大なり；

　’ち・』¶保　田●’鋸山の断崖海に入る所より南方浮島に到る海岸にして，海水浴男は此闇に

　　　　6ケ所あり，其中央に翻せるものを第一海水浴場と稻し遊泳客に賑へり・本浴場は保

　　　　価肱隣接し左方に遠く海中に突出せる岩礁の露出面を見る・保田の年盛噺省廣

　　　　　く，六川之を貫流す・土地は内房，外房を通じ各海水浴場中，東京とは水陸敦れの路

　　　　を揮ぶも最も短時聞にて往復し得る地なるを以て近年頓に其名画る・

　・．6・佐　　貫　　東京灘ロ富津洲の外側にありて晶晶崎に封し浦賀海峡に面す．海水浴場の

，・
@　　所在地八幡海岸は背面に丘陵を負ぴ，松林ありて斬舞子と稻す．此遊人家稀にして佐

　　　　貫町には遠く，町を貫流する染川のlllローにも朧窪あり・「∴’
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7・鎌　　倉　　町は牛圓形に展開し，三方丘陵に暗まれ南方は海に面す．町の中央を滑川

　　　貫流して海に入り海濱を二分し，西は由比ケ濱，東は材木座海岸となり，前者には稻

　　　瀬川，後者には豆腐川注入すれども執れも水量僅少なり．滑川口の海面は潮流ありて’

　　　游泳を禁止す．　　　　”　　　b
8・葉．山　　逗子海岸の左端を劃する鳴鶴崎より南方長者ケ崎に至る約一里の海岸峠葉、

　　　山に威し，海岸一帯凝次岩より成り，海中に長く伸びて岩礁をなす虚あり．森戸海岸．

　　　は海に滑ふて入歯並列し，一色海岸は松林ありて人家に接す・森戸海水浴場は森戸川

　　　に隣接すれ共一色海水浴場は川に逸せす・一色は御用邸下の海岸に通す・宮地背面の

　　　丘陵海に迫りて雫地狭く，樹木蕃固し，氣二面和なれば東京附近の保養堆として好適

　　　の地たり．

9・横濱本牧　　横濱港より出で東南に向ふ海岸は本牧ヲ八王子の地を経て本牧岬の突端に1

　　　至の・靴て西方細り間門・根岸の海岸となる梅水浴搬本牧醐門とにあり・，、

　　　斎戒i一帯丘陵地帯にて平地少く，本牧海水浴場の所在地は人家櫛比し海岸k言及ぶ，　

　　　間門海岸は丘陵海に迫り人家なし．州は横濱港寄りに千代崎川あり，又聞門の西方に1い

　　　堀割川あれ共浴場より此迄は距離あり．．本牧沖は唐心港出入口に當るを以て暴々外回

　　　航路に就ける客船の偉容に接する事あり．叉此面漁場に近ければ漁船の往復繁し一、

1α羽　　田　　六郷川の川口に位し，海水浴場は東と北と二方面に擾がり，西方は点訳聯

　　　肚及宮内省鴨猟場の岸壁に接し，南：方は競馬場の海丘に面す．羽田町には近けれど事．・S

　　　六多郎川を中心とせる蒲田及川崎の工場地帯には遠し．

π　三階試験成績

　本題下には便宜上智象及日光量に画する爾域績を一括して揚評したり，故に本成績の六牛は

氣象に：關するものなり・元底本調査に於ける試験地は近接せるを以て，氣象に諭する1ケ所1．

日の試験成績より各地の氣候を比較することは不可能なり．日光量比關する試駿の結果も亦然

り・唯是等の成績を綜合することにより太陽の輻射に基く諸現象の相關的關係は之を血忌し得

べし．尚三七の清浮度に心する試験も其成績は天候に影響さる玉こと大なれば，海水浴場の密1価

氣の比較は特異なる成績を與へたる地以外には期待し難かるべし．

　次頁に掲載する室氣試験成績表（第1表）に擦れば，風は各地とも海風にして，面面の最低

は22度，平均氣溜の最低は24・7度なり・平均南面の最低は83％なるを以て各地とも本調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ‘中は高温且高直なりしを止る・地面温は詠瞼地10ケ所中4与度以上ρ地5ヶ所，50度以上

の地3ケ所にして，最高は略60度の驚異的高温を示せり・理論上太陽光線の地面に來射する

ものは之た吸牧せられて熱となり，先づ地面溜を高め，．然る後に丁丁を温むるものとせり・
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海水浴場に於ける室氣

＼

試 ’験　　地
試瞼
ﾚ 天 候 氣墜 風 ．雲

地　名 海水浴揚名 月日 前日 三日（瀞 風向
風速Inl秒

雲　　形 雲　量 ・備　　　　　　　考

千　　葉寒川土州 84 晴 晴
1nm
V56．5 南　西 1．3 高　層雲

（日）（紫）8　5

大陽の近くに雲あり

上総一宮 一　　　　宮 5 晴 曇 756．5 南南東 4．4 高　暦雲 7　10 大陽薄雲に覆はれ日輪見ゆ

上扇興津興 津．6 ．曇 快晴 759．5 南南西 381
（目）暦積雲

i紫）巷雲
（日）大陽の近くに雲あり

i紫）大陽の近くに敏なし

館山北條北．．　　條 ．7 快：晴 晴 763．0南　西 529 巻．積　雲 5　1 大陽の近くに雲あり

保　　田 第一海水浴揚 8 晴 晴 762．5 南　西 4．1 巻積雲 6 大陽巻暦雲の問に現はる

佐　　貫 八　　　幡 9 晴 曇 761．0南　西 333 高　層雲 8　9 大陽雲に覆はる
鎌　　．倉　一　　■

白虹，ケ濱 10 曇
用後

ﾜ 761．5 南 1．5． 暦　　　雲 10 大陽雲間に現はれたるも快
ｰならず

葉．、山 一・@　・色 11 曇 曇 757．0 南南西 4．6 暦積雲 ア・@7 大陽近くκ：雲無し

横．濱本　　　敢 12 曇 快晴 7575 南　西 OB2 巻　　　雲
1

羽　　田勿田海岸 27 雨 快晴 755．5 南南東 1．9 積　　　雲
1

，、

、キヤンブ場に．於ける

試醸　地 試験’
天　候 氣　塵 風 雲

地　　名 キャンプ町名 月日 前日 凹目
（10時観測）　　Inm

風向
風速m’秒

雲・彪 雲量 備　　　　考

既！菅　　z拝上高地山中湖 中輝寺湖畔中宮祠

?蜴寥ﾎ菖蒲ケ濱　　　高度L3　kw

蛛@明　瀞　澤　　商度1。姐k打

ｬ　　梨　　李　　　高度工・巨2km

驕@大　寮　前　　　高度1ρkm

86
@7
@9
P1

P4

晴晴雨雨晴

　晴

ｰ穣雨
ﾜ雨後晴快晴

　『
U59．0（75＆5

U45，8（760ユ

U40，0（763．5

U83β（765．6

　一

?@東

?@東

喧k東

??ｼ

一目561．40．663104 層積雲
?@　雲

?ﾏ雲
w?_及
ｪ雲
?@　雲

（日）（紫）

V　8
@　10
@　8■9　5

@　2

大陽の近くに雲あり

蝸z暦雲に覆はる
蝸zの近くに雲あり．大陽の近くに薄雲あ

闍?ｰなるも薄舘あ勤

「
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試験　成　績　表 （第1表）

氣 「 温 地面温 日照 灘度
日射：量　　r 紫外線

活性
_i素 塵　埃 細菌

　　　ノ
�@考

日干均。C 最高。C 最低。C （12時槻測）　。c

時
目串均 9カロリー

@um2分
電流計の
ﾚ盛数

反磨 1m3中 11n3中 浴客敷

29，410。 30 43．0 3．8 7710。 12213，272 41，010，50’ ± 129，500 5．50014。 稻々多敷

25．7 28 23 馨．0 1．6 89 1．2212，oo’ 34，Glo，40’ ± 85L90⑪ 1石0014。 稽々多敷

26．9 30 20 48．5 4．0 85 1429。．o’ 40，010，16’ ± 869，200 12．00014。 多　　数

27．4 33 26 57．0 4．0 86 1．3410。1。’ 40．0エ2。珂 十 1，048，500 7．50012。 甚多敷
27．6 30 26 52．0 3．6 83 1．6410051’ 　，S5，Olo，51’ ± 865，80σ 4．50014。 多　　撒

26．5 29 25 41．0 1．8 88 1．1712w 31，013。。。’ ± 77a3CO　1 4，00014。
層、

m多敷
戸．7 30 22 43．0 2．5 90 1．23エ。，50’ 36，510，50’ ± 637200 2．50014。 甚多数
25．6 28 24 38．8． 1．1 87 14碑。39「 38．OM。397 ± 914，300 2．00014。 稽多数
278 30 22 49．5 4．0 80ユ。。 1．14 32．09，go’

『 257，100 3．50014。 甚多気
319 33

一
59．0 4．0φ 6210。

一
39，011．5’ ± 15，100 3．500M。 少　　数

室氣試験成緯表 （第2表）

氣 温 地面温 日照 潔度 日射量 紫外線 『活性酸素 塵埃 細菌 備考

目亭均。C 最高。C 最低。C （14時灘測）　　。C

時
目李均

@％
9カロリー

@　Gm2分

電流計の
ﾚ盛敷 反　　鷹 1m8中 1m3中 キャンv数

一　　　　　「

一 一 一
0．5
一

1．6718050’ 45，013，45’

一 一
一　一

一
22，310。

『
14 35．0 0 8510。 0，829．6’ 29ρ9．6’ ＋～＋7。Ol’ 5，400 1．50010。 3

19，510。 26 16 34．0 』04 8710。 1．4414，20ρ 41，014，20’ ＋～＋iO。oo” 3，300 1．000・・6ヒ 露2　「

@レ
19．1 24 16 29．5 1．8 ．81 ’1．5412015ρ 421012，40’ ‘＋～計9。20．「 a200’ 3．5001。。 35

234 31 20 47．0 4．0 84 ・1．3210。58’ 39．09，oo’ 十go1’5 21ユ00 2，00014。 7・

●

〔工〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

〔6〕

〔7〕

氣腿　括弧内は海面氣塵に換算せる値なり．　　　　　　－　　　　　・　　　　　　㍉

氣温及過度の日明均は6。，14。及22。に於ける親測値の軍均なり．

氣湿，隠匿，日射量，紫外線，活性酸素及細菌の項巾右肩の難字は測定時刻を示す．、

日照は試験時（10～14時）の間に於ける日照時なり　　　　．　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘風塵埃及細菌は同一時の測定値なり．

直建日射量及直達紫外線は試験當日の最高値にして雲形及雲量は厩射量及紫外線測定時に

於けるものを示す．

潜性酸素の反鷹十は陽性，一は陰性，±は僅に陽性，十の敷多き程反鷹強きことを示す，

、
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試みに日射積算量と地面温と平温と蜀照すれば次表の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　比　　　較　　　　表

地　名

　　千

〆興

　　北

　　保

　，鎌

　康
’下横

氣　　温（正午甲唄）

　　　C。

葉

宮

津・

』條

由

貫

倉

山

濱

田

28．3

272

28．4

31．7

28．9・

27，8

27．5

26，7

289

328

地面温　（正午槻測ノ
　　　C。

490

48．0

48．5

57．0

52．0

41．0

45．0

38．8

49．5

59．0

日射　　量（午前10時一正午）

　9カロリー／cm2

145

116

139

ユ52

147

102

108

99

136

6

　　上の如く各成績の治長は略並行せるを以て，海岸の砂平門於そは，日射と地温と氣漉とは大

　艦に：焼膨理論的に作用するものと認めらる．此見地より正午に於ける地面温と氣温との差を求

　むれば，21度以上の地3ケ所，20～21度の地4ケ所，20度以下3ケ所にして，平均20・0

　・度なり．故だ朝來晴天にして氣温30度目及ぶ時は，海岸に於ける砂濱上の地温は50度以上

　に昇るものと識るべし．

　　　日射量と紫外線の成績とは大野に於て並行し・最高値の現妹る玉時刻は晦者共理論上の時刻

　　（1E午）より早く，午前10時～11時30分の間なり．但最高値の出現する時刻は爾者必す

　　しも一致せす，蓋し各自に好適なる天室状態には多少の相違あるが爲ならん．快晴の時よりも

、却ρて雲量5～9の場合に蝿く現はれ，太陽附近に雲ある時彊梨なり・本講査中の最高を出し

　たる保守の成績は他との懸隔著し，而して此時の天室歌態は太陽巻暦雲の聞に現はれたる時な

　れば，’庇成績は雲の反射に基く一時的の現象なるべし・，

　　横濱に於ける試験は快晴なりしにも拘らす紫外線の成績は芳しからす・これ此地の海水浴場’

　は市街地に隣接し室氣不純なるが爲めに此結果を回したるものと認む・

’　　活性酸幸の反鷹ば各試験地とも同一の域績を示し僅に陽1生の程度なり・但横網は陰1生にして

』1庇勲紫外線の成績に準ずと雌も成績上の差は紫外線の如く顯著ならす‘・

　　塵埃は槍鏡の結果に擦れば各地とも殆ど砂塵ま：わ成るを以て，風速と干行ずる成績を示せる

　幽は當然にして，又砂濱の廣表も影響するもの’玉如し’帥ち羽田，千葉に比し館山，北條の成

　績大なるは此間の消息を示すものなり・鎌倉に於ては風弱き割合に塵埃歎多し，恐らくは游泳

　叡よ灘踏の結果ならん・横灘風調少にして砂濱も殆継廟ら裡丁数は羽田・千葉

　　に比して多く特に有概性塵に富む・これ海水浴場依道路に接するを以て人，伯動車の往卒頭繁
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なりし結果と認む．

　細菌数も亦風速にZF行ずる傾向あり館山北條，’保田，佐貫の成績は此例なり．一宮，晶色に：

於ては風強く塵埃多きにも拘らす細菌歎は少く，興津は下男封現象を呈せり・一宮，一色の成

績は門地の丁丁清潔なるに由來するならんも，興津の成績は理由明瞭なら歩．

皿　海水試験成績表

’

　昨年は東京地方に於ては，7月中は梅雨模様にて連日殆雨天旧きなりき．爲に東京｛轡に注入

する諸河川乃至相模川は増水し，東京薄の海水に相當の影響を與へたるものと思量するも．，’ D其

程度を知悉するに要する参考資料は現在之を蒐集し難きを以て，7月中の雨量による影響を本

試験成績の判定上に四丁し得ざるを遺憾とす．

　今同の試験の如く試験期間中に於て降雨は1同9日午後に於て雨量僅少なる腰雨ありたる

に過ぎざる場合は，其影響は僅微なり．価て本試験の成績は，潮汐の二四近似する場合は地理　　　’

的状勢を同じくするものに限り，水質を相：互に比較し得べし・

　次頁に掲載する第3表に擁り本調査に於ける各試験事項の成績を各海水浴場に就て比較すれ

　　　　　　　らば其結果次の如し．

　表面水温測定の結果は，興津及羽田を除き26～30度にして敦も雫濫の範園を越へす・興津　　　’

の22．2度は他に比し梢低温なれ共，同地方の海水としては『鑑と認むべきもの」如し・農林

省永産試験場¢）編纂に係る定地回測表中の記載に糠れば，興津に近き勝浦燈墓下に於ける海水

は昭和9年8月中の二丁水温22・9度にして本成績と三差なし・羽田め32度は高温に失せり・

此地に於ては表に記載の如く探酌場所の水深は0．3mに過ぎざる’iを以て，此二野値を海水の

表面水温と認定するは寧ろ安當を歓くものならん．　　　　　　　　　　　　　　　　　　1』

　総盤分量の成績に槍水の地理的位置に準じ，（1）大洋に面せるものは33・5％以上・（2＞浦

賀水道に接するものは33・0（r33・5％・（3）東京三内のものば33・0％以下にして，之を東京轡・＼

’8月（三年）表面三分分布圖の記録と比較すれば，’（1）は等鍼，（2）は1％，（3）は寧㌻4瓢、

の酒壷の結果を示す・比重は鷺分に雫回し，海洋水の場合の如く此爾者の聞に：略撒量的關係を

認め得

　本來第3表の試験事項は海水の汚染度を槍回する目的を以て執行したる・ものなり・通例斯る

場合には標準乃至先例ありて，試験の成績を之と比較し差違の程度を究め，綜合的の判定を下

すを常套手段とす．然るに本調査の如きは試験の目的稀有叛るが爲か，標準は勿論先例とすべ

き・ものなし％て余等は下記の手段を以て之が比較を試みたり・　　　　　　　　　　　　　，，

’本調査に於ける槍水は海洋調査に於ては滑岸水と繕するもめに薦す．而して滑岸水中陸水の

注天しつ玉ある場所ゐ海水はジ其影響は直接注入場所に於て濃厚にして之より少しく距離の遽．
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海 水 試 験 成

試 探
試 ．験　　　地 瞼 天 候． 酌 潮　　　　　汐 氣温水温 探酌場所 溝泳者．

日 時

地　名 海水浴揚名 月日 前日 當日 時分 。C 。C 距離 水深
孤 m

千竃 寒川畠州
i都　川　口）

84
V

晴〃 晴〃 13

P4

30

O0

満潮（満13。30’～14。30’）

@　　〃

30．0

V

3α7

Q9．6

70

P5

0．6

P．1

稽々多敷

@一
上融／

一　　　　宮　　1

鼡{川水泳場

晴〃 曇〃 14

P5

00

O0

上潮（満15。～160　）

梺ｪ（満　　〃　　）

．26．7

V

一28．0 50

Q0

α9

P．1

精々多寡：

ｭ　　敷

上練興津 興　　　　津 6 曇． 侠晴 14 oo 上汐（満15。30ノ～16。30’） 28．3 22：2 40 1．3 多　　数

館山北劇　　　f 北　　　　條

ﾙ　　　山

侠晴

V

晴〃 14

P4

00

S0

上汐（満16。～17。　）

緕ｬ（満　　　〃　　）

31．1

R1．0

26．5

Q8．0

50

蛯T

1．0

P．5

甚多敷
ｽ　　数

保　　田 第一海水浴揚 8 晴 晴 14 00 上汐（満　　　〃　　） 2＆9 27．3 50 ．1．3 〃

佐　　貫 八　　　幡 9 〃 曇 13 30 上汐（満16。30’～17。30’） 27．8 272 〃 ．0．8 舞々多数

由比ケ濱 10 曇 晴後曇 9 15 下汐（干10。30’｛・11。30’） 26．7 26．0 80 1．1 甚多難
鎌　　倉 材　木　座 〃 〃 〃 13 45 出汐（干　　”　　） 2＆3 27．0 〃 1．0 多　　敷

（滑　川　口） 〃 〃 〃 14 oo 上汐（干　　　〃　　） 〃 28．2 35 0．7
一

葉・ X 一　　　　色
X　　　　戸

11

V

晴〃 曇・

V

14

P4

50

P0

上汐（満17。～〃18。）

@　　　〃

26．1

Q62

262

Q7．0

30

@
1．0

P．3

稽々多撒

r多救
本　　　　牧 12 曇 快晴 13 30 下汐（干13。　～14。　） 3α6 29ゆ 90 0．5 〃

横　　濱 八　　王　　子 〃 〃 『〃 13 50 〃 30．5 27．7 60 1．0 稽々多敷

。

間　　　　門 〃 〃 ．〃 14 15 上汐（干　　　〃　　） 〃 27’8 300 α5 甚多数
刑　　田 羽田海岸 卿 雨 快晴 13 50 下汐（干　13c25’　） 3α0 32ρ 1，500 α3 少　　数

㌧　　ざかるに從ひ稀薄となり，水質不均等なれ共，陸水の注入無き場所の．海水は，共地一帯略同一

　　『の性歌を呈す．荷前者と雄海岸まり相内の距離迄流れて沖合の本となる時は，水質は均等化さ

　　　れ通性を帯ぶるに至る．要するに通性を有する海水は汚染の「形跡を大部分清晒したるものなり．

　　　勿論東東上内の水の如き，都會の汚染力強くしそ外海との交流不充分なるものにありてはr通

　　　性を有する滑岸水と錐間接0影響大なるを以て汚染の形跡は幾分残留するものとす．

　　　．本調査に於ける細水は第亀表中の探酌場所ゐ記載により明かなる如く，海岸よりの距離、100・

　　　mを越ゆるもの寡ければ・丁丁に所謂通性を有する丁丁水’（汚染の形跡を殆浩去したるもみ：）’：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　に属するもの在りや疑問なれ共，探酌場所の地形，採酌時と潮汐との時刻關係及探酌場所ゐ海

　　　岸よりの距離乃至前目來の零候等を顧慮する時は，直接汚染の傾向無き滑岸水と認めて可なる

　　　ものなしとせす・例へば朋田，都川ロ’の水の如き之なり・’又水質試験の結果略斯かる滑岸永と

　　．認め得るものなきにしも非す・例へば聞門，材木座の水之なり・’北條め海水も亦之に準ず・‘

　　　　　　　し
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東京を中心とする海水浴揚並に高地キャンプ揚の回生調査に航する試験 ↑5、

績 表 ’（第’3表）’

／

浮游物 比重 濁度 亜硝酸 鵬酸
ア　ン　モ

j　　　ア

過マンガ
梼_カリ・潰費：量 総目分量

細菌集

歯~
大

　辱ﾛ
15。／4。　7

mgμ ．％ ヌcq中 ．10cc 10c 0．1cc

．な　　　し ユ，0218． 5．95 不検出 不検出 不検出 2．71． 2972 130
｝ 幽　一 一

〃 10223 543 〃 〃 〃 2．41 29．9皇 ’106 一 一 一

〃 1．0243 3．77 〃 〃 〃 120 33ユ3 35 十 一 7
’

〃‘ 1．0203 19．23 〃 〃　　’ 〃 3．01 28．49　’ 290 十 一 一

〃 1．0253 5．18 〃 〃 〃 2．41 3生20 265 十’ 十 一

〃 ．工0251 4ユ0 〃 〃 〃 1．05
・33．77

工20
一 一 『　9

〃 1．0253 12．20 〃 〃 〃 120 33．73 224 十 一 一

〃 1．0248 9．35 〃 〃 〃 L81 33．51 1珍9 　 一 一

〃 1．0245 23．81 〃 〃 ク 120 33．46 160
一 一 一

一
一　　　

ノレ 1．0240 4．42 〃 グ 〃 1．05 33．30 81 十
一 一

〃 1．0241 3．47 〃 〃 〃 2ユ1 　　冒R3．46 必 十 一 一

〃 1．0229 ，6．85 〃 　－V 稽々著腸 4．82 31．33 840 十 十

〃 1．0253 5．78 〃 〃 不検出 2．04 33．86 270
一 一 一

〃 1，0250． 26．14 〃 〃 〃 2．71 33．62 ．538 一 ．　　一 一

虎々に石 1つ230 10．53 〃 〃 痕　　．跡 2．86 31．73 200
一 一 一

．な　「し 1．0228 33．82 〃 〃 〃 6ユ7 31．06 180 十 十 一

『〃 1．0243 10．26 〃 〃 〃 2．71 32．84 32
一 一 一

僅に石油1膜あり

1．0203 6．37 〃 痕跡 僅　　微 3．61 27．01 23 十　． 一 一

　　　謡　〔1〕潮　　汐　数宇は勿田町布良に於ける検潮記録より推定せる満干潮時を示す

　　　　　〔2〕濁　度水1Z中精製酸性白土11ngを混じたるものを王位とす　　　　　　’
　　　　　〔3〕　総騒分・量　海洋調査常」用法（K且udsen法）に櫨る

・勿田の海水よりは門門のアンモニアを槍出せり．．十三二京市を控え六郷川の川口に位するを

以て，斯る成績は直接汚染の坦ζ勢．を認めざる場合と錐も此地を煎るX海水の通性として已む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト・ノ’．
を得ざるものならん・都川口の水は羽田の成績に比し細菌集落聞事多し｝然れど庵千葉海岸の『’、

東京三内に於ける位置に鑑み，此程度の細菌数は其地方の海水の通性と認むべきものならん，．∫

か・闇門は湖三一回しと難も此地に樹する横濱市及横奪港の影響を考慮する時は，本牧岬附近

の夏期の水としては，戯程度の濁度は：所謂溜岸水の水質上土かれ難きものと認めざるを得ざる

べし，叉アンモニアを痕跡槍出したる域績も同檬に鑑定すべきものならん．材木座の水には大

腸菌を槍出せり・．これ鎌倉町の影響なりや，．游泳者に依る汚染な．りゃ或は魚類の排泄脚に回す

べきものなりや之を寸寸するに足る資料価せざるを遺憾とす・鱒水中嘩六六少なきが

故に大禮た於て材木座の水は所謂通性を有する滑岸水と認めて可なるが如し・、要するにユOcゼ
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　　より桧出したる大腸菌の域績より汚染の形跡ありと断ずるは潮影なる判定とは言ひ難し省此

　　地の水0過マンガン酸カリの消費量の威績は由比ケ濱の海水に比し多量なり・怠れ共午後略同

　　時刻に探酌したる由比ケ濱の水は試験の結果（第3表に記載せす）に於て材木座と等しき成績

　　を與隔たり・推察するに湘南に於ける過マンガン酸カリの浩費量は同地方の滑岸水の上汐時に

’　於ける通性と認めざるを得ざるが如し，蓋し相模川筋の水の影響に非ざるか．北條の水は細菌

　　数稻多けれ共其他の試駿域績可良なるを以て略通性を有する沿岸水と認めて支障なからん．今

　　北條の水を以て外海に面せる海水浴場の水の判定標準に供し，湘南地方の水には材木座のもの

　、を以てし，本牧の水には聞門のものを以て，千葉海岸の水には都川口のものを以て標準とな

　　し，第3表に揚ぐる成績を槍討すれば其結果次の如し．

　　．総盤分量（輩に三分とも稻す）．の項に於て標準より低蝦の成績を示す箇所は滑川口，八王子

　．なり．濁度に關し，游泳中海水野濁せ’りと直感したるものは，八主子，’森戸，八幡にして館山

　　及保田第1海水浴場め水も試験の結果標準を越ゆることを認知せり・一宮川の濁度は川として

　　普通の程度なり．アンモニアの試験に於て，’汚染の形跡顯著なりと断定したものは滑川口の成

　繍。tて，過マンガン酸渤瀕量の識に於て有機物を梢多量に舗ぜりと認めたるは八王

　子，滑川口の水なり，標準に比し超過せる値を與へたるものは興津，保田，森戸の水とす．

　　細菌数は本調査の結果に於ては滑川紅血も多く，森戸之に次ぐ，標準と比較して多きものと

　認め孝るは東京玉垣の海水浴場に：重て興津，館山，一色，、八幡にして，此内に於ては本牧，八

　王子なり．之に反し一宮，材木座，聞門，羽田の成績は優良なり・大腸菌の検出に依って下水

　の影響ありと認めたるは滑川口，八王子，興津にして前二者は特に著明なり・

W海濱の歌況及海砂の試験成績

　　　　　　上線興津の砂
　　　　四十倍．微粒子殆な㌣

，快とする海は太手洋に臨める外房の海なるべく，

　海鼠の歌況は海水浴場の品格を左右するに與りて力

あり・海濱の白砂は快感を與へ，海底の歯固は感興を

創ぐ・胚盤砂中の不潔物は游泳客の雑踏と相懸って海

水浴場の塞氣並に海水に不良の影響を臓ふるものな

り．是等の歌心に付調査したる結果は次頁に掲載せる

：第4表の如し．

　表中の各條：項を通覧すれば東京灘の内外に於て海濱

の厭態は制然と相違し，灘内は殆ど総ての瓢に於て不

遇の歌態に：在り．樹冠穏かなる難より幼減等には轡

外の海水浴場より幌ばる」ならん，之に反し半者の

　　　　　一宮海水浴場の砂濱ゐ偉観は今同の調査中



東京を中心とずる海水浴場並に高地キャンプ揚の衛生調査に關する試瞼． 1う

海濱の歌態に關する記載並海砂の品質に回する試験成績．（第4表）

試　　瞼　　地

地　　名

千葉

主唱

上総興津

保　　田

佐　　貫

葉・

横濱／

笏　　田

海水浴揚名

塞川出州

r都川口）

宮

一宮水泳揚

興

北

館

津

條

山

口　　　一
海水浴揚

八 『幡

由此ケ濱

（滑川口）

材　木　座

森

本

色

戸

牧

八　王　子

間 門

田

砂濱の
境　域

なし

甚廣大

〃

稽狭小

廣　大

〃

稻狭小

〃

廣大

廣大

稽狭小

狭小

なし

〃

殆なし

なし

海底の
勾　配

遠淺

緩慢

稽急．

〃

緩慢

〃

〃

．〃・

〃

緩慢

〃

〃

遠淺

緩慢

蓮淺

〃

海濱の
歌　態

貝殻あり

暗黒色を
呈す

貝殻の葎
片を混ず

泥多し

岩あり

礫あり

貝殻あり

岩あり

貝殻あり
泥多し

海 砂

外
泥土の

含量
砂1kg中
の9量

砂粒粗にして淡褐色を
呈し貝殻の葎片僅に混　　5．96
ず

砂粒不同なれど大部分

三三磯離識・…
ず

砂粒粗にして友白色所
調白砂なり著しく貝殻．2．7工
の砕片を混ず

粒度は粗砂と細砂との
中間にして貝殻の砕片’．6．16
を僅に混ず

雛糖鍵墜て理・54

裏警隷細砂にして・g6

〃

〃

〃

細砂にして所謂白砂に
比し黒味を忍ぶ

〃

〃

粒度は粗砂と細砂と1の
中聞にして所詣白砂に
比し黒味を帯ぶ

砂粒は大部分細砂なれ
ど僅に礫を混じ稽黒味
を帯ぶ

均等の細砂にして灰色
を帯ぶ

〃

〃

細砂にして暗茨色を呈
し貝殻の砕片を有す

7．60

10．53

23．43

11，45

11．32

8．92

4．05

1593

9．05

．12．59

5．37

31，13

窒素の
含　量

同左

0．135

0256

10ユ15

0．085

0，100

0．ユ28

0．113

0．129

0ユ20

0．096

0ユ65

0，095

0．133

0．089

0207

』’

O．151

0、094

0．247

備
．考．

r．

實瞼室丙に放置す．・　・

るに数日後醗酵を
起し悪臭を褒生す

波高し

、　　〆

午後波稽高し保田．
には他に五ケ所め．
　　　　　　　　　’｝海水浴揚あり

・海底に頁岩露出す．

　　　　　　　　　＼

’

！

砂の探取地は岸よ
り300’m距る，

實験室内に放置：すr

るに数目後醗酵し
悪臭を獲生す　　・
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の随一なり・興津の白砂は地質的好影響の結果にして

’内房，湘南の地方に親る能はざるものなり．適度の廣

表を有する三三は鎌倉，北條の海岸を最：とし，保田，’

八幡（佐貫），葉山の各海水浴場之に次ぐ・八幡海岸は

砂中に泥土を混じ，海中を歩めば梢快感を損するもの

あれども，此三態は地理學上所謂地方的性質と構する

ものL野地質的影響にして，不潔物の堆積とは類を異

にするものなれば衛生的には清浮の砂とす．

　海底砂の品質は海水浴場の地理的位置に從ひ，外洋

に臨む外房の砂は清浮にして，東京灘内殊に都川口

（千葉），羽田の砂は汚染せり，これ海砂の清純汚濁は

　　画工の砂
四十倍　微粒子は泥土

’，　主として都會及河川の影響奈何に饒すと難，叉潮流及波浪の淘汰作用も写りて力あるものなれ

　　．ぼなり覧術本成績を仔細に検すれば砂中の適量は川と油漉を有し，蛋自性物質の存在量は市街

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
、　地の影響なることを認む．森戸は相模灘に面せるにも拘らす，砂中泥多きは此地森戸川に隣接

　　せることに原因し，滑川ロ及本牧の砂に窒素量多きは鎌倉及横濱の町家よりの汚水の影響な

　　り．

乙　キャンプ場に於ける試瞼域績

　　本調査に於てはキャンプ場の類別的代表者として，高原の例に菅干を，森林中の例に上高地

　’を，湖岸の例に日光中野寺湖菖蒲ケ濱及び富士山麓山中湖岸を選定したり，同じく湖岸と難も

　中輝寺湖は樹木繁茂せる山に憎まれ，山中湖遊は丘陵にして草原多く樹林に乏し・是等の地は
＼

．土地の高度1・0～1．5kmの範園内に：ありて其間に甚しき相違を看ざれども，四園の歌況は前記

　の如く夫々開化あり’・伍て地勢の本試験成績に及ぼす影響を慮り試験地の地理的概槻を紀載す

　れば孜の如し・．

　1’試験地の地誌

1．中野寺湖（面積12・4’k血2）菖蒲ケ濱・高度1・3kln．

　　　位置．中下寺湖畔を中宮祠より湯本へ向へば，途中職場ケ原への登り月に於て

　　　路は湖水と別れ，湖岸は西方に延び一帯の砂濱をなす・此地背面（北）に澗葉樹林

　　　　を負ひ，森林中に鱒の養魚場あり・西方に地獄川流れ，東方に男甲山聾立し，左右

　　　の翠三水に迫りて風光明媚なり・

　　境　　域　　砂濱にして境域廣大なり．前夜（8月・6日）キャンピングを行ひたるも

、
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　　　　　　の．3組あり・
、

　　　　　飲料水　　キャンプ場より東北約一町，縣道に面して所在せる磯電所より放流せる、

　　　　　　水にして溝渠中を流れ，樹林中を縫ひて地獄川に合流せるものを用ふ・水流急にし．

　　　　　　て水は幅1聞深さ約4尺の忌中に満ちて盗れん溜りなか渠中に藻類繁茂す・

　　2・菅李大明示申澤キャンプ指定地・高度1・42k血

　　　　　位　　置㍉上信四境に併立する四阿山と根子岳と連る所，隠谷をなし大明紳澤と呼

　　　　　　ぶ．キャンプ場は澤め西方に接し根子岳の麓にありて，菅平ロより東方約1里の地

　　　　　　なり．所謂菅手高原の一部を構成す・此地叉北信牧場の一部に属せの．』キャンプ外

　　　　　　以外に見當らす・交通は菅雫口迄華

　　　　　　電車及自動車の便あり・

　　　　　境　　域　　一面の芝原にして指定i

　　　　　　地の面積は廣大なり，當日（8月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅ZF大明紳澤　　　　　　　r
　　　　　　9日）のキャンプ歎は22個．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　飲料水　　大明示申澤の漢流よ砂採る．

5・上高地小梨聖高度■52km

　　　位　　置　　穗高の蓮峯より焼嶽に連る山系を巡

　　　　り，梓川の上流に滑ふ上高地盆地中，明神池と

　　　　大正池との中闇に位し，潤葉樹の森林：地帯にあ

　　　　り．自動車の便は松本市を起窯とし，梓川の漢

　　　　谷を遡り，三三の麓に出て，大正池畔に回し，登

　　　　山路に連絡す・梓川の水量は豊富にして，下流

　　　　に架ムり上高地温泉下にある庵のを中ノ瀬上と

　　　　し，上流に架かり小梨牢の入ロにあるものを河

　　　　童橋とす・

　　　　　橋上より噴煙夕陽にたなびく焼嶽の遠望は入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　峡第一の景勝なり．

　　　境』　域

　　　　當日（8月11日）のキャンプ数・35箇．．

上高地小梨本

此地南北に迫れ共，東西に延びキャンピング。利用面積頗る廣大なり占
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飲料水　　キャンプ場の東：方3町に所在する泉の水を用ふ・梓川の水も亦飲用に供

　　する場合あり．

山中湖（面積65km2）畔帝大寮前高度1km　　　’

位　　置　　湖水には北面し，湖岸の右方は山中ホテルに至る迄殆一直線に東方に延

　　長し，左方は西北に一同して山中部落に達す・背面は一瞥の丘陵にして針葉樹林に

　　て蔽はれ，富士の秀麗な．る容姿西：方の天室を塞ぎ，厚岸は蓮丘を弾むるに過ぎす．

　　御殿場よりの街道は籠坂峠を越へて山中部落に達し吉田．に通魂

境’域　　低地は狭少なれざも由中部落よb山中ホテルに到る湖邊の一帯はキヤン

　　ビングに適す，髄鞘邊の林間に於ても行ふものあるを以て，山中湖畔のキヤンピン

　　グ利用面積は頗る廣大なのと言はざるべからす・當日（8月14日）のキャンプ

　　数7箇．

　飲料水　此地にキャンピングするものは帝大寮内の盤墨水の分與を受く．山中ホ

　　テルは湖心より導水管にて取水す．

皿室氣試験成績

　本調査に於ては日射量及び紫外線の槻測を計書したぐを以て試験日は晴天塗希望したれ共・

8月中は山地に：於ける天候不順にして雨天の地多く，試験成績中期待に副はざるものあり．8

月6日日光中暉寺湖畔の中宮祠に到著したるは正午：なりしが，幸に晴天なりしを以て日射量及　．

紫外線の測定を試みたり・翌日は朝傲を見たれども9時以後曇天となり，漸次雨雲來襲し試験

．絶望に蹄せり．菅平に於ては早朝雨止み曇りとなり時々陽光に接す・本成績は此機會を捕へて

試験したるものなり・上高地に予ても早朝降雨あり・午前中雲脚恥く陽光定らす，正午に及び

㌃天氣恢復せり・故繊績を牧得したる峠正午に近し

　　山中湖岸の時は快晴に恵まれ，午前中の威績をも獲i得したれ共・他の3ヶ所は前記の即く誉

れも午後¢）成績なれば比較上に不便無しとせす・試験の結果は第2表（海水浴場に於ける成績

’と比較するの便宜上第1表と並載す）に掲げたる如く山中湖岸は他の3ケ所に比し測定値梢低

』’

k♂－{來日射量及び紫外線は1日中に於て午前10～12時の聞に最：高値を現はすを通例とし

一（勝田報告「日射及紫外線の測定に就て」参照），現に山中湖は此形式に則れる成績を示せり・

故に若し山中湖岸以外の3ケ所に於ける午前中の天候にして午後の天室三態に準ずるものなり

　とせば，各地の最高値は本試験域績より可良々る値を與ふっく，随て山中湖岸の成績との差は

、更に増大するものと信ず・　　　　　　．

　　第2表の記載中氣三三滉度の成績は徽海と’山との爾地方に於ける三三の比較論中に譲り，

共の他試験事項を順次槻察すれば，活性酸素の反慮は略土地の高度に準じ上高地最も強く菅雫，

、

ノ
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日光之に次ぎ，山中湖岸は劣り他の3ケ所との問に判然たる差別を現せり・本試験中の経験に　　・

擦れば，早朝より・午前10時迄の聞に於て1日中の最も強き成績を與へ雨よりは霧，霜に著し

く防害さ蔦叉陽光とは直接關係なきもの通口し・

　塵埃は上高地，菅亭に少く中揮寺湖菖蒲ケ濱之に次ぎ，山中湖岸最も多く能く風速の強弱に

手壊せる成績を示す・槍鏡の結果は，山中湖の塵埃は砂塵のみより成り日光，菅平及び上高地い

のものは植物性塵より成り砂塵を混ぜナ

　細菌数も菅平，日光，山中湖の順に増加し風速に準ぜり・上高地に撃ては御璽数の場合の順

位に反し細菌激最も多し．これ他の試験地は開諮なる場所なりしに上高地にては樹蜂に於て試

験したる：爲ならんか・

　以上の記載中日射量～紫外線殊に活性酸素の成績に於て，山中湖畔と他の試験地との間に生

じたる差は高度の影響と室氣の袖丈の差違との結合したる結果なりと思惟す．

皿　キャンプ場における水の試験成績

　飲料水はキャンピングの生命なり．．故に良好なる飲料水の存せざる地はキャンプ場たる資格

を具有せざるものと言はざるべからす・本調査に重ては此重大なる使命に鑑み，各キャンプ場

に於ける飲料水に就き適否試験を行ひたり・蓋し良好なる飲料水と信じ從來使用ぜる水にし

て，屡不良水たる事を磯見せる例あるを以てなレ但山中湖に於ける帝大寮内の墾滞水は水質

上試験の必要なしと認めて試料を探酌せす．

　尚キャンプ場に隣接せる湖水，川水に就ても水質調脊を象ね飲料適否試験を行ひたり・

　第5表（次頁掲載）に示すが如く槍水6種中，山中部落の井水ユ種は成績不良に’して，、人家　　、’

よりの汚染著しきことを検せり，注意すべきことな凱

　菖蒲ケ濱キャンプ場の專用飲料水も大腸菌を槍出したるに依り飲料不適と制定さる製ものな

り．但し本水は化學的試験並細菌数の試験に於て良好なる成績を示したるを以て，其水路に適

當なる設備を施す時は，今同の如き結果は容

易に冤がる製ことを得るものと認む．現に＝三

重所よりキャンプ場に至る途中に於て水路は

街道に横断され，養魚場内の雑木林中を流下

する所は，水は渠に満ち盗る曳彫りにして汚

染の危瞼を想はしむるものありたり．

　管早大明神澤の水は酸牲を呈し其彊さは

・H鋤ゆて濱二二て去二二
回したるものはpH＝34に攣化せり・・水源

菅年大明憩澤
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キャンプ場に於ける飲料

試　　験　　地

地名

、胱

誉李

’　上高地

副

キャンプ揚名

中郷寺湖菖蒲
ケ濱

〃　歌ケ濱

大明湿田

小　　梨　　亭

帝大、寮前

山中部落

水の種類

渠水（獲電
所より放流）

泉水（立木
槻昔金剛
水）

漢‘@水

泉　　水

湖水（ホテ
ル使用）

井　　水

中
瞼
日

月日

87

〃

9

11

14

〃

天　候

前日

晴

〃

雨

〃

晴

〃

當日

晴時雨

〃

曇

雨後曇

快晴

〃

探酌場所

キャンプ場の北

約200m

金剛水出ロ

キヤンプ揚の南
300．m

東南300m

岸よ　り約　5001n

探酌時

時分

1130

1410

1230

1015

1230

1400

氣温

。C

223

22．5

〃

’18．3

26．5

〃

水温

。C

9．5

9．0

11．0

99

26．0

外槻臭味

無色澄明
異臭味な
し

●

〃

〃

〃

〃

〃

濁度

1．11

0．5

0132

027

0．3

反　鷹

徴弱アル
カリ性

　〃

酸　性

徴弱アル
カリ性

　〃

〃

キャンプ場に隣接せる湖’

試　　験　　地

地名

麟

劇

キャンプ場名

申藤寺湖菖蒲ケ濱

小　　梨　　：雫

帝　大嘘　前

山中部落前

水の
種類

湖水

川水

湖水

〃

試
瞼
日

月日

87
11

14

〃

天　候

前日

晴

雨

晴

〃

當日

晴後雨

雨後晴

快晴

　〃

探酌揚所

：岸より約300皿

梓川中の瀬橋下

岸より約10m

　　　〃

探酌時…

時分

1045

430

1245

1320

七二

。C

22．3

23．5

26．5

〃

水温

。C

24．0

14．0

27．0

〃

外槻臭味

無色澄明
異臭床な
し

　〃

　〃

　〃

濁度

1．43

029

0．34

0．56

反鷹

徴搦アル
カリ性

　〃，

　〃

　〃

　　地の四阿山及根子岳は淺問火山系に下し，北側の山腹に硫黄磧あり・故に本水は第5表の域績

　　の示すが如く他の成分の含量に比し硫酸璽を多量に含有するも不審ならす・其酸性はアルミニ

　　クムの存在に由り硫酸に基因する事明なり・伍て本水は良好なる飲料水とは認め難けれども酸

　　性わ彊さは僅少なるを以て，・キャンピングを行ふ者の如く當地に滞留する日数の短き場合にて

’は，之を二二水に供するも衛生上危害を與ふる事無きものと認む．但し長期連用の場合は飲料

1，　に供せざるを可とす．

r’@立木観晋金剛水は名水の名に差ぢざる成績を示し，小梨雫の泉水も水質は之に劣らす．山中

・　ホテルの水も亦可なり．

　　　第6表の成績に擦れば，中国寺湖の水は菖蒲ケ濱附近に於ては硫酸肇の含量に於て特異性を

㌧
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水の．試験成績表（第5表） 、

亜硲酸

不検禺

〃

〃

〃

〃

〃

野幌

痕跡

不検出

　〃

〃

〃

痕跡

アンモ
ニア

不検出

　〃

〃

〃

〃

痕跡

硫酸

mgμ

過マンガ
ン酸カリ璽　素
自費量

mgμ

少量
　　　　0．47〔27．32）

微’量　　1．09

少量　　　　0．78（31。32）　’

微量　　〃

痕跡　　2．65

徴量　　1．71

Ing／z

5．85

0．35

091

0．71

1．17

1．91

硬　度

3．50

1．43

1．98

237

1．88

2．56

蒸i獲残
査　：量：

mg／Z

160．0

42．5

112．5

4Q．0

45．0

’190．0

細菌集

落数

1cc中

32

13

9

22

27

512

大腸菌

10cc

十

十

1eG

十

0．1cc

十

備 考

飲料適否

不

適

適

キャンプ場用とし
て差支なし

　　　適

　　　〃

不

及’川’?ﾌ　試幽門成績表（第6表）

亜耐酸

不槍出

　〃

　〃

　〃

硝酸

不検出

　〃

　〃

　〃

アンモ
ニア

不桧田

　〃

　〃

　〃

硫酸

mgμ

少：量

（16．94）

微鼠

痕跡

　〃

過マンガ
ン酸カリ

滑費量

1皿9／z

■09

2．65

〃

5．45

鯉　ii廷

mg／z

3．35

0．35

1．28

0．71

硬　度

2．11

0．98

1．68

〃

蒸褒残
渣　量

Im・／・

84．0

32．5

57．5・

48．5

細菌集

落数

1ce中

11

50

：27

65

大腸菌

10cc 1cc 0．1cc

備 考

飲料適否

適

〃

〃

〃

日1』

ノ1

　詮　　濁’　度　　水1Z中精製酸性白土1mgを混じたうものを軍位とす　　　　　　　　　　’

示す・これ湯本温泉系の水流の影響なること，菖ケ蒲濱に流入する獲電所よりの放流水（渠水）

に比し湖水は硫酸盤の含：量低下せる事實に依り，容易に之を了承し得べし．山中湖の水は山中

舗前諦燐と眼て僅少な搾棚勘り，此結錦鱗よりの影響旛るも回り・梓

川の水は前記爾湖の水と共に飲料水に供し衛生上差支へ無きものにして，是等の水とキャンプ

場民用の飲料水との試験成績を比較すれば奇異の感あるべし

W　キャンプ場の敷地の漏潤度試験成績

キ’ヤンプ場としては他の歌況如何に良好なりと難も漁潤せる地は術生上不適の場所むして耕
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　　減せざるぺからす．現に此條件を看過したるが爲めに一夜にして腹痛下痢等の厄に苦しみたる

　　経験者砂から｝3『・．乱れ二言忌地にありても其表面は乾燥状態を呈し，外見上より之を鑑別する
！　「

　　．こと露なる直り・二面竹ビングを行諸をして此災厄よ晩からしめんカ§爲には・

　　輝箕¢）手綬を講じ不適地を知悉せしむるの要ありと認む・本調査に於ては此目的に翻しキヤン

　　プ場ゐ土質ゐ漁潤度を試験したか其試験域績次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　キャンプ場の土質に關する試験成績

地　名

・光

　　菅　　亭

・．　　上高地

．麟｛

試験揚総

湯の湖岸

臨調寺湖
菖蒲ケ濱

大明憩澤

小梨卒

帝大山前

丘陵地帯

天．候’

前日

晴

晴

雨

樋

晴

晴

當日

　晴

晴後雨

雨後晴

快晴

快晴

探取場　所

砂　　濱
汀より約5問

　　　〃

草　　原
キヤン70揚の中央

森林地帯
喬木の問にi雛草あり

砂　　濱
汀より約五問

二二及難草あり
、湖岸よリ約30問

外

粗砂より成り礫を混じ，淡褐色
を呈し灘潤甚し，

白，黒，褐色の混合礫なり．

畑土の親を呈し温潤す．

細土にして礫を僅に混じ，友褐
色を呈す．

中礫及細礫より威り，赤褐色乃
至黒褐色を呈す．

大部分径10～20mmの凹型に
して黒褐色を呈す．

水分％

21．5

8．3

45．0

ユ5．6

9．6

213

容水量
　％．

24．6

22．3

71．3

46．4

脇29．9．

63．8

灘潤度
　％

87

37

62

34

32

32

各試験地中日光に於ける中繹寺湖菖蒲ケ濱及び湯の湖岸並に山中湖帝大寮前の3ケ所は同じ

　　　　　　　　　　湯　の　湖　岸

@’2ケ所は適度の乾燥歌態を保てるを識る．湯の湖

　　岸の成績は此地の砂濱狭小なると當時湖は満水す

　　　しとに原因せるものと認む．

　　　　山中湖背面の丘陵地も土地の乾燥歌態は湖岸と

　　　同「にして適度なり・但粒度に於ては右表に記し

．　　：たるが如き差違あり．

く湖岸の砂面を以てキャンプ場とし，且試料

採取前の天候關係も相似し試駿の前日及當日

中に降雨を見ざりし土地なるが試験の結果に

於ては，湯の湖のキャンプ場の砂は漁潤度大

にして寧ろ飽和歌態（106％）に近く，他の

菅ZF大明騨澤の土　（15倍）

b
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　上高地と菅平とに於ては試験直隠の幽幽降雨ありし

が其影響は上高地に少く，菅平に大なり．’これ菅卒の

土は火山次より成り’質細く火山岩性にして物質の上高

地に比し水の透過を妨ぐる傾向ある爲め，地上に於け

る雨水の保留量に差あるに由り此結果を招きたるもの

と推量す・尚生地の如きはキ・ヤンプ場の土として乾燥

性の適否を正確に鑑定せんと欲せば，前日晴天の場合

に於ける試験成績をも参照するを要す．

　　　　　　　　総括　　上高地小梨卒の土（15倍）

　今同の調査に於て牧得したる成績中には試験當日の天候不良なる平め調査の資料として不充

分なるもの無きにしも非ざれ共，當初野書．したる目的は略之を達成したりと認む．

　海水浴場に於ける調査は近接せる地方を十日に亘り連日執行したるものなれば，各地に於け　　，

る室町試験の成績を綜合することにより，東京附近の海岸に於ける夏期月中の氣候，日射三友’

室氣の概観を認識するを得べく，叉海水並に海砂の成績は各海水浴場の衛生的歌況を鑑別する’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に足るべし．唯調査期間中雨天に骨筆せざりしは實験上には幸ぴなりしが，調査上には却って．

満干を峡くの結果を來せ．り・

　キャンプ場に於ける調査は試験地東西に散在せる爲め漸く4ケ所を巡同したるに過ぎす・加’

之午時は山地の天候不順にして試験當日の快晴なりしは1ヶ所のみなるを以そ・室氣試験の結

忍野待に副はざ・もの鋤らざ嫉高地のキ㌣場に共醗・籍ρ1目’ 芍浴Eナる

攣化並に室氣の清浮島の大要は略之を槍知し得たり．と信一タ・荷キヤンナ場の衛生的條件を鑑別．

する爲めに試みたる飲料水及敷地の土に封ずる試験の結果は概して明確なる見解を與べたり；1㌧－

　今同調査したるキャンプ場は土地の高度1・0～1・5klnなるを以て，園地の氣候は濫帯地労に

於ては高山氣候に饗するものなり・故に海水浴場に謁する李均成績とキャンプ場の氣野並に室

氣試験の結果とを比較する時は，：海岸地方と山岳地方との氣候上に於ける異同並に室寒の性斌．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノに關する葦異を醜干し得べく，更に避暑地として雨地方の適否を保健衛生上より比較するに興　’

味あるものと信歩・

　以上調査の結巣に付項を分ちて論卜すれば左の如し・

1　都市海岸索話及山岳地方に楚ける血振の出生學的比較法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
鼓に都市と題せるば專ら東京の意にして，海岸地方は東京附近，山岳地方は近縣に於けるキ「

ヤンブ場の高度1．0～1．5kmの地を指すものなれ共，夏期に於ける衛生學的環氣を概論する場
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し

合は，我國に而ては本土内なれば土地の歌況を特に異にせるものを除けば，殆鼓に論ずる所に

高子するものと認む．先づ記事の趣旨を明にする爲め成績上の二黒占と調査の目的との二二を表

を以て示せば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　比　　　較　　　表

試験め種．類

　　氣．　温

　　漏　　度

　　日射：量

　　紫外線
　　活性酸素

　　塵　　埃

　、‘細，』菌

●　　　　　［

．1・C氣

成　　績　　上　　の　　異　　同

都市　と海岸

殆差なし

同　　上　　’

1海岸は多し

同　　　上

都市は反鷹弱き傾向あり．

都市は有機性塵埃多し。

海岸は少し．

温

海　岸　と　高　地

高地は海岸より3～7度低し

朝夕は差無く，目中は高地の
灘度著しく低下す．

高地は多き傾向あり．

同　　，上

高地は反懸強し．

（海岸）海水浴揚は塵埃多く，

概ね砂塵より成り．高地は植
物性塵より成る．

高地は少し．

調　　査　　寮　　項

ノ

蝋候に關する比較晶出暑感に
封ずる考察

同　　　上

日射の強弱並空氣の純否鑑識

同　　　上

空氣の純否鑑識1

空回の清濁鑑識

同　　　上

　　周知の如く群盗は撃墜と共に土地の高度に準じて逓減するものなり，本調査の成績に於ても

上高地の日雫均氣温は20度以下にして海岸地おに1比し約7度低く，北海道の氣溜と同等な

り．高度に封ずる遊減率より氣温を換算する時は，上高地の成績は梢安當なれ共山中湖岸の

’23．4度は土地の高度め割合には高温に過ぐ，勿論此成績は1日の槻弓の結果なるを以て，果

して試験當脈於ける氣象の特異勧し爲めカ・・或圃ヒ地の鵬に難の條件ある爲め力轍

断じ難し．1日の氣温の二化を比較する爲めに1日6同，午前6時，同】0時，正午，午後

．2時，同6時及同10時に槻測したる成績あり・概要次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　時間別氣温及漁度表

日挙均 午前6時 午前10時正午0時午後2時午後6時 午後10時
備’考

ｷ差C。

　　　　海綱難氣－温　　㈹山馳方｛里魏 27．6

Q4．7

Q6．3

Q3．4

P9．1

27．2

Q3．1

Q5．4

Q03
P6．0

31．9

Q6．1

Q8．0

Q5．6

P6．7

32．8

Q6．7

Q87

Q9．8

Q1．1

328
Q6．7

Q8．7

Q5．9

Q3．5

278
Q5．6

Q6．6

Q2．4

P72

272
Q2．8

Q予．8

Q1．1

P7．8

10
S5．9118

水蒸氣張力
i準均）mm

癬．細魚選・・％・瞬方｛慨　　’ 90
W3
W7

･81

95
W4
@7098

90
U2
W0

V0
X8

87
T9
V8

U0
V0

　86
@56
@77
怐D、　75

@56

94
W2
W8

X3
X1

　　1X1
W5
W9

X5
W8

23
Q1
Q2

P3
P7

，ド
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　上表に記載したる如く，．海岸地方にありては午前10蒔に於て既に暑熱旧く，殆其日の最高

温度に近づけ共，山岳地方を代表せる上高地の成績は此時刻に於ては朝と依然攣化なく，海岸．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
地方より113度の低温を示し，其後梢急激に温度昇騰し，午後2時に至り最高に近き値を現’

し，海岸地方の最高氣温に迫り，馬差を与・2度に狡ばめ，以後再び温度降下し，夕6時には一

海岸地方と叉9・4度の差を生ぜり・帥ち午前10時より午後2時迄の馴化は海岸地方は徐々、

にして，山岳地方は稽急激なり・但山中湖岸に於ける機工の電化は海岸地方と上高地との「中国

を行き，午前10時解於ては既に25．6度の高温に達せり．1日中の氣温の最高と最低との幅

鞭ち較差を求むれば，概して山岳地方は海岸地方に比して大なり．これ晴天なれば高地と難日・

中の氣温は著しく昇騰する爲なり・要するに夏期8月中の海岸地方の氣温ぼ，書間は午前19

時より午後2時半暑熱著しく朝，夕，夜闇も温度高し．之に反し山岳地：方は晴天なれば日中高

温となるも，此朕態は前後1～2時間の現象に過ぎすして朝，夕，夜間は著しく冷氣を感ずる

ものとす．

　本調査の結果は山中湖岸に於ける氣温の憂化を寧ろ海岸地秀に類するものと認むるに至りた’』

れ共，本來同地は地勢上富士山の影響を無覗し難き地なれば，日に：よりては夜間に於て著しき

憶測の低下を堪ること無きを保せす．菅雫，日光中灘寺湖岸は王高地に似たる氣温の攣化を表．

はすものと認む．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　へ

2・　重昇i　　　　度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　〆

’本調査の結果に櫨れば，前表に記載の如く夏期8月中の海岸地方に於ける平均漁度は87％、

にして，上高地は81％，山中湖は84％なれば，其間に殆差を認め難iし．　　　　　’

　前表の成績に就き1日中の漁度の墾化を仔細に属すれば，漁度は朝夕に高く日中低下するこ

とは海山爾地方共同一の傾向を有すれ共，、攣化の程度には差別ありて，海岸地方は町立なるも噛

山岳塑方は急激なり・即ち午前10時，牢午及午後2時の成績k於て，海岸地方は博聞に大差、

無けれ共，上高地の成績は10時と正午との間には約25％，正午と2時とも亦約15％の差

を生じ合計40％の懸隔を來たせり．而して山中湖岸は其中間を行けり．此の如き海山爾地方

に於ける漁度ゐ攣化の差違は，羅量と中期との相關魚巣より生起せらるるものにして，其原因

は第一に爾地方の水蒸氣張力に甚しき差異あることなり・勿論此差は公知の如く土地の高度に・．

從ひ氣温に準ずるものとす・第二には海岸地方又は湖岸にあゆては濾量に補充あることなり・　　〆

此等の條件に由り上高地の如き土地は快晴の日には日中氣温急激に上昇するも，漁量に補充無　＼

きが故に漁度は：急激に低下するものとす．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　／

乙・蒸暑感の比較

　昨年8月4日‡り10日闇に於ける海岸地方の氣温は最：商33度・最低22度にして午前．

6時の最低は23．1度，午後10時の最低は22£度，日平均ば263度なり．漁度は日中に於



’．、

＼

■

’

26 石尾・秋葉・勝田・外十一名

ては70～80％のものあり光れ共，其時の氣温は敦も28度以上匠して，．55～70％を倉出し

たる時は32度以上なり．此の如く海岸は高温気心なれば暑熱耐へ難かりしは當然なり・山岳

地方に：於ける同時期に於ける氣温は最：高31度，最低14度にして20度以上に昇りたるは，日

光菖蒲ケ濱にありては午前10時以後，菅平にありて正午以後，上高地にありては正午近くよ

1り午後2時迄の間にして，漁度は心血著しく低下せり，これ是等の土地に於て暑氣を感ずると

と僅少なりし所以なり・

艸鵜は曲り20度の舌面槻し・日中は3・度に昇暎聞顯著しく低下した嫉暑

熱は相當に感じたり・歯面の感斜度は素より入墨の條件並走園の歌況其他によりて一様ならざ

れ共，回りに是等を無覗するも猶漁度，風及日光量等’より著しき影響を被るものなり．

　今試みに左記の如きLaneaster或はDalmadysの提唱に係る無風歌態の場含に於ける温感

’の標準（M．van　Ord七，　Physikalische　Therapie　Innerer　Krankheiten　1920中に記載のもり）

を参照すれば，

　　　　　　　蒸暑を感ずる場合の氣温と漁度との關係表
匂

　　　　　　氣　　　温　（。C）　　　　　　　　　　灘　　　度　（％）

　　　　　　　加以下　　　　　　　　　　　　　　蒸暑感なし

Dalmadysの標；準20～22　　　　　　　　　　　　　　　　90～100

　　　　　　　23～24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70～80

ワ

　海岸地方にありては歯面に野し漁度は敦れの場合にも標準より高く，山岳地方にありては上

1離は鮮の鞭観し商魂は露国に近繊績を示す・故晦岸肪購暑感甚しきを

想は．しめ，山岳地方は其惧れ無きことを了解するも，實際は海岸に於ては大低毎日海風ありて

．之を緩和するを常とす・但屡吾人の維験する夕凪時叉は夜間に於ける蒸暑感は，面面と漁度と

の關係前記の標準に準ずる結果ならすんばあちず

4・　日射量及紫外線’

　日射量と紫外線量とは太陽の輻射の強さに面するものなり．故に漆室状態の特異なる場合の

晟績，「例へば雲の反射による一時的現象或は天候不良に基く成績の如きは比較資料に供し難き

ものとす．今是等の場合を顧慮して比較上の成績概要を編すれば其結果次『）如し・

ノ　．

r
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比 較 表

目射量（筆筒）

紫外線（最高）

備　　　　考

都 市

東京（8月中）

1．10～120

　32
午前の四二

横濱市本牧

　1ユ4

　32

同　　左

海岸地方

1．3～1．4

39～40

同　　左

山 岳 地 方

．日　　光

　1．67

　45
午後の成績

菅　　ZF

　144

　41．

同　　左

上高・地

　1．54　。

　4盆

同　　左

山中湖

　1．32

　39
午前の成績

　上表に記載したる如く日射量及紫外線共都市と海岸地方とは判然たる差別あり・山岳地方中’』

’日光，菅r三，上高地は午後の成績なるにも拘らす海岸地方に比し可成優勢なり・樹午前と午後

との成績には下記の如き差違あり．

海岸に於ける門下なる日射量及紫外線の威績統計表．

日射量の観測106同巾

午前中の同籔

午後申の同敷

1，41以上

7

2

1．20～1．40

16

9

1．20以上

23頚

11

紫外線の国側121同中

41以上

10

4

34’｝40

34

20

35以上

44

24

　故に前記山岳三方の聖地に於て若し午前中に観測し得たりとせば，海岸地方とは前表た掲ぐ

る成績よりは更に差を生ずるものと認む・

　山中湖岸は海岸地：方の成績に近し・而して都市の成績不良なるは室中に煤煙叉は塵埃等の浮

游物多き爲めにして，海岸地方の可良なるは室氣の清澄なる讃なう・出岳地方の優勢なるは土一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1　．
地の高度の影響なるべく，山中湖はは高廉1kmなるにも拘らす海岸地方と同偉なるは，地i勢　・’「1

の三三上此地の室氣は海岸の如く多量の水蒸氣を含有することも之が一因ならんか．、

う・活性．酸　素

　活性酸素化合物中衛生塵的に興味あるはオゾンなれども過酸化窒素も亦本試験の反慮により

て同時に艶出さる瓦ものな・ゆ・本譜是等の化合物は室雨中の微量成分にして，オゾンは都市の∴　，
　　ぐ
、室氣中には殆存在せざれども高山上には梢存在し，過酸化窒素は踊場地帯上の二才中に特1ご槍．

出するものなり・而して是等特異の地を除き活性酸素の反回を有する室氣は回生學上清純なる．

ものと認めらる・本調査の結果によれば海岸地方に於ける反回は甚しく僅微にして，．山岳地方．

の成績と判然たる差別あり・但し同じく海岸地方と難横濱市本牧に於ける試験の結果は陰性な

り．山岳地方に於ける明白に於ても，白白慮の彊さは土地の高度に準じ上高地に於ては日牽ジ

菅平より大にして，山中湖は之等に劣り寧ろ海岸地方の成績に近し．

6・塵埃及細菌
　本調査に於ける海水浴場内の室氣試験は海岸の砂濱上に於て執行したるものなれば，其成績
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　には砂濱に門門なる形象現れ，海岸地：方の樹木整茂せる揚所に於て試験すれば，果して之と同

様ゐ結果を干るや否や疑問とするものあり．故に海水浴場の成績を以て海岸地方を代表せし

　め，之と山岳地方又は都府の室氣と比較するは梢安當を敏く嫌あるを冤れすと錐も．山岳地方

の蔵績を代表するものと認め得るキャンプ場と海水浴場との室氣に於ては，海水浴場は塵埃歎

並に細菌数概して多し．蓋し海岸地方に於ては平日天氣清朗なる日と錐も海風常に吹き，山岳

地方の静風なるに平し風速に差あると，叉試験地は砂濱なるが爲に砂塵飛揚し易きとに由るな

　るべし・悟れ共海水浴場の威績は都市の室氣に比すれば細菌歎は概して少なり・伺塵埃の性質

は海水浴場に於けるものは砂塵より成り，都市に於けるものに比し有機性塵少し．是等の事實

　によりて判断すれば，室町の清浮度は海水浴場は都市に優り，山岳地方のキギンプ場は海水浴

場と差あり．

　　次ヒ塵埃敬と細菌数との割合を槍するに，海水浴場に於ては細菌数は塵埃数の撒十分の一に

’1過ぎざるに，山岳地方のキャンプ場にありては数分の一に回り塵埃藪に封ずる細菌数の割合大

なり．これ山岳地方のキャンプ場に於ける室野中の塵埃は植物幽こして細菌を多く含有し，海

1水浴場に於ける塵埃は砂塵にして細菌の附着少きに基因するものなれば，其割合は室氣の清浮

度とは直接關係無きを識る・

∬　海永浴場に封ずる調査の結果

　今同の調査に於ては，海水浴場として衛生上不良地と認めたる箇所は褒解するに至らざりし

一が，其附近の海水には海水浴に不適當と認めたるものあり・例へば鎌倉海岸に於ける滑川口の

海水の如き之なり．又八王子海岸（横濱）の水も良好ならす．但現地を硯察するに，滑川口の

海岸は危瞼置域に指定され監覗人を置きて灘泳を禁止し，八王子海岸は海水浴場の指定地外に

．在り・以上は不良海水に關する批評なれども更に調査の結果を桧討すれば各海水浴場の衛生弾

歌態には次記の如き差別あり．

　・本調査に於て容易に認識さる玉ことは地勢的影響の甚大なることにして，各海水浴場の債値：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
は其位置の東京湾の内外に在ることに依り甚しき差別を生す．印ち営内のものは海岸遠野にし

・、て多少とも貝殻を爽雑L，吉野濱を映き，且潮汐による水深の差甚しく，灘外のものに比し海

水浴の可分を損するものあり・勿論是等の條件は自然の與ふる影響なれば奈何とも解し難き所

なれども水質の意外に可良なることは，有繋に東京潤の廣表大にして太午洋に連iせる結果と

は言ぺ衛生上東京，横幣串市民め爲めに慶賀に堪へざる所なり．

　本調査中都市の影響を認めたるは横歩本牧にして日射：量，紫外線の試瞼成績に於て他の海水

浴場に劣るは，室氣中の塵埃に有機質の存在多き妊めなり・上地横濱市内に在りて繁華なる塊

直に隣接せる以上此結果を回るは冤れ難きことなわ．
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　　興津は太雫洋に面し，海濱に於ける白砂の美観は東京附近に稀なるものなれば，海水浴場と「

　しては夫恵豊なる地なり．故に本調査に於ても此地の成績は一宮と比敵するものと思惟し左る1

　に，其結果には豫期に副はざるものあb，恐くは土地望）歌況の影響なるべし．海水の汚染系路．

　は町を貫く川の影響，或は国頭狭小にして薄内の海水は外洋との流通不充分なる爲めとも推量

　さ．るゴも，塞氣の成績に封しては再試験を行ふに非ざれば其原因を究め難し．

　　川による汚染を懸念したるものは，平鞘の調査に於ては千葉，・館山北條，保田（第一海水溶！1

　場），鎌倉，葉仙（森戸）及羽田の六ケ所なり・是等の内試験の結果に於て黙々其形跡を留む

　るものは森戸川の注ぐ森戸海岸にして，千葉海岸に於ける都川の影響は前同の調査（正大11

　年執行）に果て指摘したる所なるが，現今同所は埋立地となり，沿岸より藪町海中に突出して、

　地形を一揖し，今同の調査中風潮時に於ては海水に非難の塵地無きことを楡知したり．．佐貫の1

　八幡海岸は地質的關係ありて幾分海水浴中快感を損するものあれ共，海水は衛生上殆非難すべ．

　き歓黒占を証せす．一宮川水泳場は川の下流に在るものとしては水質可良と言ふべ七．　　　　！．

　　今同の調査に於て特に感じたるは自然の包容力の偉大なることにして，前記鎌倉海岸に於け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　る滑川口の影響は寸毫も由比ケ濱並材木座海岸に及ぼさ繁るが如き，叉八王子海岸の水も干潮．’

　時に於ては隣接せる本牧海水浴場に關係せざる涛ミ如き，唯驚嘆の外なし．叉游泳者による海水，．

・の汚染の如きは問題とするに足らざることを知悉せり・但砂濱上に於ては善隣の雑踏は室氣を

　不浮化することあり，由比ケ濱の塵埃試験に現はれたる成績は此傾向を示すものなり．

’皿キャンプ場に封ずる調査の結果

　キャンプ場の調査には，キャンピングコースの全般に亘りて試験を行ふに非ざれば充分なる・

認識を獲得し難き場合あり，例へば中坪寺湖菖蒲ケ非難山中湖岸に於けるもの玉如を，前者は

奥日光，後者妹富士五湖への墨黒占乃至単発占に堪るものなれば，兜蟹の状況はコースの調査を完

漏して始めて比較資料に供し得るものなり・故に今同の調査の結果には各キャンプ場を上！較す

るに足るもの勘く，僅に室氣試験の．結果に於て，山中湖岸は暉暉寺湖菖蒲ケ濱，菅平及上高地：

に比し土地の高度は是等と大差無きにも拘らす，氣象の攣化，日射の張さ，活性酸素の反鷹等

は是等¢）高山地方と海岸地方との中間の歌態を表すことを知得したるに過ぎす，而して其原因’

は恐らくは地勢的關係にあるべし・

　水質試験の結果に就て骨湯るに，劇画の調査は山岳地方のキャンプ場に就て之を行ひたるも㌔

のなれば，’各キヤシプ場は自然の湧出水を飲料水に充用せるもの多し．從って汚染系路には大．’

家よりの影響を顧慮するの必要なく，各地の水質良好にして安じて飲料に供し得るものなり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
寧ろ人家に近きキャンプ場に於て飲料水を部落内の丁丁に索むる場合に偶不結果を來す苓とあ1＼

るを看取せり・富士山麓中に於ける如ぎ此例なり・唯湧出地の地質關係により菅平大榊澤に於
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　＼
ける如き，水中に酸性物質を槍出したるは火山系山脈の多き我國に於ては今後之と同様の場合

着雪遇することあるべく・新知見を得たるものと云ふべし・伺飲料水の水路に：樹しては・中置，

寺湖菖蒲ケ濱に於ける場合の如く，キャンピングを行ふ者の間に於ても衛生的に之を保護する

の必要あることを．殊に感じたるものあり，注意すべき瓢なり・キャンプ場に隣接せる湖及川の

水は水道原水に供し水質優良なるものにして，將來の用途を期待さる瓦ものとす．

　キヤγプ場Q土は各試験地網，其土質は火中岩或は火山友より成れるを以て乾燥性は概して

可良なり．唯日光湯の湖岸の如き地形上編潤歌態を冤れ難き場所はキャンプ場の敷地として衛

生上適當ならすと認む．

　　　　　　　　　　　　　　　．結　　　　　　論

　前記の如き調査の結果に基き蝕に保健術生上の見地より海山爾地方に封し避暑地どしての適

、否を考察し，尋で海水浴場並にキャンプ場に關する一，二の感想を記せば次の如し．

，：r．燐暑地又は行法地として海岸及山岳雨地方の適否に關する衛生學的比較．

　1
　1・海岸　地方
　　海岸地方に於ける氣候の理學的特色は次の如レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　イ　氣墜の高きこと

　　　ロ’氣温の較差少きこと

　　ハ’丁度高く且攣化少きこと

　　二　風強きこと

　　ホ覧日射量及紫外線量の豊富なること

　　へ　室氣清浮なること

・上の諸條件は予輩に謝して刺戟性に作用し，其結果血液は増生し，心臓作用は張化し，i新陳

k・代謝は圓滑となり以て螢養を佳良ならしむるものなり・然れども夏期に於ては氣温高く，．日中

三度侭下するも氣温の漁度に樹する割合は猫過大にして，軍令風ありと雄蒸暑感を憐れざるが

’故に安静を主とする加養笹葺へば病後の恢復期にある者，或は老人又は虚弱なる幼見等に樹し

ズては避暑の目的には適當ならす．蓋し夏期の謬養地としては蒸暑感無きか或は之を早れすとも

：輕度にして且短時間なるを主眼とするが故なり・但都會に比すれば海岸は風ありて暑氣は凌ぎ

易く，船室氣清純なれば避暑の目的は略達し得べく，更にスポーツ的見地より観察すれば高濫し

高津の氣候は裸艦生活に適し，海濱に於ける日光浴或は海水浴による皮膚の刺戟等は健康者の

心身鍛錬法に，叶ふものなり．

　2．高、山’地方

，



＼▼『　／

：東京を中心とする海水浴揚並に高地キャンプ場の衛生調査に罰する試験 ξ31

高山氣候の理學的特質は次の如し．

イ．氣墨の減少

・　氣温の低きζと

ハ　漁度の帯化甚しきこと

二　風速の増加と雲量：の減少並降水量の増加

ホ　日射母川紫外線量の塘加

へ　室氣の清測度及乾燥度の増加

●

　上記條件の人燈への生理的影響は刺戟早早緊張性にして心臓並血液機能を鼓舞し，肺臓の活

力を強面にして1血液の増量，血色素の増加を招致し，薪陳代謝機能を促進し，延いては食慾の

増進を來して螢養を佳良；ならしめ，或は睡眠を助くる等人醒一般の機能を充進せしむるものな

り．又神維系に草しても興奮性に働き，風光明媚なる環境の心理的影響も俘ひて精紳的弓氣を

旺盛にし運動慾の増進を來す．而して適度の蓮動，強烈なる日射及紫外線並乾燥せる山風等は

琴平って地熱の放散並皮膚の血行等を順調にして以て皮膚の鍛錬に資す．　　　　　　　　　・

　特に夏期の氣候としては山地は平地に比し著しく平温低く20度以上に騰．るは日盛中の短時

闇に過ぎす，併も此間に果ても海岸地方に比し氣温と漁度との關係は調和せるを以て蒸暑の感

少く，罷表面より水の蒸散を容易にし，禮温の放熱作用は促進され，護汗の度少く清爽の感を

駒ものなり倣燵暑の購こ鵬岸地方礒るも0と云ふべし更にス恭ツ的見地嬉、

考察すれば運動競技の練習には比較的低温働黒にして疲榮の度少き山岳地方に於て之を試むる

を可と・し，其他登山キャンピング等に於ても，紫外線の豊富なると熱放散の充分なる瓢とより

皮膚の鍛錬，心身の陶冶にては敢て海水浴に劣らざるものあるべし．

皿　理想的海水浴場の衛生的條件

　本調査の結果に図れば海水の清浮度は東京薄の内外によりて差違あり．故に理想的海水浴場

は外洋に臨むもの勿論可なり・．川ロに隣接せる海水浴場の水も亦然らざる地の水に比し汚濁す一

るを常とす・葉山海岸に於ける一色と森戸との封照の如し．叉市街地に回せる海岸と然らざる

ものとの間に於ても同様の關係．あり，北條海岸に回する館山海岸の如し．．

　海水浴場は大衆的のものなる・を以て，年齢の多少を問はす又貧富の別無く一檬に海水浴を行

ひ得る地なるを可とす．此意味に於て海水浴場内の海は波穏かなるを可とし，海底の勾配の回し・

なるは不可なり・叉低廉なる費用を以てユ日中に容易に往復し得る地を理想とす・此最後の貼

に回し房総の海岸は梢難色あり，就中北條は他の諸條件に於て殆理想的底るを以て大衆の爲あ

に惜しまざるを得二丁濱め面積も亦海水浴場の丁丁として省くことを得ざるものなり1現に

昨年の如き鎌倉由比ケ濱に於ては，砂上に於て室氣浴を爲せる人敷に比し海岸線の長さ不足せ

」
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ることを看取せ甑

以上記述したる事項を箇條書に6示せば次の如し・

帥理想的海水浴場は

　イ　外洋に：臨める海岸なり

　ロF川口に隣接せす

　パ市街地に隣接せざるを可とし，下水の流入無きこと

　二　波浪高からす
　　　、
　ホ　海底の勾配は綾慢なり1

　へ1大都市との交通の便良く短時間にて往復可能なb

　ト　砂濱の面積は狭小ならす

噛皿　キャンプ場に話する衛生上の注意事項

・現今の如くキャンピングを行ふ寺門だ少数なる聞は敢て問題覗するの要なけれども呪事之が

　モ
流行を見るに至れば，飲料水の設備並キャンプ場の敷地の漁潤度に付考慮：するの必要を生すべ

し．本報告は之に封ずる調査：方針を示したものなゆ．術高山キャンプ場に於ては夜間は氣温著

しく低下し，其冷帯の爲に健康を害する場合あり・キャンピングを行ふ者の注意すべきことな

、り・

「本調査中化畢的試験は技師石尾正丈，技手坪井緑雫，同遠藤與作，囑託井澤清篤及助手小暮

明正之を玉藍し，理學的の試験は点画勝田泰，技手服部安藏，囑託藤井清次及助手長谷郡俊彦，

細菌學的試験は技師秋葉朝一郎，囑託林倉一，同風聞美佐雄，技手束弘臣及助手高村豊之を分

澹施行せり．

　　昭和10年4月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　附　’．　記・

．本調査は術生局南崎及松尾爾技師の立案に基き施行したるものにして，キャンプ場に於ては

　南崎技師の興行により，海水浴場の巡同中は衛生局南氏の斡旋により試験を途行ずることを

　得たり．伺現地に於ては千葉縣．棘奈川縣，栃木縣，長野縣及山梨縣各衛生課關係諸氏の助

　力を受けたり・　1、　一　　　　　　　　　　　・・
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水の濁度測定法に就て

嘱　　託 井　澤

内容　目　次

清　篤

1　緒　　　　　　　言

II　’濁　度　測　定　器

　　1測　定　圓　筒

　　2　検　　親　　圖

　　ろ標　　準　　演

III測　　定　　方　　法

IV　測　　定　成　績

V測定成績に就て

亀

　　　　　　　　　　　　　　　　　1．緒　　　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

　從汗水の渥濁度を測定する方法は其種類多く，始めより測定原理を異にせるものあり，或妹

同一原理に立脚するも方法を異にせるも㊧ありて，普く使用せらるるものを数ふるも十指にて

は足らざるべし．　　’　　ド　　．．‘　　　　　　　　　　　　こ

　肉眼的測定法中其最：も簡易な．るものに測定の結果を澄明・i蛋白石濁・微濁・潤濁・強三等i数’

、種の楷梯に：分括するに過ぎざるものあれども，通例は之に満足せすして標準を設け水の潤濁轟

叉髄明戯欝を脈示すも咳レ是等の方法中幅にして尉べき結果襖ふるものに一

Diaphanometer　von　J．：K6nig・：Nephe16meter　von　P．　A；K：ober・Nephelometer　von：旺．

Kleinmann『等あれども徒らに高債なるのみにして果レて其れに相當する三値：を：有するや否や

は疑問とする所なり．

　而して肉眼的測定法の共通なる訣鮎は渥濁度甚だ低き水の場合には測定困難なる所に存すド

随って肉眼にては殆ど感知レ難き程度に｛茎微に渥濁せる水（例之　清澄なる山の湖水・渓水ρ泉　，

水・上水等）に封しては測定全く不可能なる状態に：在り．1

　近年に至り内外諸國に於ては光電管に頼る器械的測定法の研究盛んとなり，之に回する報告

多数に達すと難も未だ完成せられたるものを認め難…く，甚だしぐ僅後に潤濁せる水を測定し得’

1るに至る迄には筒多大の困難を俘ふべし．

而して鷲の方法繭眼的測定灘上ヒし其難著しく高債且つ灘磁三三帯ρ不便

壷蚤冤れ得ざる庵のなり1．　．．　　　　　　　　　「、　∫・一．，』』　・　．・　、’マ

　淘度測定方法は共立脚せる測定原理に櫨り次の二く）に大別し得べし．’‘．∵’
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．1．水中の浮游物質の粒子に搾れる側面よりの光線が上方に屈折し，肉眼に到達する光線総量

　に擦りて泪濁度を測定する方法．

2．淘濁度を標準物燈の浩失するに要する最小水暦の厚さにて測定する方法・

　以上コ，2の：方法を簡明に圖解すれば次の如し・
　　　　　　　　o
　　　　　　　　　船　　　　．購1砺灘屈折漁を・2筋法は髄

屈折光線

光線． ．通過光線

光線を槻察し渥濁度測定を行ふものなり・

　上水協議會協定試験法・日本藥局方常水試験

法・衛生試験法記載の方法及Klu七法等は1の

方法に：属し，Platinium　wire　me七hod・Jackson

oandleもurbidimeter・Durchsich七igkeitszylin－

der◎Sichttiefe皿scheibe（Seeehi－Scheibe）　vo皿

P．Seeehi・Durehsieht三gkeitsmessex　von　Wei一

gelt等2の方法に屡す．而して後記の薪法も亦後者に部屡す．

　昭和9年8月當所に於て東京及近縣各地の海水浴二二キャンプ地の衛生調査に關する試験

を施行の際，余は海水並にキャンプ地の飲料水及附近の湖川水の潤濁度測定を澹回せり・予て

從來の：方法に就き豫備試験を施行し，本調査の臨地試験に適當なるものを求めたるに，概ね方

法簡易且っ携帯に便にして丁丁低廉なれども，潤濁僅微なる水の測定不可能なる事及敏丁度低

きを共通の敏貼とし，又覗力及光線の如何に撮り測定成績に影響を來たす等一得一失ありて，

今同の目的に適する方法を見出し得ざ砂しを以て從來の濁度計に改良を加へ用に充てたり・

II濁度測定器
　　測定圓筒3箇を木箱内に下立して周園よりの光線を遮断し，圓筒の下方に3箇の二四圖を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　戴列し，各圓筒を通じ夫々之を透覗することを得・

　1・・測定圓筒
　　内径2e叫－内容100　Geの無色透明劃度付硝子圓筒にして，其下方に活栓を有する側管を具

’へ水の排出に供す．

む　圓筒の底面は可及的門門なるを要す．

　i装置並に測定圓筒を圖解すれば次の如し．

　　圖中eを閉塞して下方よりの光線を遮断し，f及窪を開きて周園より光線を採れば緒言中．

＞4で述べし濁度測定方法ρ分類た於ける．1の方法即ちTynd・11現象を観察して瀦渡を測定

　する方法となり，又廻轄すべき硝子板dの白色面（反封面は黒色にして此上に槍覗圖を置き

　濁度測定に使用す）にて下方を明覗野となせば水の色度を測定し得る如く考案ぜり・

φ　L
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，し’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　l’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　濁度測定器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1　　　　　・a・欄魍筒（辮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　・泳ノ振麟使用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　b＿側管
　　　　　　　　　　　　　　　　　f　i・g　　　　　，一穣三三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　・…柵板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耀　　1ヨ扉r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　b
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　識．　lll．111・’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●
　一三中の規醤は種々研究せる結果得たるものなれば本測定器の作製に當りては嚴画するを要’

　　　　　　　　ノす．　　　　　『　　　　　　　　　　　　・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

£・検　　覗　　圖

　濃榿色の紙に白抜きにて1ゐcm一方大の一つの簡軍なる圖叉は文字を書きたるものを槍覗

個となし・之を3箇並列せ那の可用ず　　　　　　　　　　、

・　　　例’・　．　　　　例，

’　一　帽　，層
d｝一ζ♪　　　、

一　　一　　一　　胃
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　　を呈するも，本法に優る精製酸性白土標準液は白色以外の色感を與へざるものなり．

6　　故俗斯くの如き歌態に：於て標準液と槍水との比較馬櫛に擦り濁度測定を施行するときは，検

　　水の有する色相の妨害に擦り精密に比較する事困難なるべく，随って正確なる測定成績望み難

　　かるべし．．

　　　余の検覗圖に濃澄色を使用せし理由實に此庭に存す・帥ち濃鐙色の通過光線下に爾液を比較

　．三三するを以て，普遇一般水の有する色相は之れより遙かに淡色なるが故に，’殆ど其色調の差

　，を感ぜざるものなり．，

　　　本年覗圖は僅少なる白色部を有するを以て下愚に槍永の色を感ずること無きに聴すと難，も，

　　測定結果に影響を及ぼさ翻る程度のものなり．

　　　斯くの如き検覗圖の使用に着り，導水の有する色の影響を除去し，精密なる比較をなし1階

　　つて正確なる測定成績を求むる事を得たり．

　　乙　標　　準　　液

　‘本法に理る濁度の標準は精製酸1生白土Imgを灘留水1Z中に浮游せしめたるものを以て濁

　・度・度と定む．　　　　　　　　　．　　　1
　　　血標準液の調製　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　．　　　　　F
　　　　　伽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　・、．　精製酸性白土0・19を正確に秤量し・蒸鯛水1Z中に加へ良く振堂し・一i書夜放醗後使

　　　　用すべし．　　　　　　　　　　　　　　　　．『．　　　　　　　　　’　1

　　　　　本液の醸は…曝け　　・・　　　　　i
　　　ii，精製酸性白土の製法

　　　　　市販の酸性白土を定規以上の濃度を有する盤酸にて煮沸して可溶性不純分を除去し，水

　　　　にてク丘一ルの反慮殆ど呈せざる咋至る迄傾軍法に擦り・充分洗際じたる後水を加岱良く混

　　　　黙し放置すれば1爽雑物及酸性白土の粗粒子は沈降し微粒子は水中に浮游す・次に三三洗

　　　　に慷りて該浮游液分を集め長時放置の後上澄液を傾濡レ，微粒子分を濾過し乾燥し粉辞し

　　　．約2QOの飾眼を有する飾を用ぴ飾過せるものを使用す・

　　　　　　　　　　　　　　　　III’測定・方法　 ’　1　　『．’コ

　薪に探回せる桧水を測皐：圓筒の1箇に満し・他の1簿には槍水に比し極めて微に低き濁度
　　ノ
を有する標準液100ccを容れ測定用木箱内に鍾軽し（第3の測定円筒を挿入すべき上下2

齢孔に淋樺施し光灘解す斗》隻眼を以蝉吟の上方より下灘爾擁圖を上ヒ髄

漉しう嚇嘩を下部の騰鵬出レ以て翻圖の鮮降瀦同程興至らしめた
る二丁水のcc数を丁丁すべし（此際検水に蒸霊水を追加して全容を100　ccとなし，良く振

饗三三三脚三一騨ぞ否や三三鱒掟r正三期墜し〉

6　「
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　　　　　　ヒ本測定操作は之を少くとも5同以上反復して其雫均値を求むべしb　

　然るときは：槍水と標準液との濁度の比は夫々のce撒の比に逆比例なるを以て

　例之　　濁度10度の標準液ユ00ccと検水95・5　ccとに於て爾槍観圖の鮮明度同一なりと

　　　　すれば次式によりて

　　　　　　　　　　　　　　　100　：95．5　＝　X　：10

　　　　　　　　　　　　　　　　∴X＝10．47度

容易に三水の濁度を算出し得べし・

　濁度は小数貼以下二位迄（四捨五入）を求むべし．

桧水ゐ潤濁度著しく高く濁度凡そ35度以上の場合

　　此場合には検覗圓の地較透覗困難なるを以て先づ検水を蒸引水にて適度に稀繹し，之に就

　き測定を行ひ，得たる測定成績に其稀繹度を乗ずれば高水の濁度を得べし・　”

槍水の潤濁度著しく低く濁度α1度以下の場合’

　　此場合には槍水100ccを取り濁度0，0．01，0．02，α03，0．04，0．05，0．06，0・07，α08及〆

　α09度の各種標準液100ccと比較し（測定用木箱の3組の孔の中央に検永を盛れる測定

　圓筒を，其爾側に2種の標準液を盛れる測定圓筒を挿禾す）一致せるものを以て其濁度とす・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　若し一致するもの無き場合即ち桧水が濁度a及bなる2標準液の中聞に在る場合には

　該濁度Xの表し方は　　　　．

　　　　　　　　　　　脳X・b　或は　X認　　　　’，
　とす．

　　吾人の観九は無限なるものに非ざるを以て，求め得べき濁度の範團は小数黒占以下二位迄に

　して，其れ以下を■唱言するは甚だ困難なる事なり・・

　　而して實際上小歎貼二位以下の濁度を有する水の存在は稀有の事に屡ずるを以て，本法を

　一般水の濁度測定に使用し毫も支障なきものと信ず・

漏度測定に於て正確なる成績を得る爲には，次の事項に注意するを要す・

　i・測定は成る可く現場に：て施行すべし・

　ii・検水及標準液は測定前充分振畳すべし・

　iii・測定二二の底部及槍親旧は常に丁丁に保つべし・

　　　　　　　　　　　　　　IV、．測定成績

　昭和9年8月に於ける各地海水浴場の海水並にキャンプ場の飲新水及附近ゐ湖川水の濁度
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を本濁度測定器にて測定せる結果を表示すれば次の如し．

　　　　　　　　　　第i表．鰍浴場に於ける海水の濁度測定成骸

海水浴場
採酌 天． 探酌 波

氣　温 ：水　温
一酌揚．所．

潮汐 濁度地名 名
月日 前日 當日

一時

分 波　長
im）
波の高さ
@（m）

。C 鴫 自岸距

｣rm）
水深
im）
水面下
im）

寒川出洲 84 晴 晴 10 15 上潮
一 一

28．9 29．0 200 05 025 2，08・

千葉 〃 〃〃 〃 〃 13 30 満潮

一 一
30．0 30．7 70 0．6 〃 5．95．

（都川ロ） 〃〃 〃 〃 14 00 〃

一 一
30．0 29．6 15 1．1 〃 543

一　　宮 〃　5 晴 曇 11 00 上潮 15 0．5 26．1 25．0 70 1．0 〃 3．20・

上総・

鼡{
　〃
P一宮川水

j場

〃〃

V　〃

〃〃 〃〃 14

P0

00

O0

〃〃 波浪高く

ｪ量不能
g欝力なり

波浪高く

ｪ量不能
g静かなり

26．7

Q6ユ

一27．0
50

P5

0．9，

|0．8

波浪高く

ｪ量不能
@α25

3．77

Q7，00・

〃 〃〃 〃 〃 15 05 満潮 〃 〃 26．7 2＆0 20　． 1．1 〃 1923・

矧興．津
C　〃

〃　6

O　〃

曇〃

決晴

V

10

P4

35

O0

上潮

V

510
0．30

O．50

27．8

Q8．3

222

Q22

40

S0

12
P．3

〃〃 　9V，35・

Tユ8・

北　　條 〃　7 快晴 晴
11 15 上潮 2 020 31．7 26．5 80 0．8 〃 6．06

館山
〃 〃〃 〃 〃．14 00 〃 4 0．25 31ユ 26．5 50 1．0 〃 4ユ0・

北條 館　　山 〃〃 〃 〃 10 00 〃 5　． α10 29．7 27．0 70 α5 〃 ユユ．36

〃 〃〃 〃 〃 14 40 〃 3．5 023 31．0 28．0 25 1．5 1220・

知｛第一海水
＠g　〃

〃　8

V〃

晴〃 晴〃 914 30

O0

干潮

纈ｪ

320． 025

O，63噛

28．0

Q8．9

25．8

Q7．3

70

T0

0．9

P3

〃〃 6．3＄．

X，35・

佐貫｛ 八　　幡

@〃

〃　9

N〃

晴〃 奨〃 913 30

R0

下潮

纈ｪ

20

Q0

045

O80

26．7

Q7．8

．25．8「

@272

65

T0．

0．6

O．8

〃〃 9．35

Q3．81

由比ケ濱 〃10 曇
晴後鼻

9 15 下潮 25 0．50 26．7 26．0 80 1．1 〃 4』42

〃 〃〃 〃

騨　　　．

V 13 30上潮 20 045 283 27．6 70 12 〃 3．76’

鎌倉
材木座 〃〃 〃 〃 13 45 〃 波艀かなり 波醤力なり 28．3 27．0 80 1．0 〃 347

（滑川口 〃〃 〃 〃 14 00 〃 20 030 28．3 282 35 0．7 〃 6．85

一　　色 〃11 晴 曇 10 10 下潮 8 0．45 26．1 26ρ 40 0．8 〃 5．26

葉山 〃 〃〃 〃 〃 14 50上潮 ユ0 0．65 26．1 262 30 1．0 〃 5．78

森　　戸 〃〃 〃 〃 14 10 〃 4 020 26．2 27．0 40 1．3’ 〃　・ 26」4

本　　牧 〃12 曇 快晴 9 30 下潮 8 0．05 27．8 248 100・ 09 〃　　． 2．63

〃 〃〃 〃 〃 13 30干潮 1．5 0．05 30．6 29．0 90 05 q2q ．1α53

横濱
八王子 〃〃 〃 〃 13 50 上潮 3 0．10 30．5 27．7 60 1．0 α25 33．82

間　　門 〃〃． 〃 〃 14 15 〃 3 0．15 30．5 27．8 300 α5 〃 1α26

加｛ 勿田海岸

@〃

〃27

V〃

雨〃

快晴

V

13

P4

50

O5

干潮

V

11．5 0．30

O．30

30息

R0．0．

32．0

R1．0

1500

P800

0．3

O．6

α10

O25

6．37

X26

樗・

’

●

、　’
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水の濁度測定法に就て ろ9

第2表　キャンプ；場に於ける飲料水の濁度測定成績表

地　名

・光

菅　ZF

上高地

山巾湖

キャンプ
揚名 水の種i穎

中揮寺湖
菖蒲ケ濱

〃歌ケ濱

大明紳澤

小梨ZF

帝大寮前

渠永～募鰍灘）

泉水（

ﾒ野
　漢　　　　水

　泉　　　　水

湖水（s醗デ

探離
日

月日

8．7

〃　〃

〃　9

〃11

〃14

天　　候

前日

晴

〃

雨

雨

晴

當日

晴後雨

．〃

曇

雨後晴

快　晴

　　
探酌揚所

キャンプ揚の私

約2001n

金剛水出ロ

キヤン．プ場の南

約300m
：東南300皿

岸より約500m

探
時

時

酌

1真

14

12

10

12

　氣温
　　。C分

30　223

10

30

15

30

22．5

22，5

18．3

26．5

水　温．
　。G

9．5

9．0

．11．0

9．0

26．0

濁　度，

．1ユ1　　・

0。50

03含

0．27

、0．30

第3表　　キャンプ場に隣i坐せる湖水及川水の濁度測定成績表

ノ

キャンプ揚名
　、
?ﾌ種類

探三日

天　　候

探酌場所
探酌

氣温。C． 』水　温

@。C
地　名　轟

．月同 前日 発日 時分
濁　度

日　光

纃rn

R州　　1

中吊寺湖菖蒲ケ濱

ｬ　　梨　　ZF

髑蝸ｾ前
R中部落前

湖・水

?@水

ﾎ　水

V

87
Vi1

V14

V　〃

晴雨晴〃

晴後神

J後晴

�@晴

V

岸より約300m

ｲ川中ノ瀬橋下

ﾝより約10m

@〃

1045

P430

P245

P320

223

Q3．5

Q6．5

Q6．5

24ゆ

P生0

Q7．0

Q7．0、

　’
FL43、　」

ｿ29

O34…

ｿ56　．

〆、

V測定成績に就て

1・海水の濁度ρ範園

　昭和9年8月．各地海水浴場海水の渥濁度に就きて測定せし結果に回れば，最低の濁度はキ．」幽

下平川出洲午前の海水（2．08度）にして，最高のものは横濱八王子午後の海水（33．82度）之

・を示せり・然れども20度附近以上の濁度を有するものに遭遇せしは僅かに後者の外，葉山森
　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

戸・佐貫八幡の午後の海水及一宮川の川水のみにして，大部分は2度附近より10度附近迄に「

して，5度前後のもの最：も多数なり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳．
　概括的に述ぶれば，外洋に臨める海水浴場の海水最も清澄にして，三内のものは灘外よ「り溜

濁せる傾向を回せ’り．

　市街地に近接し，河川水・下水等の混入する県れある二三直接流入する所峰然ちざる所に月ヒ・’

●して潤濁度高き事人家に遠隔せる一宮と市街地に馳せる横濱八冊子・東京朋田・葉山森戸・館

山北條館山・保田の各海水浴場及鎌倉の由比ケ濱・材木座海水浴場にi封ずる滑川ロに於て六十

を見るべしぐ同時に測定せる色度に於ても同様に顯著な．る成績を得たり）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆「
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40 井 ．澤

　　叉海水の潤濁度は海底質の條件に擦夢影響を受くるものにして，泥土多量に含有せ’る地は少、

　き地より海水漏濁せり・静穏時海底に沈着せる泥土の水の激しき運動邸ち波浪及浴客の游泳歩’

’行に擦り掩拝散鑑さるる結果にして，特に波浪に撮る影響甚大なりとす・『其著しき例は佐貫八

　幡・横濱八王子・葉山森戸なり・游泳客混雑壱ざるに拘らす佐貫八幡の海水午後に至り甚だし

　く濁度の増カロを來せしは波浪高くなりし爲にして，横濱本牧に於て午前浴客疎なる時清澄なり

　し海水の午後段賑を極むるに随ひ潤濁せしは主として浴客の歩行（水深濁し）の結果なる事を

　認めたり．千葉都川ロ・東京出田に寝て海底多量の泥土を含有せるに拘らす海水の濁度比較的

低きは，前者に於ては滞潮時なる上波翻かに浴客皆無，後者に於ては浴客疎にして水回かなり

　し理由にて読明さるべし・一宮は午後に至り波濤特に高かりしも海水依然としで清澄なりし

　は，海砂清く殆ど泥土を含有せざる誰左なり．

　　潮汐の海岸に於ける海水の潤濁度に如何なる結果を齎すや明確なる同答を與ふる成績を得ざ

　りしは，波浪及浴客の游泳歩行に並巾影響大なるが故に面諭複雑せし爲にし下，河川に於ては．．

　上潮時は下潮時よりも洞濁度低き事，一宮川水泳場の午前・午後の川水明瞭に之を物語れり・

　　海水の濁度測定並行中は，鎌倉に於て前日雨量少き夕立を回しのみにして他は晴天績きなれ
、

　ば，降雨の海水の洞濁度に及ぼす影響如何に就きて調査研究し得ざりしは上記の問題と共に余

　の最も遺憾とする所なり。

　2・　山の泉水・漢水・川水及湖水ゐ濁度の範囲　　　　　　　・

　　昭和9年8月各地のキャンプ場並に附近の泉水・上水・川水及湖水の渦濁度に就きて測定

　せし成績に擦れば，是等山の表面水中最低の濁度を示せるは上高地小梨干泉水の027度にし

　て，小梨午梓川水・山中湖水・菅平大明神面面水之に遍くも殆ど油差を緋硬し難き程澄明に：し

　て，日光中之寺湖菖蒲ヶ濱湖水最高値を示すも僅かに1．43度に過ぎす，・概して0・5度以下に

　，して，』表面水中最高部の透明度は清澄なる山の泉水・漢水・湖水之を示すと言ふ從來。一般論

　を謹明せり．

　斯くの如く，泉水・漢水油湖水は甚だ澄明なるを以て澗濁度上より飲用に適すべく，且つ水

温に於ても日光中皮寺湖心山中湖ρ湖水以外・他は総て10℃附近なるが故に充分爽快美味と

言ふべきなり・事實各地のキャンプ場即ち日光中騨寺湖歌ケ濱に於ては泉水（立木親音金剛1

’水），向菖蒲ケ濱に於ては菖蒲ケ濱磯魚所より放流せる漏水，菅平大明祠繹に於ては塩水，上高

地小梨ZFに於ては泉水，山中湖帝大寮前に於ては湖心水（山中湖ホテル使用）等の如く之を飲

料水に供せり・

　　　昭和10年4月　　日
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東京附近に於ける海水浴場の海砂中

の泥土誼1；窒素の含量試験成績

　　　　　　　　　　　技　手　　遠：　藤　　與　　作

　　　　　　　　　　　’助年森井．卓三

海砂の大部分は川砂の海岸に昏夢されたものなレされば海砂は附近の河川の性質を反映す

るものにして，之を地質學的に槻察すれば砂質は川の流域に存在する岩石と類を同ふし．之を．、

地理學的に考察す燕ば砂粒の大小は川の流速と關係あるもめなり・　　　　　　　．

　海砂を地理學的に分類すれば東京溝内の砂は水成堆積marine　depositに即しダ湘南，房総

の砂は陸墨堆積terres七rial　depositと認められ，前者は貝殼及泥土を梢多量に含有するを特

徴とし，後者は是等の含量比較的に少く特に外洋に臨み波浪荒き海岸に於けるものは自然ゐ瞥

む淘汰作用に依り砂の粒度は大となり泥量は減少す・而して此種一般幽こ層化を與ふるものに．

地理學上地方的性質と稻するものあり，專ち海岸の地勢或は地形の影響するものなれ回文地質

的關係によりて海砂に特異の性歌を附與するものあり．　　　　　　’　　　　　　一　　一「

　以上は海砂の概念にして衛生墜的に海砂を親察するに方り豫め了知するの要ある祈誓なウ・

而して衛生學的試験は化骨的拉細菌學的の爾方法により追究するを完全なるものとすれ共，：先

づ最初に着手すべきものとして化學的試験を選び，細菌學的の方面は次の機會に之を保留老り・

素より海砂の衛生學的槻察は汚染度の鑑識を主眼とす躯ば，試験の目的は砂中に存在ずる人爲

的汚物の槍定にありとす・され犀有機物，蛋白質等は本試験の目標となるものにして，泥土も

亦間接に試験の目的に叶ふものなり・但今同の試験に於ては蛋白質の槍定に資する目，的を以て・

砂中の窒素を定量し，同時に泥障を測定したり・

　抑々海砂は外槻，粒度，泥量等によりて品評さるエものにして，海砂の品質は特異の場合を，

除き海濱の晶位の標準となるものなり・蓋海砂は共所屡せる海岸に回して略固定的のものと認

められ外観，泥量等は汚染度と關係あるを以てなり，而してこれ叉今同の海水浴場の調査に際

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
し本試験を施行したる所以なり≧す・

試験方法及其成績

砂　の　弓取

　海砂は浴場の中央に於て海水を探酌したる場所と同一の海底面より雫鍋を以て弓取したり・

検盟の調整
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亀

　　海砂に附着せる国分を除去する目的を以て海砂に約四倍量の水を加へ充分撹拝したる後之を

　遠心沈澱器を以て泥土を充分沈澱せしめたる後上清を傾斜す・之を反覆して洗曝し其洗液は璽

＼　素の反力を呈せざるに至り洗灘を中止し，砂は硝子皿に移し風乾物と：なし之を直径2m皿の節

　月を有する飾にて節過（磯上の残渣は貝殼の砕片一国等）したる砂を試料となす・

　泥（S⑳卿の謝
　　本試験はK：馳n（1）の淘汰圓筒（Schl蕊mmzylinder）を用ひて施行したるものにして之を詳記す

　　るに次の如し．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　試料509を秤明し之を陶製蒸機皿に移し約500cσの水を加へて掩搾しつ玉熱し微に煮沸

　’，する・に至り10分聞煮沸を糧績したる後火を去り冷却するを待ち，之を淘汰圓筒（ロ径8．5c皿

　高30cmゐ硝子圓筒にして底面より5cmの所に有する径1・5　cm長2cnlの排水管はゴム栓

　　を以て栓塞し上端の口より2cエnの所に劃線を有す）に移し，蒸器皿に附着せる砂は噴水瓶を以

　　て洗入し水を追加して上端の劃線に達するに至らしむ・圓筒の内容物は平滑なる木捧を以て約

　2分聞充分に掩寄したる雌木捧を引上ぐ若し棒に泥，砂等附着する時は注意して圓筒内に洗入

　　したる後圓筒は10分間翻博し，次で側口より潤濁水を排出せしめたる後側口を再ひ栓塞す

　　（此際栓端と圓筒の内壁とは精密に一直線を形成せしめて栓塞す）・然る後再び導線まで水を充

　　しi麗拝して10分聞静置し潤濁水を排出せしむる方法を反覆して洗液：澄明となるに至らしむ・

　　滋に於て淘汰圓筒内の砂は蒸稜皿内に完全に移し重湯煎上に於て乾燥し・再び砂に瀦氣を引

　　かしめ／レが爲約24時闇塵埃を遮りたる場所に蒸磯皿を放置し差る後全量を秤量し，試料との

　．差分を泥（Seh1就mln）の量となし，試料1kg中の量を算出せり・

　　伺淘汰法により泥を分離したる砂は海洋調査槻測心得拉に：連絡施行事項（農林省水産試験所

，．1 ｧ行）に寒し飾逃し各地に於ける海砂の粒度組成を表示するに第2表の如し・

’

由比ケ濱の砂中の泥34倍 泥を除去したる由比ケ濱の砂34倍層

㌦



東京附近に於ける海水浴場の海砂中の泥土拉に窒素の含量試験成緯 4．乙

　　総窒素の定量　　　　　　　’　・　　　　　　　1　　1　　・

　　　土壌中の総窒素の定量法は何れもキールダール法の攣法に慷るものにしてKδnig（2）はJod1一，

　　baur十三を探平し農學會協定掌中に記載のGunning（3）攣法ありGotsρhlichはAbderharden（4）

　　の攣法を記載せり・由て本試験に際しては何れの方法に擦る：べきやを決定せんが爲，．海砂に就，

　　て前記三方法の比較試験を施行したるに何れの方法に依るも其結果に於ては困却誤差の範園内1F「

　　に存することを認めたり・故に本試験に於ては比較的簡易にして迅速に施行し得らる」Abderゼ

　　harden　i解法を探坐し次の如くにして試験せり．

　　　試料約5gをキールダール分解コルベンに入れ硫酸5cc，10％硫酸銅溶液5～6滴，結晶
　　　ノ　　硫酸カリ及滑右各0．59（何れも豫備試験に於て窒素を含有せざるもの）を加へ小火焔を以セ

　　熱する時は液は暗褐色より次第に帯褐色なとり途に無色を呈するに至るを以て灼熱を中止し，

　　冷却下之に：約10ceの蒸溜水を加へて稀冷する時は再び稜熱するを以て更に之を冷却し，2孔，

　　を有するゴム栓を施し其一孔に直角に曲れる硝子管を液に達する迄延長したるものを挿入し早し

　　の一考に梨形の蒸溜球管を挿入し導管の一端をゴム管を以て十分定規硫酸20ccを容れたる受

　　器に連結す，斯くして平筆結は：果して密接せしや否やを槍する爲受器の一端を水流ポ臥プに連

　　結し吸引して分解屡と受器との郷軍同一なるを認むると共に各連結部の緊密なるを確めたる後’

　　水流ポンプの吸引を中止し，分解壕に挿入したる硝子管の上端をゴム管を以て直角に曲げたる

　　小硝子管と連結し其の先端を、33％め苛性ナトロン溶液中に討入し水流ポンプの蓄助に依り苛．，
　　も
　　性ナトロン溶液を徐々に分解曝中に注入ぜしむ，而して分解場の内容物アルカリ性を呈する時’

　　は先に添加したる硫酸銅は淡青色の水酸化銅を化成し且つ砂中に含有する鐵は水酸化鐵となや

　　著しく褐色を呈す，此際分解場の内容物をアルカリ性となすには12～15ccの苛性ナトロン溶

　　液を要す・液：アルカリ性を呈するに至ればアルカリ溶液を吸上ぐるに用ひたる硝子管は稀硫酸

　　を容れたる洗氣堤と換へて連結し水流ポンプの報助により室隅を通しつ玉分解曝を熱して蒸溜

　　し分解翠黛の液を濃縮するに至り加熱を中止し尚分堤の冷却するに至る禅室氣の吸引を纏績

・　す・此際蒸溜に要する所用時間は20～30分聞なり・蒸溜完了する¢至れば受器に連結せるゴ．

　　ム管を解き受器を栓塞する管の内外は共に蒸溜水を以て能く洗濃し受脳中の過痢の硫酸はロゾ

　　ール酸を標示藥となし十分定規カリ液にて中和し，ア．ンモニアにて中和せられ1隣る硫酸の量を’．

　　求めた：る後窒素量は通常の如くにして計算す・自Pち十分定規硫酸1ccは0。00140fgの窒素に．’

　　相州す・諸よ婬‡kg中の窒素量を算出せり1

　　　以上の方法による試験成績衣の如し．　　　．　　　’．　　‘　』　．　二

、「
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第1表　海砂中の二三窒素：量の試験成績表

鼠’験　地

地　名

∵｛

　　ユ
」聰興津

伽圃
1裸・

bl，佐

　．叢

誌「

横

田

弓

削｛

山｛

．盤｛

・溺　　．田

海水浴揚名

寒川出山

都　　川r　ロ

・一@　　　宮

一宮川水泳揚

興　　　　津

北　　　　條

館　　　　山

第一海水浴揚

八

由比ケ
材　禾

滑　川

森

本

八　　王

問

幡

濱

座

口

口

戸

牧

子

門

田海岸

探取揚所
岸より

　皿

　70

　15

　50

　20

　40

　25

　50

・50

　50

　80

　80

　35

　30

　40

　90

　60

300

1500

：水　深

　m
0．6

『1．1

0．9

1．1

1．3

1．5

1．0

1．3

0．8

1ユ

1．0

0．7

1．0．

1．3

0．5

1．0

0．5

0．3

外， 槻

砂粒粗にして淡色を呈し貝殻の蕪片を僅に混
ず

砂粒不同なれども大部分細砂にして暗酒色を
呈←大小の貝殻の碑片を混ず

砂粒粗にして茨白色所謂白砂なり著しく貝殻
の破片を混ず

粒度は粗砂と細砂との申問にして友色を呈し
貝殻の調革僅に混ず

砂粒均等の細砂にして理想的の白砂なり

砂粒均等の細砂にして次色を帯ぶ

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

細砂にして所謂白砂に比し黒味．勝なり

　　　　　　〃

　　　　　　〃

粒度は粗砂と細砂との中間にして自色中に黒
味を帯ふ

砂粒は大部分細砂なれとも僅に礫を混し稽黒
味を帯ふ

均等の細砂にして灰色を帯ふ

　　　　　　〃

　　　　　　〃

細砂にして蛎船色を呈し貝殻の破片を有す

2mm節目り爺に
て飾過したる砂中
泥（Sch】乞一

mm）％

5．96

20．91

2．7ユ

6．16

3．54

9．96

7．60

10．53

23．43

11．45

．8．92

11．32

4．05

15．93

9．05

1259、

5．37

31．13

窒　素
　％

0ユ35

0256

0．1ユ5

0．085

0．100

0．128

’0．113

0，129

0．120

0．096

0．095

0，165

0，133

0．088

0207

0．151

0．094

0247

　第1表に就き考察するに泥（Schl義mm）の最も多きは朋田海岸にして之に次ぐは八幡，都川

1ロ，森戸の順序なり．羽田海岸は武藏野の平野を貫流する多摩川の流出河ロに近接し且つ波静

かなる三内に位するを以て河水と共に流出し來る土砂は河口附近に沈積するに因り此成績を與

．・

ﾗたる左るべし．都川ロの泥土多きは川水と共に流出する泥土の沈積た因るべく，又森戸には

海水浴場に注や森戸川あり其影響を受くるに因るもみなり、而して北條1保由，由比ケ濱等に

＝於ても海水浴場附近に川水の流入するものあるを以て興津及一色等に比して梢面分多ぐ多少と

一懲二士の影響を受くるもの琢ロしと難も此の程度の泥分にては海水を潤濁せしめ共の外観を損

することなし．八幡海水浴場に於ては近接して河川の流入なきにも拘ばらす著しく泥の多きは

悔水浴場の海底に頁岩の露出するが爲なるざし・而して一宮川水泳場に於ける砂の泥土僅少な

るは其粒度粗なるより考察して旧地黙に於て水流尚速く爲に泥土の沈積することなき故なるベ

エ・以上の如く砂中に含有する泥土の量は地i勢的影響に因るととを察知し得たり．

！

”　、
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第2表』．飾別に依る粒度表

試 験 地

地 名 海永浴揚名

千葉．幡㌦謄

幣宮に宮川磁
上総興津’　興‘「　津

館・北條構　籍

1保　　　田　　第一海水溶揚

佐　　　貫　　八　　　幡

　　　　　1　由比ケ濱
三

葉

横

倉

・弓

　r
濱／

田

9材

滑

森

本

八

間

木

川

王

座

口

色

戸

牧

子

門

羽田海岸

砂を2コ口の一目の飾に

て爺過したる瞭の残溜物％

11

63

129

　6

な

5

21

4

な

60

4

4

な

6

（貝　　殻）

（貝殻穂薄）

（貝　　殻）

（　〃　）

　　　し

　　　殻）

　　　　）

　　　　）

　　　し

（　礫　）

（貝　　殻）

（　〃　）

　　　し

（貝　　穀）

〃

〃

〃

〃

（貝

（　〃

（　〃

21nmの筋目の籠にて節魁したる砂に聯て
の各罷秀％

大雄

　9
118

工46

　5
なし’

　3
なし

　5

　2
　10

　25

なし

　】5

　34

　16

　2

　2
なし

中砂

724

371

625

806

148

　3

128

88

34

48

461．

19

798

184

51

139

35

172

小砂

254

449

220

171

838

gi7

838

874

．868

875

487

905

176

733

906

835

934

705

・粗砂

7

41

6

12

工0

37

26

22

73

56

】8

65

6

33’

18

11

24

92

泥（Schl琴ξ

mm｝．

備　　考

　6
21

　3

　6

　4
10．

　8／

】1

23
噛，

11

　9
11

　壬

16・’

　9
12

　5
31

第2表中将はKtihnの方法に振り分離したる　Sch胤mmの量（小数粘以下は四捨五入・

す）にして大砂とは（泥を除きたる砂を）1mm，中砂とは05　mm，小砂とは0．251n』

の各圓孔節目の飾を以て飾別し其籠上に残溜せるもの又細砂とは0．25mmの圓孔舗目の「’

筋にて飾過1、たる部分を云ふ，從て其粒度に於て海洋調査魏測心得拉に連絡施行事項に記》

載りものとは少しく異なれ共便宜上前記の如き名構を以て粒度を表せり．

　次に窒素量に就で観測するに窒素量の最も多きは都川口琴羽田海岸なり之に次ぎ本牧ヂ滑肝

ロ，八王子の順序なり・而して都川は千葉市街を貫流するを以て河川に投棄せらる玉物質の川．

ロ附近に沈積する爲川ロ近傍に於ける海底が汚染せらる玉込を表示す・るものなり．叉羽田海岸㍉

は大都市東京，川崎等を控へ絶えず汚染せられたる多量の河水が排出せらる蕊故其の影響を蒙

り海底質も汚染せらる製は勿論の事とす・本牧，八王子，滑川口等に於て探取したる海砂中に

も比較的窒素量多きは之叉本牧及八王子にありては横濱，滑川口にありては鎌倉の市街地より

排出せらるX汚物の影響に依り汚染せらる瓦ものとす・而して一宮川水泳場より探幽したる砂・，

中に：窒素量少なき所以は一宮川は市街地の北端を流れ且つ水泳場は市街より遙に遠隔に存すζ

が爲なるべし．以上の如く海砂中に含有する窒素量に依り人亭亭汚染の如何を測知．し得たゆ、・，
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　ヘ　　　　　　　ヘロ

　第2表に就き之を齪るに泥（Sehl蕊mm）少なくして小砂80％以上を含有せる海砂は興溝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　1

t
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北條，館山，保田第一，由比ケ濱，本牧，八王子，聞三等なり・八幡も亦小砂80％以上を含
　へ

有すれども其の地質的三三に因り三吟多し・森戸及羽田海岸も！」槻前者に近しと難も羽田に

於ては泥土多く森戸崎礫を含有し其粒度稻不均等なり・小砂及中砂略等しきは材木座なり而し

て材木座は由ケ濱に隣接するにも拘はらす其の粒度由比ク’濱に比し粗なる成績を示せるは其原

因奈遊に存するや一同の試験のみにては之を断定するを得ざるべし．而して中砂．70％以上を

’含有するは寒川出洲，一三一宮川及一色なり一宮は大小の貝類の硅片を含有す・都川ロ及滑

川ロの砂に就ても節別したれども爾所とも海水浴場にあらざるを以て其詳細を省くべしと錐も

海底砂は各粒度を異にすることを附記するに止むべし．

’μ上の試験に依り各地方的影響を窺知し得たり．

　　　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　獣

　（1）　J．K：ほh11，工andw．　Versuch．1892，42，154；1893，43．335．

　（2）J．Kδnig，　Unter罫工an征w．　U』andw　Gewerblich　WiGhtiger　Sto任，　Band，1．51．

　（3）　　農藤イヒ學分折書　　第　1　編　　51頁

　（4）　：E、Abderharden，　Physio1．　Praktikum．2Aufl．　S．143　（1919）

φ

昭和十年四月

o
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キャンプ場に於ける土壊の値踏度に關する試験

技手坪．井蘇：雫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1
　キャンプ場の土壌に干する試験成績中衛生的考慮の必要ありと認めらる玉．ものは土地の乾漁

に關する事項なりとす・蓋し其敷地にして瀟閏甚しき時はキャンプを行ふ者の衛生上に直に影

響を與ふべきを以てなり・抑も土壌は成分叉は構成の歌態等に由り各水を吸牧する性質を異に幽

し共結果大ひに南至状態に差異を生す．例へば水分の含量同一％の場合に在りても甲は吸水性

ζ乏しきが故に著しく濃潤の状を呈し之に反し乙は吸水性に富めるが故に省温潤少き感畳を與

ふるが如き残れなり．斯くの如く土壌の漁潤歌態は水分のみならす其土壌の吸永性層理水力に

由りても亦影響せらる玉ものなるが故に眞に土壌の漁筆陣を知らんと欲せば軍に水分を測定す

るのみに止まらす其土壌に固有なる容水量をも測定し之と水分との關係を求めざる可添らすご

故に本試験に於ては土壌の水分及容水量を桧し其比を以て漁潤度とせり．今回る土壌の容永量・

をA，水分量を：Bとすれば漏閏度は次式に由て算出することを得べし・

　　　　　　　　　　　B×10D
　　　　　　　　　X＝
　　　　　　　　　　　　A

　然るに土地の水分は其地。地理的關坐骨土平等に由って異なるのみならす概ね天候の支配を・

明くるを以て鼓に夕べき滉潤度に軽しては之等の影響を顧慮し以て平地の漁潤状態を推定する・、

に非らざれば正當なる批判を下し能はざるべし．勿て次に各試験地に出て観察したる地理的事、

項虹試験當日に於ける天候等を記し測定せる各堆の既墾度に封ずる批判の資料に供せんとす・　．，

　本試験は昨夏キャンプ場の再生的調査中施行したるもみなり．　　　　　　　　　”

：【・試験地温其地理的記載晶晶土宰取場所

　試験地は5ケ所熱して其地理的記載の概略を記せば次の如し

（1）日光（湯本）キャンプ場’”キャンプ場は日光町湯本の人家を離るL事僅かに歎三三の湖

　の北隅に存する狭少の砂海なり・砂濱は火山性の水積「ヒに：して湖水面より高き事数十cmに，

　過ぎ’タ・砂濱の後方一帯の地は殆と雫坦なる草原にして甚しく漏閏し所々に水溜を槻たり・・

1試料採取重日は前日來の晴天にて砂濱の長暦は全く乾燥せるも僅か数cmの下臥は既に著し

　く漁潤せり・楡土は汀より約5間を経りたる砂濱の中央歎箇のキャンプの間に於て採取せ1

　．り・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（2）　日乖　（中繹寺湖，菖蒲ケ濱）キャンプ場・キャンプ場は濱の東西爾端を除く一回目砂　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
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、

地にして地域比較的廣大なり・砂濱は火山性土の水積土にして所々に灌木散在し或は雑草の

繁茂せる所信に全く砂礫のみより成れう所等あり・砂濱め高き所は湖水面より1m河上に及

び10数cmの下暦にありても僅かに漁潤せる程度に乾燥せるも低位の地は全く漁潤せり砂

　濱の後方は森林にして養魚地，小川等ありて漁潤甚し濱の西端は地獄川の湖水に流入する

　所にして川と湖とに回れて牛島歌を成せり・槍土は濱の中央以西の高き場所にて弓取せり，

（3）菅雫キャンプ場・． Lャンプ場は大明帥澤の中間，猫嶽の麓側酉南に面し傾斜せる地帯に

．して非信牧場の一部に属す・場内にユ本ρ松の亘木あ姿概ね芝草の高原にして小松友低き雑

　木散在せり．匠域毒忌，土地高燥にして眺望遠大なり．面心は場の中央芝草の間にて毒忌

　せり「春日は曇天にして且早朝迄夜來の降雨ありしを以て地面は全く漁潤し居れり・

（4）上高地キャンプ場．本キャンプ場は直域甚廣きもキャンプは主に小梨平の手古地に於て．

・行はる小梨雫は上高堆の北部に位し喬木或は林立し或は散毒す其間に灌木藤崎雑草在ρ・キ

　ヤンプは共中に黙在す・土質は梓川上流の花嵩晶系の鎖積土及焼嶽より降下せる火山友等よ

倣る瞼土賜内噌央部亘無帽眼て探取丈當購早朝迄前日來の師ありしを以
・て午後晴天となりしも地表は樹全ぐ乾燥するに至らざりき・

（5）　山中湖キャンプ場本キャンプ場は山中部落附近の湖畔及慮り西南帝大寮前㊧湖岸に在

　1り，何れも廣大なる地域を領し地質は火山性土にして湖潔一帯は水にて直立されたる礫砂の

．みより成り最も清浮の慈を畳へしむ．湖岸には汀に雫着して砂濱より一段高き丘陵地ありて

　湖撒）外戚を画す・此地域には灌木或は難草を前面す・試験は帝大面前湖岸のキャンプ場附

　近に凡て行ひ槍土の探取は直感帳付土地の2ケ所に於て行へり前者は汀を離る」事約5間

P騨眼τ寵せり！前論雨あり．し蟷日快晴劫し鋤糠宿料燥し蜘mの明暦
．に旧び漸く僅に漁潤せるを見たり二後者は汀を直る」事約30間丘陵地の中間雑草の聞にて

・探取せり．検土は前者に比し漁氣舷々強し．・

　　以上各キャンプ場に於ける槍土は何れも地表下意10cmの深さに於て嫁取し直に廣口堤に

　容れゴム栓を以て密栓し試験室に逡り允り．

ユ工野土の外観
　前項各試験地に於て探姦したる市価外槻次の如し・

（1）：日光（湯本，．湯¢）瀞榊キャンプ場の土・淡褐色の粗砂にして少量の石礫を混ず甚しく

’　羅潤す・細土量（直径4mmの圓孔を有する飾を以て寝過せるもの）85・08％・細微‡量（径

　0・5m卑の圓孔を有する節を節過せるもの）23・＄％：1

（2）　日光（中灘寺湖，菖蒲ケ濱）キキンブ場の土・主に白，黒，褐色等の混合細糸より成り

　微綱の粒度¢）も9～極φて勘し・細土量、89・79％L　，　、．

、

り
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（3）雨雫（大明榊澤）キャンプ場の土・帯褐黒色微細の壌土にして畑土の如き観を呈す．温

潤梢々強し・粘‡量約25％・熾灼減量約20％・細土量99％　　　　　　　　　　　　・

（4）上高地（小梨亭）キャンプ場の土・友褐色の細土にして少量の石礫を混ず・熾灼減量約

　ユ2％，　丁田土量85％・

（5）　山中湖（帝大寮前幅濱）、キャンプ場の土・赤褐色乃至黒褐色の中敷産霊礫より成る．

　細土量約50％・

（6）　同上（帝大直前湖岸丘陵地）キヤーンプ場の土・黒褐色にして主に長径10乃至20c皿

　の石礫より歳り粒度微細なるものは極めて微量なり．細土量約7％．

1皿試　験「法

　前述せし如く本試験に於ては寸土の水分拉容水量を測定す・

鍛方灘土壌分析公定法唖基き婦ρ如く鮪ナ但し紛は天然鮪量を以てす・ノ．

（1）水分・桧土約1009を掩搾硝子棒を附し豫め秤量したる硝子皿に秤取し時々掩搾しつL

　日乾したる後影を「100乃至110度の温に於て伍量を得るに至る迄乾燥し其所定量を以て水

　分となす．帥ち之に100を回して得たる積を乾土の重量にて除したる商を以て永分の量と

　す．

（2）容水量．公定法所定の襲置を用ぴて測定せんには試料充分ならざりしを以て公定法よか

　も小なる装置に‡り試験を行へり・其方法令の如し．

　　内径1乃至12cm，長さ12　cmの硝子管の一端を勿二重を以て被ぴ綜にて結び之を底と：

　なし其先端より上方に向ひて1，3．5，8・5及11cmの所に鑛を以て三線を附し之に試料を

　容れ数同外壁を叩きて最上部の標線迄土を填充したる後管を支毫に附したる支栓に由て直立

　支持せしめ之を水を盛りたる硝子門中に齎し最下位の同線迄水中に沈め時々減少したる水を

　補給しつ玉土の毛細管引力に：由りて上昇せる水の最上位の標線（土の表面）迄達し：てより更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　に24時聞放置したる後面を取り其下方より算へて第2及第3の主線の部に於て折歯し中，

　央部ゐ管片の爾端よリユ乃至2g宛の土を既秤の秤量場に分取し直に其重量を検し次に之

　を100乃至110度た於て乾燥レ［豆量となす・髭の如くして得たる水分の量にioO．を潔し其「

1積を乾土の重量にて除したる商を以て容水量（重量％）とナ　…　　　㌧幽一

公定法一部攣更の容水量測定法の検定

前記の如き装置を用ぴて測定したる容水量は公定法所定の装置を用ぴて測定したる試験と．差

異無きや否やを検せんが爲めに畑土（砂質壌土）牽試料として比較試験を行ひたるに次の結果

を得たり．　　　　・ ：　　　　．　　甲　　　、　　　　　　　　．．　．　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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公定漸定の難及藪三三二四比較三三回

雪
幽・，験

法

・公定法所定の装置

攣更したる装置

右両法の差

試 瞼 成 緯

第　1同

47．43％・

47，49％

0．06％

第　2　回

47．84％

48．05％

021％

第　31司．

47．10％・

47．11％

0ρ1％

．：iF．　均

・4犠45％

4753％

　0．08％

一上記試験の成績を比較するに各3同の軍均値に於ける差は僅に0・09％なり此藪は實験誤差

の呂州に激するを以て前記の方法により察水量を測定する蚤公定法に依り施行したると殆ど同

一なる成績を得る事を認めたり．

　　　　　　　　　　附　試’料の調製’

　公定法に於ては水分面容水量の測定には風乾細微土（風乾圭を製し之を9・5mnL　Q圓血塗有

する飾塗以て飾過せるもの）を試料に供せり・痴れ共晶虚心に診ては水分雨天然含有量を測定

する事としたるを以て特別に試料の調製を要せされ面容水量⑳測定に凝しては之を調製ずるの

必要あり之れ既に前項に於て示せるが如く槍土中には殆ど過大なる土粒のみより成れるものあ

ψて輩に之を飾面するのみに頂は適度の試料を調製し能はざるものあるを以てな出番て本試

験に於ては先ず楡土の風乾土を製し次て之を節別して可成的徴細の土応分塗集め之を試料とし

て容水量を検定する事とせ，り・「本試験に供したる各試料の粒度を示せば次の如し・’

・（g　日光，．湯本キャンプ場（湯ノ湖畔）の土・径1mm以下

1’〈助㍉中島寺湖キャンプ場層（菖蒲ケ濱）の土・径21nln以下

＝1〈3）菅ZFキャンプ場（大明棘澤）㊧土．．細微土

　ぐ4り・上高地キャンプ場（小梨雫）の土・郷’1’mm以下

．r（：の「山中湖キャンプ場（帝大三三三三）の土．狸．2　mln以下　　　1

∴（5）．1同右く帝木寮前湖岸茸陵地）ρ土・細‡の含量微量馨）爲め風乾圭（石礫）郵鉢にて粉

　　　．二二し節過して製す　径1卿以下　．・　．‘　　r
　　’（2）

　文獄に撮れば容水量は土粒の大さを異にするに從ぴて其成績も亦異にするを以て容水量の試’

騨は三三一定の鞭喋下士用せざ御子事然る鉢試駄於ては前言略試料の如
く「定の粒度の試料を調製し得ざりしを遺憾とす1

IV．試　三三　績

’前記の方法により施行したる三三成績次の如し
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・。キ：ヤンプ場に於ける土壌ゐ漏閏度に關する試験成績．

天 候 　，

?ｪ

し　　“　　　9

e水量： 灘潤旧
地・名 試験揚所

前日
　、　　　　　　　　．

u常日
外　　　　　観 砂質． ．％ ．％ ％

日』 湯本
ﾂノ湖岸

L

晴’ ｰ
砂濱，＝

]より約5問
　　‘e砂より成り，礫を混』じ，淡褐色瞬し漁閏強し 火山；砦幽

j安山岩）
21．5
　：
Q4、．6

♂　　　　　　’

W74

〃
中二三湖

ﾒ蒲ケ濱
晴 晴後雨 〃　　， 白黒褐色の混合礫なり 』〃 83． 翠露．3 、37．3

．菅　雫 大明順鞘 雨．曇
草原，キャンプ揚の中央 層∴y，嬬瀞

ｨ土の観を呈し灘潤す 火山・岩 45LO 73．1． ・61．6

上高地 小梨ZF 雨「 雨後晴
森林地回灌木め
ﾔに難草あり

細土にして，礫を僅に混し，茨褐色を呈す

火山次及
ﾔ嵐岩

15β ’46．4 弩争7

戸

山中湖
帝大寮前
i　　濱

曜 峡晴
砂濱，’

�謔阮�T問

中礫及細礫より成り，赤褐色乃至黒褐色を旧す

火山岩 9．6 26．9 ．3a■

’〃
同丘陵地帯

晴 快晴
灌木及難草あり

ﾎ岸より約30間
大部分径10乃至20mmの
g礫にして，黒褐色を呈す

〃　　’ 21．3 63．8 ．333

　前表を見るに水分量にありては菅平尤も大にして湯本之に次ぎ中暉寺湖岸尤も小なり・次に

容永量に敵ては三一叉第一位を占め山中湖岸丘陵地帯之に次ぎ湯本及中揮寺湖岸尤も小なり．

：然る紀回雪度に在りてに湯本第△位に來り菅野は第二位となり山中湖岸の砂壁地尤も小なり・

試に・之を各数量の順に並記すれば次の如し・

No
1　’

2

3

『4』

5

6

水　　　　　分

引　　　．牢

口汚，湯本

山中濁岸（丘陵地）

上　高　地

山中脳岸（砂濱）

日光，中十二湖岸

容　　；水　　：量

菅　　　卒』

山中湖岸（丘陵地）

上　高　地

lll中湖岸（砂濱）

日光，湯本

日光，中田寺湖岸

V・渥潤度に封ずる考察

灘　　潤　　曽度＝

日光，湯本　　　　’

菅　　　亭’

日光，申脇寺湖岸．
　　　　　　　　　　へ
上　高　地

山中湖岸（丘陵地）

山中湖岸（砂濱）・’

　凡そ土地の乾漏は既に述べたるが如く天候に由つそ支配を恥くるの外，．其；地質，地理的歌況

及地下水の深淺等の影響をi蒙ること亦勘なからす．1随って前記め試験成績に噛しても何等b關

係を顧慮し以て一三朕態を批判するの必要あり．以下此の如き見地より各試験地ゐ温滴度に回

し考察せる所を示せば次ゐ如．し．・．　　：　’　「”　　　∵’　・；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1）　日光，湯本キャンプ場（湯の湖岸）．’三水融）小なるは其地永積土より謬る砂質葎，るが

　爲めなるべく又漁潤甚しぎは地勢及地形酌二二に風るものと思ばる即ち砂濱狭小なる事，地

　面と湖水面との差少なき高議砂濱の後方・マ帯の地面は所：々に水溜を見るが如く表面まで杢ぐ

　漏潤塗る等之れなり・砂濱の土は透水性大なるを以て後方に存する高位の地下永は砂濱の下

　暦を通過し湖中に流るΣを以て其水準を高からしめ砂濱の下暦は恒に漁潤ぜらる，ll故に例之

！

♂
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　　蓮日晴天にして表暦全く乾燥せる場合と難も深さ歎cmの下暦は常に甚しく繍閏するものと

　’一推定ぜらる．．　　　　　　　　・

　　（2）・日光，中揮寺湖キャンプ場（菖蒲ケ濱）・漁潤度少きは圭として土質及天候に關するも

　　　のと認あらる即ち試験場所は良く陶汰されたる水積土にして之を留別すれば大部分直径4

　　mm以下の細礫より成り直径0・5　mm以下の粒度を有するものは極めて微：量なり・故に容水

　　　力に乏しく底面性に富む所以なり．随って濱の後方にある森材地帯には養魚場，小川等あり

　　　て砂濱よりも高き水準を有する地下水は湖岸に向ひて透過すると錐も・濱の低地部を除く外は

　　概ね其影響を受けざるものと認めらる．殊に濱の西方湖と地獄川とに由て狭まれ牛島歌をな
　ノ　コ　

「仁　す地域は地勢比較的高きを以て地下歎10cmに至るも地下水の影響を蒙らさるもの玉如し斯

　　　くの如く本キャンプ場は低地部を除く大部分の地域は地下水に継て漏電せらる工事なきを以

　　　て晴天の場合は良く乾燥するに至るべし・

　ト（3）菅準キャンプ場（大明紳澤）・漏閏度大なるは専ら天候及土質に由るものと認めらる・

　　　帥ち試験當日早朝迄降雨ありしと土賛甚大なる容水力を有するに基くべし・然れ共本キヤン．

　　　プ場の土は黒色にして熱の吸牧羊なると共に地高燥にして斜面を成し排水良好なるを以て比

　　　較的乾燥し易き歌態に在るが故に晴天績く場合は却て地の深暦迄も乾燥し表暦の漁潤度は著

、

　　　しく低下せらるエものと認む・

　・（4）上高地キャンプ場（小梨雫）・試験前日雨天なりしに不拘水分量少きは主として土質及

　　　地暦の構成歌占に關するもの玉如し・蓋し前記の試験に供したる槍土を卜祀せると同一の場

　　　所にて深さ10cln以下の暦より下取せる土は腐植質少き砂質土にして表暦に比すれば火山友

　　土の：量を減少し石礫の：量を増加せり・共水分量833％，容水量31・0％，漁潤度約27％な

　　り・帥ち下上土は表暦に比し透水性強き事を示せり．、此等の試験結果より推定すれば小梨平

　・ゐ地は梓川上流より運積せる河流水積土より成るものにして其下暦の推直穿態甚粗なる虐め

　　臨き透水性を有し表土を潤ほせる雨水は忽ちにして下膳に流下し叉表白に吸着せられたる水

　　分は腐植質及植物根嚢の灘在する掴め比較的蒸画し易く其爲め容水力稽々強きに關せす乾燥

　』し易き傾向を有するに非ざるやに思臆せしむ・
’　　．

　（5）　山中湖畔キャンプ場，甲，帝大寮前垂心・　水：分少きは試験當日快晴なりしと，容水力

　　弱く，透水性大なる特徴を具ふる土性に由るべく叉容水量少きは其土質に關するは勿論なれ

　　共一つは適當の試料を得られざ少しにも基因すべし．

　　．乙，帝大寮前湖岸の丘陵地　　水分租々多きは前目の騒雨の影響ならんか・帥ち土質は砂

　　濱の土に異ならざれ共粒度著しく吠にして微細の土を附着し且つ前者と異り．雑草及灌木等あ

　　るを以て氣孔に富める石礫中に浸入せる雨水の蒸焚前者に比し邊綾なるに因るべし容水量の

．．

A大なるは前に試料調製の項に蓮べたるが如ぐ測定に供する天然の歌態に於ける細微土を節別

、
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し得られざりしを以て粉砕して之を調製したるちのに付施行したる結果にして天然の歌態に．

於けるものとは相當の差異あるべく三つセ漁二度も亦眞正の値より幾分離れたるものと認む

るを要當とすべし・

　　　　　　　　　　　　　　　　　i徳　　　括

　前記試験の結果を官命すれば次の如’し・

L　日光　（湯本湯の湖畔）キャンプ場・　透水性高なるが故に乾燥し易きを以て漁賦払小なる

　べき悪なれ共丸面は之に反し略序度尤も大なり．之れ地下水淺き爲め地表下数cmの正暦は

　常に滉潤せらるエに因るべし・

a　日光（中揮寺湖岸，菖蒲ケ濱）キヤン7．場．．容本屋弱く随って透水性彊く且つ比較的地

　下水深きを以て漁潤度小なり・

3．菅平（大明紳澤）キャンプ場・　容水量大なると共に試験當日降雨後なのし爲め高き濃潤

　度を示せるも土地高燥なるを以て地形的に考察すれば天候良好の場合は比較的速かに二心度．

　を減少するものと認めらる・

4．上高地（小梨手）キャンプ場　　雨後に・も不拘漁潤度小なるは主として下直土¢）構成疎に

　して雨水透過し易く其爲め表暦の乾燥を速かならしむるに因るもの玉如し

義『 R中湖岸（砂忌地）キャンプ場．　漁潤度小なるは土壌殆と石礫のみより成るを以て透水く

　三宮く且つ間隙に富めるが故に水分減少し易きに基くべし・

β．　山中湖岸（丘陵地）キャンプ場．　前者（5・）に比し水分多きも漁潤度に於て殆と同檬な

　るは容水量大なる臨め：なり蓋し本土壌は前者よりも粒度大なりと難も細微のものをも混有す

　るに因るべし・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
　以上各キャンプ場の用地は之を土質の上より論ずるときは何れもキャンプに適するものと認

む但し菅雫キャンプ場の土は雨後は滉潤度高きを以て斯くの如き際キャンプを行はんには適當

の注意を要すべく叉日光（湯本）キャンプ場は地下水の漁潤地面回数Gmに蓮するを以て之叉

注意するの必要あるものと思料す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　引　用　四獣

　（1）土1裏公定分析法　農藝化學分析書第1編78頁．

　〈2）横手琉，徳生學講義第12版前編181頁及小池，森両氏編術生二二上巻353、頁．　　　　　　　1’

　　昭和10年6月
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海氷浴場及高地キャンプ場に於ける

　　　古画、灘度蛇塵埃試験成績

　　　　　　　　　　　技手服『部安藏
　　　　　　　　　　　囑　託　　藤　　井　　．清　　…欠

　　　　　　　　　　　嘱託長斧部俊孝

：・今次施行せる海水浴場及高地キャンプ場室氣試験成績中氣温，漁度及塵埃に關する試験方法

及成績次の如「し．　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　　1．氣温及澆度の試験法

　　今同の試験に鞭ては特に携帯に便にして其取扱簡便なる器械を必要とせるを以て種妥考究の1

　’結果米里暖房換氣工業學會協定法（1）に定められたるヒル氏廻轍縁度計は此の目的に最も適合す

．みものと認めたるが故に豫めアスマン氏吸引濃度計と比較試験したるに爾者殆ど同一成績を宗

・したるを以て前記ヒル氏廻韓漁度計を探用せり．帥ち可聴場所の地上約ユm’の位置に：於て漁球を：亀

潤し20～25秒聞曝したる後直ちに乾繭雨球の激瞬断・の操作を3～姻反覆して

　線審の示す最低温度糞壷際の乾球温度を記録す伺ほヒル氏漁度計の示度は華氏なるを以て之を’

　平氏に換算し之れより比較程度，室氣’1立方米中b水分量及飽和訣議事を夫々算出せウ・

　　　　　　　　　　　　　　　II．塵埃の試験法，

　　本測定には前記米國協定法に：依るヒル氏塵埃計測器Dus七Coun七erを使用せ’姥Pち物腿硝

　子を装置し得べき金属製図筒に吸氣量五立方吋の金属製吸引用n印筒を附したるもめにして試験

．ζ際し該硝子概にバルサ・三三可三所碗上約・皿の雌眼て比較的多量の塵埃を了

　含む海水浴場の室氣に在りては5～10三叉比較的清浮なる高地キャンプ場の室氣に在りては’

　約50同吸引したる後物禮硝子上に附著せる塵埃を特種の網歌ミク責メーターを有する50倍

　三三鏡を用ひて塵埃数を観測し之よリユ立方爽中の数回細菌数との比較に便せんが爲め室氣1

臨立方米中の数を算出併記せり．尚ほ検鏡に白し有機性及無機性肉の2種に匝別せり前者は主と

　トて樹木，花粉又は衣三等より飛散する繊維性塵にして弓形歌比較的細小解して輕きものを栂

．・
ｵ後者は一般に砂粒状をなして有機門守に比して重きを感ぜしむるものにして主と．して海砂及

　土壌の飛散によりて生する砂塵等之に属す・

　　　　　　　　　　　　　1且試験當日に於ける氣象
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1

55層

各灘日細る懸鶏雲脚向騨を示準の竺 7

試験；蝪所

・葉

横

試験日’

で葉・細

上、戯訓

燃、津｛

館（・詰劉

傷一幅

　　　♂｛

　　　副

東、伽海岸、京 o

・単産

・葡ザ｛

（r

（本

気摩 雲　質雲量

8月4FI　午前10時　756．5

同目‘正午7565
同’ @，日’午後日時　755．0

8月5日　午前10時　 756．5

同．日正午7565
同日午後2時756．5．
8月6同　午前10時　　759．5

同「日正午’760．5
同　　圓　午後2時　760．5

8　月7　日　　午前10時置　763．0

同日正午762．5
8月7日　午后2時　762．5

8　月8日　　午前10時　．762，5

同　　　　日　　正　　　午　　762．5

同日午鋒2時7620
8月9目　午前10時　761．0

同日正午760．5
同　　日　午後2痔・．字59．5

8月10日　午前10時　761．5．

同　日1E．午761．5
向　　　　1耳　　午後2時置　760．5

8月11日午前10時757．0’

同H正午756．5
同日午後2時756．O
l・月・2・午前塒・5・・

同日正午758．0
同日午後2時756．5
9月猛7目　午前10時…　755ま5

同　　　　日　　正　　　　午　　　755，5

同　・同　午後2時　デ55．5

8月泊午前10時65ao
同　1日正　午

同　日午後2時
8月9目午後10時〔泌8．

同　日正　午　646．0

同　．日午後2時　635．0

高屠雲
、同　 上

1同　　上．

暦積雲（日輪あり1

高暦雲、
（日輪あり）

暦積雲
同　　上
．巷　　雲，

同　　上

同　　上

巻積雲
巻　　雲
過湿雲
（日輪あり）

巻雲（巻積
雲を舎む，

同　　上

層　　雲

高吊雲
暦　　雲
高暦雲（高輪あり）

層　　雲
量輪あり）

層．　雲
庵積唱 _
間　　上

同　　上

巷　　雲

同　　上

伺　　上
巻1

?t
積　　一

同　　上

兵　　雲

叢　　上

口』　上

同　　上
同　　上、

暦　雲、

5．0

5．0

9．0．

9．5

ao

10．0

7．0

1．0．

0．2

5．0

1．0

4．0

7．0

7．0

5．0

10．0

9ρ

9，0

9．0

98

10．0

8．0

．9．0

7．0

1．0

1．0

2．0

4．0

’1．0’

1．0

10．0

10．0

10．0

10．0

10．0

10．0

風．．向

南　車
　西　．

西　 南

東南南
南南東
同　　上

南南山
口　　上

西　　南

西南南
酉　　南

山　　上

目　　上

口．　上

国　　上

西南南
同　　上

西　　南

東南南
　南
同　　上

西南南
西　　南

西南南
東南南
東　　南

西　　南

　東
東北東

東南東
東　　南

．東南東

東　　南

伺　．上

西西南

風速
（芝露）

．1β8．

222
1．30

1，95

4，12

，、4．40

．3．8L

328

4．08

3ρ7

　529
　5．85

　5，10

　5ユ0

　生1q

　4，65

　5，94

　3．33

　L82

　128
　1，5｛｝

　4．68

　523
　4．60’

層1．07

　120

　082
　2幻

　1，55

　1．90

　．2．56

　3．60

　1．40

　1β1

　285

・蒲・

、’
^・

海抜1．3㎞’

．海抜14曾k血・

　　　’〕　r
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服部・藤井b：長谷部

㌔鋼鴛il灘灘illi｛’lll；讐　

（擢｛ガi鴛羅il暦lii臨東li；1海　

　　附　　詑，

　1　　雲形底其性歌及形態に同じ中央一食塵畿行氣象親測法に準操して魏測表示せり．

　　雲量は天空に1馳の雲影なきを零とし完蚕に雲に被はれたるを．10とし其間雲量に磨じて適宜表示せり

　　　　　　　　　　　　　IV・氣温及濠度試験成績

　前記試験法に基きて施行せる氣温及漁度試験成績女の如し．

試．

ｱ場所 試験　時　間

千一
t∫．li難

　く寒川出洲）　　　當　日　午前10時・

　　　　　　　　當　日　正　　　午

　　　　　　　　當　日　午後2時

　　　　　　　　前　日　午後6時

　　　　　　　　前日午後．10時

上総一ノ宮　當、日午前6時

←旬

　　　　　　　　前　日　午後6時

　　　　　　　　前　日　午後10時

上総興津　當日午前6時
　．（興　　津）　　’當　目　午前10時

　　　　　　　　當　日　正　　　午

　　　　　　　　當　日　午後2時

　　　　　　　　前　日　午後・6時

　　　　　　　　前　日　午後10時

館「山北條　即日午前6時
　（北　條）　　二日午前10時
　　　　　　　　嘗　日　正　　　午

　　　　　　　　當　日　午後2時

温 度

乾　　球

振i氏

29．4

283

30ρ

25．6

25β

244

26ユ

272

26，7

26ユ

26ユ

26ユ

278

28．4

2＆4幽

27．8

272

272

29．7

31．7

27．8

華　氏

淑　　五

辻　氏

85．0　　26．7

83．0　　　’25β

86．0　　　　　27．0

78．0　　　24．4

78．0　　　24．4

76。0　’　　23．9

ケ9．0　　　　25．0

81．0　　　　25．6

80．0　　　　25，0

79．0　　　　25．0

79．0　　　　25．0

79。0　　　　25．0

82．0　　　　25．7

83．0　　　　26．1

83．0　　25．6

82．0　　　　25．8

81．0　　．．26．1

81．0　　　　25．6

855　　27．2
89．0　　　　　27．8

82．0　　　　25．9

華　氏

80．0

78．0

80．5

76．0

76，0

75ρ

77．0

78．0

77．0

77．0

77，0・

77．0

78．2

79．0

78．0

785

79．0

78．0

81．0

82．0

78．5

比較濃度
　（％）

8025

79．78

76．31，

90．15

90ユ5

95．70

91．08

87．97

86．52

91．08

91．08

91．08

83．94

82．72

79ユ0

84．69

91．34

87．47

81．73

7324

85．44

空氣1立
方米中の
永分量
　（9）

、

23．41

21．91

23．63

21．33

21．33

21．16

22ユ6

22．75

21．77

22．16

22ユ6

22ユ6

22．43

22．84

21．84

22．63

23．62

22．62

2424

24，19

22．83

飽和訣乏
量（9）

5．76

5．55

6．51

’233

2．33

095　，

2ユ7

3ユ1

3．39

2ユ7

2ユ7

2ユ7

’4．69

4．77

5．77

4．09

2，24

3．24

5．42

8．84

389
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保　　　田
（第一海水浴揚）

佐　　　貫
（八　幡）

錐　　　倉
（由比ケ濱）

葉

（一　色）

山

横　　　’濱，

，（本　牧）

東

、（朋田海岸）

し

拝

（菖蒲ケ濱）

．／

京

光『

前日午後6時
前日午後10時
當　日．午前6時

當日午前10時．
當，日正’　午

當日歩後2時
前目午後6時、
　コ・前　目　午後10時

當日午前6時
當目皿前10時
貫目正　　午
累日午後2時
前．日午後6時

前日午後10時
鼻口午前6時
累日午前10時
累日正　　午

當目午後2時
前日．午後6時
．前　目　午後10時

當目午前6時
當日午前10時
當・日正　　午

當日午後2時
前日午後6時
前目午後10時
當目午前6時
當目’午前10時

當日正　　午
嘗日午後2時
前日午後6時
前目午後ユ0時

當ほ午前9時
當　日　午前10時　’

．當目正　　午’

當日午後2時・
．前目午後6時
前日午後10時
當日午前6時
三日午前10時
當日正　　午、
當日午後2’

82，0

81．0

8010、

825

84．0

84．0

80．0

80．0

77．0．

8α0

82．0

82ρ

73．0

73．5

80．0

81．5

83．0

78．0

77．0

7＆0

79ρ

8α0

79．0

82．0

84．0

87．0

89．5

91．0

91．0

66．9

6λ4

72ユ

26．1

25．6

25．6

25．8

寧5『

358

艶6・

皇5．6

暑3．9

25．0

26．1．

26・1

21ρ

22．8

25．0

26ユ

26．1

25，0

24．0

23．9

24．4

25．0

24．6

25．6

26．7

26．7

26．9

272

26．7

18、8

．15．8

20．8

7g．0　　　86．94　　　2323

78．0　　　87．47　　　22．62

．78．Q　　　’91．琴～　　　22．95

7＆5　　　82．65　　　22．44

7＆5　　　77．24　　　21．92

7＆5　　．77．24　　　21．g2

78．0　　　　91．22　　　22．95

78LO　　　91．22　　　22．95

75．0　　　90．82　　　20．77

．77．0　　　86．53　　　21．77

79．0　　　86．94　　　2323’

79．0　　　86．94　　　23．23　　’

71．5　　　91．94　　　1＆59

73．0　　　97．42　“　20．03　　ド．

77．0　　　86ユ3　　　21．77

79．0　　　89．09　　　23．42

79．0　　　89．39　　　22．90

77．0　　　95．01　　　22．48

76．0　　　91β0　　　20L臼5　　「

75」0　　　　86．14　　　　20．3合

76．0　　　　86．35　　　21．01

77．6　　　86．53　　　2177

763　　　8プ，92　　　21．39

78．0　　　84、62　　　2223

80．0　　　83．61　　　23．73

80．0　　　72．67　　　22．63

80．5　　　　66．45　　　22．19

81．0　　　　63．50　　　　22．22

80．0　　　　60、58　　　　21．20

．65．8　　　9433　　　15．64

60．4　．，　88．61　・．12．68

69．4　　　86．65　　　17僧

349

a24浜し・

鼠21．．

4．71

7．46

7．46

221

221・
12ユ0

3．39

a49

349

1・63．．，

q53

3．39

鼠87　レ＼』

4．56　㌔

1．18

192．

a28　　・
3。32，・

3．39

2．94

449

465・
851

11．19ゴ，

12．77

1a79　1

“89、

1．63

2β2　　ノ
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581 服部・藤井・長谷部・

菅 亭：

（大明乖申澤），

　上　　高　　地

　　、（小梨巣）

ノ　　　　　　　　　　　　　　　1

』山． ?@　湖

　（帝大寮前）

前目，牛後6時
｝前　日　午後10時

1當日1午前6時1
當　日　午前10時

當　日　正　　　午

當嘲日　午後2時

前　日　午後6時

前　日　午後10時

常　日　午前6時

當　日　午前10時

當　日　正』　日

嗣　目　午後2時

前　日　午後6碍

病目午後10時
當　日　午前6時

．當　日　午前10時

當　目　正　　　午

當　目　午後2時

19．5

】95

22．5

24．6

172

17．8

16．0

167

21．1

23．5

22．4

21．1

20．3

25．6

盆9．8

25．9

1一　　　　　　　　　　一

i一　一
67．0　　　　18．3

67．0　．　　18．3

725　　　　20．6

76．3　．　　21．i

63．0　　　　16．4

64．0　　16，7

60．8　　　　15．8

62．1　　　　16．5

70．0　　　183

743　　18．3

72．3　　　21．7

7α0　　　　20．6

68，5　　　　18．9

78ユ　　　22．2

85β　　24．7

7＆6　　　　22．8

65．0

65．0

69．0

70．0

61．5

62．0

60．4

61．7

65．0

65．0

71．0

69．0

66．0

72．0

76．5

73．0

88．78

88．78

8329

71．73

91．70

　り
88，70』

．97、86

9787

75．20

58．09

93．67

・95．35

87．01

73ユ6

6431

75β8

14．81

1481

16．55

16．04

13．37

13．43

13．26

13．84

13．77

12．21

18．58

17．46

15．20、

17．31

19．18

1821

1，87』’

’1．87

3．32’

6．32

121

1．71

0．29．

0．30

4．54．

88L

125

0．85

2．27”＝‘

6．35

10．64・

5．85

　炉
，前記海水浴場及高地キャンプ場に於ける四温及滉度の試験成績を看るに海水浴場に於けるも．

．のは夏季温暖にして三二に富む西南叉は東南の海洋風の影響を受けて其二二は比較的水分に富’

・み書聞及夜間の氣直隠漁度の差出しからざるに反しキャンプ場に於けるものは夜雨及下聞に於

　ける氣温及輝度の差比較的著しきことを認めたり・今前記成績中夜間料理間の温度駒下度を測．

定せる海水浴場に於ける成績』ノ宮外6ケ所・キャンプ場に於ける成績上高地外1ケ所に就き

・最高及最低氣温差出最高及最低比漁差を表示すれば亥の如し・

試験揚所

馳一　ノ　宮

　興　　　津

　館山北條
レ。保’ @田
　佐‘　貫

　鎌’　倉
　葉』　山

　上、高　地

　山中湖

最高及最低四温差（囁氏）
最高温
度．

272

2＆4

．31．7

28．9

27．8

董2＆3

26．7

23．5

29．8

最高温度を
示したる時
刻

正　　午

正午～
午後2時
正　　午

正午～
午後2時
正午～
午後2時
午後2時

1E　午
午後2時

正・　午

最低温
度

24．4

26ユ’

272

26．7

25ρ

23．1

25．0

16，7

21ユ

最低温度を
示したる時
刻

午前6時
午後6時～
午前6時
午後10時～
午前6時
午前6時

午前6時

午前6時

午後10時

午前10時

午後10時

氣温差

’2．8

2，3

4．5

22

2．8

5．2

1．7

6．8

8．7

最高及最低比灘差（％）

最高比灘

95．70

91．08

9134

91．22

91．22

9742

95．01

9787

95．35

最高比繰を
示したる時
刻

最低比灘

．午前6時…

・午後6時～

午前6時
午後10時

午前6時，
午後6時～
午後10時

午前6時

午後6時

午前10時・・

午後10時

86．52

79ユ0

7324

77．24

86．53．

86ユ3

86．14・

58．09

6岳β1

最低比濃を一
示したる時比灘差
刻

午後2時

午後2時

正　　午
．正午～
午後2時
午前10時

午前10時

午前6時

午後2時

正．．午

9．18

11．98

18．1α

13．98

4．69

1129

8．87

39．7S・、

31．04『．

前表に：示すが如く葉山は三間三夜聞に於ける氣温差最も少≦して1π。に過ぎす其他保田，興

、
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津，佐貫笈一ノ宮は何れも30未満にして4ヒ條は4．51，鎌倉は5．20を示し叉上高地及山中湖一

ほ四温差著しくして前者は6．8。及後者は．8．70を示せり，叉比濾差も之と殆ど同“關係を示し

佐貫は最も少くして4・69％に過ぎす次は葉山，一・ノ宮，鎌倉，興津，保田翠可ζ條の順序に三

等大卑し描棋差何れも20％未蹴る解し上高地は組78％山中灘31侶’％匹∫’・

して書夜聞に於ける比濾差の極めて著しきことを認めたり．之を要するに書聞及夜聞に於ける

氣遡及漁度の差は海水浴場に比して高地キャンプ場は著しく：甚しきことを認めたり．

　次に前記各試験地に於けるi氣温，強度及風速の乳剤に及ぼす快適感畳に就きて観察すれば次

の如し．

　抑々室氣に封ずる吾人の快適感畳は盟温の放散順調なる場合匠生起するものにして氣温嫁燈

濫より適度に低く漁度及風速等も亦盟温の放散に好適なる歌態にあるを必要とす♂

今皿V・・0・・d七三②に從へ購止朕態に於ける鷹曙して最も’快融四温隅興

撰氏20。に於て比較濾度45％にして四温の上昇に從ぴて三度の低下を必要とし之と反樹に　、

．氣温の低下に件ひて三度上昇するも支障無く又氣温の高き場合には適當なる風もよく之を調整

し快適ならしめ得るものなりと云ふ之等3興野の均整牽失するときは不快なる蒸熱感を件ふも

のにして同氏の實験に依るに無風歌態に於て次表の如き氣温及三度の範園内に在りては不快な

る蒸熱感を俘ふもめなりと云ふ．

無相（播助
　20－22。

　23－24。

　25－27。

28。

29。

比較輝度　（％）

　90－100「

　70－80　・

　65

　50

45

、

　今前記Oo細書の標準と今同の試験成績とを比較し之を観察するに無風状態に建て海水浴

場は殆ど全部不快なる蒸熱感の範園内に入り甚だ不良の成績を示すも夏季海濱に在りては常に㌃

海洋風の影響を聡くるを以て此聞多少緩和せらる層曳もの瓦如レ叉高地キャンプ場に於けるもρ、

は氣温比較的低く且つ海水浴場に比して著しく漁度低きを以て遙に快適なる歌態に；在るを認め

た．り．

　之を要するに夏季海水浴場に於ける塞氣寒寒しぐ蒸熱を感ぜしむるに反し高地キャンプ場に　　’・

於けるものは著しく快適なる感を與ふるものなる～二とを認めたり・

　　　　　　　　　　　　　　V．塵埃試験成績

前記試験法に基きて施行せる塵埃試験成績次の如し．．

、
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試験揚．所，

ヂ恐郵

、．キ岬／

．、．上

館山北條 o

　保

　佐

㌔’

E鎌．

　葉

　碑

‘　東

　層日

　」菅

k

試男時間

田｛

貫｛

倉｛

山

．滋 o
京｛

光｛

司

空氣1立方灰巾の塵埃数

有機声

帯』 O10．時
’．正し‘・　午

午後』盆’

午．・前・平0時

正．　　午

午後、2時
午前10時
正　　牛
午後2時
午前10’時

正　　 午

午後2時
午前10時
正　　 午

午後2時
午前10時
正　 ‘午

午後2時
午前10時
正　　 午

午後2時
午前10時
正　　 午

午後2時
午前10時
正　　 午

午後2時’
午前10時
正　　 午

午後2時
午前10時
正　　 午

午後2時
午前10時
正　 ．午

午後2時

無機性塵

0　 2797
・．
Oト C3847

　　3670昌
17　34879
42　2939き

磁　24677
28　．11061

37　15呂98

43　24588

14　28199
21　　　　　29690’

128　　　　　29606　．

21　。18722

32　20694
45　24488
32　14001

64　19366
128　21756

56　17804
64　18974

85　17971
171　34470
128　　　　　34120

234　　　　25673

128　 1982

171　 3165

458　 6828

128　　171

128　　85
171　　256
工52　　 0

94　　 0

合　計

’繍1立採申の塵埃藪

有機高這1 無機性塵 合計’

　2797　　　　　　　0　　　『　　98706

　3847　　　’　　　0　　’・　135761

引　　3670　　　　　　　　0　　　　　1295：〔4

　348p6　　　　　・600　　　・1230880

　29440　1482’1037菊5

　24141　　　　2259　”849677

　11089　　　　　　988　　　　’390343

・ユ郷5　1306　49（脚、
　24631　　　　　15且8　　　　S67711

　28213　　　　　494　　　　995143

．　　　29711　　　　　　741．　　1047ブ60

　29734　　　　4517　　　104479’6

　・18743　　　　　．741　　　　660699

　20726　　　　　1129　．　　730291

　24533　　　　　1588　　　　　864182

　14033　　　　　1129　　　　　494095

　19430　　　　　225g　　　　683426

　21884　　　　4517　　　　76776臼

　17860　　　　　1976　　　　　628303’

　19038　　　　225g　　　　669592

　18056　　　　3000　　　　634200

　34641　　　　6035　　　　ユ216446

　34248　　　　　4517　　　　1204295

　25907　　　　8258　　　　　906000

　2110　　　　4517　　　　　69945

　3336　　　　6035　　　　1116．93

　7286　　　　16163　　　　　240960

　299　　　　4517　　　　　　6035

　213　　　　4517　　　　　　3000．

　427　　　　　6035　　　　　　9034

　152　536壬　　　0

　94　　　　　33．17　　　　　　　0

　98706
1き5761

1睾9514圏

1231480

10389与8

851936

391331

491766

8692零8

99563ゼ

ユ048501

’1049313

661441

731421

865770

495225

・685685

772286

630279

671851

637196

1222481

1208612

914258

74462

117728

・257123・

　10552

　7517
15069

　5364．

　33ユ7

、
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上　　高

山　　中

地｛－∵1

　　午　前　10時魅

湖　　正　　　　　午

　　午　後’2　時

90

120

　0

　0

　0

597

go

120

597

3176

4234

21068

0』

0

0

3176

423壬

21068

　前表に示す如く二三中の塵埃藪は試験位置，風向，風速及附近にある人数と其動作の静騒に

著しき二三を有するものなり帥ち千葉寒川海岸に於ける成績は水回より約10血を回る水面よ

りの高さ約2mの突堤上にて施行せるものにして其間殆ど群集に：よる影響を受けざりしを以て

有機1生塵を認めす全部砂塵にして其数は風速に比例して増減を示せり其他一ノ宮，興津，北倹

保田，佐貫及鎌倉の6ケ所は試験位置の地質，水回との距離及風向等殆と同一二三に在ると認

むべきものにして其大部分は砂塵にして一ノ宮午前10時に於ける塵埃合計撒3萬を超過せる

以外は何れも3萬未満にして共中砂塵は前記千葉海岸に於けると同様に主として風遽に影響せ

られて増減し叉有機性塵は主として附近の人数より生するものにして群集の雑踏に比例して増

加し執れも午後2時に：於て最大数を示せり．樹ほ葉山海岸に於ける塵埃の著しく多数を示した’

るは試験當時に於ける風向の海岸線に併行したることに原因し横濱本牧海岸及東京羽由海岸の

塵埃歎著しく僅少なるは本牧海濱は漁潤せる砂礫質又朋田海岸一帯は漁潤せる砂質にして回れ

も試験位置の比較的水線（渚）に近かりしことに原因すべし・

　次に高地キャンプ場即ち日光，菅亭及上高地に於ける塵埃数は前記海岸の夫れに比較して著

しく僅少にして執れも有機性塵に属す之れ蓋し樹木及花粉等より淫する植物性塵埃の飛散に因　　・

るものなるべく之に反し山中湖に於ける塵埃は無機性塵より成り而かも全部砂塵なるは海岸と

同様に漏閏せる砂質より成る湖岸に於て試験せるに因るならんか・

　之を要するに高地キャンプ場に於ける室氣中の塵埃激は海水浴場に於けるものに比し著しく

僅少にして海水浴場の塵塗は大部分砂塵に厩し少数の有機性塵を含む之れ主として三三に臨け一

る浴客の難踏に由來するものと認め得べく又キャンプ地に於ける塵挨は湖畔のものを除き大部

分植物性塵埃の飛散に依るものと認めらる・

VI．』十 三

以上の實験域績を総括すれば次の如し・

ユ・キャンプ地は海水浴場に比し氣濫及氣漁の書夜間に於ける差特に著しきを認む・

鼠　夏季に於ける海水浴場の亭亭は高高に比し高度過大なるを以てキャンプ地の写れに比し

　　著しく蒸熱感を畳えしむ．、
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・3、キヤ7プ地眼サる室氣中の塵埃数は海水浴場の回れに比し旧く僅少にして前者は主．

　　として植物性飛塵，後者は大部秀砂塵より放る．　　　　　　・■　　　　　　卜．

　　　　　　　　　　　　　　　　引　用　　文　獣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
．（・）EI　V・Hili；1・・tm・ti・・B・・k“B・i・f　I・s卿cti…i・T・・t　M・th・d…母th・U・e・f　th・

　　　6yゆ・ti・曲ch・・t”192蹄生試験所彙聯28號・16頁（大正15年）

（2）　：D践Med．　M：．　Va夏Oordt；Physikalische　The温pie　Illnerer　Krankheiten，13（ユ920）

！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■『蹄ロ’10年4．月

．●

、

、

．●
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海水、の分析法に就て

技手遠’ D藤’o作助　手　森・　井　　卓　　三1

海水の分析は衛生三三の分野に於ては稀に逢遇するものにして，主として海洋學の三門とす

る所なり一三に吾人の聞に於て海水の分析に當面する湯合往々にして過分の螢力を之に費すこ

となしとせす．鼓に旧聞の事惰を記述して後日の参考た資ぜんとする所以なり．

漸の頒に揮は二二壷蝦とすれども・吾人の慣用せる密法雌越雌に
は海水の全三品を分析するの必要あり・先づ固形物の含量を求め，次に各成分塗悉．く定量した・

る後，イオン表を作製して始めて食盤の量を算出するものなり・併も固形物総量は，海水の蒸

磯残渣を180ん200。に於て恒量を得る迄乾燥するを常法とし・此際正確なそ結果を収得するに

は二二の熟練を要す・1斯の如く，食盤の定量は煩雑なる三二を途行ずるに非らざれば，其目的

を達し難iきものなり・：

　海洋學に於ては，比重三二罐1分量を知るを以て満足し食盤を定量することなし．素よ妹総願

分量なる名穣は前記固形物総量に該當するものにして，食下の量を指示せるもみに非す．併も』

其方法は前記の如き乾燥法に依らずしてKnudsen法①に擦り盤素の含章を滴定海に由て求

め，下式を適用して目的の数量を算出す。

　　　　　　　　　　　　　　　S＝．0．03十1．85×Cl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．

　正中Sは総盤分：量，CIは盤素量に・して海水10009中の各9量とす，

　尚比重は比重計を以をする直接法の外に，塵素量より表を用ひて換算する法あり，敦も簡便

にして短時間に途回し得るの敷あるものなり，

今同三等の分析を行ひたる海水は海岸より近距離に所在壱るもの多く，敦も海洋學に於ては

三二水に回するものなり．故に海洋水に回して行ふKnudsen法は此場合に適用し得るや否や

遽に断じ難きを以て，之を機倉として比較試験を行ひたるに後記の三三成績の示す如く概ね支ヒ

障なきことを認めたり．

」
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　　　　毒藤．森井

海水爾析案験成績表

探酌揚所 衛生化學に於ける　用法
ﾉ撮る成績 Knudsen法に操る成績

岸より加 固形物総量％ 比　　量 盛棄：量％ 総盤分量％ 比　．重

千．葉｛甕㌦哩 70

P5

・29．78

Q9．92

1．0218

Pゆ223

1a45

E16．56

29．72

Q9．92

1ρ2194

Pρ2209

上縮1＝脚泳募． 50

Q0

33ユ5

Q8．55

1．0243

E1．0203

1＆34

P577

33．13

Q8．49

1．02455

Pρ2099

上纏興津∫興　　　　　津 ’　40 3423 1．0253　可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ 1893 3壬20 ．1カ2537

館嚇麗　奮
、50’

@25
33．80

D3a73

1ρ251

P．0253

1＆69

P＆67　．

33．77

R3．73　，

1．02504　・

P．02501

保　　田；第晶海水浴場 60 33，54” 「1．0248 1＆55「
u

’3a51 1．02485

．佐’　貫，八　．　　，F幡 〃 ’33．53 1LO245 1＆52 33．46 1心2480

傭　比　ケ　濱 80 33β0 1誕｝240 1＆43・ 33．30 ・1．02468

難　　、倉　滑　　川　　ロ 35 31．35 1．0229 1734． 3133’ ．　1ρ2317、

．　　　　材　噛木　　座 80 33．48　． 1．0241 1852 33．46 1．02480

葉・｛裏　貸
・　30

@40
33．92

R3．62

1．0252

P．0250

　1＆74　：

T　18．61

33．86

R3．62　’

一1．02511

Pの249雪・

横略王1
90

U0

R00

31．80

R1．10　’

R2．85

1．0230

P．0228

Pρ243

17．56

P7ユ9

P8．18

「31．73

e1の6

R284

　1．02347

D1．02269

@1．02432

i勿　　・田，筋　田　海　岸 1500 27．03 1．0203 14．95 27．01 1．01986・

備考’ �¥の比：重は15。／4。に於ける比重を示す。　’

（b緋謹常臓・～・

　昭和．九年十月

引用i虻獣
　」

‘＼

．の
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スキー場φ衛生調査試験報告
σ

（主として日光量に關する試験）

技師秋葉朝一・郎

助手　小暮明正．

囑託　井澤　清．篤

助手　．高　村　　豊

内　容　目　次

　緒　　　　言

1　試験地の地誌

∬　試験項目及試験方法

皿　試　瞼　成　績

　1　試験當日の天候

　2　氣温及灘度
　5　空氣中の塵埃及細菌

　4　直達目身握：及直蓮紫外線量

　5　積雪面よりの反射光線量

w　纏、　　　括

緒 言

就近スポーツ隆昌の機蓮に俘ひ，普遍化比較的邊々たりし冬期蓮動も漸次大衆化するに及び，

スキーの如は，’特に其の愛好者暦の増大著しく，老若男女を問はす，遠く山萎明媚の地に到ゆ

て，スキーを樂むに至れるは國民保健上慶賀すべき事象なりと信ず．

　耳常屋内作業に從嘱する都人士にありては，戸外蓮動の緊要なるは論を侯πす，且一般之を

自畳しつΣも冬期嚴寒の候に於ては，や」もすれば屋内に籠居して室内遊戯に耽り，或は室内娯・

樂に三日の榮を慰するを選び，從って心身の活動は退嬰的とならざるを得ざ’るの傾向を有す・

　然るにスキ戸，スケートの如き冬期スポーツにありては寒氣を衝きて清浮なる環境に馳駆し，

或は燦然たる陽光に浴し清美なる自然の嵐致に接する等，蕾に身盟の鍛錬に資するのみならず

積極的活動の精神を旺盛ならしむるものあり・

　故にスポーツ愛好心勃興の風潮を利用し，明朗潤達なる冬期蓮動の善導三三は三民保健，精

榊作興の見地よりして意義深きものありと言はざるべからす・

　國立公園協會に於ては，昭和コ0年2月「スキーを樂むの會」を計書し，廣く會員を募集し

日元湯本に於てスギ温講習會を學行したり．

　余等は國立公園協會の依託により本講習會に際しスキ；一場に關する衙生調査を執行し得たる



「鱒 秋葉・井澤・小暮・高村

を以て滋に餓績の鞭を報衆んとす・但し本同の調査に於て峠・愈の都合三三嘩

項に亘うて廣く試験し得ざりしは深く遺憾とする虞なり・

　　　　　　　　　　　　　　　r試験地の地誌

　日光中打寺以北に於て，歯髄山麓に男膣山スキー；場ダ菖蒲ケ濱附近に面出スキー場，職場ケ

原に光徳スキー場及洞沼スキー場，湯元に檜平第1’スキー場，白根雫第2スキー場，金精ZF第

3スキー場銀盤の神蕩あり・

　轍fご．∫亮．r．．、．．．、　＿　　　、　　　　　　　　　＿．

　　　　　　檜2F・スキー場

山容の攣化は堆嚴雄美讃嘆に値するものあり．

　湯元は，海抜1．480米の地にして高山地帯たるを以て氣温低く從って雪質は乾燥粉雪に馬し，

景槻の美と共に，國立公園の名に恥ぢざる良スキー場なり・

、湯元村落より西南畢丁の地に檜ヂ第1スキー場あり・スロープの緩慢なるを以って初心者に

適す・第1スキー場よわ数丁登高すれば，白根手払2スキー場に達し，更に入れば金精血に近

娩精干第3贋「場あり・　、　．・・
　余等は試験器県携行の都合上湯元部落に近き檜雫第1スキー場に於て各般の調査試験を執行

細り・，

　檜雫第1スキ「畢は外山山麓にあり，西南及北に山丘を負ぴ♪東南に拓け湯の湖に連る・樹

木多き森林地暉なるも適宜に伐木してスキー練習場となしたるものなり，スキー場の東南隅の

1地回を選びて測定試験を行ひたり・

　　　　　　　　　　　　　　II試験項目及試験方法

　調査當日（2月10日）日光町，馬返しに

猛ては残雪極めて勘く，日光中繹寺に於ても

僅々；敷島に過ぎざりしが，菖蒲ケ濱を過ぎて

職場ケ原に力職るに及びて積雪漸く深くなり

湯元に於て積雪約2来に及べり・

　日光中灘寺より湯元まで自動車の便あり．

往復の車窓より忌むる，男膣山を盟主とする

四圏め山岳及廣浩たる職場ケ原の雪につ玉ま

れたる景観，特に朝畷夕陽に映ゆる多様なる

．1・．氣亭亭曝摩，潭ル氏廻田滉摩計を使弔し其乾球示度を以て二二と摩しサ二子球示度より漁

四三砂但し徽に關箔籟の寧は嶺騨の氣堅は土地の敲及前醐査聯
過鷹測郷撃6ρ0舞搬して行鉢効∴・．1．一・1∵、、．「』』’1∵
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2・室i下中の塵埃　ヒル氏塵埃計測器を用ふ・一定量の室町中の塵埃歎を桧回せる後，室氣1

　立方米中の塵埃数に換算せり・

．志室鯨中の細意　落下法に依り，ペトリー皿普通二天雫板面上に20分簡細菌を落Fせしめ・

　たる後24度に於て5日間培養し門生細菌集落数を測算せり．

4・四達日射言及直達紫外線量　日射量測定は大山式日射計（熱線量測定），紫外線量測定は二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　紳式簿易紫外線測定器に依る・雨測定器の性能に就きては勝田「日射犀紫外線め測定法に就

て」（衛生試獅彙報第45號）鰺照さ鍍し二，

　　余等は直達日射量の測定に際し，墨汁を塗りたるボール紙を三って長さユ6糎，ロ径一7・5

纏唄筒を勧旧騨暖光即上方下職置し購よりの反射光線の射入を遮臨

て測定せり・肺る方法醐ミリたる理申はスキ暢に於ては・雪面より．の反射弓カミ榔・・．

　本丁の測定器によ．り一ては；雪面よりの反射光線を感受するを以て，直達日射量を測定する事

　不可能なるが故なり．・

う・積雪面よりの反射光線量　測定器は前に同じく試験方法に就ては試験成績の項に記載す・『

　　　　　　　　　　　　　　III試験成績

1：】・試験當目の天候

2月手0日　朝來風穏にして曇り，9時前後には淡陽洩る曳程度なりしが後漸塗雲暦増加レ、

風また回り，10時頃より降雪間門して二丁し，か」る天候に幽て夕刻に到る．此の日2月と

　しては稀有の暖さにして夕刻よ．．り小雨を見し程なり・

2月11日朝瞬り濡しが西北風強く吹き9時二丁鰍晴天とな卿…、

’2・氣温及丁度（第1表参照）

　日平均氣温を取り得たるは2月10日のみなるも當日の三下四温は2度にして旧地2見初

．旬の氣温としては著く高氣溜と云ふべし・殊に10日午後10時の氣温は5度に達し（3日

　間の最高四温），之を前日同時刻の氣温一5．6度（3日聞に於ける最低氣温）に比すれば

10．6度高し・足尾に於ける昭和10年2月の手均四温は一〇・1度にして，之に比較するも

試験當日の氣温は平日．に比して高かりしを思はしむ．　　　　　　・

漁度に予ては測定不可能なりし場合ありしも曇天高温なりし10日に於ては漁度高く80《’92

％にして晴天なりし11日にありては67～72％なりき．

3・空回中の細菌及塵挨　（第2表参照）

20分間の露出により1個のペトリr一皿寒天手板面上に稜生せる細菌集落数は三門7、個にし

て・之媒京雛三所庭前（ユ46》及屋上（12D鍼績砒卿れ噸綱1乃至∬分
ρ1に當る・・：叉塵埃撒の畢均は室氣ユ立方米中．・1・858にPて之を衛生試験所庭前（429・427）
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氣温及江住　第1表
月　目 6　時… 10時 12時 14時， 1＄時 22時 準均 最　高 最低

・脚｛

ｨ｛　　1…｛

氣　温（。C）

蜩x（％）
?煤i。C♪

蛛D瞳（％）

?@温（。C）『今度（％）

一3．3

黷P．770

一1ユ

W0

O．　一 3．0

V窒

2．2

W6

P．9

U7

33

X2．

一5β

@一
@5．0

D　83

2．0 5．0 引」5．0

・足尾・於・・昭和…年・月畷 温（。C）

魔（％）

一〇ユ　　　　11．5　　－10．6

67

室氣中の細菌及塵埃　第2表

試　験　日 天　　候 試験地 ・試験時
細菌集落数（1李板面ニツキ）

塵埃数，
i1m3中）

備　　　　考・

曇，時々小雪
ｾ風（西北風）　〃

ﾃ，

ｾ風（西北風）

檜ZFスキー揚

@〃
@〃

10　時

P4．畦…

P0　時．

?@　均

　3
f14

@4
@7

1，733

P，582

Q，260

Pβ58

砂塵なく，有機性塵のみ。

@　〃
@　〃

@　い

東京衛生試験所梅内

…｛ 購軟風（街罐醐
〃 屋 上

13時
〃

ユ46

121

429，427

212，152

砂塵二二，二二性塵を含
む

　　〃

及屋上（212，152）の二二に比較すれば二二217二二240分の1に當る．スキー場に於で

は西北風（疾風）彊かりし日の成績にして，之を静穏にして塵埃，細菌の比較的僅少なるべ

し乏思考せらる」日の東京市街地の成績に比較したる結果にして既に上記の如し．以て白雪’．

に覆れたるスキー地の塞氣の：如何に清浮なるやを知るに足るべし・而して塵埃は砂塵を認め

す総セ有機唾壷にしてスキー場の樹木に由弔するものなり・　　　　　　　層　　．

4．直造同射量及直達紫外線量　（第3表照参）

2月10日は絡日曇天たして観測不充分な‘りしが故に之を省き11日の槻測成績のみを記載’

す．

當日の直達日射量の最高値はユ。39．二二ロザー！糎2分，（10時），直達紫外線量（天竺輻射・

を含む）の最高値は41（電流計の目盛藪）（10時50分差なり・

．荷’10ん12時？間眼鉢噸罫覆れざる場合噸十目糧即部～寸寸1130瓦
ヵ前ニノ纏・分，直蓮紫外線量は組～41，物37．5なり．
　ヘ　　　ド　　　ド　　け　　コ　　　　　ビ　　ア　　　　　　コ　　　　　　　　　ロ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　コド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　へ

直達光線量の最大値ば通常11～12時の闇に現はる製ものなるも上記の最：高値が10～11時・
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ρ問にありしは・μ時μ後記驚にか・り始め輝輝にして・天鐡態可卑なり晦

ち搾上記以上の高値を示すものと思考す・

　　　　　　　　直達日射三時紫外線量　（於檜ユFスキー場）第琴表A・

．試 験 時

月 日

2

〃・

’〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

11

時　分

直達日射：量

（蕩カロリー’糎2分）

　9　30

　9　45

　10　00

1015

　10　30

　10畠50

　11　10

　11　30

　11　40

　11　50・

10～12時

の平均

1．39

0．05

1．39

139

130

130

1．30

126

1．23

123

1．30

　直達紫外線量

（電流計め目盛数）

9．5

36．0

39，5

39．0

41．0

36．0

38．0

36．0

34、0

37．5

天 空 ・歌 態1

雲　形

層雲及
巻　雲
　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　．

　〃

　〃

　〃

　〃

雲　量

8～7

〃

〃

　6

　5

〃

〃

〃

〃

〃．

備、． 考

直達日射量及紫外線量　（於東京） 第3表　B

太陽面快晴近くに雲あり

太陽層雲中に入る

太陽雲より出づ

太島面快晴近くに雲あり

太腸面に薄露去來す

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　　　　＼

試 験 時

月　　目

2

　〃

’　．〃，

　〃

　〃

」〃

：2

〃

〃

〃

〃

〃

6

14

時　分

10

10

11

11

11

12

10

11

11

12

13

14

30

50

10

SO

50

00

均

30

25

55

菊

07

00

直達日射量
（琵カロリー’糎2分）

1，13

1．22

120

127

120

1．20

1：20

0．92

1．07

0．92

0．92

0．78

077

　直達紫外線量

（電流計の目盛数）

30，0

32．5

33．0

32．0

32．5

31．0

32．0

26．0

2＆5

25．0

24．5

23．0

．．23・0

天 空 、態

雲　形

巻　雲

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃．

〃

〃

、ク

”、

雲　：量

i

〃

〃

2

〃

〃

2

〃

3

〃

〃

〃

備 考

註　　直達紫外線量は天空輻射を含む．

快晴，西北風強く
空紺碧なり

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃　　．

晴，軟厨，空紺碧ならず

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　　〃

』半眼ける嘩光糧ば；雑の翻せ破Fよ島西楓張十二十碧なう昨

・恥Pて・聯岬は啄雲嘗めざ・・聯鵜噸天蝉髄ら邦楚つ
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て光線量低下す．前者の例としで2月6日を後者の例吉しそ2月14日を選び其観測値

を摘録して樹照となす・之に依れば日射彊き日の最高値は直達日射量1．27瓦力官リーノ糎2分・

直達紫外線量33∫日射弱き日の最：高値は直達r日射量1・07瓦カロリー！糎2分，直蓮紫外線量．

28．5なり．伺10～12時の閥に於ける日射強き日の直蓮日射量は1・13～1・27，平均1・20瓦

カロリー／糎2分，直達紫外線量は30～33，干均32なり・

次に爾地方に於ける直達光線量の比較の便宜上，晴天にして西北風共に強かりし湯元に於け

る2月11・日，東京に於ける2月6日の槻測成績中午前10～12時の間に於ける光線量の

平均値を選びて其の比を見るに，東京に於ける直達日射量抵湯元に於ける直達日射量の92・3・

％匠回り，直達紫外線量は827％に相回す．帥湯元に於ける來射光線量は東京に比して大

なる事を知るべし，就中紫外線に於て三差大なり・之箪に土地の高度の差に依るのみなら歩

三二の清浮なるにも基因するものなり・

5・積雲面よりの反射光線量　（第4及第5表参照）　　　．

スキー場に於ける光線量の問題に就きては二丁日光量のみならす，其の雪面より．の反射量に．

就きても考慮：せざるべからす・蓋し雪面の光線反射は大なるが故に，積雪地に於て物髄の享

受する素線総量は反射光線によりて多大の影響を受くべく，こ玉に衛生學上雪面反射研究の

必要を認め得らるXが故なり・．

　余等は此黙を明確ならしむる爲め，湯元檜干スキー場拉に新潟縣湯澤布場スキー場に於て

實験巷るも，こエ『には湯澤に於る測定成績を記述す．

實験方法　スキー場の一隅，比較的平坦なる地回に於て高さ60糎の机を水亭に設置し，机

　上に日射計及紫外線測定器を装置して測定せり．反射光線量は雪面よりの距離，太陽の高

　度，光線の強易身，雪質等の相違により夫々差違を回すものなるも時日並に天候の都合上此

　等の黙に就きて仔細に二丁する事を得ざりき・

　湯澤スキー場に急げる測定時の主要なる條件は次の如し・

月　　・日

天　　候

測定時間

太　　回

雪

積雪面と測定器との距離

日射計及紫外線測定器の受光面を積雪面に垂直に置きし場合及約β0度旧約45度に傾斜

せしめし場合の（直射日光を遮断して）反射光線量を測定せり1又太陽方向（南）みみな

らず北，’東ゴ西等の方向に於ける反射光線量牽も槍測したり・併し何れの方向よりの反射

3月10日
朝雨，午前9時より午後2時の間時々曇，以後再び雨となる

午前11時～12時

方位　87度（南），「　高度　42度

積雪約1米，水分多き軟雪

　　　　　　約60糎
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　　光線量も大差なし・蓋し積雪面は粗糖なるが爲に剣反射をなす結果なり．但し傾嘉地（ス

　　ロープ）を近くに負ふ方向に簸ては反射量少しく多し・

　第4表に庶太陽直射方向（南）に於ける測定成績のみを記載ぜり・尚本項に於ける紫外線反

射率は次の如き假定の下に算出せる’ものなり・余等の使用せる紫外線測定器に於て，太陽光

　線を測定する場合に桧知する光線量は，赤外線約39％・可覗光線約6％，紫外線約55％

　より成る（勝田）ものなれども，積雪或ひは土地の反射光線に算しては這般の關係を未だ確

　認しおらざるを以て，反射紫外線量と直達紫外線量との比を求むるが如きは一三ならざるは

　明なるも，便宜上太陽光線測定の場合と同様なるものと假定して紫外線友射率を算出せるも

　のにして此の黒闇に即しては他日閲明せん事を期す．

上記の如き測定條件に於て，且直達日射量工36瓦カロリー／糎2分（電流計の目盛数95）’

　なるが如き場合の雪面よりの反射熱線量は直達日射量（直達熱線量）の40『頭0！％に掌り積

　雪面に些し垂直なる面よりも傾斜面に於て感受反射光線亭亭なφ・叉直島紫外線量（天室輻

射を含む）24（電流計の目盛数）なる場合に於ける反射紫外線：量は，堅牢量の46『》54％に

　當り且雪面に封し垂直面よりも傾斜面に於て受光量大なり．

　　　　　　　　　　　　積雪面よりの反射光線量　　第4表

●（A）反射熱線量

　　　」試験地

試　　験　　時
反射面
　直達光線量

i電流計の目盛敷）

反射光線量　（電流計の目盛数）

月　日　時　分 垂直面への反射 60度傾斜面へ
ﾌ反射

45度傾斜面へ
ﾌ反射

湯　澤

戟@京
V

3　10・11　20

R　20　11　10

Q　15　11　10

雪面
n　面

@〃

95（1．36）

W8（1．26）

W5（122）翌

38（如％ク

S（4．5％）

S（4．7％）

46‘4＆4％）

S・5（5エ％）、

S（4．7％）

一．47（49：5％，

@．4（45％）
@　』6（7．1％）’

（B）反射紫外線量

湯　　澤

東　　京

　〃

註　L

　2．

3　　　10　　　11　　　40　　　雪　　面　　　　　　　　　　24　　　　　　11　（45，8％）　　　　12　（50％）

3201130地面　　 21　1．5（7．1％）　1（4，8％）

3　　15　　11　　20　　　　　〃　　　　　　　　　　　22　　　　　　1　（4ゐ％）　，　1．5　（6．8％）

直建光線（日射）量の項中括弧内の激字の軍位は瓦カロリー／糎2分なり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　反射匹田封光線量の項中括弧内の数字は（反射弓＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100）を示す．
　　　　　　　　　　　　　　　　　直建量

13　（54．2％）　』

1（4．a％）

1（4．5％）

　熱線と紫外線との反射量を比較するに紫外線の方が反射牽少しく高し’・：Kowalski、が瑞西

に於て客亭ぜる成績によれば，雪は太陽光線中の可視線及紫外線を殆ど全部（80～90％）・反

射すと云ふド

　余等の測定成績に於ては紫外線の反射率は，最高54％に過ぎざりしも若し測定偽を分析



72 秋葉・井澤・小暮・高村

し其の中の紫外線の％を求めて換算せ’ば，更：に高率（60～70％）となるべきを感想す・

　次に封照として東京に於て地面（衛生試験所構内，硬くして砂礫を混ず）よりの反射’：量を湯　●

澤に於ける測定時と同様11，乃至12時の間に於て且日射張き臼を選びて測定せるに，地面よ

りの反射光線量は，熱線蛙紫外線共に直達量の約4～7％に當り，且太陽光線の來射方向と他

：方向との聞に大差なく叉垂直面と傾騨面との聞に庵大差なし・半翠の成績に徴し積雪地に於け

ろ反射光綿弓が積雪なき地に比して極めて大なる事を推知し得べし．

　次に積雪の光線反射作用が物髄の旧くる光線量を如何に増加せしむるか換言すれば積雪地と

積雪なき地とに於て物禮『）受ζる光線量に幾侮の相違を認め得るや・這般の県紙の大要を知ら

んが爲家の如き比較を試みたり．

　横断面i糎李方の正四角柱を積雪面上或は地面上60糎の高さに一三一面が正しく太陽方

回（11～12時の聞，南）に面し水凹面と太陽方向面とにのみ太陽が庫射し他の北，東，西，三

面にほ直射なき様立てたりと假定し，柱の先端1糎立方の部分の高くる光線土量を比較せば，

積雪地に於る物髄の受光量と積雪なき地に於ける夫れとの差の大略を推量し得べし．依って積

雪面（於湯澤）及積雪なき地面（於東京）より60糎の高さに於て，水雫面及垂直面（四方

向）の受光量を測定せるた第5表の如き成績を得たり．

　　　　　積雪地と積雪なき地とに於ける物燈ゐ受ぐる光線総量の比較　第5表　　　　　，

　（A）熱　　　線

　　　r

雪上

地：上
o

電流計の目盛激
瓦カロリー！糎2

分

　　％
電流計の目盛敷
：瓦カロリー／糎2
分．

　　％

直達光線
量

95

1．36

100

88

126

100

正角柱の各面の受くる光線量

永2F面

95

1．36

100

79

1．13

89．7

垂直面
r南）

115

1．64

121．1

　68
097

77．3

埜直面
（東）

（B）　紫　外．線

38

0．54

40

　5
0．07

5．7

垂直面．．

（北）

　37
0，53

　40
　5．5

0．08

　6．3

垂’直：面

（酉）

　38
0．5窪、

　40

　5，
0，07

　5．7

受　光　線　総　最

4．61（瓦カロリー1ラ｝）

339

2．32（瓦カロリー／分，

184

雪上｛騰窮目鋤、ll’、掛1；：：、11、掛、。1雛

地上｛電湘星鵬、：1，ll，。1。｝」。；、、！；

　註1雪上は獅スキー揚に於て3月10日11時30分～12隊地上は画論生試験騰内に方曾

　　　　3月20日11時20分～40分の間に於て測定ぜるものなり．

　　　舞，測定時の太隅の方位は87度（南ノ，高度は42度なり．

ψ
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旧地に側て上記角柱の享受する光線総量を比較するに，熱線にありては湯澤4β1（瓦カロリ

ー！分）東京2・32（瓦力只リー扮）・紫外線にありては湯澤67・5（電解計の目盛数）東京25・0

（〃）にして，湯澤に於ける受光総量は東京の約2倍（熱線）乃至27倍（紫外線）に當る・

次に直達光線量が同一なる場合に，積雪の有無が物罷の受くる光線総量に及ぼす影響を知らん

．が爲に，受光総量の直達光線量にi封ずる比を算出せるに，上記角柱端部の受熱線総量は積雪上

諭ては直髄虫量（瓦加リー／糎2分）の339・％1無上に榔μ18孔％にして・螺外

線総量は積雪上にあリセは直達紫外線量の281％，地面上にありては119％に當る．帥積雪

上に効ては鱈なき地に於ける1融（熱線）乃至24倍（紫撒）の光線量を鞭する回
り

となる・以上は比較條件の吟味上諸種の窯を無硯せる大町論なるも積雪地に於ては反射光線の

『爲に晴天時如何に多：量の光線に浴するかを知るに足るべし一

　之帥ちスキー地に於ける日光光線の吾人に封ずる利害爾面の存する虞なり・東京地方に於て

も雪の翌日，風鳥かに晴れ渡りたる日に戸外にあれば，氣温に大差なきに拘らす極めて暖く感

ずるは吾人の屡々二三すると～二うにして，雪の翌日の裸の洗濯なる俗語も宜なるを思はしむる

ものあり．

　スキ・一場に於て氣温低きに拘らす，晴天時裸彊操を行ぴ或ひは牛裸，輕羅にて快適なる運動、

・を行ひつ』曳充分なる日光浴をなし得るは，實に反射光線量の豊富なるに因るものにして，又夏

期の日焼に比して更に著き雪焼は，夏と冬との直達光線量に大差なきを見ればプ専ら雪面の反

射光線に負ふものなり・反射光線の眼に回する影響を考ふるに，晴天時陽光強射する時にうっ

ては，帽子を被りて太陽の直射光線を遮ると錐も，直射光線の約40～50％の光線が足下より

疸接射入するが故に，薄曇の日ρ太陽若くは夕陽を直面するに等しく長時間に亘れば眼障碍を

一画起すべきは裕然にして，遮光眼鏡の必要なるは言を倹たす．

　　　　　　　　　　　　　　IV．総　　　　括

以上の成績を総括するに次の如し．

1・湯元檜平スキー場に於ける室組中の細菌数は東京の室氣の約17～20分の1，塵埃数は

　217～240分の1に黙る．

2・直蓮日射量及直参紫外線：量を比較するに湯元に於ては東京に比して直達日射：量約8％，

　直達紫外線量約17％多量なり．

ろ・鱈面の反射輝四聖線にありては直騨の40～50％紫撒に靭ては盤早の

　46～54％’に當る・因に積雪なき地面の反射光線量は熱線及紫外線共に直達量の4．5～7％

　なり．
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4啄騨櫨の受．くる光墾継を積雪地と鱈継地÷噸て惣する晒射光線鰺
　　き積雪地匠於ては，物艦ば積雪なき地に於ける約1・8培（熱線）乃至2．4倍（紫外線）

　　の光線量を享受す．レ但し之は正四角柱に就て實測比較せる域繍こして，若し人艦の如き随

　　圓柱に：就て比較せば共の比更に大なるべきを豫想す・術スキー場に於ては室氣清浮なると

　　概ね土地高きとの爲に直達光線量都會地に比して大なるが故に，物艦の受くる光線量の比

　　は更に増加すべく，かくの如く考察する時，晴天時スキー地に於て入艦の旧くる光線量は．

　　都會地に比して2～3倍以上なりと推断して大過なしと思考す・

　以上は僅が1日の測定成績なるが故に，比較の1例誰に過ぎす，其の数字は絶封覗するを得

すと雌も；スキー場に於ける室氣の清浮底る事實及時天時にありてはゴ蕾に直射光線の多量な

るのみらす反射光線量の強大なる’により，極て豊富なる日光光線に浴し得る事實とを推知する

に足るべし・此等の事實は常識上の事に屡し余等の實験は其程度を科學的に吟味したるに過．

ぎす．　　　　　・

　昭和10年4月

，

■　、
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銅盛類の濾光作用を寺用せる

太陽紫外線測定法に就て

囑　託　　勝 田

内　　容　　目　　’次

1．　緒　　　　‘言

2．

3．’銅盤類の濾光作用

4．

5．総　　　　括

光電管を用ふる太陽紫外線測定法

セシウム光電管と銅盛類製三光板

1．緒 言

泰

　太陽紫外線（2950～3950A）の測定法としては紫外線の光化學作用，螢光作用，・燐光作用，

熱電作用及び光電作用等を国用せる諸方法あれども何れも測定に手数を要するか，働作時間長

きに過ぐるか，感度不充分なるか，測定原理並結果に信を置き難きか或はその装置だ大高債に

して未だ改良ρ幹地あ砂・

　抑そも太陽紫外線量の如く天空歌舞如何に依りて時々刻々多大の浩長あるものの測定には光：

電作用を利用し瞬聞的観測を行ふ方法を以て最適とせらる・現今本目的に最も屡ば使用せらる

るはカドミウム光電管にしてSzil批rd，　Elster及Geitel，　Domo，　Gδ七z等は本光電管による紫

外線測定者として文献上著名なり。近年完成せられたるセシウムの薄膜光電管はその太陽紫外

線に樹する感度カドミウム光電管の凡そ歎十萬倍なるにも係らす赤外線及可覗光線にも良く感

ずるの故を以ζ從來は旧く本測定に：使用せられざりしが昭和8年理化學研究所員二榊哲五郎氏

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　1　　　　圖

2．8

2．

2つ

】，6

1。2

0．8

0．4

200　　　　300　　　400　　　　500

×10－78
ク叩ム1 ロリー

セシウム

カドミ．ウム

●

光電管

600　　700　　800

波長ミリミタロ亭！

900　　　1000　　　1100

8×10－3
クーロム／カロリー

6　　セ

　　　　　　　　、　　ζ

4，晃

　暮
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に依り始めて太陽紫外線の測定に慮用せられたり・第1圖は光電管の波長～感度曲線にしてカ

，ドミウム光電管はセシウム光電管に比し共感度極めて悪きを示すものなり．

余は牌來銅騨の赤無論光棚戯画に細る吸雌透過の作用欄遽した曲面
硫酸銅水溶液はセシウム光電管に感ずる赤外線及赤色光線を完全に吸血し而も太陽紫外線を完

全に透過するの事實を確め得たり・本理を慮用すれば容易にセシウム光電管に依る方法をして

・殆ど完壁なるものとなし得るなり．以下實験成績を報告す面し・但し本報告の要旨は既に本年

3月9日の日本化學會常會に於て一三を了せるものなり・

II・光電管を用ふる太陽紫外線測定法

U・カドミウム光電管法・

　労ドミウム光電管は紫外線の測定に最：も好適なりとせられ屡ぱ太陽紫外線の測定に用ひら

1る．Dornoに依ればカドミウム光電管は一丁的弓讐三三に三三なる紫外線’（約3200A以下）

・のみに感ずる特性を有するが故に太陽紫外線中の保健並治療上有効なる部労（2950～3200A．）

第 2 圖

7

ユQO

ｱ90
7

・8

V0

U0

驍O

E4

R0

Q0

10

240250260270280290300・1 320330 340
波長ミリミク亘ン

の測定用として好適なる事將に僥倖的存在な

りと言ふ．第2圖はテクビツト硝子製カドミ

ウム光電管の波長感度曲線なり．

　本法に於ては紫外線照射によりて生じたる

カドミウム光電流を電流計或は電位計にて測

定するものとす．然れども本法の實施には諸

種の難瓢を供なふものにして例へば

　（1）感度悪き爲め光電流の測定容易なら

　　ざる事．

　（2）光電流の測定に長時聞を要する爲天

　　室歌況に依り刻々に憂化する紫外線量の

　　測定困難なる事，

〈3）同一特性を有する光電管を得難き爲同一感度の測定器を得難き事・例へばカドミウム

　光電管を電位計に接績しその放電の速さにより紫外線の強さを測るに際し2組の測定器を

　同一場所に装置して同時に測定を行ふも爾者の放電の速さに屡ぱ著しき湘違ありて往々に

　して一方は他方の20～30倍の時聞を要する事φり・

、2．．セシウム光電管法

　　本法に依る唯一〇測定器は二神式紫外線測定器なり気同氏は瓦斯入セシウム光電管に



銅釧類の測光作用を鷹用せる太陽紫外線測定法に就て 77

Jena　UGI紫外線四光硝子を附し之に10－7～10－8程度の電流計を接績せる簡軍なる装置

にても太陽紫外線の測定には充分なる理由を報告せり．本器はその構造及三二に就き七衛生一

高噸彙報第45號に減て紹介せし如く4也の翻激語到沁む吻らざる多く嚇髄

備え實用品として最適なり・蓋し感度の優秀なるセシウム光電管の威力を遺憾なく七二せし．

めたるに基くものならん．

　然れども本法には一面に於て多方面よりゐ非難あり．其論糠とする所は完全に紫外線のみ

　　　　　　　　　第　　　3　　　圖　．　　　　　　　　を透過し他を絶謝に透・一

§§§§§§§§

’渡長ミリミクロン

過せしめさるが如き紫

外線濾光板は現在これ

を求なるも得可からざ．T

るが故に本法は根本に．

　於て既に誤謬ありと言ふ・

　　本測定器に使用せられたる冷光硝子はJena　U（｝1にして本品は第3圖の示す如く2980隅一

　4000A，7300～9500A及び24300～33000Aの光線を透過す．而して之等の透過光線の％量は29

　80～4000A：86．4，7300んb500A：10．9，24800～33000五：2．7なりと言ふ．第4圖のセシウム

　光電管の感度曲線より明かなる如く24800～33000Aは光電管に感ぜざるを以て野外に考慮．二

　　　　　　　　　第　　　4　「・　圖　　　　　の要なきも7300～9500ム：10．9露は紫外・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線2980～4000A・8a4％と共に本沢U輝騨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感じ居れるものにして是本法に封ずる論難1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．の原因なり・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叉太陽輻射線のエネルギーの約6Q％は．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤外線（8000且以上）約40％は可覗光線．・

　　　鮒線　　　　　　．　　（3950糎8000A）にして紫外緑（295C’一
　　　　　　　可観光線　　　　　　　赤外隷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3950A）は僅々回盲分の一の程度た過ぎづ罵1
　　　『00400500600700｛蜘、900．10001100
　　　　　　　　　　波長ミリミク・ン　　　　　　　從ぴて本測定器に感ずる紫外線の％量は．

　86．4％よりも更に減少する筈にし七實測に依れば本器に感ナる太陽輻射線量は赤外線約釣％；9

　　可覗光線約6％，索外線約55％なり．然れ窓もこみ比例蘭係は各季節に於て多少の二化を生一一

　　ナる以外は殆ど不憂と見倣し得る程度なるを以で同一季節に於ける各地の太陽紫外線量の比較．

・　二二に．は本器にて勿論充分なり・’

　　要之セシウム光電管灘從來測定比較的困難興し太陽紫外縫を勧て遙速岨づ歓も↑

　　從來の如何なる演腱方法より’も正確に蘭定し得るものとなす考案者の主張に同感なり・庇見地一
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．よ瀕余は更に本器に適する紫外線濾光板の製作に想起し幸たして鼓に紫外線のみに感ずるセ，シ

．ウム光電管法を完威せり・

II：【銅盤類の濾出作用 ■

　　赤外線を吸坐する作用強きものとしで古くより著名なるものは水及び銅璽類なり・之等は何

描挙ハル9灘献り脚部畔けて大なる吸牧醜示嚇に銅鵬に於て旧著なりと

整らる遡る挙上騨なる離岬述に過ぎざるも？にしてその遺題の弓量誠は限撒肇
忽關ナる定量的研究に關する丈献は之を求むる能はざりき・

　銅塵類中より：先づJena製UG・1紫外線濾光板を透過する赤色光線友赤外線即ち7300～9500A

・を完全に吸嫁するらのを分光化學的方法た依り探査したる後之等に就き更に太陽紫外線即ち29

混50～3950ムを完全に透過するも・のを求めたるに硫酸銅は本性状を良く具備せる事を確め得たり．

　硫酸銅水溶液の赤外部吸牧スペクトルを槍するに其成績は第5圏に示す如し・本爲眞は鐵ア

ーク光源2甲ge喋eg噸嘩母evia㌻ion　P・is紛藩及び1廷or＃：赤撒韓鞭用し婦

，．

ﾎせるものなり．（1）衿留アAクス浸クトル，12）は硬質ガラス容器’‘（内径9mm）のみのスペ

ク剛（3）はNノユOoo㈱肱溶液1．（4准卵0関野鍬骸（5）は蛸0轍鋤
・溶液，（6）はN硫酸銅水溶液（野鴨の厚きは総て9mn1’左り）の吸牧スペクトルなり．而して

一く1）の長波長側の端は9800且：なり．以上の成績に就て硯るにN硫酸銅液暦glnmは少な

　くも9800A圏迄の赤外線を完全に吸即するを知る．

　　第6躍は硫酸銅溶液の可覗部吸牧スペク．トル（鐵アーク光源及び：Hi19Gr製eons七an七dev’

随ation　Prism：分光器使用）にして（1）は鐡ケークスペクトル，（2）は容器の吸牧スペク

　トル，（3），（4），（5），（6），は贈れ夫れN！1000，N！100，　N！10，　N硫酸銅水溶液（液暦9皿

1．血）の吸牧スペクトルなり・而して（6）の長波長側の端は．6300ムなり．以上の成績に就き

ﾄ降るにN硫酸銅液暦．9mmは赤色光線を完全に開学する；事を知り得るなり・

　　上述の結果を綜合するに一定量以上の硫酸銅中を通過せる光線は6300～9800蓋の赤色光線

：及赤外線を全く訣干せる断煙なり．．

　探ζ碑酸銅水溶液の紫外部に於嫡る吸啄スペクトルを評するに共成績第7圖に示す如し・本

瀬雌㌃4瀬及岬ilg・哩石英分光器鞭聯駿砧ρにして（1！は被騨用ぺ・
ウ．畷牧管を通渾磯㌃ク9スペハ・セ・（3）・④・．．（昌）乳・（0）・（7）、妹勉夫れ轍銅

・㊧N／10・N！8・・N！6・N／4・N／2・N頒骸（囎．10mm）微弊回外～・にレて（8）｝キ・

．」・n・ DUG野外襯光板（2980～チoooAのみを透過するもり）の野趣づクト卿・而

豪く7扱び（8）に示す如くJ…「UGエとN丁丁暦10　m皿の短波矧の透過徽
．界は何れも2980ムなり．なほ前者に於ける短波長側の透過線限界は4000Aなり・，
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　　第　　5　圖
赤外部吸牧スペクトル
　　（硫　　酸　　銅）

、魂1
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　　第　　6　圖
可脚部吸牧スペクトル
　（硫・　酸　　銅）
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　　第　　7　圖

紫外部吸牧スペクトル
　（硫　　酸　　銅）

　　第　　8　圖
紫外部鶴牧スペクトル
　（璽璽イヒ金同，　石㌫酸銅及硫酸金同）
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銅塵払の濾光作用牽鷹用せる太陽紫外線測定法に就て 7q

．・他の盤榊ち即興錦靴第2隅隅錫聯弾ンやや・劉ヒ銅ア・モ・饗．
の水溶液の赤外線吸牧作用を定性的に槍←た多に肇化第1鯛の木牌能綿タ著しく劣塵る以外峠

・趣白雪繍賭するを騨たり・蓋し銅騨の強き耕線三隅瀬ρ銅イオンの難．

なる愉し．

　第8周は硫酸銅・硝酸銅及盤化銅水門液の紫外線吸湿スペクトルにし下（鐡アーク光源垂

耳・｝・gr製族分光徽用♪（ユ）　は蛭藍イヒ銅，　（2）は艦鉱ヒ3）聯繋QN縮盛装．1蜘．

の吸牧スペハ旅して（4）は徽液麻リー吸囎寧搬磯アークの・ペク｝ルなりご

本甲・ぐ之等の短波長側の騨限馬長聯㈱・卿螂・婦酸鍬於璽3蹴・
盤1ヒ銅に於ては3500Aな吟．

　　　　　　　　　　，IV．セシウム光電管と銅塵類製濾光板

　セシウム光電管は周知の如く光線に鈍し敏感なる事断然他事光電管を抜き亦可視光線は勿論

紫外線及赤外線にも感ずる特長を具ふるが故に現今多方面に慮用せらる玉た至れりと錐も亦一

面此如何なる光線にも良く感歩る性能が渦ひしてこれが用途を沮める場合あり・例へば精密な

る苛虎光線量，．紫外線量の測定等には本光電管が赤外部に：良ぐ感熱るが故と普蓮の光線は総て

・赤外線の％量多大なるの故とを以てセシウム光電昏の使用を不可能ならしむる場合め適例なり

止ぜらる．　　　　　1

　然るに銅盤1類の濾光作用を灯用すれば光源より漁る光線中より本光電管に感ずる赤外線を歓

、此・

’差

三

度

　　　　　　第　　　　9・　　　圖

　　L三　N・’∫・　K皐b　IC・

’／　＼入軌　／’

メ＿＿’・＼数紙＼
　　　　　　　　　　！　、、　　、

穫
＼墜

　＼、

　曾00　　　300・「　　400　　　500　　　600ミリミクμン
　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　波畏
　　　　　紫外線’一一一→4←一一一可覗光線

憾度を有するものたらしむるを得るなり・余は之．を或る種の光線量測定に使用して實婦中な

り．・後報に於て報告せんとす．第9圖は各種光電管の感度曲線と覗感度曲線との比較なり・但

1しセシウム光電管の曲線は赤外線を遮断せし場合を豫想ぜるものとす・、

　　　　　　　　　　　　　　太・陽紫外線の測定

除壱しむる事易々たるは前

項既述の實験成績に依りて

柄なり・亦斯くする事に依

りモシウム光電管をして覗

感度曲線と相似たる特性

あるものとして著名なる面

革光線の光度蛙飛用カリウ

ム光電管より一暦覗感度曲

線に類似し且つ遙に大なる
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　セシウム光電管法に依り太陽紫外線を測定ナる方法の改良を要す訂ぎ黙は紫外線濾光板とし

て使用するJenゴUGIより漏洩する7300～9500蓋の赤色乃至赤外線を除去し得る濾光板を

索むるに在り．此の目的には硫酸銅が好適なるは前項實験域績に徴し柄なり・邸ち硫酸銅の

N水溶液ならば暦の厚さは9mmにてJen批U（｝1より漏洩する赤外線を除去し得られ而一

も太陽紫外線を吸回せす・　　　　　　　　　　　　’1　　　　　　　　　　　　　一

　伺二途氏は硫酸銅結品（Cu　SO4．5　H20）を使用すれば1血1hにて充分なるを確めたbと

報告せり．

　帥ち硫酸銅製幽光板とJena　UGIの如き紫外線濾光板とを併用する事に依りて太陽紫外線

（2950～3950A．）のみをセシウム光電管内に入射せしめ鼓に生ぜる光電流を簡輩なる電流計にて

測定せんとする二紳式方法の改良にして其特徴は紫外線照射を受くるや直ちに指針は働面し紫

外線強度を表す数宇を直島し得られ而かも全装置の重量並容量韓小にして携帯に適し且つ氣象

攣化極まりなき聞に塵しても樹良く詳細正確なる襯測を行ひ得るのみならす全く同一感度の峯

を何箇にても製出し得らるる瓢に在り・

　術硝酸銅を用ふれば太陽紫外線中3300～3950入を定量し得可く肇化銅を用ふれば艶00～

3950Aを定量し得可く從ぴて叉如上の槻測結果と硫酸銅を用ひたる場合の面面結果より2950～・

3300ム，2950～3500Aをも算：定し得・るは明なり．

　　　　　　　　　　　　　　V工穗　　　　括

（1）銅盤類水溶液の血紅作用を分光二瀬的に調査したウ．

（2）．セシウム光電管に銅肇類製濾光板を附すれば本光電管をして可覗光線或は紫外線定量

　　用として最適化し得る理を柄にせり．

（3），硫酸銅製濾光板を用ふれば二瀞式紫外線測定器をして殆ど完壁化し得可く而して本誌

　　卑器は塗くも現在に於て最適なる太陽紫外線測定器なりと信ず．

　　昭和ユ0年4月
　　　　　　　　　　　　●
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溶性サケカリンの毒性及其の慢性中毒に就きて

．、

’技

技

秘

曲．

手

託

手

「第1章結
’第2章

　　第1節

　　第2節
　　第3節

第3章
第4章
　　第工節

　　第2節
　　第3節

第5章

伊

東

苗

辻

東一

村

中

　幹　　愛

弘　　　臣

徳．次，郎

　　　　久

内　容、目　次

言、

急性中毒

　金線蛙に就きでの試験

　　マウスに就』きての試験

　家兎に就きての試瞼

慢性中毒

消化酵素に封ずる作用

ヂアスタ．一ゼに封ずる作用

ペプシンにi趾する作用

パンクレアチンに封ずる作用

総括及結論

　引　　用　　丈 厭

　　　　　　　　　　　　　　第’1章緒　　　　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり　　　ら　　　　　ノ
　サッカリンは人工甘味料としての代表的みものにしてその甘味砂糖の約300倍と稻せられ砂

糖は300倍液にて既に甘味を失ふもサッカリンは100，000倍液にて三三すと云ふ．而も安慣な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●るの故を以て之が飲食物への使用は禁止されて回るにも係らす巷間屡麦用ぴられてお・るものL．

如し・然してかしる場合に於ける之が衛生上の害否に就きては既に久しきに回り論議されたれ〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノど三三的断片的轄多く或醜の鷹害なりとし（Ad。c＿M。＆B，rli狙Bl。母g縄
　　　（5）　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　　　（8）　　　　　（9）　　（’0）（11）　　　　　　α2）　，　　　　一

：Bouchard，　Burge，　Burkard　u・Seifer七，　Joachimoglu，　K：obert，日下，　Salkowski）或るものぱ．
　　　　　　　　　σ3）　　　　　　　　　　（，4）　　　　　　　　（15）　　　　　　　　　　（16）　　　　　　　　　　（17）　　　　　　　　　　　（1ξミ）　　　　　　　　（19）　　　　　　（20）

害ありと云へり・（Best，　Born＄tein，　Heitler，：Huygens，　Kornauth，　Mathews，　Sβofone，　Stif七，

V・。・ch・鉦晶而して三富と読くもの回りてもそみ多くはサ。カリンが防腐作用回す、

と同時に消化酵素に回し其の作用を抑制し從ひて食物の消化三三を妨げ且局所刺激作用を有す「

るが爲め下痢を起す程度に・して甚だしき毒性を有せりと煙く者少く且忙中にて何等の攣化奄蒙

うことなく原物儘にて速に響塑三三て三三債徹有嵩ざる響一般に騨ら’
れおるもの玉如し・（Bruylan七e，　K：δnig，日下，　Paschkis，　Salkowski，　S七泣七zer）

o
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　既述の如くサッカリンの作用に窮しては平年断片的のもの多かりしが系統的なる誌上學親試
　　ロのロコラ

験は日下に依りセ報告されたり以て其の藥理的作用の一般を窺ふに足れどもその慢性中毒の報

告に於て予等の今同の調査り目的とする庭に副はざる勲あり且酵素に樹する報告訣けるを以て

小門験を試みサッカリンの毒性に關し補足する庭あらんとす．

　今同余等が調査せんと企てたる目的は日常人工甘味料としてサッカリンを淳績使用せし場合

に於ける毒性則慢性中毒を起すや否やを主眼とせり・サッカリンは100，000倍にして街甘味を

感ずと鼓湾、も實際使用ぜらるL範園は目的により異るも多くは1，000倍より10，000倍の間に存

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
するもの曳如く一方我國の砂糖出費高を農林省農務局の調査によるに犬正14年よ砂昭和2年

の3ケ年闇に於ける内地及樺太に於ける年一人山費高は亭均20・78斤則12・468kgにして1’

日面35g弱なり之を今純数理的に計算し甘味料として砂糖の代用として全部ナゆカリンを以

て當つるものとせば毎日0，129躬を要し人聞雫誤謬量を．50kgと假濾せば艦重1kg當り

qoO259弱面相當す．故に若し此の理に從ひ一方動物全禮に一様に0ユ29のサッカリンを蓮

日経ロ的に投話し他方罷重1kgに心し0・00259の割合に投與したる；ツの場合に如何なるi攣

化を呈するやを見ば榮養上の便値：を度外覗したる場合に於けるサッカリンの毒性を窺知し得べ

しと信じ之の目的に向ぴての試験を途吊し併せて急性中毒及酵素に甥するサッカリンの作用を

も調査せるを以て此庭に報告せんとす・

第2章急性中毒

’

、

’　サ，カリンの急性中毒に關する動物試験に就きては既に日下の報告したる愚なれども後述の

　・慢性中毒試験に恋照する意味に：於て極めて簡軍に施行せり試験に供せしサッカリンは第5改正

　・日・本藥局方溶性サッカリンにして帝國製藥製品にして局方適品なり，爾後軍にサッカリンと記

　するも溶性サッカリンの意に急ならす金線蛙，マウス，家兎に就き試みたり成績突の如し．

β．

@　　　　　　　　　　　第1節・金線蛙に就きての試験

　　金線蛙の雄を用ぴたわ槍盟は毒性少きため蛙の面面と注射量との關係を顧慮し20％溶液を

　作製し之を膿重10gに封し一定出直胸部淋巴腔内に注射しその症歌及小館を濡鼠せり．その

　結果を簡潔に表示するに次の如し．・（第1表参照）
　　r

　　　　　　　　　　　　　第　　　　　1　　　　表　　　　　　　室温＝18。

動物
三重

　重109に封ずる

全注射量 主　　　な　　　る　　　　　　　、歌
鱒 昂

番號 （9） 注射量
@lCC｝

（cc）
1症

ユ日 2日 3日

f

1 皇2ゐ 1ユ2・ 初め興奮するも30～60分にして勢位をとり廻韓反射滑失し 死 一 一
α5 1．17　』

．て麻痺症耽著明となるも同時に刺激に・より張直性痙攣を起す
烽ﾌあり呼吸停止す10～15時間にして死す注射部位に充血

死 一 一
3 2010 、1．00 及出血を見る，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「 ’死

ρ　　　　一

『
←

’
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4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

23．5

27．0

27．0

20．5

盆1．0

18．0

20．0

23．5

23．5

．15．0

15．5

15．5

17．0

14つ

1＆0

04

0．35

0，25

0．15

0．05

0．94

1．03

1．03

0．717

0．730

0，630

0．500

α587

0．587

0225

0．228

0．228

0．085

0，070

0．090

略同症駅を呈するも麻痺症歌は竪朝迄綬き衣第に向復せり同
じく反射尤奮性の高まるを認め得注射部位に出．盛し充血を認む

約20分間興奮の歌の後吹第に晦痺し同時に反励尤進ずるも
徐々に同復す．注射部位は始め出血を認むるも間もなく吸牧
さる

同　上

　　　　　　　　　　　　　　、

約20分類興奮の歌を呈せるも麻痺症歌及反射機能の尤進輕
微なり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

殆んど攣化なし

生

生

生

生11

生

生

生

死

生

生

生

生

生

生

生

〃

〃

〃

1〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

死

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

／

　　　以上の成績を見るに：サッカリンは脊髄の反射機能を充進せしめ且蓮動麻痺を來さしむるもの

　　＆如く然も濃厚液：は局所を刺激し注射部位に充血及出血を見る．而して蛙にi封ずる致死量は禮

　重1kgに耀し109なり．

・　　　　　　　　　　　　　第2節　マウスに就きての試験

　　　マウスの雄を用ひ皮下注射及静脈内注射の二途を選び庫下注射は背部に静脈肖注射は尾静脈

　　に極めて徐々に行ぴたり槍髄は同じく20％液を使用し艦重109に封し一定量を注射せめ成

　・二次め如し（第2表・第3表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　皮下注射の場合

響艶♂

1

2

3

’4

5

6

7

8

’9

22．5

20．0

17．5

2α5，

23，0「

』盆21①

20．5

・20．7

．175

農重109
に封ずる
注射：量

　（cc）

α5、

0．4

0．35

全注射量
　（cc）

1ユ25

■000

0．875

0．820

0．920

0．880

0．717

0．724

0．617

主 な る 症

注射後約30分にして麻痺歌態に陪り呼吸麻痺角膜混濁を來
し3時間にして死す

4～5時間麻痺十二を績け同時に刺激により強直性痙攣を來
す呼吸麻痺にて死す　　　　　　　　　　．　　　　　’

麟著鉱反封完進を來すも翌朝回復するもρ）2例

韓

1日

死

死

死

球

死

舵

生

』生

死．

2日 3日

〃　　　〃

〃’』〃　　’
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10

11

12

13

14

15

　16

・17，

　19

155

15．5

13．5

17．5

19．5

15．5

19．0

・1＆5

17．5

025

0ユ5

0．05

0．385

0．385

0．337

0262

029曾

0232

0．095

0．092

0．087

4～5時間廠痺歌態，反射元進の歌を旧くるも漸次同復す．

同　上

殆んど墾化なし

生

生

生

生

生

生

生

生

生

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

’〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”、

〃

第3表静脈内注射の場合

動物
　重10
ﾉ封ずる

●　　　症 韓 瞬

番號 二重i9） 注射量
@（oc）

全注射量
@（cc）

主　　　な　　　る　　　　　　　歌
1目 2日 3日

ダ

19 15．2 0，304 死 一 一
20 15．7 α2 α314

注射後直ちに：蓮動麻痺を謝すと同時に刺激により間々強直性
z攣を旧し呼吸麻痺にて会時間後死

死 一 一
21 14．5 0，290 o 死 一 一

・
一

　22．

　23
、　24

14．0．

16．4

22．5

　　　0210
0．15　　　0．246

　　　0217

同　上

死　一　一

死　・一　一

、死　一　一一

卜

25

26

27

15．0

15，5

1る5

　　　0．150’
　　　　　　注射後約2時間位自県蓮動少く団々麻痺歌態を表し下位を示0．1　　　　0ユ55
　　　　　　すも同復するもの盆例
　　　0．145

生　　〃　〃

生　、”　”

死　一　一

　　’・　28　　　r16．0　　　　　　　　　　0，08　　　　　　　　1　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　〃　　　〃　・

　　劉ll：1、αOl　l：霧5　．離認む響脚・「　．　卸1

　　　．以上ゐ成績よリサ。カリシゐマウスに樹する作用は同じく運動麻痺と脊髄の反射直進に帯す“

　　る，もめ曳如ぐその最小致死量は艦重1kgに謝し皮下注射にては89，静脈内注射に在りては¶

　　39なり・圃

　　　　　　　　　　　　　一　．第3節家兎に就きての試験
、

　　　‘本識に於て胱に行ひ得られ帥き繍声勺三二獄碑り・然燈概知の如くサ・カリ

　・ンの濃厚溶演は局所刺激作用を有するを以て輕ロ的投與に際し：再び濃厚溶液を用ふる時は胃腸・．

　　監酒面局回状血紅て眞廠牧三門を見律る腓ざるやP二二門標ども何分

’蝦與量碗多な礁と一搬厚溶澱與に髄寸寸憎憎寸寸と憎憎じく20％液’
　　を使用しそd吸牧作用は同時に併せ行ひたる静脈丙注射に依る試験を参考として批判せんと試：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　．　　．
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みたり．

1．　　維口白鍵投萎無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂

　先健康の雄家兎15匹を選び曝露重Ikgに離し20％液の一定量を室腹時にネラトン氏カ

テーテルの助を纏りて胃内に挿入しよりて起る攣化繊韓麟を槻察せり・今そのProtokollの1

を記述するに…欠の如し・

　　§2．05kg舎家兎（No．7）20％’サッカリン液35　cc　pro　kg　per　os

ユOh45／a．m．

　48’　〃

　50’　〃

11hOノ　〃

11h31y　　　〃

ユ2hO’　〃

1h～41Lp．1n．

20％71．7ce　経口白勺4斐騒騒

不安，口中より唾液を泡歌に流出す約7～8ce？

自畿運動なし，姿態正常

難論を取り不動

呼吸数減じ，歩行不能，麻痺症状を認む

排尿，下痢，刺激により1同彊直性痙攣を起す

深き麻痺欣態を響け腹位又は他動的に横位をとり呼吸数著しく減じ縮瞳あり

難き刺激により4～5α弧直性痙攣獲作を起す

　　　　　　　　第　　　　1　　　圖
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　　翌　　朝　　同復せるものL如きも食慾欲乏し元氣なく衰溺の歌顯著なり，尿中蛋白を誰

　　　　　　　　明す午後死す．

　　側見的所見

　胃粘膜は噴門部より大轡に及び充血出血あり庭により粘膜剥離し叉壊疸に陥れる部分あの十

二指腸・小腸叉一般に充血を來せるも大腸に近き程甚だしく小腸下部・盲腸・大腸は出1血性腸

炎の歌を呈せ’り（第1圓参照）肝臓も腫大し邊縁圓形をなし右葉下面に多くの盗血を見る・腎

臓又腫脹しカプセル剥離不能にして血管は一般に損張し髄質部皮質部共に小出1鵬［iを見る・肺

臓には墾化を認めす．

　以下他の上例は之を表示すること」す（第4表）

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　．4　　　表

艦　重
ikg）

艦：重1kgに封ずる

贋o量
@（cc）

杢投與量
@（ce）

主　　　　な　　　　る　　　　症　　　　歌
1週間後の日露

動物

ﾔ號

@ユ

@2
@3

2．0

P95

P8

50

100．0

X7．5

X0．0

投與後5分にして不安の歌あり
�P時間後刺激による痙攣慶作あり，麻痒症駿又著明にして歩
s不能
｡位をとる呼吸数減少す

2日後死

@〃

4　　23

5　　2．0

6　　2．3

　　　92．0

40　　　80．0

　　　92．0

同　　上

尿中蛋白を認む

7日後死

3日干死

翌日死

7　　2．05

8　　1．8

9　　2．1

　　　717
35　　63．0

　　　73．5

同　　上　　　蛋白痕跡

蛋　白　著　明

蛋　白　著　明

翌日死

　生

　生

10　　2．2

1エ　　2．05

工2　　195

　　　66．0

30　　　61．5

　　　58．5

痙攣i，麻辣，呼吸数減少を認むるも．中等度なり

尿中蛋白痕跡

　生

翌日死

　生

13　　2．35

14　　2．1

15　　2．3

　　　58．75　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生

255％朧縮密際し徽に痙攣様嚇を講元氣なく困懲星
　　　57．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生

　2・譲脈内注射

　20％液を肺静脈より徐々に注入す．維口的投與の場合と同じく1例を詳記し他は簡軍に表

示す（第5表）

　　§2．5kg♂家兎（動物番號No．24）

　　　20％サッカリン液　　15cc　pro　kg　intraven6s

　llh10’a．m．　37．5　ce静脈内注射
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　15’　〃

　30’　〃

2戸15／　　P．m．

3h30’　〃

4h30，　〃

翌　　朝．

注射直後離陸をとり他動的横位叉陽性にして自稜聯動全く敏除し歩行不能

外刺激による痙攣獲作1同，呼吸減少　　　　　　　　　　　　　1

3同反射性痙攣蛮作あり・縮瞳，麻痺症歌著明

少しく同復し痙攣止む・姿態稚正常に近けれども猫自軍蓮底なし

著明に回復したれども疲勢困態の態にて元氣なし

姿態正常，歩行拙，自畿蓮動少し　　　』　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
全く回復せり

他の諸例を表示す（第5表）

第 5 表

盤重1kg ’

動物’

ﾔ號 十重ikg）’
にi封ずる
克ﾋ：量

@（cc）

全注射量
@（cc）

主　　　　な　　　る　　　症　　　歌
韓，聾
i1週間後の）

亀

16 1．75’ 43．7

17 1．90 ・　25 47．5

注射直後後肢に痙攣を來レ横位をとり呼吸逼迫し一見瀕死の歌牽呈し結局呼吸廠辣にて死 注射當日

18 1．70 42．5
／

19　　1。90

20　　1．80

21　　2．10

　　　3＆0

20　　36．0

　　　42．0

同上なるも翌朝同復するもの2例

翌日弗

　生　．

　生

22　　220

’鐘3　2・23

’24　’2．5

　　　33．0

15　　　33．4

　　　37．5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　生
二二さ二二撃1亀欝醐による弓撒騨を期購生．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生

25　　2．1

26　　1．9

・27　　22

　　　21．0

10　　19．0

　　　22．0

　　　　馨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生’
套志士簾憎憎難騎り後肢の痙攣を見るも鰍一生、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生

　以上の試駿成績よリサッカリンの家卑に封ずる吸牧作用は同じく脊髄反射機能の充逡と蓮動

’麻痺に存し輕口的投與にありては濃厚液の局所作用により著しき出血性胃腸炎を誘回し共の他

1吸牧ぜられたるも（ρは肝・腎の如き乳質性臓器に同じく充血・出」血を起す，而←て共家兎に封

ずる致死量購重1kgに凱維口的野與にありては89静脈内注射に齢ては49、なb・

　　　　　　　　　　　　　　第3章慢性中毒　　　　　 ．一

　サッカリンの慢性中毒に脅しては日下は家兎に皮下注射及乱脈注射に依りて試験し下痢を起「

す程度にして大なる中毒症歌を認めすと既に報告せるも経口的二丁に關するものなく且二丁與

量犬にして余等の目的に副はざるものなりしを以て更に微量を家兎に連日経口的に投與し果し

て微量めサ。カリンは慢匪中毒を惹起するや否やを組織的桧索に求めたり・動物は検尿に便な

’
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ら．しめん弘め雄家兎を使用し下め敷日闇艘重・尿蛋白の有無を槍し建干なるもの13匹を選び

．之を試験の都合上、A・B・C・の3群に分つA・B群は各5匹宛としC群のみは3匹と准し・

之を小照に當てたり槍薩投與：方法は毎日早朝室蘭時に飼料をきび単子大となし之に所定のサッ

カリン溶液のり定量を浸潤せしめその完食を侯ちて普通飼料を投與す，而して門守の投與量は．

緒言に於て述べたる理由に依り

　　　A群家兎（丼。．28～32）罷重1kgにi封し0．5％液0．5　cc（絶1封：量0．00259）
「，

　　　B群家兎No．33～37）三重の如何に回せす1匹に12％液：1cc宛（十二：量0・129）

　　　C群家兎（No．38～40）調照　サ。カリンを與へす

　投與期聞は90日にしてその昏絶へす動物の生活状態に注意し盟重は10日目毎に之を計上．

し同時に尿中の蛋白の有無をズルホサリチル上下Heller二才法を用ぴて桧査せり・かくして

サッカリン投與中止直後則投興開始後91日目に之を脱血致死せしめ解剖に附し先づ肉眼的に

槍漏し胃回腸・肝臓・腎臓に就きては之が組織學的檎索を行ひたり．．組織槍査はパラフィγ埋一

．守門により染色はヘマトキシリン，エオヂンにて槍鏡せり，．
　　　　　　　　　　　　、、
　先づ其薩重に及ぼす影響を見るに（第6～8表）

第6表A群家兎盟重表

動物
番號

28

29

30

31

32

投與前
野量
（kg）

2．30．

2。44

239

2．33

235

二目後
10日目
（kg）

240

2．33

237

2．40

2．45

20日

2．51

2．53

2．36

2．40

2，90

30日

2．55

2．50

2．45

2．50

2．81

40日

2．62

2．22

2．55

2．52

2．83

50日

2β2

226

2．50

2．55

2．80

60日

2．72

225

2．67

2．81

3ユ3

70日

2．95

2．52

2．52

3．00

3．17

80目

2．82

2，65

2．75

3ユ4

3．20

・90日・．

2．87

2．67

2．88

3125

3．40

尿中の
蛋白今世i

第7表B群家兎盟重表

動物
番目

33

34

35

36

37

投臨調
畳豊重

（kg）

1．96

2．05

1．95

2ユ0

2．05

投與後
10量目
（kg）

233

2．41

225

2．40，

2．35

20日

2．48

2．70

2．44

224．

225

30目

2．52．

2．60

2．43

220

2．34

40日

2．63

2．73

2．45

2．28

2．51

50日

2．65

2．90

2．40

229・

2，52

60日

2，73

3．15

2．75

2．63

3．69

70

．3．00

3．23

2．98

2．75

285

80日

3．17

325

3．17

2．85

3．05

90日

3．50

344

3．35

3．97

325

尿中の
蛋白反慮
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第3表　C群家兎罷重表　（封照）

動物

ﾔ號

投與前

撫d
ikg）

10目目

贋o後
ikg）

20日 30目 40日 50日 60目 70日 ＄0日 90目 尿中の`白反回　　　　　5

一

38 2．24 2．23 ’243 2．56 ’2．70 2．85 2，76’ 2．80． 2．90 2．90
一

39 2ユ1 2．31 221 2．40 2．40 2．80 ．2．87 3．00 3．04 3．00
『

40 2．08 2．13 227 2．30 2．40 2β8 250 2．60 2．82 2．92 一　　　「

以上の3表を一目瞭然たらしむる爲め各灘重の亭均値を求め之をグラフに描けるに次表を得P

たり。　（第9表）

　　　　　第　　　　9　　’表、

　　　　　　　0．5％サッカリン投與家兎A群（0．00259pro　kgper　oの

一一一一一一一一一一 P念0％．〃　’”’B群（α129・1・g…e・p…s）

　　　　　　謝照肩健康家兎　　　　C群・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

り

真

讐

’

3．40

330
●

ρ
・ノ4

f
ノ

320

o

　　　　’
R，io／

　」ρノ
3．oi

3．00
’

2．96

^イ
’　　　　2。92

　　　　　’@　　　ノ　2．832．79／’ 2．91
294

2．80

2．68，　　’

・・2 2．80

L

！　’

I
2．71

9

2．60 1 ノ

2．54． 2．56 2溺　　2ゐ5

2．4含

　　一一一

Q，50’

2．55

2．39 ＿　　＿　一　一　學　一
2．40．

　　2．36

?E

x荻羽，

　　　　　　　’@　　　ノ　　2。42　　，’

@　　　　　　　↓／2．35

戟^脚

2．42
1

2．14

2．oα

Vor 10 20 30 40 50 60 70 80 90

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日難一「一→

以上の表より之を見る時はサ。カリンは登育髄重増加に封しては影響なきもの瓦如く0．12g

を毎日與へしものにありては寧ろ好影響ある．もの曳如き感を抱かしむ尚試験中に於ける生活駅
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態を槻察するに正常と異る庭なく食慾不振下痢等を興せる、ものなく元町又不満にして尿中蛋白

を誰明せるものなし，よりて91日目に脆血致死せしめ剖見に附したり，肉眼的には内臓諸臓

器咋全く異妖を認めす胃・腸・肝臓・腎臓の組織三門所見に於ても封照に比較して全く何等の

攣化を認めざりしを以て此慮に不例に就きての所見を記述するを雀略すること」せり・

　之等φ結果より見る時はサッカリンは既述の程度の量を連日投與するも慢性中毒を惹起し難

く家兎に濁して全くindifεeren七なりと云ふを呼べし・

　　　　　　　　　　　　　第4章　消化酵素に封ずる作用

一サッカリンと消化酵素との關係はサッカリンの有害無害を決する上に於て一の重大なる役割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（且4）　　　　　　　　　（18）　　　　　　　　　（27）　　　　　（2S，「～9）

を演ずれども本問題に恥しても定詮なく：Boms七ein，　M謡hews，：Riegler，　Uglow等の諸氏は澱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆの
「粉浩化酵素・ペプシン・トリプシン等の作用を抑制して食物の消化吸牧を妨害すと旧きDobref［，
　　　くおひ　　　　　　　　ぐ　り　　　　　　　　　り

Er甑ke1，　Haralnaki，　M：iyadera等は全く影響なく無害なりと云へりよりて余等は之の貼に關

し確たる結果を知らんとて一定濃度のサッカリン溶液中に側て浩化酵素を被消化物に作用せし

め以て封照に比し該酵素の消化力に差異を生ぜしや否やを介せり，サッカリンの濃度に就きて

は緒言に於て述べし如く普通使用せらる瓦範園ゐ濃度1．000倍，5．000倍，1α000倍，を用ひ用

に供せし酵素は局方ヂアスターゼ・含声ペプシン・パンクレアチンの3種にしてパンクレアチ

ンに就きては共の内の澱紛消化酵素（アミラーゼ）及蛋白消化酵素（トリプシン）の二方面に及ぼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　メの
す影響を見たり，今各項につき試験方法雪辱域績を記述すべし・

　　　　　　　　　　　　　第1節ヂアスターゼに封ずる作用

　メルク製可溶性澱粉を4個の硝子爆に各よ19宛正確に糟取し水50eeを加へて澱粉糊液を

製し30分間振盟濾過し内1個は封照となし他の3個に夫々サ。カリン0・19α029，0・Olgを加
　　　　　サへ落解せしめ之た豫め用意せる2％局方ヂアス肇国ゼ液を50ec宛注加する時はサッカリン濃

度は夫々’1．000倍，5．000倍，ユ0．000倍となる之を書7。の艀卵器に時々振量しつL24時間放置し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’下る後冷却し250GGに稀曝しWein氏子芽糖定量法に從ひ各個の硝子塚中の萎芽糖を定量せ

るに次表の知し・（10表i）

　　　　　　　　第　　10　　表　　　　　　　　　則サッカリンは1．000倍以下の濃度に於

サッカリンの濃度（倍）

10．000

5．000

1．009

0（野照）

変芽糖総量　（9）

1．3320

1．3500

1．3320

1．3100

てはヂアスクーゼの糖化力を妨害せす．

　　第2節　ペプシンに封ずる作用

新鮮なる鶏卵8個を8分間熱湯中に煮熱

し冷却後卵白を薄片となし局方5號節を以

て2同節過せζるの109宛を200cc容の

硬質硝子塚8個に搾り家表（其表）に示す知き割含に試薬髪混合す，用びしペプシンは局方含糖
ご　　　　　　　　　　　1
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ペプシンの1％液にして下め30分聞櫨し濾過せるものなり，

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　11　　　表

試験番號 卵白（9） 37Pの水（cc） ・サッカ・リン（9） 1％ペプシン液（cc） 局方塵酸（cc）

1 10 90 0（封照） 10 0．5

2 10 90 0（封照） @　　　　　10 05

3 10 90 0．1 10 0．5・

4 10 90 0ユ ’　　　　10 0．5

5 10 90 0．02 10 0．5

6 10’ 90 0．02 10 05

7 10 90 0．01 10 0．5

8 10 90 0．01 ユ0 α5

以上の混液を時々振回しつ玉24時間37。の艀卵器に放置し局方に示す正規の容器に移し後

100ceの水を以て洗源し前後を合し30分間放置して槍せるに何れも100倍の卵白を消化せe

り・　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ρ　　、．

　　　　　　　　　　　　第3節　パンクレアチンに封ずる作用

ユ・パンクレアチン中のアミラーゼに封ずる作用

　メルク製可溶性澱粉5g宛を内容約200ccのエルレンマイヤーコルベン4個に秤回し之に一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　／300CGの水を和し良く混和したる後動揺しろ曳熱湯70ccを注加し食塵0．039宛を加へ重湯煎

上にて30分間加濫し糊化せしめたる後370に冷却し局方パンクレアチン0．059宛を加へ1個

は封照となし他の3個にば夫々サ，．カリγ0．19．0．029，0．019，宛を加へ37。の艀卵器に時々振

盟しつ」24時間放置し冷三二コルベンの内容を500ccとなし生成せる三七糖をWein氏法

に從ぴ定量するに次の如し．（12表）

　　　　　　　　第・　12　表　　　　　　　　　之に依ればサッカリンは1．000倍以下の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃度に於てはパンクセアチンの澱粉泊旧作．
　　’ナ・カリンの濃度（倍）　萎芽糖纏量（9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用を妨害せす．
　　　　　10．000　　　　　　　　　　　　　　　　4．2340

　　　　　5．000　　　　　　　　42130　　　　2・パンクレアチン中の．トリプシンにi尉する．

　　　　　1・000　　　　　　　　4・2630　　　　　作用
　　　　　0（封目）　　　　　　　　　　　　　　4．2410
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次の3種：の溶液を準備す・

　a）カゼイン溶液　圏内ルバウム製精製カゼイン19及純炭酸ソーダ19に水を加へて溶解

せしめ1Zとなす．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

．b）パンクレアチン溶液　局方パンクレアチン0．19に100Geの水を加へ1時間振盟後濾
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　過す二才1ccはカゼ・fン溶液10eGを透明に消化せるを以て更に：10倍に稀回し0．01％とな

”　したり．

　　6）　醇酸々性アルコール溶液氷酪酸1分無水アルコール50分及水49分を混和す・

　　先劃照どして試験管5本に13表に示す如き割合にカゼイン溶液パンクレアチン溶灌二水を

　投じ40。の恒温水槽に1時聞放置し共4cc宛を探り酷酸々性アルコール溶液6gtt宛を加ふ然

　る時はカゼインの悉く浩化せ’られたるものは澄明なれども不消化のカゼインの淺存せるものに

　ありては混濁を生す此腱に於℃完全消化せるパンクレアチンの最小量を求め幾倍量のカゼイン　　’

　　を浩化せるやを決定しi旧いで同一條件の下にサッカリン。．029（1．ooo倍となる），　o．oQ49（5．ooo倍｝

　α0029（10．000倍）を加へ」こ同一實駿を反覆し・・ンクレアチンの浩化力に：及ぼす影響を見たり・

　（13表）

第 ユ3 表

試験管
番：號

1

2

3

4

’5

げ　　　6

　　7
　・・8

　　9
　　10

　　　ユ1

　　・　12

　　　13
・、

@　　14

　　　15

001％パンクレアチン
溶　　　液　　（cの

10

9

8

7

6

10

♀

8

7

6

10

9

8

7

6

カゼイン溶液（CC）

封

10

〃

〃

〃

〃

出

水　（cc）

サッ．カリン1．000倍

　　10

　　〃

　　〆．

　　〃

　　〃

サッカリン5．000倍

10

〃

”　　．

〃

〃

0

1

2

3

4

0

1

2

3

4

0

1

層2

3

4

酷酸々性アルコール
　　　6gtも

澄　　明

　〃

　〃

微に混濁

混　　濁

澄　　明’

　〃

　〃

微に混渇

混　　濁

澄　　朋’

　〃

　〃

微に混濁

海，濁
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16

17

ユ8

19

20

10

9

8

7

6

サッカ　リ　ン．10．000倍．

10

〃

〃

〃

〃

0

1

2

3

4

澄　　明・

　〃

　〃

微に海濁．

混　輝，

　サッカリンを加へたる場合及封照何れちパンクレアチン0・01％液8GC（＝0・00089パンクレ

アチン）・・てカゼ・ン轍・・ec（α…カゼ・ン）を靴せ轍に。鴇一・2，・三田・％

倍のカゼインを治化せる理なり，之より見ばサッカリンは該濃度にてはパンクレアチンの蛋白

清化作用に全く影響なき．ものと認め得べし・　　　　　　　　　　　・　　　　”

第5章線括及結論

以上の諸球心を総括するに溶性ザ。カリンの急性中毒は蓮動麻痺と脊髄反射機能の充進にあ1

るもの瓦如く其動物に野する最小致死量は次の如し・　　　　　　　　　　　　　　　　　’

動　物　種類

　　蛙
マ　　　ウ　　　ス

家　　　　　兎

Dosis　pro

　kg
色　”

　〃

紹に泊勺投與　　（9）

8

皮下’注射（g）

10

8

門脈内注射　（急〉

3

4

　サ。カリンは之を少量宛連日投下するも慢性中毒を起すことなく諸臓器の組織學的検索に：於・

ても何等異調を認め得す．　　』　　　　．　・

　　　　　　　ド　叉デアスターゼ・ペプシン・パンクレアチン等の消化酵素に溢してもαユ％以下の濃度に於

ては何等影饗を及ぼすものに’あらす．

斯の如くサ．カリンは其毒性裁きものなれども其濃厚液は局所を刺激する性あるに依り庇庭

に若しサッカリンの毒性に就き論ずとせば先づ考慮に入るべきは其使用濃度に存すべし・

　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　獣

1）1》oulsson：工ehrb，　d，，王》harmacoI．10　Au且．1934

2）Aducco　u．　M：osso：Centralb1，　med．　Wissens．．s．307，1887

3）Berlioh：Chem．一ztg．13d．24，1900

4）Blodgett：zi転11．　Ber。　ges．　Physiol．13d．5．1921

5）Bouchard＝zit．且．　Kδnig，：Bd．2，1904

6）：Burge：zit．　n．アharmaz．　JahresbeL　1919

7）8町k乳rd　u．　Seiferも：Pharm．．Ce且もralhalle　B｛1．36，　i895

8）Joachilnoglu：zit．　n．　Pharmaz．　Jahresber．　Bd．52，1919

！

’
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1

　9）Kober亀：工eh犀b　4．．Intoxik．．：Bd．2，1906

10）日下：目本藥物誌2巻大正15年
11）　日下　：　　　　〃　　　　　　3雀…　　　　〃

i2）Salkowski：zit．’n．　Virchow’s　Arch．　Bd，105，1886　u，　Bd．12Q，1890

13）：Best：R［．　m．　W．　s，12311917

エ4）BOrnstein：Z，　f．　kL瓦工，　Bd，40，1900

P5）Heitler：W．　m．　W．　Nr．23，1920

16）Huygeロs：Pharmaz．　Jahresber，：Bd．25，1890　’

ユ7）Kornauth；zi七．11．，　Pharmaz．　Jahresber．　Bd．26，18911

ユ81Ma七hews：J，　Amer．　med．assoc．　Vol．45，　p．844，1906

19）Scof6丑e：zit．　n．：Bioch6m．　Cent」・albl．　Bd，31808

号0）Stift・zit・n・K豆・ig・Bd・2・1904

21）Verschaffert：Ph島rmaz．　Jahresber．　Bd．50，1915

22）：Br町1ante：zit．　n．　Kδnig，　Bd．2，．1904

’23）K6n：g：Chem．　d。　Inenschl。：Nahrungs－u．　Ge加ssmit6el，　Bd。2s．431，界920

瀦4）Paschkis：，　W．，　m．　W．　Nr．9．　s．101890

25）StUtzer：Ce11もralh．　pharlnaz．　f．　Deu七schl．　Nr．91886

26）現代食：糧大観314～315頁昭和4年

27）］巳iegler：．　A．　pth．　Bd．35，1895　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

128）．Uglow：Aτch，　f．　Hyg：Bd！92，1924

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒’29）Vglow＝Arch．　f．　Hyg．　Bd．97，1926

．30）Dobreff＝Arch．　f．】ヨ【yg．　Bd．95，1925

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘲
　31）Fr乞nkd：ArzReilnittelsynthese　6．　Au且．1927

32）且aramaki：Z。　phys．　u．　di乞t．　Ther．　Bd．26，1922

．．3寧）Miyadera：Z．　phys．u．　di乱t．　Ther．　Bd，26，．1922

34）勝田　：了衡三二　　45號　昭不「1104二　　　　　　　　り

35）．第5敦正日藥局方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和10年5月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

〆
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澤庵及奈艮適中サッカリンの試験成績

技　手　　坪　　井　　緑　　ZF
’

　澤庵並奈良漬に付ザッカリンの定量分析を行ぴたるに次記の成績を得たり・

　　　　　　　　　　　試　　　験　　　品

　試験品は東京市内の漬物店叉は公設市場等の店頭にて販費中のものを購入したるもみにして

次の1】．種とす・

　　　（1）澤　庵　　　8種

　　　（2）奈良漬　　　3種

　　　　　　　　　　試　1　　　　験

　　1味畳試験

　本試験に於ては試験品の厘搾汗液2－3滴を舌上に致し暫時の後蛾味滅却し甘味を充分感ずる

に至り共程度を別に調製せるサッカリンの標準液と比較するの方法に回れり・

　三食盤9％（三二中食塵の含量4－14％）溶液に1萬分1量のサッカリンを混乱したるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　は舌頭試験に於て直に甘味を感ぜざるも暫時の後記を感ずるに至り其含量略々1萬分1程

　　度なるを推定し得べし

　　2定量分析

　細切せる試験品’1009をベッヘルに取り温湯100ccを加へ蝿拝しつ60分聞浸出し布片を

用ひて麟漉過し三門町回を以て同鰍虞理し前後に得た襯出液鮒葡噸中恥カ

リンの定量法（サリチル漕法）に準櫨して試験せり街ナッカリンの定量法にはサッカリンを硫

酸に化生する硫酸法あれ共本試験に於ては爾法共略々一致せる成績を示せり・

　　　　　　　　　　試験．の　吟味

　前記試験法に櫨りて槍出したるサ。カリンの量は試験品中の全サ。カリンに該當せるものな

りや否やを槍する爲め次の試駿を施行したり・

　試験品1009を取り温湯を以て歎同浸出し歴搾漉過して得たる残渣（殆と甘味を感ぜす）に

食鷺99を加へ水を追加して全量1009となし之にナッカリン0．02289を混和し一夜間放置し吸牧．

せしめたる後前記試験方法に擦りて定量分析を行ぴサッカリンを定量して次記の結果を得たり．’

　　　サッカリン添：加：量　　　　　　　 o，02289　　　　　　　1／4386

　　　〃　　　検｝珪量　　　　　　　o．0159g　　　　　　　V6666

　　　　　　　差分　　　 o．oo78g　　　ユ／12821
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　上記差分の成因に就ては之を徐寂するに充分の時日を有せざるを以て明確に断定し難けれ共

大回實験誤差に因るものと認む．

、 試　験　成　績
、

前述の方法に依り得たる試験品品次の如し．

1試験品

番號

1

2

3

4

5

6

7

．8

9

10

11

種 類

澤

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

庵

奈良漬（大阪品）

同　　（東京吊）

同　　（　〃　）

サ　ツ　カ　リ　ン　の　含　有　量

’味畳試瞼に操る成績

　1／7500・

　1／5000

　ヲ5000．

　ユ／7500

　ヲ7500

　1／5000

　コ／7500

　1！7500

甘味を感せす

　1／100GO

甘味を感せす

サリチール酸反磨に操り検出せる量

．試験品1009中の9量

0．0084

0．0109

0．0094

0．0089

0．0082　’

0．0114

0．0050

0．0050

検翻せす

ono10

検醒せす

含量に幽門せるもの

結 論

：／11905

1／9174

1／10638

エ／11236

V12195

1／8772

1／20000

1／20000

ユ／1000GO

　前記の試験成績に撮れば澤庵に於ては各種共ナッカリンを含有し其量は味畳試験に擦れば

i／5100〔レ1／8・000程度にして定量分析に擦れば1／20000－1／8000程度の含量を槍出せりヌ奈良漬

に於ては3種中1種ナッカリンを含有せり．

　但し上瞼誤差と認むべき0・00789のサッカリンを加算すれば次表の如く爾試験共略々同檬の

域績を示すべし・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

：番　號

2

3

6

種 類

澤

〃

〃

庵

味畳試験成債

1／5000

　〃

　〃

蟹　測　9　量

0．0工09

0．0094

α0114

賀験言三差（0．0078g）力皿算＝量＝

9 量

0．0187

0．0172

0．0192

．含　　　彙

1／5348

1／5824

V5208

註　（1）澤庵に於ては1／5000寝度にサッカリン存在するものとすれば4斗樽1個申の澤庵（大根02

　貫を入るエものとして75kg）にサッカリン159（4匁）を使用する計算となる．「

　　（2）食膳に上す澤庵輪切一片の重量約149，大サ直径5．1cm，厚サ0．4cm．

昭和8年ユ1月
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印刷工の血液中の鉛の試験

技　師　石　　尾　　正　　文

技　手　　坪　　井　　腺　　卒

技　手　　遠：　藤　　與　　作

～

　本試験は昭和8年10月23日附内務省枇會局の照會に基き施行したるものなり．

　抑々鉛中毒は，鉛を使用する工業の範團廣汎なると，其中毒獲生の経過慢性なると峯以て，

．工業中毒中最も重要覗するものにして，我國に於ても保健衛生上之が忌事に關し夙に注意を促

せるものなり・殊に印刷業に於けろ場合は，点呼心血に於ては既に奮くより之が調奪に著蓋し

』たる経歴を有す．偶々漉油局の白露に依り妓に本試験を施行し，工場衛生に關ナる調査上に助

力を致す三三を得たることは三所に於ても欣幸とする所なり．

　　　　　　　　　　　　　　工　試　，　　　　　料

　試料は人血にして就會局より逡附されたる品に係り，藤井血者（印刷工）一名よりの探血量『

．を100eqとし，試料弄種宛共栓硝子場に容る．

　　　　　　　　　　　　　　・IL　試　　験　　方　　法

　本試験に於ては，Schmidh．　Weyrauchの著書Ueber　die　Diagnostik　aer　Bleivergif七ung

玉mLich七e　modemer：Forschungユ933，20～25の記載に從ひて，血液を友化し，友分より鉛　　，

を抽出し，次に之を酸化し，テトラメチル・パラ・ヂアミド・ヂフエニルメタンに作用せレめ

て色素を生成し，之に就き比色法を行ぴ，鉛の含：量を測定するの試験順序に掠れり・但し豫試

験を行ぴたる結果，該書に記載¢）方法に一部攣更を加ふるを可な砂と認め，酸化法はSeiser，

Neeke　u．　Muellerの奮法（A．rch．　f．　Hyg．99，19撃，157～164）に從ぴジ比色にはヂユボズク．

lDubosqu比色計を用ひたり・本試験方法を詳記すれば次の如し・

　　試料の虞置

　本試験に於ては試料の全部を1同の試験に供す．帥堤内ゐ血液を内容150ceの硝子製羅

1皿に移入し，壕壁に附著しで残留せる部分は水3ec宛をμて3同に亘り．之を嚢の皿中に洗入』

｝せり・．

　　血灌の刻ヒ

　前認蒸獲皿の内容物を短き硝子棒を以て掩搾しつ瓦之に硫酸5ceを徐々に滴加し，善く混
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和したる後，皿に硝子棒を附し之を慨温電氣乾燥器に納れ，120～130度に於て約12時聞加熱

す・「此際皿の内容物は黒褐色離歌の塊に化す・次に之を圖の如き装置を有する雨晒櫨に聴納し，

電　　氣　　盤　　の　　圖
．　　と

　，，・潮・・．、．『　　　　　　特．．㌦
E∴．F男ご噂㌦　　　　　　　　．ドA・・，．、．．，．・，　　　　　　　　　　　　　’ノ巳　　　9

／

B
E 　偲

’D

、lll　｛

／

烈凱．．．．醸

丁劉　装　置

100V

　　’ム　保温幣（マグネシア）　：B　耐　火　煉　瓦

　　　Cニクロム線　Dl及　 氣　 管
　　　Eサーモカップル　R抵　　抗　　器＝
　　　T　ノぐイロメーター

名0¢c宛を・以て2同，コルベン内に洗入したる二又加熱す・

500～530度（550度を起ゆべか

す）に於て6～7時間加熱し完

全に友化す．

　　鉛の抽出

　友化物の冷却後，之に40％

ゐ濃硝酸正。・6及硫酸i5cc．を

注加し，硝子棒を以て掩絆しつ

製小火焔を以て加熱し，蒸喪皿

の内容物を微に沸騰せしむる時

は，暫時にして友分は溶解し淡

黄色澄明の溶液を得手に加熱

を纏関すれば初め硝酸後に硫酸

の蒸氣を獲生して，液は白濁す

るに至る．此時加熱を中止し，

放冷後永50CGを加へ，再び加

熱すれば澄明の液を得・尋で之

を内容500ceの釣橋のキールダ

ールコルベンに移入し，蒸獲皿

内の残留液は加熱せる20％の硝

酸5CG宛を以て2同，1次に水

　前記溶液の冷却するを侯も之にアンモニア水を加ヘワFe（OE）3より成る溺呪物を生するに至

り，叉之を溶去する迄’20％の硝酸を加へ，水を補ぴて全量を約200Geとなし，30～40度の

溜度に於て硫化水素を3僧5分藺烈しく通す・‘鼓に沼濁を生すればアンモニア水をピユレツト

　より滴加し，硫化鐵生成の爲に沈重の全部黒攣するに至り，再び之を硫化水素獲生器と蓮結

　し，コルベン内の液k水柱40cmの二二を與へつ」一；夜間放置す．

　煎記硫化伽難をS・h・・囎描過管3G4號を脚て吸引画し，瀧餉ゐ雌鰍

を以て胴洗澱郷黙せ礁恥ンガンを階オ凋め礁舗ア加一ル蹴倣
、騨諌．（水rOC曜灘蝋を断口し孝96％のブル’∴ル50ccと混禾ロし・轍3e¢を

、添加して襲す）・15ecを濾過管内に注亡し，1時間孚放置したる後吸引濾過し・更に1同士操
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作を反覆し，尋で水を以て2同罪離す，次に銅を除去する爲珍シアンカリの3％溶演fOeむを・

濾過管内に注加し，ユ5分聞作用せしめて吸引し，．水を以て2回洗濃したる後前記のアルコ、

一ル性硫化水素溶液：1QCGを15労間作用せしめ，濁水を以て2同洗寓す．　　　　　’　　1

　　早め酸化

　前項に記載したる如く庭理せる硝子濾過管内の淺留物に1加熱せる20％の硝酸10c6．を注回

し，3～5分の後吸引濾過し，更に1同髭操作を反覆すれば鉛は溶馴するを以rピ，水を以て3

同濾過管を洗興し，濾液と洗液とを合し之を硝子褻蒸嚢皿に容れ重湯蕪玉に蒸回す，滋に得た

る乾平物に30％の酷酸ソP・ダ溶液：3eGを注加し，’時々掩搾しづ製再び重湯煎上に蒸褒6，1其

乾香物に水2ccを加へ温めて溶解し，之を試験管に移入し，皿に附着ぜる幾液は熱湯2GC宛

を以て2同試験管に聞入す．　．　　　　　　　’　　　　　　　　　　　・’　‘・．　’

斯くして得たる試験管内の液は比色用の原液にして，之匠フエノルブタ蘇イシ溶液・1滴を

加へ，100分定規ナトロシ液を加へて溶液微に紅色を呈するに至り，200分旧規酷酸液を紅色

の引導する迄滴加し，次に：恥辱の飽和溶液2ce・を加へて善く混和したる後之に次亜鷺素酸’．

ソーダ溶液ユeGを加へ，90～95度を保てる熱湯中に2時闇浸漬す．庇時鉛は酸化され，て過酸

化鉛となり析出す・勿て試験管の内容物を冷後次圖の如きアスベス幽トを翼充せる活栓三三濾過

管を用ぴて吸引濾過し，『qで試験管内の淺留物を濾過管内に層楼する爲’・

之に水5Geを町勢しジ羽毛を以て管壁を摩擦したる後之を濾過管内に

吸引濾過す・此操作を4回反覆し・過酸化鉛の警部を濾過管内に集め

最後に水5cc宛を以て2同濾過管を洗溌す．

　　鉛の比色定量

　前記の如く過酸化鉛を虞理したる後，濾過管の活栓を閉ぢ，濾過管内　　6mm，

にテ｝ラメチル・パラ・ヂアミド・ヂフエニルメタンの結晶約2～3片

を投入し次に氷酷酸5eGを注醸しゴ5秀間放置したる後活栓を開ぎ吸

引濾過すれば濾液は鉛の存在に於て青色を呈し，且其量に比例して濃淡

の差を生す・傍てD紅bosqu比色計を用ぴ，次記の如き方法に依りて調’

製したる標準と比色し鉛の含量を桧定す．

　比色用標準液の調製には硝酸鉛1．59849（Pbの19に相當す）を少，

ζ

貸

ト

量の水に溶解し，之に：20％¢）硝酸■G¢老司ぺ水を追加して全：量を、1かとなしたる硝醸鉛の

溶液を基本としヲ』～用に臨みi駕坦磯を取り水を加へて奎量を⑰と，なし，乏ま疹16砿3e6友』

O碗を墨取しg：盈灘付軍帽の方法を踏襲して鉛を過酸化鉛となし’之．をデ畢ラメチルQパラ，

・ヂァミド・ヂフエニルメタンに作用をしめて色素を化生し：以で比色ゐ標準匿僕ず”邸各標準・

液は順次鉛Pbの0ゆ1mg，0・03mg承0船mgに樹回す・比色k當勢ては機液の呈色ゐ濃淡に

’
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鷹じ琴：種中よ砂真種を選び之を適用すべし，　　．・・　　　1．　　．．『一

1＝』「

c・・L撃梧D嘩翻す礁器具騨噸1≒就て
　試験中細桧物と接濁する硝子器具及試三等より鉛の混入するととあるべきを顧慮し，．本試験

に瞭では次記ρ如き品質き具有する品を使用す，、　　　　　．　　：・

ll二硝子器具．　　∵．

　可桧物ρ容器に供する蒸護皿及試験管其他並に試験の精製に要する器具類には，カリ硝子製

φ品を用ぴ，：使用に先だち豫め之に硝酸を入れ煮沸して清掃せり．．、

　試藥には知己㊧品を使す・　　、・　　‘．　　　　・　・

　　硫　　　酸

・蒸濃レて用ふへ蒸溜装置は内容二750GG¢）蒸溜コルベン・分溜管及冷却器より成りパ蒸溜コ

ぞレペン≧分溜管との連結は磨り合せにして，分溜管は硝子管よ軌域りて山形を爲し，コルベン：

ρ頸部と45度ρ角を以て上方に屈曲し；其斜線の長さは5Gmにして頂上に蓮し，之より下

方に屈曲レ・叉垂直に屈曲し其先端は受器に達弘而して垂直の部分は冷却器の用を回すもの

灘南冷却は亡霊を以てす．蒸溜コルベンは豫め其外部をアスベストの泥暦を以て被覆し題画

に琿酸ソーダを塗布し乾燥の最用に供す．蒸溜に際←ては，之を金網上に強く熱し，蒸溜を圓・

滑ならしむる爲めコルづン内に素焼板の無記を2～3箇投壷するを可とす・・

　　硲酸論証酸　　　　　　　　　　　　　　　　　，：

・局方適品を蒸溜して用ふ．

　　アンモニア水

　墜縮アンモニア（鐡製容器入りもの）を水に飽和して用ふ・：『，’

　　苛性ナトロン

．響ト睾り製麟のを用ふ欄に於て脚の製品を使用したりし

　局方適の瑚酸を用ぴて4％の溶浪を製し・共10Q駕に付次三三素酸ソーダ溶液・3～5　ceを

添加して煮沸し濾過して用ふ・’　　　　　　　　．’　　　　　　　‘

　　撞素酸ソーダ溶液　、、　　．・．　　　．．　、．・‘．　，，　　、　．．’

，．無繊酸ソPダ（本試験に於てはメ～レク製の分析用品を用ぴたり）11g龍乳鉢：に取り，之に

型Oq三局樋リク・・ル石鎚09’を加へて礪し1’善槻合したる後水’50¢G勧・ヘダ又i

善く研磨ら匙ho雛硝子濾過管を以て吸引濾過し，．蛇に得たる淡黄色わ濾液を用に供す・但レ

本液◎有i敷：肇素り含量は．8％，以上：な；るrざし号　1∴ご・．1　∴　．て穴：・∵∴宝　ぐ己11’＼・・

ン∵酷酸か1ダ溶液1∴・・．．．．．．．＿一．∵ゴ・．・1『1∫，＝：・・ぐ・∴、・ぐ’ピ．’1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
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印刷工の血液中の鉛め試験 1bf

・苛性ナ．トかン溶液：（1．遡ジ∫を以τ酷酸を旧知して製す∴『’．　　rl：’．∵　．：∴1「指ゼ㌦’，．一

　　テトラメチル．パラ．ヂアミド．ヂフエニルメタン・。、1．・　’・・－…　 ㌧

融貼89～90度ρ品にして氷酷酸に溶解して無色な：るべし’若し溶液艶1する時抵・硫化ア

7響撫轡を學て岬結晶隅糊畔醐触’「1・二

一3％の溶下用ふ本講眼ではかル・・一ム籔棚峰噸醐，一’r．11．：

　　アスベスト　　　　、　　　・．．l　　　　　i…　．・　　　　　　　　｛

割蓉灘濫鎌警撫脚の騨騨解噸即
　　硝酸．鉛

本選に於ては・ル濃騨騨準用せり・’ @　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　、，IV！．豫　　試．験，

　本試験に著回するに駆り巌あ其方法の精密度を了知するの目的を以て幽趣誤差を測定した

診。洗づ試藥のみを以て本試験と同一の方法を行ひ，次に牛血液を材料とし其100eeた付試、

験を行ぴ，義心に種々の割合に鉛を添加して試験し，夫々次表の如き結果を獲たり・　　　　　．、

　　　　　　　　試藥，牛血液及鉛を添加したる牛血液：に聾する試験成績表

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　ユ　　表

二二
添加Pb量

強餌Pb量

①

②

㊨

④

⑤

試藥のみ
の場合

G

⑥

⑦「

…購

0過oi

O

O’

α002

0～0．002

0．00　75

牛 血 液

0

0．004

αogi

O：001

．0．OQ1

0．002

0．005

0．GG8

0．005

0．001～0．004「0～0．003

　　　　　0ヶ60
α0018　　　　　．b．0015

1＝・・1一、．ραo・：

0，01

0．015

0，012

0．01・

O．013

0．OG9

0．008

0．01

0．03

・0．G31

0．Q32

℃．029

．b℃27

0．03

岬6．’

o．o二

一〇．002～0．005　＝OJ〔〕04～OjDO2

－20～50　　　　　－13．3～6．7．

b．001　　　　　　　－0．0007

10．0・　　　　一2．3・・

0．06

0燭3
0．05ゴ

0！064』

lqO47．

一〇、oi3～0」〕04

－21．7～67

－0．0037

『’ E一63：‘・・．、

．0ユ’

0．1

0：133

0～0．033

0～33　・

α0165、

再6軟

表中Pbの勲m蝉位にして，二二礪中實灘Pbの検瞠と瀦量との差臆購夕6は購

禦騨える鱒示拝均の轡品数岬野聯し〒都騨醐る聯
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　樹参考の詰め本証試験と同→の目的を以て’．Se蜘r，・Neeke廣・MueUer・の實験したる薪蕾二

法に撮る歳績を示せば，次¢）如し・．’・ゼ　　　・「「』一・．二『ドこ・一『・＼　1．、ご∵

一1・，㌦．．∴〆、∵、，．．，一一・・第・2　表、

／原　　　　料 山 羊　　　」 血　　　　液
試　　料

添　加Pb：量 0 0，005 0．01 α03 0．06 0ユ

検　出：Pb量 ．省 略

化學的酸化
鰍ﾉ採るも・
ﾟて奮法）

@　辱

　　　範．園｛讐誤差　　　鞠｛嬰 0～0．015

ｿ0051

0，003

@台0

O，003

@60

一〇．01～0．03

|100～300
@0．0032　　　　し

@　32』

一〇．015～0．01

|50～333

|0．0014

|4．3

＿0．035ん0．01

|58．3～16．7

黹ｿ0057

|9．5

一〇．03

鼕z
M〇、03

|30

　　　　　　　検閏：Pb量　

簾鰍　　（姻騨α01～α03　よ鑑　1＝欝＝鍔誌藩’8

．㌘㈱ D誤差

　　　表中化卑的酸化法と記入せるものiは，此旧記を調製する爲め鉛を酸化するに際し，本報告の準撮した
　し　　㌔　　．　．

　　　る方法（Arch．　f．　Hyg．99，1928，157～164）を以て試験せる成績にして，電氣的酸化法と記入せるも

　　　のは電氣分析法（ZtschL　f，乱ngew．　chem，鉱1929，96）に擦れるものなり．　Sch血idt　u．　Weyra

　　　uchの著書に記載せる方法は後者とす．

　第1及第2の表を比較するに，三等の成績はSeiser氏等の二丁に比し實験誤華寧ろ僅少な

ることを認むべし．尚電磁的酸化法に徹る成績は，鉛の含量0・06皿9以上なる時は可良の結

果を與ふるも之より微量なる時は成績不良となり・001m＄以下は測定不可能なる事を示せ

り1．余等の試験に於ても，該法を遽試し此事實を夙に認めたり・此の如く電磁的方法には未完

域の黙ある事を験知したるを以て，本試験に於ては此方法を同即したるものとす・但0．03卑g

以下の域績を無思す得る場合には，二二的方法は操作容易なるを以て優れたるものと言ふべ

　し．　　‘　・　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　幽　　：

’本報告に於ては比色に當リヂコ・ボスク比色計を用ひたり．蓋し試料の箇数多きを以て操作の

容易なる手殺を選定したる結果に外ならす．，

　　　　　　　　　　　　　　　　V・試験　成　績

・　龍主記載の方法に漏り施行したる試瞼成績を表示すれば左の如し・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　試験成績表　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　　表
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印劉エ’の血液巾の鉛あ試瞼 ．1．05

試

翻麟血者の踊瑚

一1
2

3

東京．市小石川匹

OO印刷株式會鷲
　　〃

〃

4　　．　〃

5　東京市牛込薩．
　　　○○○○印刷所
．6、．　　〃

．7

8

9

〃

〃

〃「

．10　來京市本郷匿．

　　QO印刷株式會鮭
11　．　　，〃

12

13

14

ユ5・

16

17

18

19

20

22
一23

．24

25

．26

27．

28

・29

30

31

32

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　　〃

東京市小石川匠
OO印刷株式會融
　　〃

〃

〃

　　〃
東京市京橋旺
○○印刷株式會社

　　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

33・棘市語臨駈
34　　　　〃

35

36

37

38

〃

〃

〃

〃

被探血
．者男．、

別

男

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〆

ク
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〃

〃

〃

〃

．〃
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〃
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〃1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃

．〃．．

〃

〃

〃

〃

〃

．探血年H

8年エ。月

〃

〃

〃

〃．

〃．

〃

〃

〃．

〃1．

〃

〃．

〃

〃

〃

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

〃．

〃、

同年11月

同年10月
’　〃

〃．

〃・

〃

〃

〃

同．年11月

〃

〃

〃

〃

〃

鉛吸出童．

（血液100

cc中Pb
の恥9）

．－ O．022

．0劔7

0，043

0．047

0．05（》

0．0工生

0．017

0．019

0．036

0．029

0．014

0．039

0．028

0．021

0．033

0．025

0．0盤

0．018

0．020

0．017

0．038

0．015

0．015

0．035

0．023

0．024

0，020

0．026

0．002

0．019

0．033

0．b21

0．016

0．024

0．022．

0．016

0．030．

0．031

試料： 被探
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39． 回　　　：〃『． 男

1　〃”　　　1

戟@〃．　　　　　　　　唱

．〃

V

・42
．東京市：京欄亟

@．○○○株式會融
〃

43． 〃　、 〃

「44 ．〃．』 〃

．45． 〃 〃

46 ．　　　〃 〃

47 ．　　　〃 〃

43 ”　． 〃

49　・ 〃 〃

50 〃 〃

．51 ド　　　〃　r 〃

52 東京市荏原匠
@○○○○．印刷所

〃

53 〃　． 〃

54 V 〃

55－ 〃 〃

56
　東京市品．川厘iOOOO印刷株式會杜

〃

．57 〃 〃

58 〃 〃

59 〃　　’ 〃

．60 〃　　　　　　’ 〃

61 〃

．62 〃 〃

63．． 〃 〃

64． 〃 、〃

65 、　　　〃　・ 〃

．66 〃 〃

67．． 〃 〃

．68 〃　　’　　　　　　　， 〃

69 〃 〃

70． 〃 〃

71．． 〃 〃

72 〃 〃

73 〃 〃

74 東京市棘田口
@　　○　○　○

〃

マ5‘ 〃 〃

76 〃 〃

L

探藪年：駐’

．8年11月
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〃

〃

〃

〃

〃
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〃』．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

〃
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〃

〃．
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〃
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0．010　，　　「

α0手8

0．030

0．012、

，0．020

0．009

α02Q

噛01009’

0．018．

ρ012

0．027．

0．011

・0．035

0，011

0．0（工8

0，011

0．（泌5

ｿ026

0．016

．0．005

”　　　α014

”　　　’0．00唾

〃

同年12月
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＼

0．015

．｛

0．01工　．

0．0工0

〆

■　’
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被探血
男女者
別
探血年月

男　　8年12月

〃　　　　　　〃、「

〃　　　　　ハ．

拷．．．．㍗．：4：’1∴

1ガ　　’闇〃・‘、‘

　　　グ
”　同年11月

〃　　　　　〃『、

〃　　　　　〃＼

〃　　　　　〃、；

”　同年12月

〃　同年11月

〃　　　　　〃＼

〃　同年12月

〃　　　．グ．」

〃　同年11月

〃　同年12月

〃　　　　　〃

〃　同年11月

〃　同年コ2月

〃　同年11月

〃　同年12月

〃　　　　　〃

〃　　　　　〃

〃　　　　　〃．

〃　同年11月

女　　　”

男　　　”

〃　　　　　〃

〃　同年12月

女　同年11月

男　　　”
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cc巾Pb
の：inの

　0．014
　：
　0．009

　1．
0．031

～1㌧

O．020

　0．019

　0．0工6

　0．017

　0．010

　0．018

0．030

0σ29

α095

0，Q24

』’ O．013

　0．020

　0．006

，0ρ20

L．：0．020

0ρ36

　0．015

　0、028

　0．019

　0．022

　0．014

　0．014

　0．034

　0．侃5

0ρ21

　0．021

　0．034

　0．028
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@．OOOO：印刷所
〃
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1

124 ．　！　”、 〃
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〃
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D．

〃　，
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132 唱　　ぢ　’　　　1 〃

133
　　　　　1D東京市牛込匪・

@　○○○印刷所
〃
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135 　　　　　　　・C　　　〃 〃

136：」 〃
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●

印；刷工め血液中め鉛め試験 i；δ5

第1　』4’　表．

分　　類 Pbめ・槍畠量．
ﾏ，雪洞　　　　　　　　　‘

試 料1　　‘．

番　　號 （血液1GO　cc申Pb〔蔦》1奪9量）
箇．　　　　鍛、 ∫雛藪燭ナる割合（％）

．1　・’ 0 ’1 0．7

皿 α01未満 10 7．3

皿 0．02　〃 58 4鼠3．’
C　　　　「

F 003　” 38 27．7・

丁層 qo4　” 25 圃18．3

更 0．05　” 4” 2．9

皿 0、06　” 1 0．7

合1計 工37

　上表中：分類工（桧出量0の場合）は試料中にPbの反慮を桧出せミ？レる9な〃，・但常人の

血液分析の場合には斯る類例乏からざるもの瓦如・くSeiser，　Necke　u・Muellerの報告（前出）、

中にも亦試料綿畢、26簡中附和はρ『？球脚を示せり・

　　　　　　　　　　　　　　　　繕　　　　　括　　　　“・・

以上の試験成績を縮括して最に本試験の結果を編結すれば三三項次の如し・

1・本試験はSGhlnidh・Weyrauchの著書に記載の方法を以て血液を友化し，其次分よ

りSeise，　Neck6　u．　Mu叫erの方法に擦りて鉛の量に樹憲する色素を製し，次に其三色せる

鉛溶液に付ヂユボスク比色計を用ぴて呈色の濃度を桧聞し，以て血液中の鉛含量を測定した「

　　　　　　　　　ノ
るものにして，此方法に擦る時は，血液100ebに付最高0・005　mgの實験誤差を以て鉛の量

を言出する事を得べし，但今回の試験に干てな試料は100Geなりしも，本試験の経験に依

れば其牛量を以てするも，100eθの場合と同一の成績を牧むること可能なりと認む．

2・Sch皿idh・Weyrauchの；著書には，鉛職工の血液中言の含量と鉛中毒の徴候とを蜀照せ

る■i七zner　u・Weyrauchの判定標準を記載す・其形式下の如し・

但之に準撮する場合には鉛の検画に當り血液分析を2同執行するの要ありとせり・今本報告・

に於ける試験成績を庇標準に從ぴて判定せんとせば，本二三は1回の分析の結果なるを以て

直に之を適用するは三門當ならざるが如し・故に本試瞼の鏡三度を顧慮して標準に後記の如

き丁丁を加へて鑑定すれば，本報告の試料たi封ずる鉛中毒の瓶勢を覗察することを得べ

し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

ノ



！

1 タ

1・b6 石尾う・坪難・鐘晦

ノ

LiLzner　u．
Weyrauch
の剣定標準

　鉛中毒の徴候の認否に關する発試料（ユ37箇）の分類表

聯繍諭爾◎岬㏄秘穿嚇醐蜘
　　の徴候なき程度のもの）・…・・…・∴〃………・α01～α㈱mg・…・轡〃総

の第1贋と第2厨とに跨る

　　・翻るxも…∵一・’∵一…’《脚035m・一占0・”・33

の第2贋（鉛中国の徴候を認むるもの）　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　に鶴するもの∴・一∴…・……・・〃…・・…αo路～α06m3・…∵・〃10

の郷麗（徴回しきもの）・　　i・　　・．　i
該當するも・…一・・一・・噌・一一・・7㎎以上・…極・・

’・ ｺ和9年ユ物‘
・附　　記　　　　　　』F　　　　　　・’・

　　本試験は証會局黒田技師の計書に基けるものにし：て，印刷手よりの採1血及試料の逡三等は同

’技師の手を経たるものなり・　’　　一、　．　　　・．’・

’　本試験に於て用ひたる電虚血の作製に際しては理化學研究所田中寛氏の教示を得たり．

ノ

ぐ　’　　　　r

曳・

～

．i

云匹噛
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印刷工場内の堆積塵埃中の鉛φ試験・

　　　　　　　　　　　技．虚ザ・孝ヂ尾・：』ゴ・麦：∴：・：’・’∵∵－．：『∴

　　　　　　　　　　　技手．1坪井一・蘇：2F
　　　　9　　　　　　　　　　　技　手　　遠：　藤　　與　　作

　　　　　　　　　　　助㌧手’・松・：田ン・＾　1層・肇∴・r：『・　．∵二：∴

　本試験は別報印刷工の血液中の鉛の試験と同じく内務省肚會局ρ依嘱に係るものにして・工

場内に顧て試料を探亡したる場所に丁言耳ρ亥痛感ゆり㌧

　　　塵埃の堆積場所一覧表’

　　1’・活字懸造’室、『、　　』『 ．　 F，

2・活

．5文

4・植

5・紙

・6・解

7．

8・印

9・製

字

撰

字

濾

出

’函

室　・　．　・「『rh　』・．【

室（文面後証場所に於て活字版を組む）

室

壼

　　　ステロ版室（叉は鉛板室）

　　　　　　刷　　室

　　　　　　本　　室　　　　　　　　”、　「　　　　　　　　　．

今日の印刷工場に於ける工程は，活字版の組立より紙型を造り，之を以て鉛版通樗堀テp版

を鋳造し，然る後印刷に着手するを通例とし，活字は自給する工場多し・随って印刷エの鉛中

毒は，其の誘因するところ固よわ工場内の鉛塵にあるも，幽’活字叉はステロ版鋳造室に於ける鉛

合金の熔融工程は，中毒の原因として疑惑を惹くに充分なり・從曲行はれたる研究（1）の結果に擦

鵬微瀞嘱するM・・g・yp・にありては・正忌設備せる合金三三よリヰ鉛四

三を爽散するに至らすとせり唱・因に活字原料の合金は三三235度附近㊧もの多く‘，鉛ゐ融鮎犀’

＄27度なり・ズ流ロ版の鋳造にありては，鋳造櫨の内脊物峠印刷インキ或は合金屑等を爽雑す

るを以て過熱に陥る弊あ：りで，其千度は400度た上ることありとし，スデロ場に於ては酸化

鉛の飛散する惧れあ勢と塗り・文献ヒ鉛の蒸氣堅に8q8度に於て僅に0・08週mなり・　　／

　塵埃中に於ける鉛死）形態に偉垂垂光澤を有し肉眼にて制然と鑑定し得るものあり・活字の小

馬合金の熔醐薙誰騰之にして・肉眼にて二塁ものは罪源物・：曾て磯

回継る糖臨瀞齢の駿中臨在せる卸郵2エ5％の鑓②を四輪ものノ
あれ共闘印刷室内の塵埃にはq2％の如き少量（3）を槍出せるものありて，堆積塵埃の所在場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　．　1
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に面する鉛の存在量には標準とすべき範園を認知し難きもの藤屋し・

吟三半行せんとナ嶽詠激鹸纏壼濠誌ゑガ融幽鹸ま離調言己凝したる事

實畔於ける疑黙黙し灘の三下與置所あr騨な、り・

　　’　　　．　　卜　1∴　試　　「：一料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　試料は杜三局より逡附されたる品にして1種1堤に阻め総数45箇あり・堤の内容は1～2箇

を除奪執れも豊富にして1同の試験材料に供して三頭あり・關係工場は東京に於て12ケ所・

汰三従於で3ケ所を数へ，凍京に於けるもめは婁め血液の試験に於ける二ものと同憎なり。‘・

　　　　　　　　　　　　　　　　1：【・試簸』方i法：

　．印刷工場内の鉛塵に心する文旦に付余等の探索したる範園内に於てぼ試験方法を附記ぜるも

　のなく，此間見出したる：Froboeseの報告（4）は塞山中に浮游せ；る鉛の槍出に噛するもみに’して，

室氣を濾過して得たる塵埃を硝酸にて塵諒し，鉛の抽出液：を作り，之に重ク廿・ム酸カリ溶液を

作用平しめて鉛の定量を行ふ方法なり・・斯め如盗本試験：方珠に封ずる文厭上の重圏は充分と言

　ふを得ざり．き．

　　按ずるに鉛塵の試験に於ける第一要件は，塵埃より鉛を抽出する方法の適切なることなるべ

　し・本試験と密接なる關係を有する活字金の分祈に於ける鉛の抽出法は，活字を硝酸含有の盤

酸若くは王水に溶解し，之に苛性ソーダを加へ，アルカリ性に継て硫化永i素に由て鉛を分別する

　を常法とす・然るに塵埃の試験にありては，試料中に砂土の混在多きを以て，活字金の常用分析

法よりは，．鉛と珪酸との分離に有効なる酷酸ア2モンを以て鉛を抽出する方法を勝れりとすべ

　し功ロ之該法は試料に硫酸を加べて煮沸する手設を前提とするを以て，試料中の有機物は完全に

．分解さ：る瓦，が故に，塵埃の如き有機性物質に富めるものに潤しては最も適切なる方法と認む，

　　　、脇連硫酸溶液に溶解する硫影画の量　　：．　’．鉛の分析に曾て1試料に碑酸を加今て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加熱する庭理法はゴ血液中の鉛の試験の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　如く鉛の含量僅微なる場合の槍出法に賞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用さるる手段にしてジ此場合鉛は溶解度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’の三下上硫酸々性溶液中に悉く溶去する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を以セ，不溶慢獲溜物を濾別して得たる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・酸臥煙に無鉛の分析法を蔦蔓すれば，試

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　験の目的を蓮し得るもみなあ’・若し鉛多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量なる時は，左表に記載せる限度を超過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の分は硫酸々性溶液に不溶の淺留物中に

確。．） 夢bSO
一1（右記の硫験100cc中に溶解する9量）

ヨ2SO（％）

15． 0．0038 0

∵ユ8 0．004ρ　　● 0

20 0．0041・ 0

18 0．0031 0，001

」　〃　． 0．0013 0．0049

〃 0．0005・ 0，049

．工5・
層。

0，003 63．4

〃 0，011 ．85．7

　　f，b．
曹

‘

’⊃グ 0．039’ 』97．0

r7
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印刷正場内φ堆i積塵埃中の鉛の試瞼 ・109

1

残存引而して此部分に於ける鉛の量に廉酸性溶液に可溶の分に比し著しく多量なれば・可、

溶醐搬肥州上鱗ずる圏醐ゆ・『』『’“』’「∵・∵∫．’∵‘1∬∴い冒’…層；：ど∫1！．’．以

’『 O三解噸ジ三三鱒噸醗騨離縦雌ぼ努彫渇三三三三『
灘不解磯聯轍アζモ聯にて浸禺1ず雛騨と認恢恢嘩施三
猿りて試験を施行せり・，ヨ（・照　　　，　　　1．，．．　　　1　　　・．

　　　濁　！欄試幽料の凹凹i・…’1
堤の丙刃物を郵職氏鰍上郷げ，爽羅幅木片1瀞臓醜伽至灘噸合金

熔融物を除去したる後能く混合勧、西分法に從ζ）て：其絵部分を分取しノ試料の探取用に供す．T

　　　　　　　　　　　　　　l＝三二施　方、．法．

獄藩論町端騨増騨工門下銚囎2鯉害畔て諦を轍し．’津静
懸ルダ触〉レ烈レ≦／に牧め1；硫酸ユ吻＿を加へ℃熱し，時弊肯酸2ん3・妊を添：加』L巌液全く・：

鮨と泌に動加熱を鱗伊野・・…勧へて・謬ンの酪物詣繹：ト灘デ二
上め残留物は1％の硫酸含有水を以て善く洗骨したる後，1之を濾紙と共にコルベシに移入し酷

酸アンモン濃厚溶液（50％鴎酸にアン毛ニヤを通じて弱ラルカリ性を呈するに至らしめた捧も　　・

中）コ0㌻11証拠聯煎坪約30分四丁：し琢手00・6を力吟て解し≠漏す瞬

紙上の三州勃は酷酸アンモン含有水（国記の濃厚溶液を2σ倍に稀繹して用ふ）遼以て善く洗

蜘脚濾液に合し堂に細勲津隼醐難嘩灘硝子瀧管内噂
’璽レ硫倣素鮪蟹を以て灘したる観点瞬有アやぬ雌韓面素謙（水50．

Cl圃ヒ水勲飽秘孝96％のアノヒ’ニノヒ50ρcと混和P鰍3。G：を温して即’

綿10・・を加へ塒酔雄の後剰韓酬鞭灘螺飾の嘩以繕く灘ナ漸
くして分別セた筒準逼二上の淺留物に熱稀硝酸約手qGe客加！ト，暫く殊干して吸引濾過脚1

・雌作蝋稀牒59・を以て躍レ永を以て濾過管を回したる後洗液及濾液蛤し・塵，

稀四二5G噸へ嬉二上に灘レ鞭臥に蜘熱・・磯の綿韓揚キう晦
りて放冷し・水5ec及之と同容量の緯アノセ・・『㌘ルを混和レ・鍛時間放置の後蚊に得たる硫酸鉛

PbSO茎．を濾別し，硫酸をヵロへて酸性を呈せレめたる稀アルコ6ルを以て充分下灘し，磁製堆

塙に移入し，加熱し秤定しシ其量より試料中に於けるPbの：量，を算出す．　　　　　　　　　・

，　　　　　　　　　IIτ1講験算．績　　　　　　　　　、、

　　　　　　　　｝．・・』・見「；，．い■鉱．．’・．∴∫・塵’・・．
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豫試験成『績表

塵埃の供 鉛（Pb）の添加量
●

鉛（Pb）の検出量　

試量9’ 9　　量 塵埃に謝する％：量層 9　　量 ％　　量

・　　、1．0 層0 0 0 　　　　、O

〃 0．1・ 10．0 0．0985　殉 9．85．’

〃 α01 1．0 0．0095 0．95

．鼠0 0，004 0．2，，　一 0．0036 0．18

本試験　　前記の方法に撮り實施したる試験り成績を表示すれば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　試．1験．成　績・配

置料番號

工　　揚　　名 所在』黶D所
試料の総
ﾊ（9）

外’．　　　槻 金厨粉の
L．　無 備　　　考

鉛ぽbノの

эo：量
@　（％）

‘r 東京市本郷区
@○○印刷株式會肚

植　1字、室 9．0 友褐色，粉塵汲綿塵
有・
i趣微量）・

「4ユ1．

2 〃 鉛　板　室 11．Ol ”　　綿塵、 〃
熔融物・あり　　　、 5．38

r・3

〃 活　字　函 6．0 〃　　粉塵
ヴ．（趣微．．

ﾊノ
6．39

・． S 〃 〃 3．5 〃　　．紛・塵及綿塵 〃（〃） 4．54

ド5・ 東京市品川歴
ﾐ○○○印刷株式會祉

．活字鋳活室， ．155 グ　．　　　〃　　　　〃 ”　　． 細線駅熔融物 11，94・

6 ．”　　・ 解　．版　室 1LO 〃　　　　　　〃　　　　〃 無 1．02

17
〃 交　撰　室 工4．0 〃　　粉塵 〃 0．62

s 東京市京橋匠
@○○○株式會杜

〃 13．5 〃　　　　　　〃 有（少量） 1ユ5

1g 〃 印　刷　室 4．5 黒色，綿塵 ”（り 0．07

10 〃 活字傭造室 灰褐色，粉塵 〃（多量） 2．03．

11
〃 活　宇　箱 5．0 ・。　　綿塵及少量の

@　　　粉塵
〃（”） 活字あり 17．86

12 〃 〃 6．0 〃　層　　　’〃　　　　” 〃（〆） 活字削屑あり ・16．951

一13
東京市牛込遮○○ρ印刷所

活字鋳造室 9．0 〃　　粉塵 〃（〃） 活字あり 2589・

’・14 ・〃． 印　刷．・室・ 、16．5 灰黒色，粉塵 無
塵　　　■ ■5α

幽15 グ ステ’憎版「 9．5 灰褐色，綿塵 無 16．64

16 東京市京橋匹
@○○印刷橡式三一

植．字’室 18．0’ レ　　粉塵．’ 〃
▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

、1．OS∴

＼17 〃 鍵　造　寧 22．0 〃　　　　　　〃

@　，　　　．

@　　　　　L

有爵歌 5．72

i8』 〃 印　刷　　室 ’8．5 　　　　o普@色，綿塵 無 上申の熔融物 1．31

萄・ 東京市示r順櫃

@○　　○　．16 植．字　’室 簿 白白縫妙量の．
〃 ●

・1．00

20 〃 文　撰　室 13．0 〃　　綿塵　　　　　　，　　’ 〃　　． ’，1江2

21 〃 ステ　ロ版’ 1LO
“　　綿塵及少量ρ　　　粉塵

有（多量：） 活字　あ．．り 20．63

22 東京市牛込旺
@』○○○○印刷所 丈　撰　室

13．0 〃　　，．糧塵及少量り

@　　綿塵
無 0．44

、
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印刷工場内の堰積塵埃物鉛の誠験 1
鷲1

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34．

3与

36

37

銘

39

40

41

42

43

磁

45

　　　　〃

東京三門匠
　・0－O　印　・刷　・所

東京市小石川】匿

　OO印刷株式會灘：

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

東京市小石川匠
　○○印刷株式會敵
　　　　〃　　　　　　　　．

　　　　〃

　　　　〃　’

東京市麹町匠
　○○○○印刷所
　　　　〃

東京市京橋旺
　○○印刷株式會面：

　　　　〃

大　阪　　　・

　OO　印刷揚
〃

　○　○　○　○　牽
〃

○○印刷○○株式三社

〃

〃

〃

〃

〃

〃

印

鋳

女

印

活．

印

丈

活

励・室

造　心

急、室

刷　　室

字　　函

〃

刷　　室

撰　室．

字’函’

〃

ス　テ　ロ版

解　肢　室

活　字．．函・

　　　〃

仕－上場ヤス
ヅカケ粉末：
印刷機械下上の
塵
仕上場に於ける
梁上嘉応上場下　　■7
の埃

籍譲上遡1＆o
三門呼野・30
襲纏並山唖・・

避難鹸紙・・

講聾畿・・
謹響遡上の・四

13．0

8．0

10．5

’6．5

14．5

14．0

5．6

12．0

215’

4．0

16．0

17．5

5．0

5．0

0．8

1．3

友黒色，〃　．．〃

黒色，綿塵

茨褐色粉塵及綿塵

茨黒色，綿塵

〃　　　粉塵及綿塵

〃　’　　　．〃　　　　〃

黒謄 F，綿塵

：灰褐色，紛塵及綿塵

〃’　　殆綿塵．

〃　　　粉塵及綿塵

グ　　　　　　〃　　　　〃

〃　　　　　　〃　　　　〃

友褐色，・粉塵及綿塵．

〃　　　－　〃　　　　〃

友黒色，殆と金厨粉

墨摺白色綿塵

友褐色，粉塵

〃

〃

〃

〃　　　　〃

〃

粉塵及綿塵

〃　　　粉塵及少量の

　　　綿塵

茨色綿塵．

灰褐色．綿塵

グ

有ぐ細線
　歌極少
　：量）

無．

〃

有（多量）．

〃（〃）

無

〃

有（多量）・

〃（〃）

無

〃

〃

〃

有（多量）

無

〃

〃

有（婁多

〃（多量）

無

〃

有（多量）

細線歌及塊歌
の熔融あり．

活字削屑あり・

活字　あ　り

活字及熔融物
あり

活字あり

活字あり

　0．26

　442

　051．

　0．78

、27ユ2

17．55

　1．02

　0．19

・1320

’21．50

　9．97

　2．72こ．

　■86、

　1．38

55．56

　0ユ9

ヤ523

0．83・

323

8．59

・α85．　　・

0　㌦

2α59

IV．・鋸1 ・結

．注記蝿鰍騰り了知し得る輯次の如し一，　　．．．・・：畳．屈
－1！印胆場噸騨騨は・試料に硫酸を加へ聯し・先づ塵榊の磯物紛解し・凧

時に鉛を不揮雄性の化合物となし，1 ^儘硫酸含有（『丞に不溶の二三物中に：淺存せしめ，次に之．

より鉛輩硫酸アンモン溶液を以て抽出1くて珪酔と分離レ酉旧卒雑塗る錫プアγチモヒ及二等二

の鑛を除去レ殿に珊。璋晒定量す肪法噸扮析上好繰を得べし・、
　2・．本試験の成績を試料の所在場所に從て分類すれ，ば7．家の如し…　　・，．　　　芝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

ノ

5
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所在堅剛律軸組の鎗量表

塵挨所挙揚所 試料Q箇
~（43ケ）

最大（％）－

最小（％）李均（％）

晶

活字鋳造室
6… 25．86 ’　2．03 11．76

活　　字　　函 10・ 27ユ2 1．38 ’12．86

・丈　撰　　室』 7 i．15． 0．19 α67

植∵字1、∫憲 4 ＆59 ・・ P．00 3．69

紙　　型　　室 1
一 一

α85．
g　　1

解　　版　　室 ’3　， a22 1．02 348

、ス　テ　ロ　揚 4 20．63 538 f3．16

印　　刷　　室 7．’ 150 0．07 0．73

製’　本　　室 11
一 一

0

註’試料中本表への編入を除きたるもの二箇あ

　　り．37及β9號にして，共に仕上揚に於

　　ける塵埃との記載を有す．但仕上揚と呼ギ

　　職揚は，活字鋳輩室か或にステ・揚か・工

　　揚内に於ける所馬不明に付，労類二二なる

　　を以て省きたる竜のとす．．

　　　左表中隊の含量最も多をはス湯比

　　場；』活字三三活字三三丙に於げる塵

　　埃亡しゼユ0％を越え7、植字室及解版窒

　　φもの之に姻，印刷室及宇瓦室のも
　　［　　　　　　　一
　　のは僅少にして1％以内た止まり，製
　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　コ

　　本室のもの妙は鉛を鋼鋒に至ら：

　　す．

乙　前記陰性の威績に付て考察するに，、余

　　等は此塵埃所在場所の工場内に於βる

　　位置を知悉せざるを以て7．此場合或は

　　特別なる原因ありて此結果を即したる

　　や糊雛雌斑糊髄る輝に：
　　準撮すれば此職場は印刷業務と別箇の

　　　　　　　　　　　　の　　ものなり、．随で此成績は，同一工場丙

＾　にありても．，活字乃至活字版を直接取

　扱はぎる場所は鉛の影響なきことを示す例詮に當るものと認む・蓋鉛は比軍卒なるを以て大氣

　氣中に於ける浮遊性を豪くに因り斯る事實を看るならんか・

　　r・齢の場所別によ碑埃の鉛含量表を仔細回すれ墨字雛室・瀞函・碍子室及ス

　沖三等鍼騨・鉛舖の範醸髄ることを知るべし随て辮騨は甚し供黒駁を減

・輕す紬のなり樋例鯉は瀞凹版は鉛合金の鰍蝉施荊壌僻を混ずるもの多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ・セ是等の鉛片は大形齢ば漉搬熔易に除去し得れ共・小恥るか或は肉眼にて金麟

　と鑑定し得るも，’粉歌をなすものは分別木可能回り・而しそ大抵ゐ鉛塵は：，此の如き小形乃至

　粉状の金囑鉛の混入量に多少の差あるが爲に，前記の如く同種額の塵埃なるにも拘はらす鉛の

　含量に不同の成績を與ふるものなり・・、1抑も鉛中毒¢？輝路は7．鉛塵¢）吸引及印刷工の手，足叉は

　，皮膚等に鉛塵の附す着ることに由て惹起さる曳ものなれ共，肉眼にて鑑定し得る程度の鉛片は

律に寵するrと撫く・又昏倒着する場合繊聯恥し易き押脚ナ．’されド鉛

　蝉調査の資料關可及的醍等噸片雄除して鯉ρ試騨獅す壁鐸的と解し・
　但費施上に於セは此ことは即行不可能に付き余等は其趣旨に副はんが爲め，1肉眼槍査に於て金’

　腐粉ゐ混存を認あざりし試料の成績を以セ薇討に：供せんとす．「’』

　　次頁に掲載せる鉛含量の所在場所別分類表よゴ看察し得る：塞出ば次の如し．”：コ

　　．」　肉眼にて試料中に金属粉の存在を認めたるもめばデ認めざるもの匿比し鉛の含量大なり

　　　　殊に活字の出入頻繁なる活字函及植字窒の成績には此關係に於て著しき差別あ・り・’ひ「；’
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印刷工揚内の堆積塵埃中の鉛の試験 τ45

肉眼槍査の結果を顧慮せる所在場所別による三訂の鉛含量表

活字鋳造室

活

丈

植

紙

解

ス　　ア

印

字

撰

字

型
版

函

室

一

三

室

ロ揚

刷　回

金・ξ厨紛を，認、む・．るも・の

箇　敷
（21ケ）

6

8

1

盆

0

1

2

・1

最大
（％）

25．86

27ユ2

8．59

20．63

最小
（％）

2：03

4．54

4ユ1

」

5．38

卒均
二（％ン

1工76

15β4

1」5

6．35・

3．22

13：30

金‘麗1紛を認あざるもの
箇　i敷
（21ケ）

0

2

6

2

1

2

』． Q

6．

最　大
（％）

1．86

1．12

1，06

272
：16．（議

し

1．50

：最小
（％）

1．38

0ユ9

1．00

1．02

9．07

0．19

李均（％）

1．62，

0．62

1．03

0，85

1．87

1勿86．

0．95，

∬　活字鋳造室の塵埃は全部金属粉を混ぜり・－蓋此室の性能上此事實は冤れ難きことなら

　　ん・若し金囑粉の影響を控除すれば鉛の含量は無論減退すべし・

皿　肉眼にて金輝国を認めざりし試料中，ステロ場を除く他の一群の成績には鉛の量に軍馬

　　差なく，活字函及解版室の1％を越ゆるを以て文選室，植字室，紙型場及印刷千早との

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笛　『商に僅少の差別を生ぜるに過ぎす．’幽

　　　　　　　　　　　　　ぴ　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　コ　　げ

wステ暢鍼緯試料難i5及33）は鴎く錦脚開静め時しもめ仲に脅．
　　のても，其他の一群と鉛の含量に於ご洋学なる懸隔あ朔此成緯こ鑑みるもステ直場た’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　’　L　　・　幽　　　　　　　　　　　も
　　於てば鋳造櫨より酸化鉛の飛散あるものの如し。『9　’「’一1噛’

．V　試料番號8，9及10は肉眼槍査に於ては金馬粉㊧混在を認めだる‘も，試験の結果に於

　・ては鉛の含量僅少にして，1外観と成績と並行ぜざる．ものなり・但三三試料上りぼ稽多量＼

　　ρ魂棚せり・肌て此不7致噂情痴試験の管内にありては面目蛭ち1ざ

　　るものとす

．　　引．、．用・．，．・文㌧献

（1），（3）；「ム耳amil画ILdu曲1　P・i・・n・三・施・Uni石・d　St・t・鼠140～15a

，（2）二　！・．、：耳．孕（～gu寧13ys項卦Ze孕tτalbl吊㌻ち£d．、　gesa項te．耳yg陀13（翼；II‘159βα926）．．

（4）　恥Qbo鵬Z鴫＆lbla七もGewe・b・嚇卵：鉢，手67（手9劉，、　．．

　　昭和10年6月

’　、　　圏

’轟　，
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蝶　手　　服　　部

囑　託　　藤　　井

緒

内　　容　　目

言

安　　藏

清　　次

次

　　　　　　　　　　　　1，

　　　　　　　　　　　　2．パラクロール安息香酸の試製

　　　　　　　　　　　　3．試製品の防腐効力試瞼

　　　　　　　　、　　　4．親節報告せられ，たるパラクロ’一ル安息香酸の呈色反訳比較試験
’

　　　　　　　　　　　　5．余等り創案に係る新呈色反応（アルファナフトール法）．に就て

　　　　　　　　　　　　6．清酒及醤油中パラクロPル安息香酸試験法私案　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　7．総括及結論
　　　　　　　　　　　　　・窃用丈献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．緒　　　・言

　　　パラクロール安息香酸は無色無臭無味にして其ナト．リウみ盤は水に易露なるを以てミクロビ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
　　　ンと回して販費せられ飲食物防腐剤として使用せらる製ことあり其毒性は元當所技師久保田實

　　氏の實験に依ればナリチール酸より梢弱きも安息香酸より強きが如く其最小致死量は南京鼠の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　盟重19に蜀して0・8mgなり叉マユーベル及マンゲル爾氏の研究に依μば本品はサリチ「ル

　　酸に亜ぐ毒性を有すとせらる・從って現時飲食物防腐の目的に之を使用することは一般に禁止

　　せらる玉所なり故に三等は之が検出法の必要を認めたるを以て：先づ諸外國の文献に基き之を追
ズ

　　識たる三三齪の撚澗ざ叫を以て轡勲の結細螺の蛾に基く一呈三悪
　　　を獲見し之を種々の割合にパラクロール安息香酸を添加せる食品に慮用したるに極めて良好な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　る成績を得たり然るに余等の實験の完結と殆ど同時に昨年4月i濁逸國に於てワイス氏に依りて

7　　磯表せられたる本品の桧出法に封ずる新呈色反慮を記載せる報文を入手せるを以て之を追試し

　　たるに之れ亦極めて満足なる成績を示せり依って以下三等の研究に係る新呈色反憲とワイス氏

　　反回とを本品の槍出法に慮挿するときは：一暦其成績の正確を期し夕べきを信じたるを以て次に

　　研究脛過の大要及試験法私案を作成して報告すべ「し・

　　　　　　　　　　　　　　II．バラクロール安息香酸の試製

　本實験の著手に當リパラクロール安息香酸の市販品を入手し難かりしを以て之を試製せり文

．献畷ずる醸製法・・雛白し殆ど枚白鯨職ざるも之等瀞の方法瀦査の上23

實験を試みたるにパラクロールトルオールを過マンガン酸カリにて酸化する方法に最：も良妊と
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認めたるを以て之を探用せり自口ち次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　くコの　　パラクロールトルオrルめ製造．．，　　　轟・

　　パラトルイヂン聞9、を日本町局方璽酸300GCを水90　ccにて稀繹せる溶液中に添加し氷

　冷し約OGに保ちつ巽亜硝酸ソーダ239の飽和水溶液：を画幅しつ、注加し蜘ζ得たるづラト

　ルオールヂアヅォニウムクロリッド溶液に三三しつ奥漁潤せる銅粉409を注童し徐々に添加．

　す然るときは盛んに窒素瓦斯を筆生i．つ固守些しユ5～30分にて反鷹を絡り褐色油歌の物質を

析出す故に之を水層より分離し水蒸氣蒸溜に依りて精製す斯くして得たる粗製晶中にはクレゾ

　・一ル其他の有色不純物を含有するを以て10％苛性ソーダ液にて海心したる後粉末苛性ソーダ

に覗糊し反軍温瀧を施し160～16「にて酬する翻蝶む旧約309鵜．
　　前記パラトルオールヂアッオニウムクロリッドの分解に使用せる胡粉は次の方法に依りて調

　沸せり・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　’．～

　　硫酸銅の冷飽和溶液を蒸磯皿に容れ掩絆しつ曳微細なる節目を通しつ玉亜鉛末を添加すると，

　きは反慮熱を坐しつ」作用し底部に重き暗赤色の銅を析出す故に硫酸銅の未だ騰卸する中に亜

9鉛末の添加を止脚棚服的錬との擁を謝っ噸難により三三回し三極靱．

　稀薄なる盤酸にて虞照し水素ガスの畿生止むに至りて再び洗澹液中性を呈するに至る迄よく水

　等し斯くして得たる暗赤色の銅粉を泥歌となして密栓貯藏す．

　　パラクロPルトルオールの酸化

　　パラク・一ルトル矛一ル309をコ・レベンに取り之に過wガン酸カリフ59を水1500叩

に溶興るもの雄力帯翻鈴去階を附して水浴上にて約・2時聞固した磯過撃1の過マと・

　ガン酸カリを少量Qアルコールにて脱色し析出物を濾別したる溶液に盤酸を添加すればパラク　　＼

　ロール安息香酸は純白色架歌の沈澱となわて析出す故に之を吸引国別し水洗乾燥し昇華法に依

　りて精製す得量32gなり．

　　本馬は光輝ある白色鱗片歌結晶に：して臭氣を有せす235～2360にて熔融しエーテル及アルコ

　ールに易溶なるも冷水には極めて難溶熱湯に：は僅に溶解す之を炭酸ソーダにて中和して得たる’

　ソー・ダ璽は純白色無臭僅に開発を有する粉末にして水に極めて溶解し易し

II工試製品の防腐効力試験

二等はパラクロール安息香酸の槍出法の研究に著手すんとオるに際し先づ試製晶の清酒及馨

油等に平する防腐有敷最小量を決定することは極めて必要なるを認めたるを以て次の三三を施

行せり．

　　　　　　　　　　．　　A・清酒に封ナる防腐敷力試験

・市販防腐剤不含清酒に4ミ量の永を加へて稀繹し1は其儘他は回れに1000分1量の腐敗清酒
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○

監

を混加ぜるものを各100ce宛硝子壕に取り之れに次表の割合に藥物を加へ別に藥物を添加せ

ざる甥照試料及サリチール酸を1石部量459（4千分1）蛇同37・59（ξ千8百分Dの割

合に添加せる’ものと共に夫々紙土にて覆ひ之に数箇の穴を穿ち28。の艀卵器中に保存し沈澱漏

濁及腐敗臭9有無を楡せり其成績次の如し・　　　　　　　　．　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　．　　1　　1　表
　　　　　　　●　　　，

　　　　　　　　　（イ）腐敗清酒を添加せざるものに就きて施行せる成績「

サリチール酸 パ　ラ　ク　ロ　一　ル　安．’息1香酸

．撒

封　照 （鶉） （37．5　14800） 70．0

i　12570）

60．0

i　13000）．

50．0

@1
　　　　　　45．0

i36。。）（最。）（論。）

37．5 30．0

i　16000）

25．O

i　172011）

20．0

i，あ。）．

（10、0　　118000）

・下墨なし毛肋黙な・異搬・異馳播厭喘伽平な難な眼搬曝臓眼歌な・

茎麟孝二纏・・1∬ll．ll‘緩撃ll．
．45著しく漏　〃　微に沈澱　　 〃　　　〃　　　〃　　〃　　〃　　　〃　　　〃　　　〃　　　　〃
　　濁す　　　　　　　　　を生ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　（ロ）腐敗清酒を添加せるものに就きて施行せる成績

’黙

、

’　1

『2

●

3

4

．5

・6

7

8

封照

異歌な
し

1”

上液微
に渦濁
沈澱を
生ず
著・しく

沈澱を
隼ず

サリチール’_
45．0

（　14000）

異歌なし

　　〃

〃

極微に沈
澱を生ず

上液渦濁
し稽著朔
に沈澱を
生ず

腐臭を襲
す

37．5

（　14800）

異歌な
し

　〃

　〃

稽著明
に沈澱
潅1濁す

腐臭を
獲す

パラクロール． ﾀ息香酸
70．0

（　12570）

一儲なし

　　〃

．〃

僅微に沈
澱を生ず

’〃

〃

〃

稽著明に
沈澱を生
ず

60．0
（　13000）

異歌なし

　　〃

〃

丁丁に沈
澱を生ず

〃

〃

〃

稽著明に
沈澱を生
ず

5α0
（　13600）

引回なし

　　〃

〃

〃、

〃

ク

極微に沈
澱を生ず

上液漏濁
し著明に
沈澱を生
ず

45．0

（　14000）

異朕なし

　　〃

〃

〃

〃

極微に沈
澱を坐ず

上液溜濁
し稿著明
に沈澱を
生ず

腐臭を畿
す

37．5

（14800）

異歌なし

　　〃

〃

〃

極微に沈
澱を生ず

上液潟濁
し稽薯明
に沈澱を
生ず

30．0

（　16000）

異朕な
し

　〃

．〃

極微に
沈澱を

生ず

上液滴
濁し腐
臭を磯
す

25，0

（　17200）

異歌な
し

　〃

〃

微に沈
澱を生
ず
上液漏
濁腐臭
を押す

20．0

噛）

異釈なし

　　〃

極微に沈
澱を生ず

上通演濁
著しく沈
澱を生ず
腐臭を幽
す

　10．0
（、81。。）

異訓なし

　　〃

極微に沈
澱を生ず

上液渦濁
著しく沈
澱を生ず
腐臭を畿
す

1．1

民
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9

コ0

11

工2

13

〃

上液微：に
潅1濁す’

　　〃

上液著し
く白濁し
多量の沈
澱を生ず

腐臭を目
す

〃

上液微に
漏濁す

　　〃

腐臭を爽
す

騨掛

，．

附　　言己　　　　　　、

前詑（イ）及（ロ）雨表中パラクロール安息香酸1石當：量709及609添加のものの1試験著手第4目

目に於て僅微に沈澱を生じたるは遊離パラクロール安息香酸の器底iに沈降せるに由るものなるべし．

　前記試験成績を看るに本品の清酒に野する防腐敷力はサリチール酸に比して遙に優り腐敗清

酒を添加せざる場合本四1石弓量309（6千分1）添加のものはサリチール酸1石當量37．59

　（4千8百分1）添加のものより優良の成績を示し試験著手後45日を経過するも全く異歌な／．・

かりき次に腐敗清酒添加のものに在りては特許1石質量309（6千分1）添加のものはサ巨チ

’一ル酸1三二量459（4千分1）添加のものと殆ど同一の成績を示し1石酒量259（7千2’

百分1）にては多少の営力を認め得べきも1石當量209（9千分1）以下にては殆ど無病なり’ @、

き帥ち下品の清酒に野ナる防腐最小有敷量は1石子量％～309（7千2百分1～β千分1）な

ることを験矢口せり．

　　　　　　　璽　　　　　　B．醤油に封ずる防腐敷力試験

　麹印醤油に水を加へてボーメ15。に稀卜し一は其儘他は之に10分1量の腐敗醤油（綿に・

て濾過せるもの）を混じたるものを各100cc宛硝子場に取り之に次表の割合に平物を1加へ別

に藥物を添加せざる醤照試料及ベタナフトールを2萬分1の割合に添加せるものと共に夫々紙

帽にて覆ぴ之に数箇の穴を穿ち280の贈卵器中に保存し腐敗の程度は器底に沈澱を生◎之を振

晒するに著しく炭酸の三門を獲するか叉は液面に菌の集落を生じ途に全面に及ぶか或は器物の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
蓬縁に著明に徽様物質の附著するを以て度としたり其成績衣の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　2　　　　表　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　（イ）．腐敗醤油を添加せざるものに就きて施行せる成績

　添加量
　　’石，

日数

1

2

封　照

，異歌なし

　〃

ベタナフ
トール

　9ρ
（　　120000）

異歌なし

　　〃

パラクロール安息香酸
72．0

（，論）

訓釈なし

　　〃

　36．0

（古）

異聞なし

　　〃

　1＆0
（　　110000）

．異歌なし．

　〃

　9．0
（　　120000）

血紅なし

　〃

　5．6
（、。1。。）

．異歌なし

　〃

　　コき

（、。16。）

異厭なし

　4

　3．6・

（　　150000）

異歌なし

　〃・



〆

118 服　　　部　　・　藤　　　井

4

5

6

7

8

9

10

11・

12

13

14

ユ5

微に沈澱を
生ず
稽多量の沈
を澱生ず
　　ノ
液面に徽を
生ず

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

グ

〃

〃

〃

〃

微に沈澱を

穂多量の沈

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

生ず

　　〃

　　〃

澱を生ず
　　〃

　　ク
微に沈澱を
生ず
沈澱四目た

徽を生ず
　　グ
液面に徹を
生ず

〃

微に沈澱を
生ず
液面に徹を
生ず

　　〃　養

微に沈澱を
生ず
液面に徽を
生ず

　　　　塗

b

　　ノ
微に沈澱を
生ず
液面に徹を
生ず

（ロ）腐敗醤油を添加せるものに就きて施行せる成績

6

／

ベタナフ
g・一ル パ　ラ　ク　ロ　炉　ル安息香酸

　　建那

@　（三日薮

封照 　　9．0

i，。1。。）

　72．0
i，51。。）

（36．0　15000） 　18．0
i　　110000）

（9．0　120000） （5．6　　130000） （4．5　　140000） 　　3．6

i、。1。。）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

．12

13

14

15

異歌なし異歌なし異朕なし　異歌なし　異駅なし　異耽なし　葬歌なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　微に沈澱を少量の沈澱少量の沈澱少量の沈澱少：量の沈澱
　　　　　　　”　　　”　　　　”　　生ず　　　を生ず　　を生ずを生ず
液面に徽を　　〃　　　〃　　少量の二上少量の沈澱稽多量の沈稽多量の沈

思簾鑓を生1鱗沈饗衝ぎ騨
　　　　　　　〃　少量の沈澱　　〃　　　　〃　　　　〃　　　　〃
　　　　　　　　　を生ず
　　　　　　”　　　　　　〃　　　　　　　”　　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　稽多量の沈　　　　　　　　稽多量の沈
　　　　　　　　澱を生ず　澱を生ず　　　”　　　　”　　　　”
　　　　　　　　　　”　　　　　　　　”　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　〃　〃　〃　〃難響にて

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　”　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

微：に沈澱

を生ず
　　〃

　　〃

稽多盤の．
沈澱澱を
生ず

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

液面徽にて
覆はる

騒歌なし　異朕なし
　　　　　少量の沈澱
を生ず　　を生ず
微に微を・生微に徽を生
ず　　　　　ず・
　　〃　　　　　　　　〃

　　〃　　　　　　　　〃

　9　　〃　　　　　　　　〃

　　〃　　　　　　　　〃

液面徽にて液面徽にて
覆はる　　覆はる

　前記試験成績を看るに三品の醤油に罰する防腐敷力はペクナフトールに比して遙に劣り腐敗

醤油を添加せざる場合5千分1以上添加のものに於てはベタナフト門ル2萬分1添加のものと

’殆ど同一半弓を示し器底に沈澱の生起及徽の獲生を完全に防止せり叉1萬分1添加のものに於

ては野照試料に比して著しく沈澱の生起を遅延せしめたるも2萬分1以下にては殆ど敷果なか

．りき次に腐敗醤油添加のものに在りては本晶1萬分1以上を添加するとき沈殿の生起を防止し
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得ざるも著しき防徽力を示し2萬分・1以下にては殆と敷果を有せざることを認めたり郎ち本四

の醤油に封ずる防腐最小有数量は1萬分1なることを認めたり．　！　　．『’　　　　層＼・｝

　　　　弗　　，IV・從來報告せられた15苓ラクロール安息香

　　　　　　　　　　　酸の呈色反磨比較試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）『．バラグロ柄ル安息香酸の槍出法として從昏々献に記載せられたる反慮はハイデ、・ヤコプ法面．
　コ　　　　　　　　　　　く　ち　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

グロッスフエルド法の2法のみなりしが昨年余等の本研究ゐ完結と殆と同時にワイス氏はヴ新

呈色反感に就き報告せ．り今便宜上之等3種目試験法：及其比較試験成績を一括して記載し余詣り

研究に係る新呈色反帝は別に項を改めて論述すべし・　　　　　　　　　　　　．　．’「　、一

　（1）ハイデ・ヤコブ法
　本法はモーレル面心安息香酸槍出法を直接照臨ぜるものにし七島操作ほ殆と之と同一なるも「

僅にニトロ化の際に於ける源度を異にす其方法曹の如し．

　抽出法に依りて分離し得たる物質を試験管に取り110～115。にて乾洞し残渣に5～10滴の

濃硫酸及1小刀尖の硝石を添加し燐酸浴中にて10：分闇130～ユ40q（安息香酸の槍出には120

んi300にて加熱す）にて加熱し冷後水1CG．を添加し冷却・しつ」．注意してアムモニアにて飽和一

しこの磁土を煮沸し冷後黙滴法に漏りて10％無色硫化ソーダ溶液を細しつ」添加すればパ

ラクロール安息香酸の存在に於ては持績性赤褐色を・呈す此際安息香酸の存在に於ては赤色を呈

し煮沸すれば直ちに裾直するもパラクロール安息香酸は煮沸するも槌色せす却って色調濃厚≧．

なるを以て容易に虚者を識別し得べし本有慮に依れば槍液50¢c中2mgのパラグロ・一ル安

息香酸を確認に槍出し得と稻せらる・

　（2）グロッスフェzレド法（ヒドロオキシアミン法）

　抽出法に依りて分離し得たる物質を試験管に取り蒸留乾嚇し硝石0，19及濃硫酸1ecを添　・’

心し沸湯中にご20分間加熱したる後冷却し水2ccを加へ再びよく冷却したる後面15％アン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、キニァ：水1σ6Gを加へて張アルカリ性となし之に箆酸ヒドロオキシールァミン29を水100cむ

に溶解したるもの2e己を混じ撹拝しづ瓦600にて5分聞加溜するときは安息香酸の存在に於，

てはロダン鐵溶液：に似たる紅色を呈し之を冷却すれば更に鮮明度を増す此際パラクロール安患、、k

　　　　　　　　　　　く　の
香酸の存在に於ては一興中3mg以下の場合には緑色を呈し夫れ以上に於ては試験管を上部よ

り油壷すれば暗鐙色を呈し側面より槻ればパ：ラクロール安息香酸特有の緑色を呈す一’　一

（3）ウイ繧．　　　　1：
　水二二蒸溜叉は抽出法に擦りて分離し得たる物質を試験管に取の蒸磯乾澗し之に濃硫酸0・25

ec及三石少量を添加し沸湯中にて20分間加熱し溜男蒸溜水及10％アムモニア水各』2eGを混

掩しつ』添加しアルカリ性となし次に2％ヒドロオキシルアミツ溶液約1eeを注意しつx添
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回し暦減せしむ此際パラクロール安息香酸の含存に於ては其接界面に於て直ちに若しくは数分

　後に緑色輪帯を生起すべし・

　　前記3種の呈色反別を水，清酒及醤油に各種の割合に：パラクロール安息香酸を添加し種々實

　験の結果次の方法に依るときは最も純粋に之を抽出し得べきを認めたるを以て之に就き各呈色

　反慮を槍せり其方法国の如し・

　・（A）　水溶液に郵する抽出法

・、．パラク三士ノ岐億否酸含有水溶液50ecを分液漏斗に取り稀硫酸を加へて酸性となしエーテ

　ル約同容量を添加したる後約5分間強く振回しエーテル暦を分取し之を’約5ccの水を以て2

　同振虚血愉したる後低温にてエーテル分を蒸散廿しめ其残渣に就き呈色反慮を槍せり・

　　（B）清酒及醤油に：謝する抽出法　　　　　　’　　　　　　　　　　　　・　　　　　、

　　清酒に在りては其50eGを取りユ0％ナトロン滴液を加へて弱アルカリ性となし重湯漏壷に

　て約牛：量に論法したる後水を加へて原容に復し叉醤油に在りては其50CGを取りて10％ナト

　ロン濾液にて躬アルカリ性≧なしたる後15％黄色二二臨溶液及30％硫酸亜流容液各5Geを

　加へて生起する沈澱を二二し其濾液を分液漏斗に移し20％硫酸5eoを加へて酸性となし工圃

1テル50ccにて10分間振面したる後水心を分別しエーテル暦を3同各5ceの水を以て品品．

層、し二歳アルカ腋5ceと共に癒しア痂・猷液を蹴熔礁上にてカロ盗し・％

’過マンガン酸カリ液を滴汗し数分山持浸する赤色を呈するに至り飽和酸性亜硫酸ソーダ溶液を

・滴諭して過剰の過マンガン酸カリを分解し稀硫酸にて酸性となし析出する沈澱は注意して酸性

　亜硫酸ソ函ダ溶液を添加し悉く溶解せしめ鼓に得たる無色澄明液をエーテル25CGにて振遍し

　エーテル振出液を2同各5ecの水にて洗溢したる後エーテル分を蒸散ぜしめ其淺渣に就き各

　呈色反論を槍せり・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　「

第 3 ‘表

』＼理
三物　　試灘

　添加量
1

，　　1GOOO

　　　1
25000

　1

’5UOOO

　　1
100000

．1

・、200000

水 溶 液

ノ・イデ・ヤ

コブ法

帯赤堀

黄　　脳

弓黄禍

二二褐黄

微帯褐黄

グロッスフ
エルド法．

黄　　緑

帯線黄

淡幣緑黄

微帯緑黄

極微幣緑
黄

ワイス法

緑

〃

清 酒

ハイデ。
ヤコブ法

面赤．澄

黄　　褐

淡　　線淡黄禍

　“　　微帯禍
　　　．黄

微：　緑淡1　黄

グロッスフ
エルド法・

緑

〃

淡　　錬

微　’黄

ワイス法

緑

〃

淡　　線

〃

徴　　緑

醤 油

ハイデ・
ヤコブ法

澄

澄　　黄

淡黄褐

〃

微：黄褐

グロツスフ
エルド法

淡　　線

〃

ワイス．法

線

淡　　線

微　　緑　　”

姿帯褐’微線

極微線
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　40誌oo　．微’黄極微黄口’微緑　 一　　 7　 極上緑温帯褐・一 A』
X． ?w解、

一繭1一・一調呈色一．一響呈色一一　一，、
　添加せず　叡　黄極微黄　　〃　淡’建築　黄　．〃　肇帯褐姿開褐姿外転

　前記試験成績を看るにはハイデ。ヤコブ法に在りては水溶液及清酒は♂くうクロール安息香醇

の添加量2萬5千分1迄明に陽性を示すも5萬分1以下の添加量忙於ては盲験に於ける呈色と

の識別困難なり叉醤油も亦2萬5千分1量迄陽性を現はし5萬分1以下に至煎ば盲験の呈色と

の鑑別困難なるを冤れす帥ち本反論はパラクロール安息香酸ρ添加量2萬5千分1以上嗜在り，

では明に之を桧出し得べきも直話の際に淡壷皿は燐褐黄色等の紛はしき色相を示し殊に醤油等

の如きに於ては不適當なりと認むピ

　グロッスフェルド反慮に在りては水液の場合はパラクロール安息香酸10萬：分1添加迄陽性‘

を示すも20萬分1以下添加のものは共識別困難なり叉清酒及醤油の場合には5萬分1添加の、

もめは淡緑～微緑色にして之を陽性として認め得べきも10萬分1添加のものは陰性を示せ勢

帥ち本暦慮は比較的手討なう成績を示すも瞬闇反掌にレて盲駿に於て微黄叉は淡帯鞍骨隼を示』

すを以て固有の反鷹との識別著しく不鮮明なる中黒1！iあり・、

　ワイス氏の反鷹は水液の場合はパラク・一ル安息香酸の添加量40萬分ユ迄陽性を示し盲験．

に点ては殆と呈色せざるを以て其識別容易なり叉清酒の場合に在りて、も殆ど水煙に於けると同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピー胃性を示せり次に醤油に在りては20萬分1迄陽性反憲を識別し得るも盲験に於ても筆勢褐

黄色を呈するを以て之より以下の添加量に於ては鑑識困難なり之を要するに本呈色反慮は3反，

磨i中門：も良好なることを．認めたり・・

　　　　　　　　　　V・翁島の創案に係る新呈色反庶（アルファナ

　　　　　　　　　　　　フトール法）に就て

　前記3呈色考慮中ワイス法は余子の試験著手四時未だ其嚢表を写す從って專らハイデ6ヤコ

ブ法及グロッスフェルド法に就き比較試験したる結果爾ほ研究の絵地の存することを認めたる

を以て種々實験の即発パラク・一ル安息香酸を濃硫酸及硝石にてニトロ化しパラクロールメタ

ニトロ安息香酸に攣じ之を亜鉛塵にて還元し其還元成績韻に：アルフ？ナフトールを作用せしむ

るときは赤色化合髄を生成す而して該色素の高明に關し之を文献に就き精査したるも其類例を

認めざるを以て此薪化合膣の本質を究明する必要ある竜之を他日に譲り本報告に於てけ直ちに

本反慮を憲用してパラクロール安息香酸の鑑別に資せんとす帥ち三下施法次の如し・

　前述の抽出法に從ひ可槍品中より分離し得たる物質を比一テルと共に試駿管に：移し之を蒸稜

乾洞したる後少量の硝石及濃硫酸約0・3ceを添加し沸湯中にて20分聞加熱し蒸溜：水約10　cc．。
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を添加して稀干し該稀凹凹1～2CGを取り之に約20～30　mgの亜鉛塵を添加し4～5同強く振

盟・したる下之を新製（U％アルフ’アナフトール含有10％ナトロン滴液5CG上に：静かに暦積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユサしむるときはパラ如rル賄香酸の存四所ては野饗界酢赤色の輪鞭生し兜国側の

存在に於ては褐色の輪帯を生タ．

ジ前記の方法に依り蒸溜水，清酒及醤油に種々の割合にパラクロール安息香酸を含有せしめた

るものに就き：施行せる成績女り如し．

　　　・1第　　・．　4　　　表

三物
’．添加量

種　別

1

10000

　1
25000

　1
150000

　1
100000

　1
20000蔓

　∫

400000、

　1
600000

添加せず

水溶液

赤

〃

〃

〃

微　　赤

極微赤

痕’跡

淡　　黄

清　　酒

赤

4

〃

淡　　、赤

微　　薬

膳微赤

痕　　跡

淡　　黄

醤　　油

赤

〃

〃

淡　翠

微　　薬

療微赤

痕　　跡

淡　　黄

　左表に：示すが如く本学憲に在りては水，清酒及

醤油共パラク．ロール安息香酸40萬分1添加迄敦

れも之を鑑識し得べく前記呈色反慮に比して遙に

良好なる成績を示せり・

　樹ほサリチール酸，安息香酸，パラオキシ安息、

香酸，同多チーノセエステル，同エチールエズテル

及サッカリン等に就き類似反慮生起の有無を回し

たるセこパラオキシ安息香酸メチールエステルのみ

は接界面に淡黄色の輪帯を生じたるも他は回れも

淡褐色の輪帯を生じ全く類似反回を認めす．

VI二清酒及醤油中バラクロール安息香酸試験

　　法私案”

　　前記試験成績によりハイデ・ヤコブ白及グロッスフェルド法は共に食品中のパラクロール安

　息香酸三筆法としては不適當なりと認めざるを得す余等は今同創案に係るアルフyナフトール

　法門アイス法を慮用する次の試験法私案を以て最も三三なりと認む．

　｝、5清酒に在りて．は其100ccを取り10％ナトロン国漢を加へて弱アルカリ性となし重湯煎上

　にて約掌容量に平磯し水を加へて原容に復し又醤油に在りては其1QO　ceを取りて10％ナト

　μ．ン滴液：にて弱アルカリ性となしたる後15％黄色血世塵溶液及30％硫酸亜鉛溶液各ユOcc

　を加へて生起せる沈澱を濾別し之を分液漏斗に移し20％硫酸10CGを加へて酸性となしエ、肖．

　テル100GGを加へ10分間振旦したる後水野を去りエーテル暦を3回各10　ceの水にて洗溢

し魏号アルカ．腋・qGCと欺諭し分寓佳せるア・ヒ妙猷瀧磁畔駒水浴上にて加

ピ温しづL過％過マンガン酸力．り溶液を滴加し数分間持回する赤亀を呈せしめたる後冷飽和酸性
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亜硫酸ソPダ溶液を滴加し過剰の過マ．ンガン酸カリを分解し稀硫酸にて酸性となし此際析出す・

る沈澱物は注意して酸性亜硫酸ソーダ溶液を添加して悉く溶解せしめ鼓に得たる無色澄明溶液

をエーテル25・・と数回しr一テ・瞭を孚容量宛2箇の試賭収分取し無して蒸獲し・

其残渣に就き次の呈色反鷹を槍すべし雨反回陽性なるときはパラクロール安息香酸の存在を徴’

す．．

　（イ）蒸護残渣に少量の硝石及濃硫酸約0・3ccを添加し沸湯中にて20分間加温したる後蒸

溜水約10ccを添加して三三し該稀繹液1～2　GCを取り之に約20～30　mgの亜鉛塵を添加し4

～5離く櫨し之を新製0・4％アルフ・ナフトール含有10％ナト・．噛灌5・・上に静か、

に下積せしむタしパラク・一ル安息香酸の存在に於ては下弓界面に赤色輪帯を生す・

　（ロ）三下淺渣に：少量の硝石及濃硫酸0．25ccを：添加して沸湯中にて20分聞加熱したる後

脚時に三三しつ㌧蒸溜水及10％アムモニア水回2ccを添加してアルカリ性となし次に2％

ヒ下・オキシルアミン溶液約1ceを管壁に滑ひ注茄し暦回せしむべしパラロール安息香酸の

存在に於ては其接界面に於て直ちに若しくは藪分後に緑色の輪帯を生す・　．

VII総括及結論
前記試験成績に基き之を総括結論すること次の如し．

r．供試パラクロール安息香酸は之毒市販品に求め難かりしを以てズラク’ロー」々トルオール

を過マンガン酸カリにて酸化して試製せり．

．皿　試製パラクロール安息香酸を用ぴ清酒及醤油に封ずる防腐敷力を試験したるに清酒に回

する防腐最小有敷量は1石弓量25～309（7千分1～6千分1）にしてザリチール酸に梢優

り叉醤油に回しては1石當量189（1萬分1）添加のものより防懲力を示し1石下量369

（5千分1）以上を添加するときは縛クナフトール1石門量9g（2萬分ユ）添加のものと殆

ど同一敷力を有するごとを認めたり・

　皿．從來報告せられたるパラクロール安息香酸の呈色反慮（ハイ’デ・ヤ写ブ法グロッ・フ呂ル・

ド法及ワイス法）を夫々比較試験の結果ハイデ・ヤコプ法及グロッスフェルド法は盲験に於て

も梢類似の呈色を來すことあり殊に醤油等の如く抽出液中に比較的多量ρ不純物を爽雑する二

合に於て一暦甚だしく之が識別困難なるを以て飲食物中本防腐剤の桧出に丁丁せす之に反しワ

イス法は盲験の際殆ど三色せざるを以て最も良好なることを認めたり．

　W・余等はパラクロPル安息香酸をニトロ化したる下之を亜鉛塵にて還元し其還元成績物

にアルファナフトールを作用せしめ以て一新赤色々素の化成に基く呈色反慮を創案し之をパラ

クロール安息香酸の鑑識法に慮溢し極めて満足すべき成績を得たり・

　章　上記實験成績に基き清酒及醤油中のパ7クロール安息香酸試験法私案を提出せんとす・．．　＝
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1粉乳の品質検査法に就て（第1報）

細 菌・

技師萩葉朝、一・郎
囑　託　　伊　　藤　　俊　　雄

　　　　　　　　　　　　　　　攻献の　大要

　粉乳中の細菌に關する從來の文獄を通覧するに專ら生細菌の種類及数二二する試験成績な

り，

　粉乳中に生存する細菌の種類に上する研究は，原料乳中に：病原菌生存せる場合に製品中に移㌧

行し生病原菌含有の粉乳が販費せらるる：危急無きや否やを決定する窯に於て重要なる意義を有

す・二郷に關し二二の文献解徴するに，結核菌（Carre＆1近artel；Delepin；：Later；K：1e；塒

：Hunwicke＆Jephco七七），チフス菌，ヂフテリー菌IK：lein）等の病原菌は粉乳製造工程中に於　　、

て死滅すとなす二者多く，僅にG．：F．且ucker．＆A．：M．　Eucker’氏が粉乳中に結核菌を含む’

場合ありとなすに過ぎす・粉乳中に検出せらるる非病原菌は諸家の報告を綜合するに熱及乾燥’

にi話しては比較的抵抗強き次の如き諸菌種なり・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　Staphyloeoceus，　S七reptoとoccus（S七r．　viridans｝St臨haemolyti6us，’S七r．　lac七icus），

　　Sarcilla，　MicrocoGcus　（］M［ic．　varia1ユs，　］M＝ic　corrllgallls，　M［iGg　ebu1P】ユe1ユs），

　　B．subtilis，　B．　mesen七eric嶋laGtie　aGid　BaGilli，　B．　mycoides，　，

　　B・amarificans，　B．　brevis：F1廿99e，其他・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

・二等は粉乳中の細菌の種類に關する試験は實施せざりき．蓋，此瓢に關する文献比較的多く

之に徴し粉乳中には病原菌存在の懸念無しと考へらるる事忌菌種の決定は粉乳の品質槍査の常

法として繁雑に過ぐるものと思考せらるるが故なり・

　粉乳中の細菌敬に關する既往の：文獄は專ら培養法に依れる含有生細菌藪の測定成績に限窮　　　　．

報 告 書

b　　合ross6　（1907）「

　且achfeld（1912）

　Supple．＆Ashbaugh（1922）

Ashton，　Stri丑gfield，　Ma面in（1929）

　Giblin，　Pour愈ales．

　　淺夢，　高橋　（1928）

粉乳量

19中
〃

〃

〃

〃

ノ

〃

生　細　菌　撒

600～　5，400

7，450角一21；700

200～　　800’

　116，000

7，500～12ρ00，

210～5，000

3，410～183～900

備　考

圓筒式

外國品

内國品

死滅細菌激は除外せりゼ・

鼓に諸家の報告を摘録す

れば左の如し・

　表の如く，粉乳19中

に含有せらるる生細菌数

は勘きは200～800個よ

り多きは拾数萬個の多数

に至るも，概して数千個
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のもの多し・斯くの如く含有生細菌数に大なる相違を來たす原因に就て考ふるに（1）原料乳の

，純否・（2）乾燥方法・（3）製粉後の虎理・（4）鍵二二の時間の長短等に基因するものなる記

し・就中細菌藪少き牛乳を原料となし且粉乳となしたる後罐詰に至る聞に於ける細菌の汚染を

可及的避けて操作したらんには，粉乳中の生細菌撒は比較的僅少なるべしと思惟す・

　乾燥庭回によりて減少したる細菌藪が其後の庭理如何によって著しく増加するはK：OSSOwiz，

Deleがn，　Jepheot七二等の指摘せる庭にして，乾燥後の再汚染の防止と鍵に充墳する方法の如

何は此黒占に多大の關係を有するものなりと云ふ・卒鐘三二粉乳中の細菌が増加するや減少する

やに上しては爾読あり・製造後長時日を経る聞に生菌は増殖：し品質の二二を回すものありとな

す論者と，三二中に生菌は漸次減少するものなりとする論者あり・思ふに製造方法宜しきを得

す二二の含水量多き場合には，保存期間三無濫高き時期に遭遇せば生萬繁殖して品質二三ρ因

をなすべき事あらんも，粉乳の乾燥充分ならば生菌は漸次死滅減少し行くべきものならん・此

鮎に關しては今後の研生によりて閑明せん事を期す．

　遮莫，粉乳中の生菌撒多きは品質の攣敗を招來するの惧あるのみならす，かかる粉乳は孚睨

腸炎の原因をなすと稔せらるるを以て，可及的生菌歎の勘きを期ぜざるべから｝タ・從って生細・

菌数の多寡は粉乳の品質判定上重要なる意義ありと言はざるべからす・・

本試験法の趣旨

　斯くの如く生血回数は粉乳の品質判定上重要なる一項目をなすと難も，夫は品質の安：危を指

摘するに止り，原料乳の純否，製造工程の適否，製品の新二等の事項の判定に關しては貢献す

る虞極めて勘し・何となれば前述の如く粉乳中の生細菌歎は錐詰の儘にて二二中時の経過と共

に漸増若しくは漸減するを以てなり・之に反して，若、しユ定量の粉乳中に含有せらるる生菌並に

死菌を合せる全細菌撒を測定せりとせば，夫に依って原料中に存在せし細菌と製造工程中言罐

詰後に増加せし細菌とゐ総和を知る事を得べし・而して三二孚L中の全細菌数を測定すると共に

．生細菌数を’も併せて二二せば，雨者の成績より粉乳の品質（全三二及生菌数により）～原料乳の

純否（全二三により），乾燥溜度（生菌数と全二二の比一假に生菌比と回す一により），『製造工

程の適否・（全点数及生菌比により），製品の二二（生菌比により）等を他の試験成績と共に綜

合判定する上に有力なる資料を提供する可能性を期待し得べし・余等は斯くの如き考察の下

にジ干板培養法によりて生菌撒を測定すると共に直接槍鏡法によって全三歎を測定せんと試み

海り・直接槍忍法は内務省令第44號「牛乳螢業取締規則に定めたる牛乳及孚L製品の規格に關

する試験方法」・中9）細菌激試験法に依りたり・

試　　’験　　材　　料
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試験材料には市販粉乳6種を供せり・外観より其製造法を案ずるに下の如し・尚同一・材料

に就き酵素試験も實施せり・（別報参照）

A，

B．

C．

D．

E．

F．

（外’國

（外　國

（内　國

（内　國

（内　國

（内．國

製　品）．

製　品）

製　品）

製　品）

製　品）

製　品）

圓　筒　式

噴・霧　式

圓　筒　式

噴　霧　式

噴　霧　式

噴　霧　式

試　料　の　調　製

　　第　　1　　圖

ちす．蓋，乳汁の細菌は一様に分布せす凝集して存し乳皮形成せば乳皮中に包含することあれ

ばなり・從って細菌小的試験を行ふに當り溶解不充分なるときは粉乳粒中に存する細菌はこれ隔

を槍測し得ざるべし・尚不溶解粒のために殊に平板培養法に於て集落数の計測極めて困難なり・

　本試験に於て一睡したる方法は内容200ecの共置場に直径6mm内外の硝子球を約筆0～．

300粒入れヲ～これに：粉乳129・を硝子球上に散布し直に100ecの水を加へ迅速に約5分間烈

しく振回し更に溶解し易らしむるため370～400の水浴にて加溜15～20分放置，共聞屡々烈

しく振回し均等に孚L化して白幕歌に四壁を流下するに至らしむ・此際乳皮形成するも極めセ僅

少且凝固ぜす・　　　　　・　　　　　，・：　　’　　　　　・　　　・・…

　以上の方法を前記粉乳中比較的溶解し難き圓筒式によるA及Cに就て試み細菌量的酔臥

法に封ずる適否に就き論士んとす．邸少量の蒸溜水にて練り常溜にて溶解せるもの，硝子球に

より掩絆370～400に加温溶解せるもの（直接槍鏡法，雫板培養法），更にゴgooにて溶解せるも

　細菌試験の試料には粉乳より調製したる乳化液を以てす・生乳に近き

濃度の晶を得るには即吟の製品に依り用法に幾分り相違あるも約12％

に溶解するもの多きを以て本馬験には蒸溜水．ユ00．Ge中に129の粉乳を一

溶解せり・

　粉乳め製造法によりては殊に圓筒馬糧邉法に於ては容易に溶解すざる

ものあり．之等を溶解するには水中に粉乳を散布し数時放置掩揮する

か，600以上に加温するか（溜水を加ふるか），或は少量の水にて練り後

加水し溶解せしむる等の：方法にては例へ溶解するも不均一にして且原料

（全乳叉は脱脂の程度）により乳皮檬物質の液面に浮ぶを観ることあ’り・

細菌試験に於ては短時聞に特殊の溶剤によらす滅菌水にて且少くとも

50D以下にて溶解するを可とす・叉能ふ限り乳皮の凝集は避けざるべか

、

ノ

o
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1の1i直接検鏡法）に就き各粉乳19に封ずる細菌数を此翻せ・るに次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の結果を見るに：軍に練りて後振盟溶解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せるものは他法に比して細菌数少く（溶解度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不充分なるによる）從って適法と見倣し難し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之に反し硝子球にて翻訳溶解せるものは37。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～40。の低温にても90。に加温溶解せるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と細菌歎に於て蝕り相異を認めざる睡臥溶解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法は粉乳の細菌學的試験法に適する方法なり

と思考ず．蓋し本法によれば粉乳の溶解度良好なるに基因すべし・

　試みに本法による溶解度を襲に↓Tillm鋤ns，　R・S七roheckerα）爾氏の行ひたる粉乳の溶解

度測定法に基きて實施せり。即粉乳を2・4％に溶解し，之を下端を引伸し狭小とし之に度目

を刻せる特殊の試験管に入れ（内容25eG・・粉乳0・6gを含む）（｝erber遠心分離器にて約15

分間（1分聞1200同韓以上）同回せしめ不溶解にて管底に沈渣せる容積を讃む．

硝子球による溶解法　　Aは梢々沈渣量多きも軍に見掛けの容積なるを以て確實なる比較はな

’　　〔370～400〕　　し難し．且之等の沈澱物淡黄褐色を呈し殆ど爽雑物の如き感あり．斯く
A　　O．08GC　　　　　、．（瓦05ce
．cα。2ccα。3cc’の如く’�匀�@は粉孚しの細菌學的試験に當り・粉孚Lを短時間に水に溶解

　　　　　　　　　せしむるに良好なる方法なりと思考す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ
　　　　　　　　　　　　　　　試　験　　方　法

直接槍鏡法 碑板培養法

難1：臨　　蒸溜水，常温・豊水一　　蒸溜水，goo 103萬

X37”

X30グ

R58グ

W87”

P142”

680

S830

@－
V430

X500

@一嘗

　測串後直に滅菌せる秤量壕に少量入れ，これより可及的無菌出職にて秤量し滅菌せる硝子球

、入舞栓場に入れ滅菌水を加ヘユ2％となし溶解せしむ，

　試験法：．・直接槍鏡法（牛乳螢業取締規則内務省令第44名工の細菌数試験法1亡よる）及干

、板培養法を併用せり．帥直接二二法は正確に目盛せるミク・ピペットにて試料0・01cqを探り

て載物ガラス上に落し塗抹針にて1Gm2の面積に引田に塗抹し約5分闇微に加溜乾燥せる後

脱脂固定，染色を同時になすNewman氏液に瞬時浸し飴液を振り落し乾燥せる後水洗し更に

乾燥せしむ・此標本を豫φオブジ．エクトミクロメー’タ・一・を用ひて化野の直径を0205mmに調

．節せる顯微鏡にて50覗野に於ける細菌撒を計測し，これを平均し一藤野の細菌数とし更に

SOO，000倍し1cc中の細菌数となす．

　牢板培養法は滅菌蒸溜水を以て原乳液を1：10，1；100に稀繹す．●臨調繹液よ．り1eeを正確

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
．にとり滅菌せる2個のペトリ皿に移す・之に豫め加画調解せる450前後の塞天培養基約10cc

，を注ぎ充分に混和レ翻置凝固せしむ・・後帯70の贈卵器中に倒置し48時間培養せる後襲生せ

、る聚落籔を計算す・比較的近き聚落難を有する雫板を平鞄し1ce．中の細菌聚落数とす・以rヒ

マ
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の方法にて求めたる数より更に粉乳1g中の細菌数並に各肚の指定ぜる全乳の濃度に於ける9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
1CG中の細菌数を換算せり．

　　　　　1ｼ接検鏡法　　　　　． 亭板培養法 生　菌　比
備　ρ 考

（全菌数） （生菌敷）
（生菌敷全菌敷）・・伊 ・酵素反磨

oeroxid． Amy1．

　Ai外早産圓筒式）

@　　　1

　　115萬P｛　　950”　　140” 60

T00

V6

0．52 一 一

：B
86ク 230

心向） 　　710グ
P　　83”

・1880　．

@220

2．6 十 十

i

　C
｡駿）

｛　180”1490”　220” 640

T300

f780

3β ± ±

　Di内國産噴霧式）
　　220”E｛　　1850”　　216” 540

S500

T30

盆4　’ ±． ±

　：E

s甕）

・｛　　142”　　1180”　　130” 6940

T7860

U300

49．0 十 十

　F
?X）

　160〃o1350〃1　165〃 54io・

S5100

T500

3a4
一 一

　　　　　　　　　’
結論及考察

爲姓醐増加せるものなるか・製品曜造日の記靴きと耳雌に話する鱒の研究未完7

なるとの爲に何れとも判定する能はざるも，兎に角其品質他の2種に劣るものと云はざるべか

らす・殊に：Fの如きは酵素試験の結果より乾燥温度800以上なる事忌なるを以て其後め製

造工程の不適切なるの結果ならんか・

，次に粉乳を各枇の指定せる濃度に溶解せる場合に換算せる細菌数に就て見るにq及Dに

ありては1ec中200萬以上にして，之を内務省令牛乳螢業取締規則に定めたる普通牛乳の・細

菌数（杢全数）0・01cc中2萬以下帥1GC中200萬以下たるべしとの規格に比較すれば，　C

及Dの細菌歎は亭々多数にして，しかも其生菌比比較的勘きょり見れば，原料乳の少しく不

純なりしを疑はしむ．

　以上の細菌面的試験成績

によれば，外晶晶粉乳（A

及B）『 ﾍ全島数並に生菌鬼

山に勘く内地産に比して優

良なり・之原料乳の佳良な．

ると製造工程のよろしきr

基因すべし，特にBは6

種中最優良なるものと認め

たり。Aの生菌歎最も勘く

且生菌比著く小なるは酵素

試験の結果（第1報参照）よ　．

り推定し乾燥温度800以上

な‘りしが爲なるべし・内地

産C，D，　E，：Fは全並数感恩

類似するも：F及Eの生菌数

極めて多し（生菌比33．4～

49．0）・之製造後日伺磨き爲
　　　　　　　　　　　　　〆　　　辱

に生菌数量だ減少せざるに

由るか，扇面製造後古きが
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粉乳の品質検査法に就て（第二報）

酵 素

技　師　　石　　尾　　正　　文

鳥託伊藤俊’雄
緒 言

　牛乳の酵素研究は周知の如く朝近殿盛を極めたる題目にして・許多の業績中乳汁の新鮮度槍．

定或は市乳の殺菌温度鑑定に利用さるΣ酵素試験の如き，牛乳の品質二二に回するものは吾人・

の最も興味を惹くものなり・粉乳に就ては酵素の研究は從來顧みらる瓦所比較的少く，就中品

質槍査に記するものは次記の二文献を見るに：過ぎす．

　Dahle＆Palmer（1）は二三中に於ける酵素の攣化をパーオキシダーゼに就て試験し，’29吋

の眞二二に於て200に保存したる噴霧式粉乳は一ケ年の貯三三反慮の強さには攣化無きとと

を槍知し，二三中最も影響を及すものは製品の水分及温度と認定せり．　　　、

　山村氏②は牛乳並粉乳の酵素作用より製造中の加熱温度を推定する方法に關しかタラーー

ゼ，アルヂヒードーレグクターゼ，ペーオキシダ1一ゼ，アミラ；ゼ等の作用を市販粉乳6種

に就き實験し，此等の製晶中に於ける酵素作用は生乳を67。～750Cに20～30・旧聞加熱した

るものと同格なりとし，尚アルブミンの沈積二二クリームの分離度の試験よりも同」の結果に

到達したりとせり．

　余等は粉乳の品質槍査に際し必要とする酵素試験に樹し，適當なる方法を撰定するの目釣を．

以て本試験を施行したるものにして，諸種の反慮並三皇瞼方法を比較したり．伺粉乳製造中に

於ける受熱歌態け牛乳を殺菌する場合と趣を異にし，彼にありては受熱中液歌を保守するに，1

粉乳にありては迅速に固形化するもみなれば，牛乳成分の受くる影響は彼の場合と向」覗し得

るや疑問なるを以て，之が解決に資する止め實験室に於て加熱掩拝法によりて生孚Lより粉乳を．’

製し共酵素反磨を槍し，次いで乾熱受熱（粉乳歌態に於ける受熱）と酵素作用との關係を索・

．め，粉乳製造中に於ける加熱溜度の影響を製造の實歌に即して調査せんと試みだり．・－

｛

供　　試　　粉　　乳

試験に供したる粉乳は試製晶及下記の如き市販品6種なり・

　　　　A・（外國製品）　　圓筒式
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，．B．（外國製品）
C．　（内　　國　　製　　品）

D．（内　國製品）

E・（内國製品）

：F・（内國製品）

噴霧予
州　筒　式

噴霧式
噴霧式
噴霧　式

試’ ｿ　の　調　製

　調製法は前頁記載の細菌試験報告に於けるものと同様なり・該法は乳化液均等なるものを得

・るを以て，酵素試験に適するものと認む．

酵　’素 試　　駿

　　　　　　　　　　　　A．酵』素肌磨の比較
　本試験に於て試験せる酵素はパーオキシダーゼ，アルデヒ｛ドーレダクターゼ及7ミラ「ゼ’

の3種にレてカタラーゼには曇れす，蓋カタラーゼは山村氏も報告ぜる如く粉乳中に存在する

こと稀なれ’ばなり．．

　　・パ・一オキシダーゼ検出法

　1）．S㌻・r・h・反町（2）（り（“）（5）（6）（7）

　試料5ccを試験管にとりi％過酸化水素水及2％パラニフエニイレンヂアミン2滴を

加へ振盟す・700を匝域とせる加熱乳には男用し得．帥680以下に加熱せるものは絡て丁寧

青色を呈するも、700のものは着色度淡く720以上のものは全く着色茸す判然と亙別し得

　2）Eble＆Pfe任er・・ベンジヂン反回（7）

　試料5。cに冷飽和硫酸マグネシア液10　cc及1％過酸化水素水．1滴を加へ1ラ｝間放置

．後ベンジヂン液α5β・べγジヂン49を96％アル・一ル100ecに溶鰐）を加ふ・70紫

一三域と豊る加熱乳には着色反響を平々識別し得・．帥450以下に加熱せるもののみ直に青藍色

を皐す・450～680迄は歎分後友青色を呈し其着色も判然せす・

　3）新R6then雌s畠er反回・パラーフエニイレンヂアミン，グアや亭P’ル反慮（2）（7）（9）

　諌料25CCに1．与e6子骨性酷酸鉛を加へ掩拝遠心分離する．分離せる孚L清10ecに3％魍；

酸化水素水4滴及二三パラーテト自一ルスルフイト液（パラーフエニイレンヂアミ．ン臨酸盤，昌，。

・グアヤコール20％重亜硫酸ソーダ混液）10滴を加ふ乙700を厄域とせる加熱乳に慮用し得

1帥681以下に加熱せるものは総て濃紫赤色を呈するも700のものは着色度淡く720以上に至

れば全く着色せす判然と厘別し得・Storeh法よ．り着色安定なり．．・然れども乳清使用のため乳

清調製に時間を要する不便あり・
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　　アルデヒードーレダクク「ギ槍出法　　　，　　　　　　　　　　　，　　一

　4）　Sehardinger反臆ミ（2）（7）

　試料．10CG．にSchardinger　F・M・試藥（飽和メチ・一レンーブルP一アルコーノし溶液5ce穿ホル，

マリン5ecを水にて200eGに稀生す）1ccを加へ振盗，混液に流動パラフィン2eeを加へ水

浴450に保ち紅色時間を測定す・粉乳は総て水浴5時聞に至るも脆証せ’タ・飽和メチレンーブ　・

ルー液を牛減せる試藥にて試みたるも同檬宿継せす・蓋・粉乳には細菌藪少なきに由るか・』

　　アミラーゼ槍出法

　5）Ro七henfusser改良種油法・・ヨ「ド澱粉反感（2）（7）（9）（9）

　試料25ccに1．5ec臨調性酷酸鉛を加岱更1こクロロホルム2ceを加へ撹拝混合遠心分離す・

分離せる孚L清10ccに澱粉アルコール溶液1ccを加へ室温に14時間叉は40ひに3・5時間放

置樹液：1・5ccを試験管に入れ0・002　Nヨード溶液を同量加ふ・此方法は標準澱粉液調製の瞭

アルコール添加後沈澱多し．故に沈澱物沈降後は上暦液ほど澱粉少く一定濃度の澱粉を加ふる

こと能町．從って酵素によ継粉分解後・一ド反魂て着色度を充分認め得るも，ζれにて

アミラーゼの作用を確定することは不裏面なり・故に澱粉溶液を服部，秋山爾氏（3）改良法により

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
アルコールにて稀繹せす水にて稀繹す・此方法にては沈降物を生ぜす均一の溶液を作り得從

って戸戸に一定濃度の澱粉を加ふるととを得・前者よリヨードにて確相なる分解程度を認め得

べき着色となりアミラーゼの作用を確實に識別し得るも粉乳は以上の諸法にて實験せるに殆ど，

製造に際しての粉乳に及ぼす溜度は生乳中のアミラーゼの豊富温度と接近せるを認む・故た此

方法による澱粉溶液は梢汝濃く從って分解後のヨ戸下反慮による着色度の識別に稽々困難なる

を以て次の如き澱粉液を調製せり・帥直接に可溶匪澱粉よグ1％澱粉液を調製せり・此方法

は常法の澱粉液調製と同じく10gの可溶性澱粉を約200ccの温水と混和し之を掩拝しつ貝鉦

30分蒸氣を吹込み冷却後水にて・∬とす．防腐のため面出のクロロホルム及トルオールを渥

加レ氷室に貯へ原液とg使用に先立高浪を約60。に加温し充分櫨し0。05％．灘粉緯を調製

せり・・一ド溶液の調製法は次の如し・．ヨード1鉱79，ヨード刺丁8・を1の奉に溶騨る・

ものを原液とし褐色壕に貯く使用に先立，原液2GCを水にて100ecとせり．

　乳清．10eGに0．05％澱粉液1ccを加ぺ2・5時間40。の水浴に保ち直ちに冷却，5ecを探・

りヨード溶液1ccをカロふるときはアミラーゼによる無恥分解程度に從ぴ着色す．反慮明瞭に

して容易に識別せらるる峯以て此方法を乱用することとぜり・

　6）　Coning反慮（7）

　試料10ecに1％澱粉液3滴を加へ37。～40。水浴に30分放置直に冷却ヨード液（ヨード

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19，ヨードカリ29を水にて300GGとす）1CGを加ふ・‘63。～65。を置域とせ・る．加i熱牛乳には慮

用し得るも，それ以上又は以下のものは着色度殆ど同様にて識別し得ざ砂き・叉着色塵極め乍
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　不安定なる歓貼あり．粉乳は製造方法の相違に：より可及的均一歌態にせりと難牛乳の如く均一

　に乳珠化せす濃度も一定になすこと困難なり・故に確實に認知するには前法に及ばす．

㌦　以上の成績に依ればカタラーゼ及アルデヒードーレダクターゼは粉乳の酵素としては開罐直

　後に於ける試験の結果に干ては概して陰性を示すことを了知したるを以て粉乳の品質槍査には

　適せざるものと認む・故にパーオキシダーゼ及アミラーゼのみの槍出を行ぴパ一団キシダー

　ゼとしてはStorch及Ro七henfusser改良法，アミラーゼとしては0．05％澱粉添加法を採用

　するを可とす・

　　　　　　　　　　　　　　　　B・試験成績の標準

　　本試験に於ては下記の規約に從ぴ符號を以て記録せゆ．

〆

へ

諜1青難
　　　　　　／纂輯着篭

　　　　　　　　　d．

帯

十

十

±

　　ひ

冊

十

十

±
＿〆

冊

十

十

±

市販国老しの試験成績

／
A
：B

．C

D
：E

F

パPオキシダ炉ゼ
StOrch

1十

±　∵

±

十

Roもhenfusser

十

±

±

土

アミラーゼ

ヨード澱粉

陸

湯

±

十

二鮮なる生乳に就き，30分及瞬時加温を行へり・

∵S七〇rch反慮に於てCのみは着色反慮

藍青に褐色を帯び特殊の反慮をなせ’るは

該製品にはアルカリを混入せるによる結

果なるを以て豫め中和し試験を行ふを可と

加温の影響

A．生乳に撃て

30分加温・・生乳30CGを試験管に取り一定温度に達せる後験溜器にて掩搾しつつ30分間；
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　　　　　．同温に保持す・

瞬時加温一生乳30CGを試験管に取り四温器にて掩梓しつつ一定温度に達せるとき直に冷

　　　　　書す．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　義
これにより酵素聖慮を試みたるに次の如き結果を得たり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
R0　分　　加　　温　　　　　　　　　　・

60。 63。 65。 68。 70。 72。 75。 78。 80。 82。

パーオキシダーゼ

A　　ミ　ラ　一　ゼ

　　　Storch

qoもhenfusser

?[　ド澱粉

帯“ト十 冊帯十 惜帯± 帯廉価： ±±．一

一一一
一一一 『一一 一一『 一一一

瞬　　時　　加　　温

　　　　　　　　　Storch　　　　　　冊　　　　十汁　　　　十ト　　　斗佳　　　　十峠　　　　斗仔　　　　斗芹　　　　斗汗　　．　±　　　　一

パーオキシダーゼ
　　　　　　　　Rothenfusser　　　什　　　十片　　　→什　　　帯　　　→十　　　冊　　　斗器　　　帯　　　十　　　一

アミラ・一ゼヨード澱粉冊　借　畳　十　十　±：　『±　一　一　一

　此結果に依ればパr・オキシダーゼは一定範園の加温にては生乳と全く亙惨し得ざる着色をな

すも僅か2．の差により極めて淡色となり．：更に2．上昇すれば全く油性なきに至り攣化急激、

なり．アミラーゼは此瓢攣化緩慢にしてパーオキシダーゼに比し租々熱に弱き傾向あゆ・瞬時

加温によれば30分加濫に比しパーオキシダーゼは10。高濫にて破壊しアミラーゼは5。～8。

の高温にて破壊するを認めたり・此方法は粉乳製造方法の噴旧式に封しては寧ろ該當すべし，

帥噴霧式ぱ乳汁を乾燥室内に噴霧せしめて熱風に燭れしむるもみにして瞬聞的に乾固して細粉

歌となり乾燥するものなればなり．

　　　　　　　　　　　　　　　　B・粉乳に付て

　　　　　　　　　　　　　　　　　試製紛孚L

，余等は實際製造工程に於ける粉乳の攣化を更に追窮せんとし實十三に於て小規模に粉乳を試

製せり・．

．（第「）、上部は厚硝子・下部は陶器製の二部よりなる減堅蒸磯乾燥器に生乳1合（180cc）

5

生　　孚L・1806c パーオキシダーゼ

加温温度

50。・

70。

720

78。

乾燥迄に要
せし時間
2

1．5

1．5

1．5

Storch

晋

帯

Rαhenfusser

冊

帯

アミラーゼ

ヨード澱粉

井

±

±

を入れ毛細管及冷却器を附し常法の＼．

薩蒸溜の如くになし乾燥せし回

り・此方法によれば乳三法に類似し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
加温せる闇は乳皮凝固せざる故粘性’　、

あるも冷却すれば乾燥固着する．を以

て陶製匙にて掻取り之を乳鉢にて静

かに細砕し粉歌となせり・此方法にて附せる粉乳は全く脂肪球融合せるものなれば思び溶解せ
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　　しとき総皮凝固をなせども酵素試験到れば差支へなし・

　　　以上の結果を生乳の場合と比較せるに細々酵素作用強き傾向あり・由來する庭は加温温度が

　　水浴。温度なるを以て減璽により毛細管を維て冷氣が流入せる爲叉は上郡の厚硝子に慮れたる

　　水蒸氣は外氣により凝結し水滴となり乳汁中に落下し，乳汁は常に幾分加温温度よりも低下せ

　　るに1よるなるべし・此結果より推定するに加溜時間は何れも1・5～2時開の長時高なれど生乳

げ　『を30分塵溜せる場合と略同様なるを以てパーオキシダーゼは此範園に鞭ては盛り影響なきも

　　アミラーゼば長時間となれば取々活性を失ふ・

　　　（第二）尚通常飲食物を風乾物になすと同様なる：方法にて蒸磯乾燥せしめたり．即100。の

　　湯煎上に粗葉皿を乗せ扇風機にて逡回し，生乳50ecを入れ陶製匙にて可成均等に二二，「時々

　　駿温せるに48？以上に：は上昇せすして約25分にして乾燥せり・冷却後掻取り孚L鉢にて粉確す

　　＼此方法によれば50。以下に乾燥せるものなれば勿論爾酵素の反回は顯著なりき・．
　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第三）生乳をピペットに25CC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とり，之を一定目深と老る水浴に蒸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磯皿を浸し滴下せしめつつ硝子棒を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以て掩搾加商乾燥せしめたり．之を

　／滴下三拝方法と回せり，之に就て酵素試験を實施し術乾燥に要する細面を附記せり・

生乳25cc パーオキシダーゼ アミラーゼ

幽艶澁度 乾燥迄に要
ｹし時間

Storch Rothe血fusser ヨード澱粉・

！48。以下 25分 ’「肝 ㌧肝 斗汗　’

　　以上の結果よ

　砂水温950以上

　にして活性力を

／　失ひたり。斯く

　の如．き結果を得

　たるは水盤を一

生乳．25cc　滴下即吟方法
加　　温　　温　　度

パーオキシダーゼ

：ア　　ミ　ラ　一　・ぜ

乾燥に要せ

　Storch
Rothenfusser

ヨらド澱粉

し時間．（分）

70。

帯

什

晋

80。’

’帯

帯

廿

85。

十

十

十

90。

十

十・

十．

如

93。

り±

士

±

35

95。

35

100。

25

．定にせりと難，蒸叢皿の表面は外氣の影響にて幾分低く’叉滴下せられし冷血に冷却され次いで

国号により蒸磯劇中の生乳は水温より可なり低きものなるべし・

　以上の事實を粉乳製造の心際に徴するに，最初の工程に於て乳汁を濃縮する場合に70。以下

なれぼ酵素は安定なるものなり・ここに注目すべきはパーオキシダーゼの反慮は生乳の加溜と

同様なる索麺を與へたり・叉加溜長時聞に及ぶも反唇に影響を與へざるは水分減少するに俘ひ

安定：なる状態に導く結果ならんか．故に粒形粗大なれば（乳暦厚ければ）内部に熱の浸透不良

．なるを以て酵素は更に安定なる歌態を持績する愚なるべし．

　試製粉乳装置は鮮紅粉乳の製造に比して不完全なるを以て，之以上に詳細に追窮するは特殊

の方法に依らざる限りは不可能なる放，斯く断定的に読明し能わざるは遺憾なり・

　　　　　　　　’　　　．市販粉乳の乾熱に及ぼす影響　　’　・　　　．．’．．．．・．

〉

ヘイ1
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乾燥せる粉粒は室内より取出す迄には相當の時聞を熱に曝露するものなれば（10）酵素の破壌に

近き温度に於てば粉粒に友ぼす熱の影響を槍する必要あり、とし酵素三鷹旧著なるB，E，．Dの

少量をとり，小なる共栓壕に入れ密封しε（Pの温湯中に沈め乾熱にて一定時間加温し酵素反回

を試みたるに吹の如し・’

、

章乞　　　熱　　　早口　　　～盟　　　　　80。

加　　温　　時　　間

パーナキシ
ダーゼ．

アミラーゼ

　Sto壁ch

Rothenfusser

ヨード澱粉

B

原品

十1

十

十

1／2．

十

十

十

・・ 戟

±

±

十『

±

±

±

．E．

原品・

十’

十

十

1／2・

十

十

、±

・1

±

±

1％

±

±

D

原　品

±

±

±

・1／2

±・・

±

±

，1

　　此結果を徴：しでも80。にて、30：分の乾熱にては全く攣化を認めす，1時間にして始めて着色

　の減退を認むるに至る．故に牛乳中の酵素は一度乾燥三態となれば可なりの高温に耐昏SO『前

　後の室内にては綾慢の攣化となるは注目すべき事實なり．・故に粉乳に酵素の有無あるは室内に

ゆ曝露せらるる旧聞より9は乾燥瞬時の種々の丁丁に基因するものにして強弱は熱に曝露せ．らろる

　二二に三二するものなりと思考す・・從って試製粉乳の市販粉乳に比し酵素の活性彊’きも全く此

　丁丁に基ぐなるハミし・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　余丁は弓庭た我國に於ける粉乳製造の一例を記載し酵素反慮を追窮せんとするものなり・装

，置は向韓ダーぜンに依る遠心式のものにし’て豫め約牙に濃縮せるも．のを以て噴霧せしめたり

．熱風は始め140。の高温のものを逡風するも乾燥室内に至れば801～85。・となり1更に75。に降下

　しそ毎回に出づ．故に原料乳は80r～85。のi熱風に接干して乾燥するものなれど喧片歌ρ原料

　算ば二二乾燥の二丁粒は蒸磯上のたあ，’溜度を降一ドし乾燥落下するものなり・然るに乾燥室は

　酵素（パー矛キシダーゼ）の破墨すべき温度た略合致するを以て噴霧法にても酵素の有無を生

　じ機械的操作の影響を充分に認め得べし・例へばFの如く．遠心力により噴霧せるものは酵素反．

　慮なくッB・DlEの如く堅力により噴霧せるものま酵素聖慮を有するこども何等か此粒状に

　關係あるべく思はる．粒状を顯微鏡にて検するに噴霧法は何れも圓形をなすもなは最も粒形．

　細く」D／Eは略同様にして，これに…欠ぎ，：Fは最も大なる．粒形をなせり・B，D，　Eに封ずる相

　違は堅力及噴出孔経に關係あるものの如し・　　－　　　　　 　．㌦1．∴

　T“　　　　　　　　績．，論’及考察　　．　．　．1「　、ノ

　　前文に於て記述したる試験成績に依れば　　　　　　　　　　　　　、「　．．：

　1　粉乳製品に封ずる開錨直後1と於ける品質槍査の酵素試験にはカタラーゼ及アルデヒ」ドー

／
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　レダクターゼの爾反鷹iは適せす・パーオキシダーゼ及アミラr・ゼの爾二階を試むるを可とす．．

翌　パーオキシダーゼ反回に封してはS七〇rch法及Rothenfusser改良法を可としアミラーゼ

　反鷹iに回してはRo七henfusser　i攣法を可とす．

「皿　アミラ＿ゼの試験に於ては0．05％可溶性澱粉溶液1GCを乳清10ccに加へ40。，25時

　間放置後槍液：5CGを探り0・002Nヨード液1・ceを加へ比色するを可とす・

W　市販粉乳6種に付實施したる試験の結果に於てはパーオキシダーゼ及アミラ」ゼ、の爾反

　鷹は互に並行し，酵素の反感を有する試験品は爾反鷹共陽性の成績を示し・然らざるものは共

　に陰性の結果を與ふ・三三産品中には反例可良なるものあれども酵素及細菌（別報参照）の

　試験成績に於て外國製品中に優秀なるものあり・我國製造家の努力を望む・

』V　粉乳製造中に於けるカロ熱操作の製品に及ぼす影響を知るために製造中の加熱工程を解析す

　れば，製造工程の前期に行はるる乳汁の濃縮及中期に於ける粉乳化する時に於ける受熱歌況

　並粉乳化後に於けるものの三階梯に：分割・さる・自P後期の乾熱に封し，其以前の；期に於ける

　ものは水分含有時に於ける平熱（漁熱）なり．

　　1漁熱時に於ける影響を生乳に就て試験したる結果に依れば，酵素反鷹ゐ安定度は淵度と時

　間とに支配され，パ7オキシダPゼはアミラーゼに比し高溜に耐ゆるととを験知せり・加撃温●

　度に封ずる反回の二化はパーオキシダーゼは急激にして2。の差に由って反慮を著しく野洲

　し，5～60の差に由って反慮の存否を別にす・此貼アミ．ラーゼは稽緩慢なり・試験の成績上

　パ＿オキシダーゼは30分加熱にありては70。以下，瞬時加温にありては80。以下に於て安

　定にして，アミ・ラーゼは30分加温にありては68。以下・瞬時加温にありては75。以下な、

　れば安定なるが如し・

W　粉乳歌態に於ける下熱所謂乾熱の場合にありては酵素反慮の安定度は主として受四時聞

　に支配され，反回の攣化は緩慢にして，二度に封ずる影響は三熱の二合の如く敏感ならす，

　二って加濫温度の影響によう酵素作用の攣化はパーオキシダーゼとアミラーゼとの間に差違

　．を認め難く，強いて差別を樹つぐ．ばパーオキシダーゼの攣化丁々著しきものの如し粉乳に

　・80。の熱を與へたる場合の域績に：於ては原反慮は30：分間の加熱により減退する傾向を示せ

　り．

廠　前記の如く酵素の熱による影響は水分の存否により異なるを以て，粉乳製造中に於ける酵

　素と加熱歌況との三三は牛乳の殺菌の場合と趣を異にする所あり・傍て其關係を追究する月

　＝的を以て實験室に於て生乳を用ぴ滴下掩三法により80。の熱を與へっっ30分聞の加工によ

　り粉乳を試製し，9（試製品は水に不溶，60。の温湯によって乳化す）其酵素作用を検したる

　に；其成績次の如し・
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　　　　　　　　　　　　　　生乳市乳市販繍B試製粉乳　成績上試製粉孚Lは’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パーオキシダーゼの．
　　　　　　　　　StOrch　　　　　　十降　　　　　　什　　　　　　　十　　　　　　　一柵・

パーオキシダPゼ q。th、。f。，ser　冊　帯　　＋　帯　反鷹に於て生乳及市

ア　ミラーゼ　ヨ←ド澱粉　』晋　’　＋　　　＋’　　＋　　孚L（低温殺菌乳）と

　同一程度の反慮力を示し，市販粉孚しに比し強力なり・アミラーゼ反鷹は生乳には劣るも市軋

　及市販品と同一の強さを有す．　　　’　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

田　前記の如く試製品と市販品B（噴霧式製品にして市販品中酵素の反慮最：も強力なるものな．

　り）との間にはパーオキシダーゼの反剛力に沃て著しき差あり．其差に付て考察するに，B

　の劣勢は主として乾熱の影響によるものの如く罐詰後に於ける保存期間も幾分二丁せるもの

　ならん・蓋し漁熱の影響は急激なるを以てBの反慮＋の如きは此場合に了承し難きを以てな

　り・但しこ」に乾熱と構するも實際の製造工程には乳汁より丁丁せる水分け蒸無となりて熱

　風中に混入するものなれば漁熱の影響も無覗し難し．從って試製品と市販品とに於ける酵素

　反慮の差は之等の影響の錯綜せる結果と見回すを姜當とすべし．

　試製品の市乳と同一酵素反回力を有する事實は試製晶の粒形に蹄因するに：非ざるか・粒形粗

　大なれば熱の浸透不良となることも其一因たるべし．樹～二の粒形に關する事情より推定すれ

　ば圓筒式製品は比較的酵素反鷹の可良なる品を牧得し易き傾向あり・

：K　本試験成績に表はれ％る加熱温度と酵素反鷹の強さとの關係より，粉乳製造工程中に於け

　る加熱状況の三段階に於ける各影響を考察すれば，’次表に示すが如き關係成立するものと推

　量さる・

加 熱 の 影

（然な・・きは

（鷺な・・き・

（£‡・なるときは

　　　或　　は

（鮭な・・きは

　　　或　　は

（天＝な・・き・

　　　或　　は

　　　或　　は

濃　　縮　　時、

な　し（63。以下）

な　し（63。以下）

な

な

な

な

あ

な

な

し（63。以下）

し（65。以下）

し（63。以下）

し（6醐以下）

り（70。以上）

しr68。以下）

し（68。以下）

乾　　燥　　時

な　し（68。以下）

な　し（68。以下）

な

あ

な

あ

あ

あ

な

し（68。以下）

り（70。）

し（70。以下）

り（75。以下）

り（80。以上）

り（80。以上）

し（750以下）

乾　　熱　　時

備　に　あ　り

同

同

な

あ

な

あ．

同

同

．．上

上

し

り

し

り

上

上

備 考

表中Pはパーオキシダーゼの反回，Aはアミラーゼの反鷹の意なり

貯藏の影響

！

ノ
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No，47 July　1935，：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B．ULLETIN　OF

THE．IMPERIAL　GOVERNMENT
　　　　　　　　　　　　　　　．LABORATORIES，

HYGIEN豆C

Abstracts　from　Original　Papers．．

、

’

　　　　1．・吻9伽εoα〃πoθsfε9α撹。πsθ’．’Sθα一Bα痂επρPZαcθ8εη伽・yε伽εオ〃of．

Tδゐ〃δαπδ0αrπPεπ9・8ε≠e5’ηE「29配αη認8ωε‘ん7δκ〃δαs緬θεrOθ7話e7．・　By　’：　一

翌．18雇。，7．且励α，rKαオs％⑳α翻θ伽θ％o漉θゲ8。　　　　．

．T・早y・…．ag・．．・u「丑・bp・at・ry　h・d・・p・rt・d…u・i・v・S七ig・七ibn　i・th…

hygienical　states　of　the　well－kn．own　s㈱．bathing　places　ih　the　vicinity　of　T6ky6，

as　sumlner　resorts．　The　Sanitary．B血r㈱u． 盾?ｵhe　Home　D6par七皿ent艶co血一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
m・nd・d・・t・d・it・…m・re　a・d　l・y・u七P｝・n・f・r　th・lnv・・tig・ti・n・f⑳pi・g・

sites　in　highlands　of．Natiollal　Parks　in　Central　Japa｛n．

　　　　In　August　last　year　we　examined　se批water　and　sea　sand　of　several　b鼠thing、

plac6s　che加cally　and　bacteri610gicall．y　and　found　every．sea　w鋤t¢r．　we　investi一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒgated　was　clean‘．for　bathing．　：B．ecause　of　the　flowillg　in　of　a溜iver　run．　along’．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

th6　city，　ho～vever，．．a　place．so　con七aminated．that　its　water　had　been　too　1．dirty

to　swim　in　was　found　clean，　the　river－mouth　having　been　recl勘imed．

　　　　We　tested　drinking　water　and七he　wetness　of　earth　in’camping　grounds

to　give　eampers　the　llecessary．advice　for　keeping　them　in　health‘．during七heir

camp1且9・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　We　made　observations　in　regard　to　the　climate，　sunligh七and　the　pgrity　of・

air　on　b6aches　alld　highlands　at　the　same　tilne　in　order　to　compare　the　effects

職of　the　sea　with　those　of　the　mountaill　upon　health，’ ≠獅ьｵrigd　to　offer　our　advi66

磐七〇the　pr6priety　of‡he　twb‡or　th年．visitors　of　summer　resorts．　　　　　　　　　　　』『

、we　exp『rimented　in　th6　followlng　localities　for’the　inves七igation／of．the．　　’

sea－bathing　Plaees．’

　　　gH：・n・d・in七h・・h・bu・b・f　T6ky6，　H．・m血・ku　inY・k・h・皿a・nd　S・拠画wa－

de晦in　Cみiba、Ci七y，　are　situated　on七he　shofe　of　the　T6ky6　Bay：whe血e．we．can　　　．、

・・a・hwi・h…h・・．f・・皿・・k F・・b・．・1ect・・r・・ai・・r・…g・瞬F・・血M・k・⑳

昂n4　Hachi6ji　near　Hqlnmoku．　and　the　mouth　of　the　River　Miyako　close　to　Sa血u－

kawa」4esu．七he　sea》a七er　was』taken　for　exaゆna七ion。　　　一．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

’



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．．．．．　　　　　．．．　　　．．　　　　・．．．．　　　　．．「＝1　、．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　　　．．・　　．　　．．　　　　　　．．．　　で　．　：．．　．　』．　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　監
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　k＿．

　　　　　　2

．、　　　　　Yuiga－hama　in　Kamakura　and　Mρrito　ill　Hayama　face　to．the　Sag群mi　Bay，

　　　　　　皿orth－west　of　T6ky6．　1皿：K：amakura．　where　we　can　reach　ill　l　hr．　fro皿丁6ky6

　　r
　　　　　　still　remain　some　old■elics　of　the　ancient　government　fro1n　the　12七h　to　the　14th．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
　　　　　　centu熔and　in　Hayama七h6re　are　an　Imherial　Villa　and　lnahy　wealthy並ersolls，．

　　　　　　esta七es　on　acc．oun七〇f　tlle　mild　elimate　and　exeellent　view　of　Mt．　Fuji．：From
　　　　　　～

　　　　　　工sshiki　hear　M：orito，　Zaimokuza　and七he皿outh　of　the　River　Nalneri　w車ieh

　　　　　　separates　Zaimokuza　froln　Yuiga・hama　the　sea　water　on　every　beach　was　taken

　　　　　　as　the．sample　for．　examinatioロ・　　　　　．　　・　　　　　　　　　　　　．　　　　　　｝

　　　　　　　　　　H6」6　in　T翫teyamah6」6，　the．丘rst　sea－bathing　place　in　Hoda　anαYawata　in

　　　　　　Sanuki；beaches　of　the　Uraga　Channel　between七he皿ou七h　of七he　T6ky6．Bay

　　　　　　and　the　Ocean，　are　situated　on　the　west－side　of　the　BδsδPeninsula；Tateγama－

　　　　　　h6」6，　the　furthes七fro皿①6ky60f　the　three　places，　nee（斗s　3　hr，s　trip　on　train　or

　　　＿　．steam　ship．　The　Tateyamah6」6　Bay　is．called七he　Kagamiγa．廿ra　（‘‘Mirror

　　　　　　Beaqh，，）for　the　slnoo七hlless　of　the　gea．　The　sea　water　on．Tateγanla　beach　was

　　　　し　　　　　　also　taken　for　our　examin裂tion　as　aもalnple．

、　　　　　　］：chinomiya　a皿d　Okitsu　in　Awa　on　th　coast　of　th6　nσrthem：Pacific　Ocean，
　　．1

　　　　　．～a＃esitua七ed　on七he　east－side　of　the　B6sδPe皿insul母；the　former　bβing七he　sou七hern

　　　　　　end　of　the　long　Kujttkuri（99　miles）beach　and　the　lattef　being．the　shore　along

　　　　　　aharbour。　The　water　from七he　bathing　place　in　the　River　Ichinomiya　was

　　　　　　・tes七ed　too．

　　　　　　　　　　The　calnping　sites　we　inヤes七igated　are　Sh6buga－hama　in　Nikk6，　Daimy6jill一

　　　　　．sawa　in　Suga－daira，　Konashi－daira　in　Kamik6chi　and　the　southern　beach　of　the

　　　　　　Lake　Yamanaka．

　　　　　　　　　　Besides　Sh6buga－halna，　the　northern　beaeh．　of　the　Lake　Chtizenji　in　Nikkδ

　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　of　the　data　obtained　in　climatological　obserVations

．／．

〆

LOC乱lity
　　　Date
??垂?窒奄高?獅狽? Wea亡her

　　Air

垂窒?唐唐浮窒

　Mean　air
ｵemperature

Temperature　of
?≠虫ｵh　surface

Samukawa一征esu Aug。4 Fair 756．5mm （29．4。Cat10h） 49，0。Catn60h

Iehinomiya
nkitsu
gδ」6

god批No．1
xawata
xuiga－hama

　，，　5

@，，　6
@，，　7

@，，　8
@，，　9
@　　　10」　，，

Cloudy
blear
eair
FFair

bloudy
eair，　eloudγ

25．7．C

Q6．9，，

Q7．4，，

D27．6，，

Q6．5，，　　’
Q4．7　　　　，，

48．0　　　　，，　，，　　　，，

la七er

工sshiki

gQmmoku
ganeda　shore

’　　，，　11

@　，，　12
@　　　27　　，，

Cloudy
blear
blear

757．0　，，757．5　，，755．5　　　　　，，

25，6，，

i27．8’，，at　10h）．

i31．9，，，，，，）

38．8　　　，，　，，　　　，，

S9．5　　　　，，　，，　　　，，

T9．0　　　　，，　，，　　　，，

、

’



、

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．　　．　　　　．　3　〆

　　　we　did　not．overlook　Ch豆gtlshi，　the㈱stern　shore　of．the　lake　at　the　foo七〇f］Mt．

　　　Nantai　and　Utaga－hama，　the．　east－end　of　the　lake．　The　shore　of　the：Lake　Yunoko，　　・　，

　　　6miles七〇north　frg皿Utag＆」halna　w鍋also　investiga七ed．　These　places　are　in▽

　　　cluded　in　a　Na七ional　Park　together　wi七h　the　town　of　Nikk6，七he　latter　being．one・

　　　of　the　most　famous　places　in　Japan　for七he　gorgeous　halldwbrks　in　the血au－

　　　so】．euln　of　the　Shogunate　Government　of　Tok：ugawa．　There　have　been　built　man）r

　　　villas　for　the　summer　resort　on　the　side　of　the　lake．at　Ch豆gishi，．、U尤aga－halna

　　　and　Sh6buga－hama．　Chtlg豆shi．is　noted　for　Chttgishi．shrine；Utag編．halna　for．

　　　【Pachinokikwallnon－temple；l　Sh6buga，hanla　for　the　govem皿ental　fish－hatchery．in　　　　ミ

　　　the　fo童est，　and　Yumoto　for　hot　sulphur　spa．　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　　’

　　　　　　　Dai皿yδjin－sawa　is　the　ollly　glen　betweell　MtsL　Neko　and－Azulnaya，　not　far．

　　　from　Mt．　Asama；the　active　volcaho　even　now　erup七s　plenty　of鵬hes　and’cinders

　　　from　time　to　time．．Sugれ二daira　covering　the　extensive　slopes　of　the　two阻oun．

　　　taills　above－mentioned，　where　horses　and　cows　are　blowing　about　in　summerエn暗　．

　　　be　selec七ed　as　a丑In七ernatio皿al　Skiing　ground　in　Japan．

　　　　　　　Konashi．daira　is　the　forest　locale　in　K：alnik6chi，　the　well　known　valley　i鷺　　　，．

　　　Jap・n・・e　Alp・wh・…ecenもly・h・t¢1・f　high．・la・・h・・わ・6n　bui1ピ・r　th・

　　　m・unt・in・li皿b・M・d　we㈱恐・r・i・・by’皿・t・・一bu・・Thi・i・in　th・b叫d＄’

　　　of　a　Na七ional　Park．．　　　　　　　　　．　　　　　．　　　　　　．．　．　〆．

　　　　　　　Besides　the　froIlt　shore　of　the　suInm：r　house　of七he　Ilnperial　Universi七y．of

　　　T6ky6．　we　illvestigated．Ya皿an観ka　village，　situated　6n　the　west－end　of　the　Llak命

　　　Yamanaka　which「can　be　reach6d　in　a　day　froln　T6ky6．　The　l昂ke．is七he　first，

　　　of　the　Fuji　five　lakes，　sβattered　in　the　base　of：Mt．　Fuji．　The　Ia耳dsgape　here．　　l

　　　belongs　to‘‘：Fuj．i　N＆tiollal　Park，，，

and　hygienical　exa皿inations　of　air　in　the　s色a二baもhing　places．

ムlean　humidity Wind 　．Solar
窒≠р奄≠狽奄盾

UI七ra－violet　rays Active　oxygen
icolQrimetric）

　Dus七
iper　m3）

BacillU呂
iper．血3）

gr．　cal． readg．　on
．（77％at　10h） SW　1．3　m／sec． 1・42，m・min． 41．O　　　　　galva． ± 129，514 5，500

89，，． SSE　44　，， ■22　　　　　，， 34．0　　，， ± 851，936 1，500．

．85，， SSW　3．81　，， 1．42　　　　　，， 40．0　　　　　　　，，
± 8691228 ユ2，000

86，，　　　・ SW　5．29　，， 1．34　　　　　，， 4α0．　　，， 十 1048，501 7，500

83，， SW　4．1　，， L64　　　　　，，． 45．0　　　　　　　，，
± 　　　　　　．W65，770 4，500

88，， SW　3．33　，， ユ．17　　，， 31．0　　　　　　　，，
± 772，286 4，000

90，， S　　1．5　，， 1．23　　　　　，， 36．5　　　　　　　，，　・
± 637，196 2500

87，， SSW　4．6　，， 1．46　　　　　　 38．0　　，， 士 914258 2，000，

（80，，a七10h＞ SW　O．82　，， 1ユ4　　　　　，， 32．0　　　　　　　，，

一 256，123 3500
（62，，”，，） SSE　19　　　　　　　　　，， 39．0　　　　　　　，，

± 151069 3，500

ノ

● ／
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Table　of地e　data　obtained　in　climatological　observations

1」ocalit｝τ

Il

’ Ch員gishi
　　（heigh七1。3　km）

．Sh6わuga－hama
　　．（height　1．3　k加）

Daimγ6jin－sawa
　　（height　1．42　km）

．Konashi－daira
　　（heightエ．52　km）

S．beach　of工1．　Yamanaka
　　（height　1．O　k飢）．

’　　　　　　　　　　Note；

　　　Date
experilhented

Aug．6

，，

，，

7

9

，，　11

，，　14

Weather

Fair

］ヨ「air，　railly

　　late■

Cloudア

Rainy，fair
　　Iater

Glear

Air　pressure
（sea－leve1）

758。5mln

760．1　，，

763，5　，，

765，6　，，

　コM：ean　air

七elnperatUTe

（22．30Cat10h）

（19．ξ5　，，　，，　，，　）

19ユ。C

23．4，，

Tempera．tuτe　of

Earth　surface，

35．OCC　a七14h

34．0，，，，，，

295　　　》，　，，

47．0　，，　，，　，，

（1）　In七ensi七γ　of　solar　radiation　alld　ultra－violet　rays　denotes　the

（2）Wind，　dust　and　bacteria　pertain　to　the　value　observed　on　the

Table　of　the．data　ob七ained　in・the

ノ．

　　　　　●

．：Loeality　of　sample

　　　　take皿o皿

7

、

F

Samukawa－desu
　コM：outh　of］B．］M：iyako

Ichi皿omiya

’R．1¢hi皿omiya

　Oki亡su

H6jδ

Ta七eγama

Hoda　No。1．

　Yawata

Yuiga－hama

　Zaimokuza
M：ou七h　of　R．　Nameri

　工ss短ki

．〕Morito

　llommoku

　Hachi6ji

　M：akado

　．Ha．neda

Date

Aug．4
，，

り
。

，，

6

7

，，

　8

　9

10

　，，

　，，

11

　，，

12

　，，

　，，

27

　　Water．
temperature

30．7。C

29．6，，

28．0，，

22．2，，

26．5，，

28．0，，

27．3，，

27．2　

26．0　

27．0　

2812，，

26．2，，

27．0，，

29．0
　　　　，，

27．7，，

27．8，，

32．0》，

Speci且¢

gravi七y

㌦0218

1．0223

1．0243

1．0203

1．0253

1．0251

1．0253

1．0248

1．024δ

1．0240

1．0241

1．0229

1．0253

1．0250

1．0230

1，0228

1．0243

1．0203

TUI’bidity

5．95

5．43

3．77

1923

5．18

4．10．

12．20．

9．35

23．81

4．42

3。47

6．85

5．78

26。14

10．53

33．82

1026

6．37

Nitrat6

唱．　　　　、

， （1）

（2）

田he　samples　were　takeh　at　O．5～．1．O　m，　depth　of　sea，

The　standard　of．turbidi七y　co實6sponds　to　the　turbidi七y　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

Absent　・

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　、　

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

Trace

　　　　　　コs耳＄pe皿slo皿

パ＼

．

L

、
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and　hygβnical　exalninations　of　air　on　the　campihg　sites．

」

●

　Mean
?浮高奄р奄狽 Wiコd

　SolaT．
窒≠р奄≠狽奄盾

Ul七ra－viole七

@　　rays

Active　Qxygen
icolorilne七ric）

　Dust
iper　m3）

Bacillus　　　　　ダ

iperm3）

gL　caL readiRg　on
一　　　　1

1．67　3　．．　　C田　　　　　　In1R 45．O
@　　galva皿ometer

（85％a七10h） SE　　　2．与6　m／see． 0，82’，， 29．0　　　　　　，， 十～十．． 5，364 1，500

（87”，，，，） SE　　1．4　　，， ユ．44　　　 41．0　　　，， 十～十 3，317 1．000・

81％ ENE　O．66　，， 1．54　　，， 42．0　　　　　　　，， 十～帯 3ユ76 3，500

84　　，， SSW　3．04　ル 1．32　　，， 39。σ　　　，， 十、 21，068 2，000

r

maximuln　of　the　daアindicated．

same　occatiOI1．
F

「’　　．

examinatibns　of　the　sea－water．
’

Ammoniunl　salts

Absen七

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　　，，

1）■ese11七

Absent

　　，，

Trace

，，

，，

，，

　Amounts　of
KMnαfor　the
　ロ
organic　ma七ter
　　in　l　lite11　of

　　　water

2．71mg

2．41

1．20

3．01

2．41

1．05

1．20

1。81

1．20

1，8］．

2ユ1唱

4r82

2．04

2．71

2．86

6。17

2．71

3．61

Total　salts
　　　％

29。72

29．92

33ユ3

28．49

34．20

33．77．

33．73

33．51

33．46

33．30

33．46

．31．33

33．86

33．62

31．73

31．06

32．84

27．01

　・

Colonアof
bacteria」

inlc，c．

130

106

35

290

265

120

224

コ．29

】．60

81

44

840

270

538

200

180

32

23

B．COli．

10c．c．

一

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

1c．c．

一

一

十

一

一

一

十

十

0．1c．G．
’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

十

一

一

一

一

一

一

、

1

、

．女

覧

obtained　in

　　　　　　　　f

adding　l　mg　of　r6fined　aeid　clay単11iter　of　dist姐led　wate二
一一　　1　．一－
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6

Table　of．　the　data　obt翫ined　in　the　examina七ions
9

、

、

’

’

Salnple

1

Flow　out　of　power－
house
：K：ongo（Diamoun（1）

water，　Spring　water
　i丑七he亡emple

．Stream
Spri119

Lake－water（to
Hotel　with　pipe）

Water　of　a　we11

Loe芝1．1ity

Shδbuga－11ama

Utaga－11ama
Daimy6ji11－sawa．
Konashi－daira
｛Phe　cen七e1【of

L．Yamanaka
Yalnallaka　village

Date　of
sample
taken

Aug．7

　　

　9

11

14

　，，

Water
tempela－
　　ture

9，5。C

9．0，，

11．0，，

9．0，，

26．0，，

Appea1’a皿ee

ColoTles§1，　illsipid，

　＆odouユ・1ess

，，

，，

　

　

，，

Turbid呈も）r

1．11

0．50

0．32

0．27

0，30

1

Table　of　the　data　ol）tai皿ed　ill　the　examinations　of

Sample

Water　of　L．　Cllizellji

Wateユ・of　Azusa

Water　of　L．　Yama1主aka

Water　of　L．　Yamallaka

工」ocalit｝r

　　　　　■

300m．　f1・o皿Sh6－

buga・hama
Kollaslli－daira
10m。　f1・om士he　shore

　investigatea
10m．　from　thθfront
　sllore　of　the　village

Date　of
sample
七aken

Aug．7

11

14

，，

Wa七er
七empera一
　　加re

24．0

14．0

27．0

，，

Appea1’allce

Colorless，　insipid，

　＆odOU1●leSS

　　　　　　，，

，，

Turbiditγ

，，

1．43

0．29

0．34

0．56

Table　of　the　data　obtained　in　the　exa皿ination　on　the　sea　sands。

’

！

Loeality　of　sample　taken Amoullt　of　slime Amoullts　of　lli七roge11

Samukawa－desu 5．96％ 0，135％

MOuth　of　R．　Nalneri 20，91，， 0，256、，

Ichinomiya 2．71，， 0，工15，，

B．P．興t　R．　Iehillolniya 6．16，， 0，085，，

Oki七su 3．54，， 0，100，，

Hδjδ　　　　　　　　　・ 9．96，， 0，128　　　　，，

田ateyama，　　． 7．60，， 0，113，，

1st．　Sea，　B．　P．　ill　Iloda 10。53，， 0，129，，

Yawata　　　　　　　　． 23．43，， 0，120，，

Yuiga－hama　　’ 11．45，， 0，096，，

Zaimokuza　　　　． 、8．92，， 0．095〃

Mouth　of　R．　Miアako 11，32，， 0，165，，

工sshiki 4，05，， 0．1．33，

Morito 15．93，， 0．088」，　　　　’

H6mmoku 9．05，， 0，207，，

Hachiσji 12．59，， 0，151，，

Maka（10 5．37，， 0，094　　　　，，

壬lalleda　　　　　　　　　　’ 31．13，， 0247，，

’

、．
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of　the　drinking－water　in　tlle　camping　sites。

Reac七ion

Slightly　alkalille

　　　　　　　Aeid　（P］E】＝＝4馬3）

Slightly　alkalille

，，

，，

Ni七rate

田race

Absen七

　　，，

　　，，

　　りTrace

A皿mo一
　　ロ
　n1UI皿
salts

Absent

，，

，，

，，

　　　Trace

Sulfa七e’

mg・per
lli七er

27．32

Trace
31．60

こ口ace

　、

，，

，，

Amounts　of
I（］M［1104for

七he　organic

　matter　in
　lIiter　of

　　wa七er　’

0．47

1．09

0．78

　，，

2，65

1。71

Chlorine
　　i皿．

chloride

、

5．85

0．35

0．94

0．71

1．17

1．91

Golony
，　of

bac七eria
inlc．c．

32

13
　9

22

27
512

b

B．coli

10c．c．

十

一

十

　　　　　　　　　へ
1c。e．10．1　e。G．

一

、

一

一

一
十

water　of　lake　alld　river，　adjacent　to　camping　sites．

Reactio11

Slightly　alkaline

，，

，，

，，

Nitrate

A．bsenむ

，，

，，．

，，

Ammo－
nluml
salts

Absent

，，

，，

，，

Sulfate

mg・per
lliter

16．94

Trace

，，

，，

Amounts　of

KM110迂or
七he　organic

matter　in
　lliter　of

　　water

1．09

26．50

，，

5．45

Chlorine

　　in
chloride

3．35

0．35

128．

0．71

Golony
　　of

bac七eri乱

inlc，c．

11

50

27

65

B．eoh

10c．c． 1c．c． 0．1c。e．

一

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

Table　of　the　data　of　Wetness血the　earth　of　the¢amping　grounds．

■ocality　of　sample
　　　　　take11　　．

’

The　shore　of　L．　Yunoko

Shδbuga－halna

Daimy6丁目n－sawa
I（onashi－daira

The　western　shore　of

　L．Ya皿anaka
田he　western　hill　along

L．Yamallaka

Weather

Previous
　　daア

Fine
：Fine

：Rai皿

Rain

Fine

Fine

The　day

Fine
Fine，　rain

　later

Cloudγ
R乱in　fille
　　　コ
　later
Clear

Glear
！

Mois七ure

’

21．5％

8三3，，

45．0，，

．15．6，，

　9．6，，

21．3，，

Wa七er
Cal）acity

24．6％

22．3，，

71．3．，

46．4，，

29．9，，

63．8，，

Wetness

87％

37”
62，．

34，，

32，，

33，．

！

o

（Apri1，1935．）．．

●
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：8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　2．　0π〃包θ〃θα8麗re7ηeη‘of　TL〃●6此灘彦g　ofワ「α‘θ｝’．　By　lf．∬2αzoα．

，　　The　new　turわidimeter，　applicable　to　every　water，　consists．of　three　vertieal・

，and　p乱rallel　glass　cylinders　enclosed　in　a　wooden　box，　which　admits　light　through

the　bottoms　of　those　cylinders　only．
，　　　　　　　　　　1

　　　’CarefUlly　pr合P亭red　glass　dis≧is　fastened　to　the　lower　end　of　the　cylinder，

・thus　4h9蘭ing且at　and　ullif6rm　l）ottoms．

　　　　8．cln　below　t11亀bottoms　on　a　plate　are　placed　three　samples　of　writing　test

which　can　l）e　seen　fro皿the　tops　of　the　cylinders　thrQugh　them　respectively．

　　　　The．salnple　of　writiHg　test　is　a　paper　of　dark．orange　color　witll　a　simple

．white；figu血e　in　i七．　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　歴his．　dark－orange　color　of　the　paper　serves　to　avoid　the　color　of　water　to

’be　tested　which　interferes　with　the　accuracy　of　the　observa七ions．

　　　　In　this　method　a　distilled　water　which　co皿t鼠ins　one　part　of　refilled　acid

・clay　per　million　sllould．　be．take耳as　the　s七andard’of　turbidity．

　　　　When　the　turbidity　of’water　to　be七es七ed　is　greater　than　O．1　degree，　only

‡w・・≠－毛h・；・即der・・re　pdt　in　u・e・・d　wh・n　i七i・les・th・・0・1　d・gree，・ll・f

them海re　e血ployed．　　　　　　　　　　　　　　・　　　・

　　『．Complete．illustratio：ns，　details』and　the　m6th6d　of　using　are　given　ill　the

《）riginal。．

　　　　Using　the　new．turbidimeter，　turbidities　of　waters　of　several　killds’were

．meas廿red　in　tlle　summer　of　1934．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜

　　　　The　results　are　briefly　given　as・follows．

　　　　1．．Turbidities　of　sea－waters　at　the　bathillg　places　in　the　vicinity　of　T6ky6

　　　　　　　　　City：一2．08－33，82．

　　　　2二．Turbidities　of］ake．、vaters，　spring－waters　and　river－waters，　adjacent七〇

　　　　　　　　　もhe　camping　places　on　the　mountains　llear　T6ky6　City：一〇．27－1．43．

　　　　13二・．月山rbidities　of．river．wat6rs．of　Sumida　and　Kanda　in　Tδky6　City：一

　　　　・・：・層　　　12．99「33．06．　　・　　　　　1

　　　　41：．・噸・・…f・1・γ▽・…ri…ky鵡・一ミ1．。、　m・・tly・

　　　　可　．

　　　　　∵　　：　．．　　　　　　．　（April，1935）

　　　　3．0π’んeEs♂珈α伽πof　8Zε〃包εαη‘．1V伽09εηε説施θ8αη4αごBα砺η9

2P」【αcθ8εηfl吃θyεcεηε‘〃of　1Ψδ盈1星ノδC鉱召ノ．　By］r，1『η（ioαη（彩丁．．皿07・弱．

●



‘ ぐ

　　　　The　slime　in　the§and　was　estimated　by　KUh11，s『selecting　method，　a込d　the

Ilitrogbn　ih　it　by　Abderllalden，s皿ethod　which　is　an　improved　one　upon　Kje1・．、

dah1，s，　resp6ctively　in　the　summer　of　1934．　　．　　　　’

　　　　In　the　above　estiln乱tions　it　is．　cbnje6tu血ed　that　the　amount　of　slilne　will　be’

generally　afだected　by　tlユe　rivers，　while　the　quantity　of　nitrogell　by　the　se～vages．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A玉fri1，1935．）

　　　4．　0πオゐeD6grθθo’Wθ彦πθ8s　o’Eαr’んαオ0α〃8ρεπgPJαcθs．　By1君．T5窃boづ．

　　　　The　wetness　of　earth　havin．g　a　direct　ef霊ec七upqn　the．　camper，s　healtれ，七h6

eart玲of　four．camping　plaees　at　Nikk6，．Suga』daira，　Ka皿ik6chi　and．．oll　th合

1akeside　of　Yamanaka　were　tested　in　order七〇aScertain　t116　d合grees　of　wetness．

ill　the　summer　of　1934．

　　　　The、．result　of　the　test　is　shown　as　a　ratio　multiplied　by　1000f　a　percentagの

bf　the　moi6ture．w♀ight　of　earth　to　the，water　capa6ityl　of　it．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（」．uhe，　1935）　　　　　　　　　　　　．　　　．．「．「．．．．’

　　　　5・　Eκαη2επα♂εoη　of　1引【か　（17θ〃εPθ｝’α診μrβ，丑Fπ〃π己泥彦〃　απ♂0πs彦，）・α渉　”毎θ

8」匿4〃2〃2θr一・Rθ80r虐8●　By］r。1τα材0㌍奄，1【．1ア％ゴ梶α鴨（Z　7「．11αSθbθ．

　　　　：Fro皿the　report　of　the　research　work　on　the　t㊧mperature，　humidity狐d．

dust　in　the　summer－resorts，　whiβh　was　do皿e　in　summer　season　of　1934，　it　may’

be　sum皿arized　as　fo11Qws：

　　　　1）　Difでerence　of　the　temperature　and　the　humidity　in’the　air　between

the（斗ay　and　1ユight　is　greatef　at　the血ountain－resorts　than　at　the　sea－sid．e　resorts，

　　　　2）　　Air　cGnditiQn　of　the　sea－side　resor七s　is　more　sultry　in．sul且mer　than　on

m・叫・i・・，beca血吊・th・．与・miditγin．・・e吊一。・a・t・i・great・・th・・th・air　t・mp・・ature・

　　　　3）．The加tal　nUm知er　of　the　dustぬarticles　in　sea．coasts　are　greater　than［

the　mountain，resorts．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（April，1935）

／

　　　　6．　0π．鋤e忽e疏。♂of4ηα功sεsof8eα・Wα‘eア．　Byy．．Eηδoα鴨δ『．」暖。而唇．

　　　　To　estimate　the　total　sal七s　in七he　sea－water　a七bathing　places　which　helongs

to　the　coastal　water，「Knudsen．，s　method　for　the　oceanic　water　and七he　ordinary

method　of　esti耳｝昂ting　tota1串qlids・宙ere　u串ed　respectively，　these・dif6erellt．ways

having　obtained七he　same　results．．　　　　・

●



．　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響

1，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尉

　　　　Thus　it　has　been．　ascertained　tha七Knudsen，s　method　can　be　substituted

‡or　the　ordinary　one　in七he　estimation・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Octob6r，　1934．）　　　　　　　　　　　　　　　　　．；

　　　　7．∠監Rθpor♂oπ痂θ石r〃9εθπεcα11η拶θs吻α彦εoηof‘施θ・8醜ηρθr側πd．

¢轟ε吻・η漁e翫ω72漁’ε・π・ffゐθ8麗η五ε9配♪．　By五四α，1溜α，K・9％・・

α？zd．7α乃α鵬麗γα．

　　　　F・11・wi・g…min・ti…w・・e　e・・ri・d・uむ・n　F・b・u・・yユOt1平・ndユ1th，1935

at　Hinoki－daira　slope皿ear　Yulnoto　Spa　in　the　distriet　Qf　Nikk6　National　Park．

Yu1noto　Spa　stands　1，480　m　above　sea　level．

　　　　1．’Puri七y　of七he　air　of　Hinoki－daira　slope・

　　　　Nhmber　of　dusts　and　bacteria　are　a忌follows．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1．．　　　　　．

Place Date Weather Tilne Bacillus D。，t（peH㎡）

Hinokidaira　　　　　Feb．10th　　Cloudy，　violen七1ア．　10　a．m．　　　　3　　　　　　1，733

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　willdy　　　　　　　2　p．m．　　　14．　、　　1，582

　　　　　　クつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　　　　　，，　　　　　　　　　　＝『el）．11th　　　Clear，　viole皿tly　　　　10　a．．m．　　　．　　4　　　　　　　　2，260

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　windy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　avelage　　　7　　　　1，858
〈T6kyδH：yg．　Lab．）

　Garde丑　　　　　　　Feb．25th　　Clear，　breezy　　　　lp．m。　　　146　　　　　429，427
　Roof　galden　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　，，　　　　・　　　　　　，，　　　　　　　121　．　　　　　212，152

　　　Note；Number　o歪bacteria　mealls　thoseわacteria　which　fell　oロade五nite　culture　pla七e

　　　　　　　　　for　20　minutes，

　　　　The　above　results　show七hat　the　air　of．　the　skiing　ground　is　far　cle．arer七han

that　6f　the　city．

　　　　2．　Intensity　of　solar　radiεLtion．

’． l：axi1Rum　and　average　values　l）e七ween　10　and　12　a。m．　are　as　follows．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　2．．

Place Date Weather 　Ileat　rays
（¢1／cm2　mi亘．）

　　　　Ul七raviole七rays
（yeaaing　On　galVaUOmeter）

Hi亘oki・daira　　．：Feb．11th　　Clear，▽iolently　　　　1．39　　　　　　　41　（maximum）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　windア＝　　　　　　　　ユ．30．　　　　　　37．5（a、監erage）

T6kyδ，　　　　　：Feb．6th　　Clear，　violent1γ　　　　1L27　　　　．　　33　（maximum）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　windy　　　　　　　　　120　　　　　　　32　（average）

　Note＝　：Fbr・the：neasurement，　Oyama，s．．　solari皿eter　anδFutagami，s　portable　intensime七er

　　　　　　　for　ultraviolet　ray臼were　used．



r
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画

　　　　qo1ロp3rihg　the　aye楚ageヤalue　Of．T6kン6　with　that　of　H：ihoki－d乱ira，もhe

in土ensi七y．of．solar　hea七rays．　and　u！traviolet　rays　of．T6ky6　were　r鋸pec七ivel亨

92．3％and　82．7％of　Hinoki－daira　where　the　height　above　sea　level　was　ca，

1，840m．．：Regarding　the　difference　of　the　intensity　of　solar　radiation　be七ween

boちh　places，　the　d避erenc60f　th臼ul七raviolet　raブwas　mo艶remarkable　than七hat．

of．　the　heat　ray．　It　may　be　due　to　not　only　the　difference　of　the　heighむin　both

places　but　also　to　the　differenc（芝of　the　purity　of　air．

　　　　3．　Intensity　of　reflectedl　rays　by　snQw．

　　　　R6sults　are　as　follows．

A．　Reflected　heat，rays

，

Re且ec七ed　hea七rays

Pla¢e
Re丑ec七ing
唐浮窒?≠モ

Solar　radiatiOI1
ic．a1／e㎡Iuin．）

．t。　V，。ti，。1　t・in・li・・d　plate

Plate　　　　a七60。　　　　a七45。

Yuzawa　slope

sδky6

S皿ow

dar七h．

1．36

P．26

、　　40％　　　　　48％　　　　　　49％

@　45％　　　　　5，1％　　　　　4．5％．

B．Re且ected　ul七raviole七．ray．

o

Re且ected　ult・一vio・町s．

Plaee Re四七ing．
唐浮窒?≠モ

Solar　ult」一vio．　rays

ireading　o五galva．）
　　　　　　　　　　to　inclilled　plateto　vertica1

Plat・　at　60・　。七45・

Yuzawa　slope
s6kyδ　■

　　SnOW

C　Earth

24

Q2

46％　　　　　50％　　　　　　54％

S．5％・　　　　6．8％　　　　　4．5％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ref．　rays
　　　　　　　　　　　　　　　　Note：％＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．x100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　solar　rays

　　　　As　the　above　table　shows，　the　intensi‡y　of　the．　refle¢ted　raγby　snow　is

．：so　large　that　we　are　able　to　bath　more　intensively　in　the　sun　a七．　skiing　grounds．

毛han　at　places　without　snρw　deposit．

　　　　Comparing　the　total訊mount　of　the　sun　light，　which　a　cube　receives，．

わe七ween　at　a　snowy　region　and　a七aplace　withou七snow　deposit，七he．七〇七al

航mount　a七the‡ormer　may　be　concluded　froln　our　experiments　to　be　1．8（heat

ゼray），》2，4（ultraviolet　ray）士imes　as　large　as　that　at　the．　la七ter　place．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（April，1935．）

9
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　　1」2・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　86．7んθ∠1680rδ言π9　Eがec舌of痂θ1η舟αヲ1配θ4・Rα98．6f　UθPPθrβαπS

　　∠隻ρpJεθdオ。忽8α8πrε28σfんeこ1ππ諺・フ’εoZθオ．jRα∬s　of彦ゐθ8ππLε9ゐ’．一By　yT

　　1【α‘8磁α．

　　　　　The　caesium　photo－electric　cell　had　never　been　used．　in　measuring　th6　u1七ra一・

　　マio16t．　rays　of　the　sun　light　until　1933；because　it　is　Ilighly　sensitive　to　both　the

　　infra－red士ays　and　the　visil）le．rays，　ill　spite　of　the　fact　that　its　sensitivity．　tσ

　　the　solar　ultra－violet　rays　is　seve士al　hundred－thousands　times　that　of　the：

　　cadmiu㎜．　celL

　　　　　In　1933　an　apparatus　for　measuring　the　solar　ultra．violet　rays　usillg　a．

　　caesium　cell　was　for　the丘rst　tim．e　designed　by．T．　Futaga皿i．　The　principle

　　of　this　apparatus　was　to　combl116　the　caesium　cell　and　a　filter　through　which．’

　　only　the　ultra－violet　rays　pass．　But　unfor七unately　alf．presen七there　is　no　sueh．

　　filter，　wllicll　would皿eet　the　above　requirement　to　perfeetion：even　the　Jena、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　UGI，　which　is　the　best，　allows　a　certain　alhoun七〇f　illfra－red　and　visible　rays

　　to　go　througll　it．

　　　　　After　llaving　studi6d　coPPer　salts　as　to・their　absorbing　ef笠ect　and　trans一・

　　parency　to　infra－red，　visible　and　ultra．violetでays，　I　discovere4　that　cupric　sul一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　phate　absorhs　entirely　b6th　infra－r6d　and　visible　red　rays（above　6300　A）to・’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　which　the　caesium　cell　is　sensitive，　but　llot　solar　ultra．violet　rays（3950－2950　A＞

・which　pass　through　i七completely．

　　　　　Making　use　of　the　above　result　and　combining　the　caesium　cell，　Jena　U（｝I

　　and　cupric　sulphate丘1ter，　I　devised　a　satisfactory　apparatus．for　measuring・

　　SOIar　Ultra－ViOlet　rayS．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（April，1935．）

　　　9．8。εf吻ezπ・伽舌・π麗融。海，幡ch，浦。，朔郡ηgd。、融。施，π
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　
8ぴ6cゐαrεπs．　Von1オ。，班．，正τ匂α8コ口，婁．，2Vα”覗‘㌍α，　T．，乞‘翫Z　T8白瓜っzα乃α，石r．

　　　Die　resorptive　Wirkung　bei　del・akuten　Vergiftung　des　Saccharins　tl・itt　al言・

Reflexsteigerung　des耳廿ckenmarkes　hlld　motorische　Lah皿ung　auf．　Die　mini一．

malen　lethalざn　D．os6n　f廿r　Tierell　sind　folgendes。

〆

Tierartell Dosis　pro per　os（9） Subcutan（9） illt■ave11δS（9）

Frosdl

lauS

janincheユ1

Kg
jg
j9

一一8十 10十

W十

一3十4十
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1．δ

．三．’二・」3£iGhrohiscぬ¢ゴ．Saceharihfattert1pg　kann．．1血ah．・nicht．．chronische：Saccharin－

Vergif七Ung　erZeUgen．　　　　　　　・　　，1．　　．　．．．．．　．1．．．．．　　∫　　，．9　・　．．

　　　S昂cchaオi血．煮bt．keillen：Eiufiuss　aufφe　Vefd翫加ng臼wirkung　der　Fer宜len七e

　　　　　　　　　　マ　　　るロ　　　　　　　　

wユePepsu1，．．D真astase・und　Pallereatiロ．　　　　　．　．　、．．

　　　Also　die　Giftigkeit　des　Sac．charins　ist　schwae11，　aber合s　hat　eine　local－reizende

Wirk翼ng．・，・D紬alb．niu臼s　m狐beim　Gebrauch　des　Saccharins　s6ine．KOnzen－

tτatio耳．丑）e1！｛icksichtigb11・　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　　　　　　（Autorefer．）　　　　‘・・．

．’ C1：．．’　「　、．，．．げ1．，．　　　　1　　、、　．　　　　　（Mai，　19：35．）　　．　　　　　．　　　　．　．1．’　　　　　　．　　　’，．

　　　．10．．’伽痂eP」セS6ヵ。θof8αc醜α磁θ．εηPεc初θdrRαdε8苑α認Pεcゐ泥S

Prθ8θγoedεηεα斥θ・Lθθおl　By　E．78πbo‘．　．　6　　　　．『　　．’．圏「．’．‘’

。．；1．．∴．．Sacch郎加e　waS（1臼tec七ed　i耳all、niie　Sa単pleS・Qf　pick工e4．τa母iSh，．　itS・eohtents

be麺g　O．005－0．013　per　cen七．．ln　a　s．ample　out　of　three　of　pickel　preserved　in

Sake－lees　O．OQ1．．per　cent　of　saceharine　was　found．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　，・．、・　　　　ジ．．・　　／．．　　　（November，ユ933．）．．．；♪

　　　71・Tゐ2・珈d’伽醐ε・・．εη伽．助・d8・fPゴ’π伽・．By・．砿翻・，　E・

7鋤・漁α3痂，．…．．’． O∫1．：．．．．，．．1℃　．：．　．　　　・

　　　　The　Bureau　of．　Soeial　A鉦airs　Of　the　H・om合．Departmenもmarked　135皿en　and

2womell　in　twelve　printillg　shops　ill　T6ky6　the　year　before　last　and∫from　each．　・

prギ・・n　tqQ孕．100ρ・e・・f　b1・・d，　whi・h　W耳・・en七t・・u畑b⑫四重9脚・1ア・i・．「

　　　．Every　bloQd．　was　analysed　by　lneans　Of　the　me止od　described　in　P．　Sch皿idt

七口、d，：民Weyrauc五，．‘‘Ueber　die　Diagnostik　der　Bleivergiftung　im　Lichte

In6derner：Forschung，，，　which　trea七ed　the　oxydation　of　th61ead．solution皿eces－

sary　for、　its母etermination，wi本h　the　elec七rolytic　process七hat　was　dQne　here　by．，

sodium　hypochlorite．・Tlhe　results　were　as　follows：

之　　、

1」ead　quantitie8（Pb）．in　1ρO　e．c．．of　blood

．Below　O・．01　mg・．・

0・01－0．Q24　mg、．．

0．25－0。035mg．．　．

0．036－0．06mg．　　．

6

’● D●’” 諱D．．”．．．”・、’．。●”∵”●．●。

．’”E●○。●”6巳●（●’。1’D。”●●。。’。

’．’ D’。D。． D・D・D9・D●・．・’q●．り’・・亀’q．・

●　●　●　●　●　●　●　■　o　●　6　巳　畳　●　●　0　9　■　●　●　■　●　o　■　，　o

To七肌1．．．．．．．．．＿．．．．．＿．．＿＿＿．

　　　　　　　　く

（December，1934．）

　　　　　　Samples

．．・・…… ｨ
。∵…　　。…　　。　　83

。曳．・。・・…　、9　　33

．．．．．．．．．ドユ0

　　　　　　　。137

’．
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毎4

㌦＼．．■26：．7’飽β、Lθα¢濯1、．σ028’認ε．．護鷺．0翻8‘S．flrゆ伽二〃』2．．Pr‘歪覚εη98」』OP3。　f・Bン11f。

1禰0，E．7励・づ，y．Eη伽α翻皿．伽蜘伽．　　　　・．．．．』「ザ　一．二．．

・’

D．．
ATh6．．：：Bu艶a耳．of．Soci昂l　Affairs，of．　t参『Home　Ddpartmeht　c611¢c七6d．　forty－four

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロspecimens　of　dusts　from　twelve　printing　shopdn．　T6ky6　and　thre6　i取Osaka　Ias七

タear．’・．They．were臼eht　to　our　Lal）orato茸yl　fof　analysis．　　　、　　　．　　　　’　1・・

　イ
　　　1－2g．6f．dus七was　weighed　accurately　an：d　digested，くusing　15　c．c．．　of　c6n－

ce耳trated．　sulphuric　昂cid　an〔逃　addi皿g　concentrated　nitric　acid　訊s　士equired．

When　the　acid　soluti6n　became　colorlessジi七Was　dilu七ed　with　100　c．c．　of　water．

The　residue　undissolved　in　the　acid　solution　was　filtered　and　washed　with　water．

孕叫堪h・，・r・id・・聯・e￥t「ar㌻ed避ith七h・．聯1章01ution　g坤興onlマm、ar・七・te

and　determined　as　FbSO4　in　the　usual　analy七ical　way．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．　．　　　．　．　　　　　　隔　　　　　．　　　　　　　・　　　　．　　．・　　．rL

．：．．、二Tab16　bf　the　lead　cohten七s〔of．dustsヅ．　ih　r的hich二any　mbtaHG主）owaer　was．・seen．

殉．．．．　　1．．’．　　　．・’．　、　　　．、　．．：Per　qen七〇f　head（Pb），．…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

6sampleB　fro血MouotyPβcasti9■oom
　　　　　　　　　　　or　Type・founai耳9τoom．

8　　，，

ユ　　　

2　　，，

1”　，，

2　　　

1　　，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

Open　type　case．＿＿　　．
①ype　pi6king■66m，．．．．．．，．＿

．．9ρPP9哩・・9町・．…・！∴∵

　DecO皿posing　room　　　・…　　．・…

Stereotyping　room
Press　room．◎．。．

D．．。．． @．

軍！gta1．．．．21

・Table　of　tlle・lead．contents．of　dusts，

●

2san真ples　fro鱒Opell　type㈱e・

　6

’2

　1

　2

　2

　6

　1

’1

，，　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　，，

，，．@　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　，，

5　．「4’・

○　　　　　・

．．こMax．）　　，．．M：i皿し・」

‘　　　25，86

　　　　　27，12

．．．．　　　8．59

　　．　　20．63・

ご　．　’一

2．03

4．54

・．4．11

5＝38．．

　．AVerage．；

’

　　　11．76　　，

　　　15．64

　　　　1．15

　　…‘6。35
　　し　　　　　　ロ

　　．3．22．．

　’”13ふ30　・

　　　　0．07

in’which’∬o　metalie　powder．Was　seen．

　　　　．．・．．．　＝．．　．　　Per　cent　of　Leaa（Pb）．

・　　　●　　●　　　●　　　●　　　■　　　●　　　匿　　　■　　　●　　　●　　　O　　　D

Tyl）e　pickiug　rOom．．．，．。．．．。

Colnposing　roo皿’．．．．．．。．　．．　．．

Place　o茸．　maki119　M：aもτices

Decomposi虹9■oom．
S七ereotyping　room．．　．．．

・Pres8　room。．6づ．．・．・．　　．　．

aookbillding　1．oom・．，．．．．。，

・Fiロishing　Place　6ドゼ‘ゼピ。　。6

τ『otal．．．．23

　　　●　　　●　　　●　　　●．　噛・　　　　L

■　　　　　　　　o　　　●　　　・　　　　9　　　●　　　o　　　り

。　　　　　．．、．

’●　．　　　・　，　　　・幽・　，■6

　　　　　．∴．一4

　　　●　　　　　・層090　．’

（June，ユ935；）

　ド　げ

1Max．

1L86

．1．12

11．．06

2．72

16，64

ユ．50』

Min．’　LAvel‘age

1．38．　　　　　L62

0。19　　　　　　0．62

1。00　　　　　　　1。03

　　　　　　　　0：86．1

1．02　　　　　　1．87

9．07　　　　　12．86

0。19　　　　　．・0．95

　　　　　　　　0

　　　　　　　　5．23
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　　　　13．・．0亮オhθ0θ彦e6矯めπof」Pαrα・0苑Zor－Bθπzoε6・4cε♂．επ．1700ds6、　Byエ㌧

πα七三αη‘ZK・F吻弱・

　　　　The　authors　have　fouhd　a　new　6010r　reactioh　for　detec七ion　of　para－chlor－

benzoic　aeid　which　is　used　as．a　food　preservative．　・．　　　　　　．　．．．　一

　　　　The　procedure　of　the　method　is　as　follows：

　　　　After　evaporating　the　ether　ex七ract　solution　of土he　sample　to　dryness　in翫

㌍st－tube，　add　to七he　residue　small　amount　of　potassium　nitrate　anα0．3　cc．　of

c6ncentrated　sulphuric　acid．　Imm．erse　the．七est－tube　in＆．boil臼d　water－bath　for

20minutes．　Remove七he　tube，　then　dilu七e　with　about　10．cc．　of　wateL　To　1－2　cc．

of　the　dilute　solution　add　about　20－30　mg．　of　zinc．dust．　After　shaking　the

Ini為事ure　violently　40r　5　ti皿es，　add　cautiously，七he　solution　to　5　cc．　of　freshly

prepared　10％、sodium　hydroxide　sOlution　containing　O．1％alpha－naphtol，　down

七he．side　of　th6　tube　so　as　hot　to　mix　with　the　alkali　sol耳tionl．Ared　ring　is

forlned　at　the　junction　of　the　two　liquids　if　para－chlor－benzoic　acid　is　present．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（June，1935．）

．　．14．　0π〃bεQπαπf〃επg〃θ痂。諺sofい1）r〃．刀∬ε疏．（ηBαρ彦θrεα．．　By　7．

．4雇bα㈱♂7．1孟。．

　　　　Imlnediately，　opening　the　cans　of　the　six　well－known　dry　milk　in　the　market

（Japanese：product　4，　foreign　2），we　counted　bacteria母nd　exa皿ined　enzylne・

　　　　In　preparating　a．sample，　we　used　dry　milk　which　had　been　dissolve4．With

sterilized　water　as．far　as　possible．Φhe　method　was　as　follows：

　　　　We　put　a　number　of　glassめends（⑤m皿．　in　dia）into　a　glass－stoPPered

bo七tl臼，　placed　the　weighgd　dry　milk　and　water，　warmed’ 奄煤@for　15－201nin．　in　a

water．bath　at　37。一400，・f士equently　stirring七he　mixture．vigqTo］［Bly　to　m＆ke　a．

milky　liquid．　In　using　this皿e七hod，　we　could　dissolve　the　powder　easily　and

almost　eompletely，　so　that　we　found　it　to．．be　an　extremely　suitable　one　for．the

bacteriological　a翼d　enzyme　test，　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　一

　　　　In　according　with　the　direct　microscopic皿ethod　and　petri－plate　metllod，

we　ealchlate．d．the　number』of　total　bacteria　and　living　bacteria，．from　which　we

d，duced，…of　li・i・g　bacte「i銑×10・a，。、ti。。f　li。i。g　h。，t，ri。．

　　　　　　　　　no．　of　total　bacteria

　　　　The　results　we　obtain6d　were　as　follows：

，



っ6

Sample

　　Direct’1nicroscopiG

@　method

．Pe七ri－plate

@　method
ino．　of　Iiv加9

　Ratio　of　living　bacteria

j。．of　Iiving　bacteria　　　　　　　　　　　　　　　　　　×104

Re血arks

?|zyme

Reaction．of

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（no．　of　total

b≠モ狽?窒奄＝j
bacterial） no．　of　total　bacte；・ia

PerOXアd． Amy1。

A．，foreig耳prodUG七

@　by　dエum－process
9500，000
P400，000

500
V0 0．52 一 　　　一

B，foreign　product
@　by　spray・process

7100，000
W30，000

1880
Q20

　　　　　　　　，

Q．6 十 荘

C，Japanese　product
@　by　drum－process

14900，000
Q200，000

5300
V80 3．6 ±

　　．}

D，」翫pallese　product 18500，000 4500
2．4 ± 十

夢yspra．y・pr・cess ．2160，000 ’　　530 一

E，Japanees　product
@　by　splay－process

1180qOOO
P300，000

57860
U360 49．0 十 十

＝r，Japanese　prodUC七

@　by　spray－process
13500，000
P650，000

45100
T500 33．4 一 一

Eachd士・milk儒銀蹴御器盈ぼ。、，。。ce。、，a、、。。。，。。一。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　milk．

　　　　Frolh　the　above　facts，　we　have　reached　the　following　conclusion：

　　　　（1）　In　B」snlall　number　of㌻otal　bac七eria　and　living　bacteria　in　bot葺is

・ldue　to　the　goodness　of　raw　milk　and　of　lnanufacturing　process．

　　　　（2）　111A，　the　minimuIn　number　of　living　bacteria　and皿arked　small　ratio

盾?D　living　bacteria　are　caused　by　high　tempera七ure　in　drying　process，包s　our

?獅嘯凾高?@test　shows．

　　　　（3）　Total　bacteria　number　of　C，　D，：E，　F　is　in，approximate　nulnber，　but

Das　for　living　bacteria，：E，：F　has． №窒?℃ｵ・number．　As　the　date　of　callning　is　not

　　　　　　　　　　びPnentioned，　we　can　not　decided　whether　the　above　fact（shown　in　3）．has　been

・caused　on　account　of　fresh　canning，　alld．　living　bacteria　hot　having　yet　extincted，

．or　on　aecount　of　old　canning，　and　living　bacteria　having　increased．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（June，1935．）

　　　　15．　0π〃包θQπα泥’gεηg〃θ痂ods　o’Z）rg〃ε鷹．（1ηEπ21gηae．　By　j匠．

．．1s雇。侃dぞ．乃。．

　　　　HOving　recognized　th6　presence　of　peroxydase　ahd　amylas6　ih　dry　lhilk，　we

rtried　to　distinguish　the　qualities　of　the　market皿ilk　in　accordallce　with七：he
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activities　of　the　two　enzyme　by　means　of　the　processes　of　Storch　and　Rothen－

fusser．　The　experiment　gives　us　the　follbwing　results．

　　　　　　．1　　　　　　　、　．　　　　　．．・’　・　・　L「　．．　　　「　ノ　　　　・爵　1　　　．　　　．　．’　．　　　　　　　　　　　「

Sa皿ple

A，foreigl正」product．bJr　drum－proeess

B，　　，，　　　，，　　　　spray－process

C，domestic　produc七by　drhm－proeβss

D，　，，　　，，　　⑩ay－P■ocess．

E，　　　，，』　　　　，，　　　　　　　　　　，，

：『，　　　，，　　　　　，，　　　　　　　　　　，，

　　Note，（⇒．

Peroxγdase

Storch Rothel夏fusser

　　　十

　　　±

　　　±

　　　十

（一）＿．＿．absellt

（±

（十）、　　　　　．slight

（＋）．

（帯）．．

十

±．

±

十

lAmylase
2

16di且e－s七arch

：E皿zyme　reaction　indica七ed　by：

）」．＿．．．ve｝y　slight

　十

’　±

　　±

　　十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．．．ma■kedL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．。．．∴．re血arkable

　　　　　　　　　（2）T・prepa・e七・sa即1e丑eeessa・y　f・・experime且t　the即蛍P・wed・i・七・a且sfe・ea

　　　　　　　　　　　　wi七h　w乱七er　into昂glass－stoppered　bot七1θin　which　a　number　of　glass　beads　a■e

・　　　　　　　　　　　placed　previously．　Keep　the　bot七le　in　the　ba七h　of　the　telロperature　of　37－40。σ。

　　　　　　　　　　　　for　15－20　R［in・，　shε㍉ke皿vigorously　a七intervals・

　　　　　　　　　（3）　For七he　s七a■ch　sto（磁　solution　in　the　amylase7test，　we，prefered．　i七s　1％　reagent

　　　　　　　　　　　　simplアprepared　by　dissolvi皿g　starch　in　warm　water　to七he　others　Inade　pア

　　　　　　　　　　　　complex　way．　Upon　the　use　i七was　dilu七ea　to　O，05月目olu毛ion　to　coエrespona

　　　　　　　　　　　　with’0．002　N　solutio丑of　iodine．

　　　　　／

　　　　　There　is　no　doubt　tha七the　d迂ference　of　the　activit茸es　of　enzyme　in　the

我bove　table　depends　upon　the　eff6cts　of　the　heating　during　the　dry．孤ilk皿anu－

faeturing。　The　heat　condition　in　its　manufacturing　process　qan｝）e　divided　into

three　steps　for　the　most　part；七he丘rst　is　the　heating　in　cond6nsing　of皿ilk；

the　second　in　powdering．（changing　Ii吼uid　1皿ilk　to　solid　one）；the　third　in　the

po宙dered　state　（ill　the　absence　of　water）．　The　following　experimellts　aでe

℃arried　out　to　trace．the　i卑且uence　of　heating　upon　the　acti兀｛ity　of　enzyme　of

Taw　milk　in　thle　three　steps・

Experim．ent　on　the　condensing　of　milk

Raw　milk　pasteurized
　　　　for　3q　m玉n．

Peroxydase

．．A皿ylasq

Rothellfusser

Iodille・stareh

60。

帯

十

63。

什

三

十

65。

冊

什

±

68。

珊

帯

±．

70。

土

±

72。 75。． 780 80。 82。

〒
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Experimellt　on　lleaもing　for　powdering　milk

：Raw　mi止heated
高盾高?Mtarily

・　60。
63。 65。 68。 70。 72。 75。 780 800 82。　　．

：Peroxyぬse’
．St6rch

qoもhe皿fusser

冊冊 什冊 帯惜 冊帯 帯帯 帯帯 帯惜 惜帯 ±±
一一

Amylase． Iodine－star6h 帯 ．什 →什’ “，
十 ± ± 一 一 一

：Experi皿ent　on　heating　of　dry　milk．

’

B E D
Sa皿ple　hea七ed　at　80。C

Ohr 圭hf 1hr 1義hr Ohr 義hr 1hT 1義hr Ohr 垂hr 1hr

：Peroxydase
S七〇rch

qo七henfusser

十十 十十 ±± ±± 十十 十十 ±± ±± ±± ±±
一一

Amylase 工odine－starch 十 升 十 ± 十 士 一1、． 一 ± ± 一

　　　　：From　the　results　appeared　in　the・・above七ables　we　a6knowledge　the　follow－

ing．facts・

　　　　（1）．，In　ease　of・milk　co皿tailli皿g．　pleロty　of宙ater，士he　st抗bility　of　eu2yme

in　sa皿ple　are　contr611ed　by　both　of　the　tempemture　and　the　time　of　heating．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
Peroxydase「in　s銑lnple，seems　to　be　ahle　to　withsta且d　higher　temperature　than

amylaseフand．七he　former，s　reaction　is　lost　suddenly，　while　the　la七ter，s　somewhat

．slowly．

　　　　（2）．Inl　case　of　milk　with七he　most　par七〇f　water　re皿oved，　the　stabili七y　of

enzyme　is　controlled．chiefly　by　the　h㈱tiug　Period，　and　the　dilninishing　of　its

activity　apPears　very　slow．

　　　　（3）　The　weaker　activity　of　peroxydase　in　dry　milk七han　pasteurized　milk

．1昌もh・・gh樋・・“・e　t・th・h・・ti・g　h・it・p・wdered・t・t・・

　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　（June，1935．）
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